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大学等シーズ展示一覧 

ձ৔Ϛοϓ

大学等γʔζలࣔ

276件

83件 90件

21件 4件

48件 30件

6分野

S   Πンϑϥɾ̓ શɾ社会ج൫I     ৘ใ通信

H   ݈߁ɾ医ྍC   ΧʔϘンχϡʔτϥϧɾڥ؀

F    ৯ྉɾ農ྛਫ産 O   海洋ɾ宇஦
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ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ੡඼ɾ঎඼ԽϑΣʔζ

େཱެࡕେֶ
C-01

খܕਓ޻Ӵ੕༻ͷଳిݕ஌ηϯα։ൃ

大ཱެࡕ大学޻�学ڀݚՊ�ిࢠ෺ཧܥઐ߈�।ڭतڮߴ��࿨
同研究ऀڞηϯλー�٠Ӭ�࿨໵ڀݚॴ�ηϯシϯάシεςϜڀݚ߹ज़૯ٕۀ࢈

技術֓ཁ
シリコンフォトニック結晶光素子を用いた空間電荷の検知を研究している。本技術は、光を
用いた帯電検知を特徴としている。そのためESDに強い。電子技術を検知に用いる従来の
検知技術が適用できなかった場面での利用が期待される。静電気事故の脅威が大きい宇
宙産業は有望な応用先であり、人工衛星などの宇宙機で利用できる帯電検知センサの開
発を目指している。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

既存の静電気対策製品の利用が進んでいない産業。例えば宇宙産業と化学工場。市場規模
は100億円。

Ωʔϫʔυ

フォトニック結晶 静電気 ESD 小型人工衛星 空間電荷 シリコンフォトニクス

͓໰͍
߹わͤઌ

学術研究ਪਐ本部63"ηンλʔ
E�NBJM��HS�LOLZ�VSBDFOUFS!PNV�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�PNV�BD�KQ�VSB�

ϑΣʔζڀݚ

େۀ࢈ࡕେֶ
C-02

ۭͷ୤୸ૉԽɺి ಈػۭߤΛ࣮͢ݱΔ
ܰྔःஅثγεςϜ

大ۀ࢈ࡕ大学޻�学෦�ిࢠిؾ৘ใ޻学Պڭ�त໌�ాؠ�඙

技術֓ཁ
航空輸送でのCO2削減のために電動航空機が検討されている。電動航空機では発電機か
らの交流電力を直流化した上で機内に配電し、再度交流化して推進用ファンが駆動され
る。直流配電システムには信頼性が高くかつ高効率で軽量の直流遮断器が必要となるが、
これまで仕様を満たす遮断器は開発されていない。本展示技術は、電動航空機用の遮断器
システムにおいて１Fit未満の故障率と200kW/kg以上の軽量性を同時に満たすものであ
り、半導体で構成された遮断部とコアを共有する限流用のマトリックス構成のインダクタ
から成る。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

①電動航空機用の直流配電システム：限流・遮断器システムはグリッドシステム部分（エン
ジンの1/2相当＝平均20億円/2）の1/5の市場と見なせるため2.4兆円/年の市場規模が
見込まれる。
②産業用DC配電システム
③自動車用マルチ負荷システム

Ωʔϫʔυ

電動航空機 直流配電 遮断器 限流器 高信頼 軽量 半導体 インダクタ

͓໰͍
߹わͤઌ

大阪産業大学 社会࿈ܞɾ研究ਪਐηンλʔ 産業研究所ࣄ຿室
E�NBJM��TBOHBLV!DOU�PTBLB�TBOEBJ�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�PTBLB�TBOEBJ�BD�KQ�

։ൃϑΣʔζ

۝भେֶ
C-03

ػցֶशΛར༻͠たϨʔβʔ༹઀ػ
͓Αͼ੍ޚγεςϜ

۝भ大学�シεςϜ৘ใՊ学ڀݚӃ�ిؾシεςϜ޻学෦໳�।ڭत�தଜ�大ี
һ�٠஍�ढ़จڀݚ�ۀ޻ձࣾλϚϦࣜג

۝भ大学�シεςϜ৘ใՊ学ڀݚӃڭ�त�༅ాٱ�ਓڞ同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
レーザ照射により高温となった材料表面から発生する輻射光をリアルタイムで高精度に温
度画像化しAIに学習させることで、レーザ溶接の状態を高精度かつ即座に判断可能な
レーザ溶接システム(特許1)、及び、レーザ波長組合せ、パワー密度を金属溶融状態に合わ
せてリアルタイム可変が可能なレーザ溶接システム(特許2)。これらにより、高速かつ低ス
パッタ溶接の実現と、溶接品質のリアルタイム評価が可能となり、製造コストを大幅に削
減することが可能となる。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

EV等の電気自動車用モータやバッテリー製造への活用を想定している。モータやバッテ
リーは急速な自動車の電動化で需要が高まっており、加工時間の短いレーザ溶接におき
変わりつつある。しかし、モータ、バッテリーの材料が銅・アルミである為、レーザ溶接条件
が難しく不良率も高い状況である。我々の特許技術を用いると加工の短時間化及び品質
評価・フィードバックが可能となる為、製造コストを大幅に削減する事が出来る。

Ωʔϫʔυ

レーザー溶接 人工知能 機械学習 輻射熱 温度分布画像

͓໰͍
߹わͤઌ

九州大学 ΦʔϓンΠϊϕʔγϣンϓϥοτϑΥʔϜ	0*1
ΠγϡʔυリϒンνʔϜ
E�NBJM��DPPSEJOBUF!BJSJNBR�LZVTIV�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
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੡඼ɾ঎඼ԽϑΣʔζ

த෦େֶ
C-04

௒௿ଛࣦૹిΛՄೳʹ͢Δ
௒఻ಋέʔϒϧɾྫྷ ٫ٕज़

த෦大学�௒఻ಋɾ࣋ଓՄೳΤωϧΪーڀݚηϯλー�෭ηϯλー௕ɾڭत�ஜຊ�஌ࢠ

技術֓ཁ
中部大学の技術をベースに企業との共同体制で実施した石狩市での１km級の超伝導直
流送電（SCDC）の実証試験（石狩プロジェクト）により、SCDCが従来の送電線と比べて損
失が1/10まで低減できることが確認されました。さらなる低損失化に向け冷却効率をあげ
るための断熱技術や、長距離化に向けた低温接合技術によるケーブル接合、新たな応用と
して航空機向け軽量ケーブルの開発状況等を紹介します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・再生エネルギー等を繋ぐ長距離、および省スペース型高効率直流送電ケーブル（高速エネ
ルギー路肩、海底トンネル等）
・航空機積載用軽量電気ケーブル
・高性能断熱技術を応用した冷媒（LNG、液体水素等）の輸送配管

Ωʔϫʔυ

低損失 超伝導 冷却 断熱 冷熱利用 大容量 省スペース 送電 再生可能エネルギー 海底ケー
ブル

͓໰͍
߹わͤઌ

中部大学 ௒఻ಋɾ࣋ଓՄೳΤωϧΪʔ研究ηンλʔ
E�NBJM��DBTFS�TFD�NM!JTD�DIVCV�BD�KQ
63-��IUUQ���XXX�DIVCV�BD�KQ�PSHBOJ[BUJPO�JOTUJUVUF�
��������TVTUBJOBCMF@FOFSHZ

ϑΣʔζڀݚ

੨ֶࢁӃେֶ
C-05

௒೤఻ಋώʔτύΠϓʹΑΔ
αʔϚϧϚωʔδϝϯτ

੨ࢁ学Ӄ大学�ཧ޻学෦�機ց૑଄޻学Պڭ�त�࿢ߞ�ೋ

技術֓ཁ
世界初かつ世界最高性能の熱輸送デバイスである『超熱伝導ヒートパイプ』の開発に成功
しました。この特許技術は、産業・工業分野における熱問題を根本的に解決し、革命的な
サーマルマネージメントの実現に貢献します。超熱伝導ヒートパイプは、従来の放熱部材よ
りも圧倒的な熱輸送性能を誇り、多岐にわたる熱問題の解決に役立ちます。これは、従来
型ヒートパイプの代替デバイスとしてだけでなく、各種熱制御分野において革新的技術の
ブレークスルーをもたらします。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

超熱伝導ヒートパイプは、EVバッテリーの急速充電時の発熱抑制や自動運転用ECUの熱
暴走防止など、多岐にわたる分野で有望です。また、従来型HPが担っていたサーマルコント
ロール領域全てに対応し、リプレイスすることができます。この研究成果によって得られる
社会実装例は、ますます増加するでしょう。

Ωʔϫʔυ

サーマルマネージメント 放熱 排熱 冷却 熱輸送 ヒートパイプ 熱制御 熱伝導 高性能

͓໰͍
߹わͤઌ

౷合研究機構リΤκンηンλʔ
E�NBJM��S�����!BPZBNBHBLVJO�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�BPZBNB�BD�KQ�SFTFBSDI�SFTFBSDI�DFOUFS�

��MJBJTPODFOUFS�

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

ෞେֶذ
C-06

ਂ૚໛฿ֶशʹΑΔϫΠϠϦϯάϩϘοτ

ߊत�ҏ౻�࿨ڭ�学Պ�஌ೳ機ցίーε޻学෦�機ց޻�ෞ大学ذ
�ീా�ఓ೭ڭ学Պ�஌ೳ機ցίーε�ॿ޻学෦�機ց޻�ෞ大学ذ

同研究ऀڞत�Ճ౻�๜ਓڭ�学Պ৘ใίーε޻ɾ৘ใࢠిؾ学෦�ి޻�ෞ大学ذ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
航空機部品等でボルトの脱落防止に用いられるワイヤリングを自動化するロボットシステ
ムです。本システムは二眼カメラを搭載し、ロボット視点の映像をVRゴーグルを通じて操
縦者に伝えます。操縦者は映像に基づいてロボットに対する動作指示を与えますので、ワイ
ヤリングにおけるロボット視点の映像と操作指示のデータセットを獲得できます。それら
データセットを教師データとして深層模倣学習を行うことで、ロボットによるワイヤリング
が実現可能となります。現在はワイヤ挿入、ワイヤ引抜の各動作について個別に自動化を達
成しました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

従来のロボットは定型作業の自動化には向いているものの、ワイヤリングのように常に状
況（ボルトの向きやワイヤの形状など）が変化する用途には活用が難しいとされてきまし
た。本手法の活用により、これまで自動化が遅れてきた分野へのロボットの適用が期待さ
れることから、ロボット市場の拡大、生産性向上、生産人口減少対策など社会に与えるイン
パクトは大と考えます。

Ωʔϫʔυ

協働ロボット 産業ロボット 人工知能 生産技術 ものづくり 自動化 匠の技 熟練者

͓໰͍
߹わͤઌ

岐阜大学 研究ਪਐ部 研究ਪਐ՝ 産学׭࿈܎ܞ
E�NBJM��TBOHBLV!U�HJGV�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���BSJ�HJGV�V�BD�KQ�

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ

Ѵ઒ߴۀ޻౳ઐ໳ֶߍ
C-07

ୈ�ͷΧʔϘϯʡͰੈքΛมֵ͢Δʡ

Ѵ઒ߴۀ޻等ઐ໳学ߍ�෺࣭Խ学޻学Պڭ�तٶ�ӽ�ত඙
Ѵ઒ߴۀ޻等ઐ໳学ߍ�෺࣭Խ学޻学Պ�।ڭत�খڞߒ࢙�ࣉ同研究ऀ

技術֓ཁ
我々はマイクロ波加熱を応用した触媒反応器を用いてメタン分解による高純度水素製造
と機能性カーボンの高次量産法を検討してきました。これらの主たる鍵物質は、触媒金属
と多層球状カーボンが組み合わされた金属－カーボンナノオニオン（金属－CNO）です。今
回は金属－CNOの機能発現について解説すると共に、プラチナ代替素材としての電極性
能や水電解特性に関しても説明します。それにより金属－CNOの次世代のエネルギー素
材候補としての魅力や将来性を紹介します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本反応は原料にメタンガスを利用し、再生ガスとしてCO2を利用します。水素や合成ガス
（CO+H2）を効率的に生成することから、温室効果ガス低減を目的とするエネルギー産業
に適用できます。また、金属－CNOはプラチナ（Pt/C）に近い性能を示すだけでなく、電圧
変動が大きい条件下の水電解では、Pt/Cよりも性能低下が抑制されました。再生可能エネ
ルギーを利用する次世代システムにも適すると思われます。

Ωʔϫʔυ

マイクロ波加熱 メタン分解 CO2分解 高純度水素製造 合成ガス製造 白金代替素材 再生
可能エネルギー 水電解

͓໰͍
߹わͤઌ

૯຿՝研究܎ྗڠ
E�NBJM��T@LFOLZV!BTBIJLBXB�ODU�BD�KQ
63-��IUUQT���XXX�BTBIJLBXB�ODU�BD�KQ�
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http://www.chubu.ac.jp/organization/institute/sustainable_energy
https://www.aoyama.ac.jp/research/research-center/liaisoncenter/


։ൃϑΣʔζ

େࡕେֶ
C-08

Ӧ೶ܕଠཅޫൃిͷたΊͷ
྘৭ޫ೾௕બ୒ܕ༗ػଠཅి஑
大ࡕ大学ۀ࢈�Պ学ڀݚॴۀ࢈�Պ学φϊςΫϊϩδーηϯλー�ιϑτφϊϚςϦΞϧڀݚ෼໺�ॿڭ�ਞ಺�੨๖

ެཱਡ๚౦ژཧՊ大学޻�学෦ڭ�त�౉ᬑ߁�೭
大ཱެࡕ大学�大学Ӄ೶学ڀݚՊڭ�त�ԣҪ�मڞ࢘同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
農業生産と太陽光発電を同時に実現するエネルギー技術として営農型太陽光発電が注目
されています。当研究グループでは、農作物の生育に必要な青色光と赤色光を透過し、光
合成への寄与が少ない緑色光を発電に利用する緑色光波長選択型の有機太陽電池の開
発を行っています。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

青色光と赤色光を透過する太陽電池によって、農業用グリーンハウスに直接搭載すること
ができ、電力源としての利用が期待されます。また、光透過型太陽電池として建築物の窓や
外壁などへの設置が期待できます。

Ωʔϫʔυɹ

営農型太陽光発電 有機太陽電池 有機半導体 透過型 半透明 農業 光合成 波長選択

͓໰͍
߹わͤઌ

大阪大学 ڞ創機構 Πϊϕʔγϣンઓུ部門 知తࡒ産室
E�NBJM��UFOKJLBJ!VJD�PTBLB�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�DDC�PTBLB�V�BD�KQ�

੡඼ɾ঎඼ԽϑΣʔζ

ߍ౳ઐ໳ֶߴۀ޻ถཹٱ
C-10

ϑΝΠϯόϒϧఴՃ೩ྉʹΑΔ
೩අվળͱഉؾΨεΫϦʔϯԽ

त�த෢�༃ਔڭ�学Պ޻�機ցߍ等ઐ໳学ߴۀ޻ถཹٱ

技術֓ཁ
従来の常識では、ディーゼル機関用の燃料にミリサイズの気泡が混入すると異常燃焼が起
こり燃費改悪、機器寿命減少が起こりました。本技術は、燃料中に微細気泡（＜100m）を混
入し、燃料の着火性の向上と燃焼時間の短縮によるディーゼル機関やガスタービン機関の
燃費を5％改善する装置です。燃料供給系統やエンジンの改造が不要で、しかも単純な構
成の装置なので、容易にアドオン可能です。また、きわめて小さな動力（エンジン出力の
0.1%以下）で稼働し、省エネ効果が大きい装置です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

現在運転中の燃焼機器（ディーゼル機関・発電機、ガスタービン機関）に後付け（レトロ
フィット）し、5％ほどの省エネ効果が見込めます。黒煙やNOxなど有害排気ガスの低減効
果も確認しています。
重油や軽油燃料での省エネ効果は実証済ですが、カーボンニュートラル燃料であるバイオ
ディーゼル燃料や次世代ガスタービン発電用燃料として期待されている液体アンモニアへ
の応用を実証していきます。

Ωʔϫʔυɹ

ファインバブル 省エネルギー カーボンニュートラル 重油 軽油 ディーゼルエンジン 船舶 
発電機 重機 燃費 低燃費 排気ガス 二酸化炭素 黒煙 NOx 液体アンモニア バイオ燃料 
BDF
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技術֓ཁ
農地を利用した太陽光発電技術である営農型太陽光発電（ソーラーシェアリング）への期
待が高まっている一方で、既存のシリコン系太陽電池は光を透過しないため、農地に設置
した太陽光パネルの陰による収穫量の減少や農作物の品質低下等の悪影響も懸念されて
おり、課題が多いのが現状である。
本研究では、上記課題解決に向け、農作物栽培に必要な太陽光を透過する有機薄膜太陽
電池を用い、農作物栽培に悪影響を与えることなく太陽光発電を行う「ソーラーマッチン
グ」という新たなコンセプトと実証実験結果について紹介する。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

国内園芸用施設屋根の総面積は47,500万m2であり、総面積の5%へ有機薄膜太陽電池を
搭載できれば、108.1万トン/年のCO2削減、57,412万kL/年の原油削減効果に相当するこ
とから、低炭素社会の実現に十分貢献できる。さらに、機器設備や車の基材や、各種建築物
の屋根、意匠性を付与した窓として容易に導入できる技術開発にまで至れば、Si系太陽電
池とは一線を画した用途展開が拓ける。

Ωʔϫʔυɹ

有機薄膜太陽電池 有機太陽電池 有機半導体 有機エレクトロニクス 光合成 ソーラーシェ
アリング 営農型太陽光発電 植物工場 農業IoT 農業センサー オイル産生藻類 バイオマス 

͓໰͍
߹わͤઌ

産学࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��TBOHBLV!BENJO�TVT�BD�KQ
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๺۝भཱࢢ大学޻ڥ؀ࡍࠃ�学෦�ΤωϧΪー॥؀Խ学Պڭ�त�ᴈߚڿ�

技術֓ཁ
従来技術の含浸法、沈殿法によって調製された触媒では、触媒の活性点で局部的な過熱
が生じ、副反応（炭素質の析出等）が進行すること、触媒内部の活性金属種は、二次反応を
生じさせてメタンを発生させる（メタン選択率を増加（悪化）させる）こと、活性金属種が担
体から脱落し易く、耐久性に欠けるという課題がある。本発明は上記従来の課題を解決す
るもので、触媒担体の外表面に金属とシリカからなるゲル膜及び触媒金属を偏在させ、一
酸化炭素の転化率が高く、かつメタン選択率が低く、合成燃料に適し、活性を長期間維持
できる。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

カーボンリサイクル技術ロードマップ（経済産業省）では、熱化学、光化学、電気化学、生物
などにより、回収CO2から合成ガス（CO、H2）といった基幹物質を合成し、合成燃料などの
製造を目指している。本発明は、「合成ガスから直接合成燃料を製造する」触媒と製造方法
を提供することを目的とする。低炭素社会に貢献する合成燃料の製造技術として活用さ
れ、自動車、飛行機などの燃料として広く利用されることを想定している。

Ωʔϫʔυɹ

合成ガス 合成燃料 Co系エッグシェル型触媒 フィッシャー・トロプシュ合成

͓໰͍
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त�Ԟ�݈෉ڭ�ྉԽ学Պࡐ�学෦޻�大学ཱݝլ࣎

技術֓ཁ
本発明では、ペロブスカイト結晶構造を安定化できる化合物を添加し、大気中簡易プロセ
ス化が可能な形成法により、光電変換効率と耐久性を同時に向上できるデバイス作製プロ
セスを開発した点に新規性があります。具体的には、Pb原子位置にCu、有機分子位置にア
ルカリ金属を導入し、安定化及びPb低減化できる点で優位性があります。また最近ではポ
リシランを導入することにより、高温作製、耐久性維持が可能となっています。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本発明のペロブスカイト化合物光電変換薄膜デバイスは、現在広く使用されているSi系太
陽電池と比較して、直接遷移型半導体を使用しているため、可視光波長における外部量子
効率が高く、屋内における小型軽量フレキシブルな特性が要求されるIoT機器などに広範
囲で応用できる可能性を有します。

Ωʔϫʔυ

ペロブスカイト太陽電池 耐久性 アルカリ元素 ポリシラン
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滋賀県立大学 産学࿈ܞηンλʔ
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ൃిޮ཰Λඈ༂తʹ্޲さͤた
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ஜ೾大学�シεςϜ৘ใߏ�ܥ଄ΤωϧΪー޻学Ҭ�।ڭत�ઙҪ�݈඙

技術֓ཁ
本波力発電装置では、地震動を受ける建築・土木構造物の制振装置として注目を集めてお
り、効率よく振動エネルギーを吸収することが可能な、同調回転慣性質量機構を応用して
います。そして、本機構により従来の装置と比較して、波力発電効率の飛躍的な向上を実現
させています。また、回転慣性質量値を可変にすることで天候等による波の周期の変化に
も柔軟に対応可能であり、発電効率を常に最適に保つことが可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本波力発電装置は海洋上でのさまざまな計測や調査を目的としたドローンやセンサー用
電源として期待出来ます。また、本来、地震動を受ける建築・土木構造物の制振を目的とし
た技術であるため、波力発電だけでなく、振動が問題となる海上に浮かぶ浮体に本波力発
電装置を組み合わせることで浮体の振動制御も同時に達成出来る可能性を秘めた装置で
す。

Ωʔϫʔυ

波力発電 エネルギーハーベスティング 再生可能エネルギー イナーター 慣性質量
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筑波大学 産学࿈ܞ部産学࿈اܞը՝
E�NBJM��FWFOU�TBOSFO!VO�UTVLVCB�BD�KQ
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౦ւ大学�૯߹Պ学ٕज़ڀݚॴ�௕୩઒ڭ�ࣨڀݚत�௕୩઒�ਅ໵
ੴ઒ཱݝ大学�৯඼Ճ޻学ࣨڀݚ�ಛผڀݚһ�ઍլ�ຑརࢠ

౦ւ大学޻�学෦�機ց޻学Պ�ಛ೚ڭत�ᷤੜ�࿨ਓڞ同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
工場、自動車、船舶などが使用している燃料由来のエネルギーの多くは廃熱として捨てら
れています。これらの廃熱を「熱音響システム」を用いて回収し、電力や冷却・加熱に利用す
ることを目指した研究を行っています。熱音響システムには熱境界層程度の流路を有する
細管が用いられます。この細管に温度勾配を設けることで音波を介した熱と仕事の相互変
換が生じます。熱音響現象を利用すると「熱から音波を介して仕事を取り出す熱機関」や
「音波を入力することで熱を汲み上げるヒートポンプ（冷却・加熱）」を実現することができ
ます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

〇熱と仕事のエネルギー変換を行う際にピストンやタービン等の機械部品を必要としな
いため、本質的にメンテナンスフリーな装置を構築できる可能性があります。
〇工場廃熱、自動車廃熱、太陽光熱等、多様な熱源を利用したヒートポンプ（冷却・加熱）や
発電システムを実現できる可能性があります。
〇可動部を有することなく、非温暖化ガスを用いたヒートポンプ（冷却・加熱）を実現可能です。

Ωʔϫʔυ

廃熱 回生 熱音響 冷却 発電
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学長室	研究ਪਐ୲౰
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த෦大学�ϛϡΦϯཧ޻学ڀݚηϯλー�த෦大学୎ӽڭतݩ�౻ࠤ�ହ
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౦๺大学�大学Ӄཧ学ڀݚՊڭ�त�໦໺ڞࢤ߁�同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
これは原子炉の改良ではない。電源喪失、設備等の崩壊でも停止する新しい量子ネルギー
源である。ミュオン核融合を炉心に配置し、トリウム232十ウラン233の未臨界炉心に中性
子を供給し制御する。東北大はミュオン核融合の理論で注目を浴び、中部大はミュオン核
融合炉概念を創出、阪大のレーザー科学研は小型ミュオン源の基礎実験に成功、鶏卵大の
小型、低価格なミュオン核融合炉を創生した。2035年までに試作機を完成させる。超臨界
炉を多重安全方式で運用せざるを得ず、反原発に苦慮している現在の電力業界の救世主。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

小型（10～100ＭＷ）だから、工場で組みたてパッケージ輸送･短納期。プルトニウムを必要
としないため、マイナーアクチニドなど高線量放射性廃棄物が発生しないクリーンな量子
エネルギーで、核拡散防止に適合。次世代の中東、アフリカは有力顧客。電力の余熱で海水
淡水化や汚水浄化等の水ビジネスを展開するなど、次世代型エネルギー事業。2050年まで
に世界の電力市場の50％占有を目指す。

Ωʔϫʔυ

小型 安全 クリーン 未臨界原子炉 ミュオン核融合 ＤＤ核融合 放射化物低減 安全保障 水
ビジネス 日本をエネルギー輸出国へ 難燃性セラミックス ニヤネット高温焼成技術 マイク
ロ波焼結
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中部大学 研究ࢧԉ部産׭学࿈ܞਪਐ՝
E�NBJM��TBOLBOHBLV!P⒏DF�DIVCV�BD�KQ
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౦ిژ機大学޻�学෦�ి޻ࢠిؾ学Պڭ�तܚ�౻ࠤ�հ

技術֓ཁ
LIBの高エネルギー密度化のブレークスルーとして注目されているシリコンナノ多孔粒子
負極は、表面に形成した膨張空間である細孔が膨張/収縮を繰り返すことで破壊し、LIBの
寿命低下の要因となっている。今回出展するシリコンナノ多孔粒子と2次元材料を組み合
わせた負極は、シリコン/集電体間の高い電気伝導による安定したリチウムイオンの移動の
確保とシリコンの膨張の抑制によりLIBの寿命を向上でき、カーボンニュートラル社会にお
ける高性能蓄電池の需要に直結する極めて重要な技術になります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・蓄電池等のエネルギー・電気化学分野の市場
・リチウムイオン二次電池や全固体電池の負極材料としての活用
・カーボンニュートラル社会の実現に向けた電気自動車の普及に貢献
・ウイルス感染における抗原・抗体の定量検査等の検査医学分野の市場
・抗原・抗体反応によるウイルス検知・診断および感染歴確認用材料としての活用
・ウイルスを高感度かつ簡易に検出でき、いつでも、どこでも診断が可能

Ωʔϫʔυɹ

リチウムイオン二次電池 全固体電池 バッテリー 蓄電池 負極材料 負極 カーボンニュート
ラル SDGs 電気自動車 エネルギー 電気化学
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ௗऔ大学޻�学෦�機ց෺ཧܥ学Պڭ�तݪ��๛

技術֓ཁ
鳥取大学が開発した端部のない翼形状の小形バタフライ風車は、他の垂直軸風車と比較
して、高起動性、高出力性、低騒音性等に優れ、最近発明したシンプルかつ安定動作する可
動アーム式の過回転抑制機構を加えて、安全性およびコスト削減性も向上しました。アルミ
押出材を多用した量産に適した構造を持ち、風の強い海岸線等に限定されず全国の低風
域でも設置を可能とし、大型風車や太陽光を凌ぐ低発電コスト（平均風速3.8ｍ/sで10円
/kWh）の次世代再生可能エネルギーを実現する可能性を持っています。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

脱炭素化、持続可能性、地産地消が求められる現在、バタフライ風車による風力発電ユニッ
トはデジタル田園都市国家構想にもマッチし、地方や中山間地域、離島等も含む広範囲に
おいてクリーンで安価かつ雇用も生み出すエネルギー源として活用可能です。小形のため
景観を損なうことも少なく、独立電源とすれば災害対策として不安解消にも役立ちます。需
要・土地面積・予算に応じて、１基から数十基の密集配置による導入が可能です。

Ωʔϫʔυɹ

風力発電 小形風車 低コスト化 バタフライ風車 アルミ押出可動アーム 垂直軸風車 エネル
ギー EV クリーン 低騒音 過回転防止 分散電源 ウインドファーム 密集配置 離島 災害 自
家消費

͓໰͍
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鳥取大学 研究ਪਐ機構
E�NBJM��TBOHBLVDE!NM�DKSE�UPUUPSJ�V�BD�KQ
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ௗऔ大学޻�学෦ڭ�तޱࡔ��༟थڞ同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
リチウムイオン電池の負極材料として、Li4Ti5O12が実用化されています。ルチル型TiO2
は安価で資源豊富な素材であるが、電子伝導性に乏しくLi拡散方向が一次元方向に限定
される課題を抱え、ほとんど注目されておりませんでした。本研究では、その潜在的な性能
を引き出すための方法論を確立し、単結晶化、不純物ドープ、粒子形状の最適化などの独自
の工夫により課題を克服し、大幅な高性能化を達成しました。また、ナトリウムイオン電池
や固体Li電池にも適用可能であることを確かめました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

１）IoTデバイス（特にウェアラブルデバイス）用の小型酸化物系固体電池
     （小型固体電池は6.7兆円もの巨大な市場が見込まれます）
２）街乗り用の小型電気自動車に搭載する安全性・耐久性重視のリチウムイオン電池
     （自動運転の電気自動車の普及が促進されます）
３）安価で資源豊富な材料で構成できることを特長とする定置用ナトリウムイオン電池

Ωʔϫʔυɹ

リチウムイオン電池 ナトリウムイオン電池 固体電池 酸化物負極 ウェアラブルデバイス 結
晶構造 不純物元素ドープ 酸化チタン 単結晶化
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鳥取大学 研究ਪਐ機構
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҆৺҆શなϙʔλϒϧ෩ྗൃి૷ஔ

௕Ԭٕज़Պ学大学޻�学ڀݚՊ�機ց૑଄޻学ઐ߈�ಛ೚ॿࠤ�ڭ౻�༃ಙ

技術֓ཁ
風力発電の主役は洋上に設置する大型風車ですが、カーボンニュートラルやSDGｓの意識
向上により地産地消型のマイクロ風力発電に対するニーズが高まっています。都市や住宅
地に設置可能な安全・安心で低騒音のマイクロ風力発電装置として、日米英独豪で特許取
得済みの新風車理論『縦渦リニアドライブ』を適用した円柱翼風車を用います。通常の風車
の1/20の回転数で発電可能な安全・安心のポータブル風力発電です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・アウトドアや非常時における電源供給
・ IoTセンサーや監視カメラを稼働させる太陽光発電以外の独立電源
・ドローンの充電ポートとしての利用

Ωʔϫʔυɹ

カーボンニュートラル 風力発電 独立電源 分散型電源 SDGs ベンチャー IoT ドローン
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産学࿈ܞɾ研究ਪਐ՝஍Ҭڞ創室
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޺ຊ�༔ؠ�तڭ学ϓϩάϥϜ�।޻ɾ機ցؾి�߈学ઐ޻�Պڀݚ学޻大学�大学Ӄۀ޻԰ݹ໊

技術֓ཁ
従来の永久磁石は高剛性かつ脆性材料であるため、大きく変形させることはできません。
本技術シーズは、エラストマー素材にネオジム粒子を分散し着磁することで、大変形を可能
とした永久磁石です。変形することで内部の粒子が並進・回転運動するため表面の磁束密
度や磁化が変化します（逆磁歪効果）。一方、外部から磁場を印加すると内部の粒子に磁気
力が作用するため、エラストマーが大変形します（磁歪効果）。これらの性質を利用して、エ
ネルギーハーベスティングやセンサー、アクチュエーターなどへの応用が企図できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

永久磁石エラストマーを変形させると着磁したネオジム粒子が並進・回転運動するため、表
面の磁束密度や磁性が変化します。この変化を利用することで、IoTに必要不可欠なエネ
ルギーハーベスティングや電池フリーワイヤレスセンサーの構築が可能です。一方、外部か
ら磁場を印加するとネオジム粒子が磁気力を受けるため、６軸の運動提示が可能です。そ
のため、ソフトロボットへの応用など新しい技術の創出が可能です。

Ωʔϫʔυ

エネルギーハーベスティング IoT 永久磁石 エラストマー センサー 逆磁歪材料 アクチュ
エーター ソフトロボット
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ηϧϩʔεからਫૉͱ
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෱Ҫ大学޻�学ܥ෦໳޻�学ྖҬ�෺ཧ޻学ڭ�࠲ߨत�ઙ໺ߦو�

技術֓ཁ
セルロースからの水素生成に関しては、マイクロ波アシストによるナノサイズ金属触媒を用
いた水素とカーボンナノチューブ同時生成の報告例はないです。本技術では、セルロースを
短時間で効率的に分解し、セルロースの有効利用が可能な処理方法と、水素ガスおよび
カーボンナノチューブの生成に好適に用いることができる混合物を提供します。セルロース
を含む原料と触媒とを含む混合物にマイクロ波を照射することによって、水素ガスおよび
カーボンナノチューブを生成することが可能となります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

セルロースの熱分解の実現により、有用なエネルギー源としての水素と機能性材料である
カーボンナノチューブへとアップサイクルすることが可能となる。また、各種の焼却工程に
おけるCO2削減へ大きく貢献する新しい反応プロセスの一翼を担う技術である。この発明
により、地球規模の気象・環境問題に関連する持続可能な開発目標（SDGs）に多大な効果
を発揮し、貢献が期待できる。

Ωʔϫʔυ

セルロース ナノサイズ金属触媒 マイクロ波加熱 水素 カーボンナノチューブ 廃棄物処理 
環境負荷低減処理 脱炭素化 カーボンニュートラル SDGs
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福井大学 産学׭࿈ܞ本部知తࡒ産ɾ技術Ҡస部
E�NBJM��UJUFLJBMM!NM�V�GVLVJ�BD�KQ
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ણҡࡐྉからߏ੒さΕΔຎిൃࡲσόΠε

෱Ҫ大学޻�学ܥ෦໳޻�学ྖҬ�ણҡઌ୺޻学࠲ߨ�।ڭतݩࡔ��തত

技術֓ཁ
摩擦帯電型発電機は、摩擦帯電と静電誘導の原理に基づいて機械的エネルギーを電気エ
ネルギーに変換する装置で、ＴＥＮＧ（triboelectric nanogenerator）とも称されます。
ＴＥＮＧは、人間の動作、風力、音波など、様々な機械的エネルギーを効果的に捕らえ、それ
を電気エネルギーに変換します。しかし、取得された電気エネルギーを高効率で出力する
観点では改善の余地が大きいです。本技術により、摩擦帯電と静電誘導による取得された
電気エネルギーを高効率で出力し得る摩擦帯電型発電機が実現されます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本摩擦帯電型発電機は、様々な機械的エネルギーを電気エネルギーに変換する発電機と
して、特に全体がナノファイバで形成されている場合、通気性に優れたウェアラブルデバイ
スとしての応用に適している。

Ωʔϫʔυ

環境発電 摩擦帯電 繊維 ウェアラブル
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福井大学 産学׭࿈ܞ本部知తࡒ産ɾ技術Ҡస部
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技術֓ཁ
兵庫県立大学で作製しているペロブスカイト太陽電池は、従来のペロブスカイト太陽電池
と異なり真空蒸着による金（もしくは銀）背面電極を使用せず、その代わりにカーボン背面
電極を使用するために、「大気下完全印刷プロセス」、「長寿命」および「低価格」の特徴があ
る。大面積化も容易であり、今後の生産による新エネルギーへの貢献が期待できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

ペロブスカイト太陽電池のリサイクルを日本国内で実施することにより、日本国内のエネ
ルギー供給デバイスの「地産地消」が可能となる。安価な太陽電池が普及することで、今よ
りももっと多くの太陽電池の設置が見込まれる。

Ωʔϫʔυ

ペロブスカイト 太陽電池 印刷 カーボン ジルコニア
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兵庫県立大学 大学院工学研究科
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ԣ඿ཱࠃ大学�大学Ӄ޻学ڀݚӃ�シεςϜͷ૑ੜ෦໳�।ڭत�大஛�ॆ

技術֓ཁ
電磁誘導現象を利用した新たな振動発電デバイスとその構造および材料に関して出展を
行います。振動発電には、電磁誘導型に加え、圧電型や静電誘導型がありますが、電磁誘導
型は内部抵抗が小さく、高出力化が可能で、また、耐久性が高く、動作可能温度域が広いと
いう特徴があります。そして、電磁誘導型の中でも、従来、永久磁石搖動式や磁歪式があり
ますが、本発明方式（垂直磁界アシスト式）は、更なる高出力化を実現でき、加えて、使用で
きる磁性材料の選択幅も広く、その結果、低コスト化も図れるといった優位性を持ちます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

振動発電デバイスを搭載したワイヤレスIoTセンサの適用可能範囲は多種多様です。例え
ば、工場の微小振動を伴う機器のオンライン監視、電気機器の押しボタン式スイッチのワ
イヤレス化やリモコンの電池フリー化、不審者によるドア開閉や窓破り検知による建物の
防犯、トンネル内壁や橋などの構造物の異常応力検知による事故防止、大雨や地震などに
伴う土砂の微小移動検知による災害発生の予兆通知、などが可能になります。

Ωʔϫʔυɹ

振動発電 環境発電 エネルギー・ハーベスト IoT センサ 磁性材料
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技術֓ཁ
様々な機器を一括して連携運転する事で大幅な運用コストの削減や地球温暖化ガスの削
減が可能となります。大規模なシステムから小規模なシステムにおいてエネルギーマネー
ジメントを効率的に行える最適化アルゴリズムを提供可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

電力系統に導入された大型火力発電所、再生可能エネルギー発電システム、大規模エネル
ギー貯蔵システムを連携運転する事により火力発電所の運用コストを削減する事が可能
です。また、陸上養殖施設におけるエネルギーマネージメントシステムとしても利用可能で
す。

Ωʔϫʔυɹ

再生可能エネルギー エネルギーマネージメント 蓄電池 電気自動車 最適化手法 人工知能
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技術֓ཁ
マテリアルインフォマティックスはAIを活用する材料開発である。しかし、教師データの取
得には夥しい数の材料合成やその評価が必要となる。この観点で重要な、評価装置の開発
を実施している。今回は接着接合のせん断強度評価装置、並びに接着破断面の凝集破壊
率測定装置に関して展示を行う。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

マテリアルインフォマティックスによる接着剤開発に適用できる。これ以外にも、接着剤開
発や接着剤の適用検討時に本技術が適用可能である。

Ωʔϫʔυɹ

接着 マテリアルインフォマティックス ハイスループット評価
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技術֓ཁ
独自開発した2000Wh/kgを越える高容量密度の有機硫黄系正極活物質について、十分
な充放電回数を示す安定動作と安価な大量生産プロセスを確立できる材料を開発しまし
た。有機材料を正極に導入した電池は高容量が期待されますが、材料が劣化し易く材料の
導電性が良くないことが問題でした。しかし、我々が開発した有機ポリスルフィド系正極活
物質では有機基の選択で劣化の問題を克服できています。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

スマートフォン、Wi-Fiルータ等の小型携帯電子機器への実装を想定に置いています。本申
請課題の材料では現行の電池の5倍以上の電池容量拡張が可能です。即ち、5倍の容量に
より「休日中のフル充電から平日5日間を無充電で操作できる携帯電子機器」、または「従
来機器よりも数倍高いパフォーマンスで動作可能な端末」を社会に提供することが可能に
なります。

Ωʔϫʔυɹ

二次電池材料 全固体電池 ジスルフィド 有機合成
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ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ੡඼ɾ঎඼ԽϑΣʔζ

ҵ৓େֶ
C-28

தੑࢠখ֯ࢄཚͱ
ϥδΦάϥϑΟͷಉܭ࣌ଌγεςϜͷ։ൃ

ҵ৓大学�ཧ޻学ڀݚՊʢ޻学໺ʣ�ϏーϜϥΠϯՊ学ྖҬڭ�त�খઘ�ஐ
ҵ৓大学�ཧ޻学ڀݚՊʢ޻学໺ʣ�਺ཧɾԠ༻Պ学ྖҬࢣߨ��ೳా�༸ฏڞ同研究ऀ

技術֓ཁ
大強度陽子加速器J-PARCの茨城県材料構造解析装置iMATERIAにおいて、中性子小角
散乱とラジオグラフィの同時計測システムを開発しました。その結果、マクロからミクロス
ケールの材料内部の構造や水の分布を非破壊で観測できる分析技術が完成しました。燃
料電池、コンクリート、樹脂射出成形過程における金型内部のその場観察の事例を紹介し
ます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

マテリアルリサイクルにおける樹脂の射出成形時の成形条件（ヒーター温度、射出圧力等）
を検討する際に必要なデータ（溶融樹脂の流動速度や、金型内部における挙動）を実測し、
先述の計算科学によるシミュレーションに適用することにより、数値モデルの精度向上に
つなげることが可能です。これにより、以前よりも精度の高い成形不良対策を行うことが
でき、樹脂製造現場における生産性向上が期待されます。

Ωʔϫʔυɹ

中性子産業利用 中性子小角サンラン 中性子イメージング 燃料電池 コンクリート 水 プラ
スチック成形加工 射出成形 高分子材料

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ɾ産学׭࿈ܞ機構
E�NBJM��JSJD!NM�JCBSBLJ�BD�KQ
63-��IUUQT���XXX�JSJD�JCBSBLJ�BD�KQ�

ϑΣʔζڀݚ

ؔ੢େֶ
C-30

ϙϦϓΛى఺ͱ͠たαϯΰͷ
ఆԽݻԽ୸ૉͷࢎ཰૿৩ʹΑΔೋޮߴ

関੢大学�Խ学ੜ໋޻学෦�Խ学ɾ෺࣭޻学Պࡐڥ�؀ྉڭ�त�্ా�ਖ਼ਓ
関੢大学�ࣾձ҆શ学෦ڭ�तڮߴ��ஐڞ޾同研究ऀ

技術֓ཁ
サンゴ増殖は断片を岩盤に固定しそれを成長させる方法が一般的ですが、本技術は軽い
環境ストレスを与えることでポリプを単離し、それを起点としてサンゴを増殖させる技術で
す。ドナー（親サンゴ）に対するダメージを最低限に抑え多数のサンゴ発生起点を作製でき
るのが特徴で、従来法に比べ100倍以上の起点を作製できます。この技術は海洋環境改善
に資するネイチャーポジティブな技術であると同時に、増えすぎたCO2を長期固定する
（サンゴの骨格（炭酸カルシウム）へ）技術でもあります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

サンゴの高効率増殖(ポリプ単離・増殖基盤への固定・定着、設置場所の提供、増殖基盤の 
設置、サンゴの管理)により、海洋環境・生物多様性の保全、CO2の長期固定に貢献します。
期待される市場：(a)CSR投資市場:2，000億円以上(2019年度国内100社のCSR投資の
合計) 、(b)CO2排出量取引市場:31兆円(2020年世界の排出権取引額)の一部。

Ωʔϫʔυɹ

サンゴ ポリプ 単離 培養 増殖 高効率 二酸化炭素 固定 サンゴ礁 再生 海洋環境 海洋保全 
生物多様性 再生医療

͓໰͍
߹わͤઌ

関西大学 社会࿈ܞ部 産学׭࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��TBHBLVLBO�NN!NM�LBOEBJ�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�LBOTBJ�V�BD�KQ�SFOLFJ�

։ൃϑΣʔζ

۝भۀ޻େֶ
C-31

୤ϓϥʹ͚ͯ޲ະར༻໦࣭ݯࢿΛͬ࢖た
ྉࡐΔ͢޲ࢦ௿ෛՙΛڥ؀

۝भۀ޻大学�大学Ӄੜ໋ମ޻学ڀݚՊ�ੜମ機ೳԠ༻޻学ઐ߈�।ڭत�҆౻�ٛਓ

技術֓ཁ
群生域や廃棄量の多い未利用木質材料からセルロースを抽出して材料の原料に用いてい
る。特に、セルロースは会合しやすく、樹脂に混ざりにくい。また、熱可塑性も無いため、樹脂
のような成形はできない。これらの欠点を克服するため、また、化学薬品等の使用量にも目
を向けた「簡便かつ環境負荷の低いプロセスやセルロースの使用方法」を検討し、脱プラに
向けたバイオマス度の高い材料の開発を行っている。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

建設、自動車、航空宇宙などのさまざまな産業の環境への影響を軽減するのに役立つ持続
可能な材料として期待される。複合材料の世界市場は、2020年に約800億米ドルと評価さ
れ、2021年から2028年にかけて約7%のCAGRで成長すると予想される。農業や林業に依
存している地域に新たな経済的機会を生み出す可能性がある。

Ωʔϫʔυɹ

バイオマス セルロース 竹 アブラヤシ 脱プラ 低炭素化

͓໰͍
߹わͤઌ

研究اը՝
E�NBJM��LFO�TBOHBLV!KJNV�LZVUFDI�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�DDS�LZVUFDI�BD�KQ�

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ

େۀ޻ࡕେֶ
C-29

Λվળ͢ΔলΤωɾڥ؀ॅ
௿ίεταʔϞΫϩϛοΫΨϥεͷ։ൃ

大ۀ޻ࡕ大学޻�学෦�φϊࡐྉϚΠΫϩσόΠεڀݚηϯλーڭ�त�࿨ా�ӳஉ
大ۀ޻ࡕ大学޻�学෦�ిࢠిؾシεςϜ޻学Պڭ�त�લݩ�ར඙
大ۀ޻ࡕ大学޻�学෦�ిࢠ৘ใシεςϜ޻学Պڭ�त�খ஑�Ұาڞ同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
金属有機化合物分解法による二酸化バナジウム薄膜の単板ガラスへの適用は、多孔質低
反射構造とカチオン元素の置換ドーピングにより、可視光透過性を維持しつつ、赤外線透
過率を顕著に減少させ、熱放射抑制および断熱効果を促進します。本課題では、大気圧下
の水素添加窒素ガス雰囲気中における500℃以下での低温成膜プロセスと新規ドーパン
ト開発により、室内へ自然光を効率的に取り入れる可視スペクトルの高い透明度、入射赤
外光を安定して調光する能力および室温付近の転移温度を備えたサーモクロミックガラス
の実現を目指します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

既存住宅における窓の断熱性能を高め、冷暖房費負担の軽減やCO2排出量の大幅な削減
のため、複層ガラスへの交換が推奨されているが、高コスト、施工負荷、廃棄負荷をともな
う。一方、二酸化バナジウム薄膜を単板ガラスに低温成膜できれば、遮熱性を付加し、軽量
かつ低コストで施工負荷が少ない窓が実現できる。複層ガラスへの交換費用が１/4以下に
できる経済効果があるため、ガラス製造メーカとの共同研究が期待できる。

Ωʔϫʔυɹ

有機金属分解(MOD)法 二酸化バナジウム(VO2) サーモクロミックガラス 相転移 住環境

͓໰͍
߹わͤઌ

学長室 研究ࢧԉ社会࿈ܞਪਐ՝
E�NBJM��PJU�LFOLZV!KPTIP�BD�KQ
5E-��	��
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63-��IUUQ���XXX�PJU�BD�KQ�KBQBOFTF�TBOHBLV�JOEFY�IUNM
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ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

ຊେֶ۽
C-32

৽ڧԽϝΧχζϜʹΑΔ
ɾߴ౓ڧߴ ԆੑϚάωγ΢Ϝ߹ۚͷ։ൃ

त�Տଜ�ೳਓڭ�෼໺ܭηϯλー�߹ۚઃڀݚࡍࠃຊ大学�ઌਐϚάωシ΢Ϝ۽

技術֓ཁ
本技術は従来技術である長周期積層構造型（LPSO型）のマグネシウム合金とは異なる新
規合金です。新規合金はhcpマグネシウム母相中にL12クラスター配列層が均一に分散さ
れているマグネシウム合金であり、添加元素を半減しても材料全体がキンク強化をすること
を特徴とします。この新規合金は高強度および高延性をもち、さらに、難燃性を有していま
す。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

軽量化ニーズが高い自動車等のモビリティについては今後マグネシウム合金の用途が拡大
する見込みです。また、宇宙、航空分野等への適用に向けて、検討を進めています。これら
の分野では、軽量化だけでなく、本技術のような高強度、高延性、難燃性をあわせもつマグ
ネシウム合金が求められています。

Ωʔϫʔυɹ

マグネシウム 軽量化 難燃性 高強度 高延性

͓໰͍
߹わͤઌ

熊本創ੜਪਐ機構 Πϊϕʔγϣンਪਐ部門
E�NBJM��MJBJTPO!KJNV�LVNBNPUP�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���LJDP�LVNBNPUP�V�BD�KQ�

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ

ࣗવՊֶ֩�ߏػڀݚ༥߹Պֶڀݚॴ
C-34

ಔٴͼಔ߹ۚͷઌਐతΖ͏෇઀߹๏

ࣗવՊ学ڀݚ機֩�ߏ༥߹Պ学ڀݚॴڀݚ�෦�ϓϥズϚɾෳ૬ؒ༌ૹ�।ڭत࣌�୩�੓ߦ

技術֓ཁ
高温強度と高い熱伝導特性を兼ね備えている一方で、接合が極めて困難である酸化物分
散強化銅(ODS-Cu)と異種金属を高い接合面積率で強靭に接合するための技術です。例
えば、ODS-Cuに切削加工した冷却流路を完全リークタイトに封止することが可能です。
ここ数年の改良によって、完全リークタイトに封止することができる接合代を1㎜～2㎜の
領域まで狭くすることに成功しています。微細な領域を強靭に接合できることから、微小部
品への応用も期待されます。本接合法はODS-Cu以外の銅においても適用可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・パワーデバイス用高効率小型水冷ヒートシンク
・耐摩耗性・高電気伝導度が要求される電気接点材料の製造
・連続鋳造法による鉄鋼製造時の高効率冷却モールドの製造
上記の用途(機器)に銅合金系素材を使用することで消費電力の削減に寄与でき、CO2排
出量の減少につながる可能性があります。

Ωʔϫʔυɹ

銅合金 除熱 ヒートシンク 接合 継手 電極 アルミナ分散強化銅 金属 鉄鋼 タングステン 高
融点金属 電子顕微鏡 ナノスケール 材料 省電力 自動車 冷却 溶接

͓໰͍
߹わͤઌ

自然科学研究機構 核融合科学研究所 ؅理部研究ࢧԉ՝
E�NBJM��LFOLZV�TIJFO!OJGT�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�OJGT�BD�KQ

ϑΣʔζڀݚ

ࣳӜۀ޻େֶ
C-35

ΞϧϛやϚάωͷ๷৯ٕज़ͱ
ྉ૑੡ٕज़ͷ։ൃࡐೳੑػ

ࣳӜۀ޻大学޻�学෦ࡐ�ྉ޻学Պڭ�त�ੴ࡚و�༟

技術֓ཁ
蒸気を利用した技術で処理したAl合金やMg合金は従来処理よりも優れた耐食性を示す
ため、自動車部材、建材、熱交換器等への展開が可能。高滑落性の撥水処理はガラスやレン
ズの防汚性を向上させる。液中プラズマで合成したカーボン系材料は、次世代の金属空気
電池や燃料電池の電極材やセルロースをエタノールに変換するための触媒材料として活用
できる。さらに、カーボンを含む複合材料の合成も可能である。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

蒸気を利用した技術で処理したAl合金やMg合金は従来処理よりも優れた耐食性を示す
ため、自動車部材、建材、熱交換器等への展開が可能である。高滑落性の撥水処理はガラス
やレンズの防汚性を向上させる。液中プラズマで合成したカーボン系材料は、次世代の金
属空気電池や燃料電池の電極材やセルロースをエタノールに変換するための触媒材料とし
て活用できる。カーボンを含む複合材料の合成も可能である。

Ωʔϫʔυɹ

アルミニウム合金 マグネシウム合金 表面処理 防食 触媒材料 カーボン 酸素還元反応 酸
素発生反応 Li空気電池 モビリティ 軽量化 酸化物 ポーラス材料

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ਪਐ室 研究اը՝
E�NBJM��TBOHBLV!PX�TIJCBVSB�JU�BD�KQ

։ൃϑΣʔζ

ཧՊେֶژ౦ޱࢁཱࢢཅখ໺ాࢁ
C-33

Ϩʔβʔɾ࣓ ৔ɾ௒Ի೾ΤωϧΪʔ
ूதΩϟϏςʔγϣϯՃٕ޻ज़

त�٢ଜ�හ඙ڭ�学Պ޻学෦�機ց޻�ཧՊ大学ژ౦ޱࢁཱࢢཅখ໺ాࢁ

技術֓ཁ
強磁場下において超音波照射による音圧変化が集中的に付与されたキャビテーション気
泡や水中に元々存在する気泡核に波長の揃ったレーザ光を照射し、気泡数を増加させて気
泡温度と圧力を極限まで高めて材料加工する技術を開発しました。本技術は、従来の
ショットピーニングやウォータージェットピーニング、窒化、浸炭、レーザ焼入れ、高周波焼
入れ等の従来の 表面処理技術にはない特長が得られ、表面粗さを変化させることなく、圧
縮残留応力付与し、硬化層、高靭性層を形成できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・化学反応を促進させる現象を利用するバイオ、医療分野
・表面の汚れ、油等を効率良く除去できる能力を活用した洗浄分野
・表面皮膜を効率的に剥離できる能力を利用したリサイクル分野
・表面を強化し疲労寿命を向上させる金属部品を用いた、自動車・航空機等の輸送用機械
器具製造業

Ωʔϫʔυɹ

レーザー 強磁場 超音波 エネルギー集中キャビテーション マグネシウム合金

͓໰͍
߹わͤઌ

山陽小野田市立山口東京理科大学 研究ਪਐ՝
E�NBJM��LFOLZV!BENJO�TPDV�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�TPDV�BD�KQ�
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ࣳӜۀ޻େֶ
C-36

Ξϧϛχ΢Ϝ߹্ۚ΁ͷ଱ੑٱʹ༏Εた
଱৯ੑൽບͷ૑੡ٕज़

ࣳӜۀ޻大学޻�学෦ࡐ�ྉ޻学Պࡐ�ྉઃ޻ܭ学ڭ�ࣨڀݚत۔�ᖒ�Ѫ

技術֓ཁ
アルミニウム合金は構造材料として多用されているが、実用には、高強度化に加え耐食性を
向上させるための表面処理が不可欠である。我々が開発した「水蒸気プロセス」は、水蒸気
のみで材料の強度と耐食性を同時に向上させる世界初のプロセスである。水蒸気のみを利
用する超エコなプロセス、強度と耐食性の同時向上、複雑形状部材にも適用可能であるこ
とがアドバンテージである。 本プロセスにより、耐酸性、力学的な耐久性を併せ持つ、従来
の表面処理よりも優れた耐食性皮膜の形成が実現する。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

自動車材料、熱交換器等への活用を想定している。本技術では、表面処理に水蒸気を用い
ることから、従来表面処理が困難であった複雑な形状部材への処理が容易となる、大型部
材への処理に対するコスト増も抑制できるといった利点がある。水のみを用いることから
超低環境負荷であり、薬品フリーであることからリサイクルも容易となり、次世代表面処理
技術として、既存の表面処理技術からの技術置換が期待される。

Ωʔϫʔυɹ

アルミニウム合金 マグネシウム合金 表面処理 新技術 耐食性皮膜 耐食性 耐久性 耐酸性 
耐アルカリ性 強度 硬度 表面 水蒸気 プロセス 低環境負荷 低コスト 自動車 輸送機器 軽
量化 リサイクル

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ਪਐ室 研究اը՝
E�NBJM��TBOHBLV!PX�TIJCBVSB�JU�BD�KQ

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

ಉࣾࢤେֶ
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Λ໛฿͠たΧʔϘϯχϡʔτϥϧなࠎ
ϓϥενοΫ୅ସࡐྉ

ಉࣾࢤ大学�大学Ӄཧ޻学ڀݚՊ�Ԡ༻Խ学ઐڭ�߈त�ਫ୩�ٛ
ಉࣾࢤ大学�ཧ޻学ڀݚՊ�ॿख�Ԟాߞ�ฏڞ同研究ऀ

技術֓ཁ
カーボンニュートラルなセルロースと、カルシウムやリン酸などの鉱物資源を用いて、骨の
ような有機繊維がナノメートルサイズの結晶と複合化した軽量で高靭性な力学材料を環境
にやさしいプロセスで合成しました。さらに耐水性を向上させるためアシル基を導入し、ア
シル基の種類や水への浸漬による力学特性を調べたところ、骨は有機高分子・無機結晶・
水の3つの成分が協調し優れた力学的性質を示すのに対し、本材料も水の存在下で靭性
が向上する特性を有するカーボンニュートラルなプラスチック代替材料となることが示さ
れました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

石油資源に依存しないカーボンニュートラルな素材を用いており、マイクロプラスチックに
よる海洋汚染などの原因にならない汎用・低コスト・軽量な力学材料として多様な用途で
の利用が可能です。セルロース、リン酸カルシウム、アシル基部分は、いずれも温和な条件
で分解されるので、廃棄しても環境問題や生態系への影響は少ないと考えられます。また、
生体適合性も良く、骨や歯などの代替材料としても期待できます。

Ωʔϫʔυɹ

複合材料 力学材料 ヒドロキシアパタイト セルロースナノファイバー 疎水化 バイオマス プ
ラスチック代替材料 骨 バイオミネラル 人工骨

͓໰͍
߹わͤઌ

リΤκンΦϑΟε
E�NBJM��KU�MJBJT!NBJM�EPTIJTIB�BD�KQ
63-��IUUQT���LJLPV�EPTIJTIB�BD�KQ�
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4%(TʹରԠ͢Δ
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౦๺大学�大学Ӄ޻学ڀݚՊ�Ԡ༻Խ学ઐࡐݶۃ�߈ྉ૑੡Խ学෼໺�।ڭत�ྛ�大࿨

技術֓ཁ
ナノ材料は高性能でありながら、従来の合成プロセスは高コストで高環境負荷合成です。
本技術は、これらの問題を解決した、低コストかつ低環境負荷を両立した高スループットナ
ノ材料合成技術です。毒性がない原料と廃棄物が発生しないプロセスを構築し、低温短時
間で高収率・高収量の革新的なナノ材料合成プロセスを開発しました。これらの貴金属ナ
ノ粒子、卑金属ナノ粒子、合金ナノ粒子、ナノソルダー、金属ナノワイヤー、酸化物ナノ粒子、
グラフェン、ナノコンポジット粒子などの合成プロセスをご紹介します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

高性能・省電力IoTデバイス用の配線や接合材料や素子、電池の高性能電極触媒や、化学
合成や排気ガス浄化用の触媒などを想定しており、大変大きな市場規模です。本技術のナ
ノ材料の利用は、高性能化だけでなく、製造時の省エネルギー化、環境負荷低減と低コス
ト化に大きく貢献します。そのためLCAを考えた場合、SDGs達成はもちろんですが、様々
なゴールの達成に貢献するため、社会的効果は非常に大きいものとなります。

Ωʔϫʔυɹ

SDGs 実用化 産学官連携 産固液系 ナノ粒子 ナノワイヤー ナノコーティング ナノコンポ
ジット 超音波 マイクロ波 非線形反応 低コスト 低環境負荷 サステナブル グリーン プロ
セッシング

͓໰͍
߹わͤઌ

産学࿈ܞ機構
63-��IUUQT���XXX�SQJQ�UPIPLV�BD�KQ�KQ�BCPVUVT�GPSN�

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ԽϑΣʔζۀࣄ
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άϩʔΧϧਫ՝୊Λղܾ͢Δ
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৴भ大学�学ज़ڀݚɾ࢈学׭࿈ܞਪਐ機ߏ�৴大ΫϦελϧϥϘ�୎ӽڭतɾॴ௕�खౢ�উ໻
৴भ大学�学ज़ڀݚɾ࢈学׭࿈ܞਪਐ機ߏ�৴大ΫϦελϧϥϘ�।ڭतɾ෭ॴ௕�౔Ҫ�ୡ໵ڞ同研究ऀ

技術֓ཁ
信大クリスタル®は、フラックス法で育成した高品質な無機結晶材料と関連材料の総称で
す。結晶成長条件を工夫し結晶形態を最適化、様々な用途材料の性能向上を達成していま
す。その中でも、水から重金属等のカチオンや、フッ化物イオン・硝酸イオン等のアニオンを
除去する結晶材料の実証試験・社会実装が進展しています。原料用水から選択的に鉄・マ
ンガンを除去し、醸造好適水を精製、日本酒・クラフトビール・味噌等の醸造に活用してい
ます。アフリカでは、飲用水のフッ化物イオン除去を実証し、300名規模の水供給を開始し
ました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

重金属吸着材は水に含まれるミネラル（カルシウム・マグネシウム）は除去せず、醸造用途に
は不要な重金属（鉄・マンガン）を高効率に除去し、醸造好適水を作ります。日本酒・味噌・
醤油・ビール・蒸留酒原酒などの醸造用途全般で、高品質な商品づくりに活用できます。
重金属吸着材・アニオン吸着材は、飲用水処理、工業プロセス用水処理、排水処理、有価物
回収などに広く活用できます。

Ωʔϫʔυɹ

無機材料 結晶 水処理 吸着材 食品製造用水 発展途上国 SDGs

͓໰͍
߹わͤઌ

信州大学 学術研究ɾ産学׭࿈ܞਪਐ機構 信大ΫリελϧϥϘ 手ౢ উ໻
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5E-��	��
����������
63-��IUUQT���TIJOEBJDSZTUBM�DPN�

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル・環
境

健
康・医
療

食
料・農
林
水
産

海
洋・宇
宙

情
報
通
信

イ
ン
フ
ラ・安
全・社
会
基
盤

J
S
T
･
そ
の
他
展
示

併
催
事
業

C

F

O

I

S

H

015大学見本市2023～イノベーション・ジャパン　大学等シーズ展示Ұཡ

大学等シーズ展示Ұཡ



ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ
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ಋߴ୅ੈ࣍ ɾి଱ຎ໣ੑۜʔάϥϑΣϯܥ
ෳ߹Ί͖ͬͷ૑੡ͱಛੑ

�দ஛ޖ�तڭ�ࣨڀݚྉ機ೳ෼໺�ද໘機ೳ૑੒ࡐϓϩάϥϜܥ学޻෺ཧ߈学ઐ޻�Պڀݚ学޻大学�大学Ӄۀ޻԰ݹ໊

技術֓ཁ
従来では、銀めっき膜の耐摩耗性を改善するために、Se、Sb、Biなどを添加して硬質銀めっ
きまたは固体潤滑剤MoS2、黒鉛を添加して複合めっき膜にするが、いずれも導電性が大
幅に下がってしまいます。本研究では、世の中に最も高い理論導電率かつ優れた潤滑性を
持つグラフェンを銀膜に取り込む銀ーグラフェン複合めっき技術を開発し、これまでに実
現されていない、導電性と耐摩耗性の両立を初めて実現することができました。また、錫グ
ラフェン複合めっき技術も開発し、耐熱性の改善と純銀めっき並みの導電性も得られまし
た。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

自動車用の端子・コネクタ、バスバー、HEV/EV用の高速充電コネクタ・挿入プラグ、電力供
給システム用の開閉器、LEDリードフレーム用導電・反射膜、電子デバイス用の磁気シール
ド薄膜材料など

Ωʔϫʔυɹ

自動車端子・コネクタ 高速充電コネクタ 電力供給開閉器 銀ーグラフェン複合めっき 錫ー
グラフェン複合めっき 高導電性 耐摩耗性 潤滑性 耐熱性 銅合金の表面処理 アルミの表
面処理

͓໰͍
߹わͤઌ

産学ۚ׭࿈ܞ機構
E�NBJM��DPPSEJOBUPS!BEN�OJUFDI�BD�KQ
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๺۝भཱࢢ大学޻ڥ؀ࡍࠃ�学෦�ΤωϧΪー॥؀Խ学Պ�।ڭतࠓ�Ҫ�༟೭

技術֓ཁ
各種の化学品原料として高い需要が見込める芳香族（ベンゼン、キシレン類など）は、主に
石油由来のナフサの熱分解により製造されているが、ガソリン需要減退によるナフサ精製
量の減退に伴い、芳香族の生産量の減少が懸念される。本技術では、ゼオライトを基盤材
料として用いることで金属酸化物と異なる固体触媒開発を可能にした。本開発触媒は、金
属が単原子状で分散し、電子状態が変わることで、特殊性能が発現。付加価値の低い直鎖
のパラフィン類から原料の炭素数を変えずに芳香族化合物を直接かつ選択的に製造する
ことに成功した。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・石油精製時に得られる付加価値が低い直鎖のパラフィン類を、化学製品原料としてより
高付加価値な芳香族化合物に拡充する
・脱水素・水素化・環化のための高収率・高選択率の触媒反応

Ωʔϫʔυɹ

ゼオライト 触媒 パラフィン 芳香族 脱水素環化 ノーブル・ユース 酸性質制御

͓໰͍
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ϒϧʔΞϯϞχΞΛݪྉͱ͠た
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உ޾�઒ૣ�ڭ学Պ�ॿ޻学෦�Խ学ɾੜ໋޻�ෞ大学ذ
同研究ऀڞࢤ�৴ݪत�ਆڭ�学෦޻�ෞ大学ذ

技術֓ཁ
独自に開発したプラズマメンブレンリアクター（PMR）と触媒熱分解＋PEFC（固体高分子
形燃料電池）を組み合わせることでアンモニアを原料とした新規水素発電システムの構築
に成功しました。PMRは大気圧プラズマ技術と水素分離膜を融合した反応器であり、混合
ガスからの水素精製と未反応アンモニアの分解を同時に行うことが可能です。PMRを使
用することで得られる水素は非常に高純度（99.9999％）なのでPEFCを用いた水素発電
を可能にしています。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

現状、可搬式水素発電システムの開発を行っており、工事現場やイベント会場、被災地等で
の非常用電源としての活用を目指しています。また、高出力給電を可能とした定置式水素発
電システムも検討しており、コンビニやビルへ導入することで低炭素社会実現に大きく貢
献できると考えています。さらに、アンモニアを排出する半導体製造分野へこのシステムを
導入することで地産地消のエネルギーシステムとしての利用も検討しています。

Ωʔϫʔυɹ

アンモニア 水素 水素精製 大気圧プラズマ 水素分離膜 プラズマメンブレンリアクター
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ळా大学�大学Ӄཧ޻学ڀݚՊ�෺࣭Պ学ઐ߈�Ԡ༻Խ学ίーεڭ�त�大઒ߒ�Ұ
ळా大学�大学Ӄཧ޻学ڀݚՊࢣߨ��Ճ౻޺و�

ळా大学�大学Ӄཧ޻学ڀݚՊ�ॿڭ�೚�ܼڞ同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
燃料油をビチューメンから得るために、分留が行われています。しかしながら、ビチューメ
ンの精製時に蒸留塔の底部に残渣としてアスファルテンが析出沈殿することで、配管の閉
塞等の生産障害を引き起こします。つまり、ビチューメンの精製処理前におけるアスファル
テンの分離方法の開発が必要であると考えられます。そこで、本技術では室温において超
音波照射により得られたn-ペンタンとビチューメンの混合溶液に水を添加後、撹拌処理を
行うことで極性の差によりアスファルテンのみを選択的に水層へと分離する簡便な方法を
開発しました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本技術は、露天掘りで採掘されたオイルサンドからビチューメンを回収する際、燃料として
利用価値のあるマルテン成分のみをビチューメンから簡便に分離することを可能とする。マ
ルテンの脱硫工程において、室温下で実施できる酸化脱硫法の適用が期待でき、従来のビ
チューメンからの原油製造プロセスと比較して要する熱量を削減できるため、本技術は環
境負荷の低減に寄与すると考えられる。

Ωʔϫʔυɹ

重油 ビチューメン 精製 改質 分離 マルテン アスファルテン 超音波
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秋田大学 産学࿈ܞਪਐ機構
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技術֓ཁ
ナノ銀焼結接合はパワー半導体のダイボンディングとして期待されている。しかし、デバイ
スと接合層の境界からクラックが入り、機械的信頼性の低下を招く。本技術では、ナノ銀と
酸化銅を所望の比率で配合したハイブリッドペーストを新たに作り、そのハイブリッドペー
スト層とナノ銀層とを所望の厚み比で積層させた多層接合体を作り上げることで、従来の
ナノ銀単層接合と比較して10～20％長寿命のパワー半導体用ダイボンディング技術の構
築に成功した。耐熱性と機械信頼性の双方に優れる新たなダイボンディング材料である。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

はんだ接合に替わる、次世代のパワー半導体のダイボンディング接合のための有力な材料
になる。HVやEV自動車の比率が年々高くなっており、Siトランジスタに替わる、より耐熱性
に優れて低電力損失が期待できるSiC素子の研究開発が進んでいる。SiC素子自体の性能
の高さは実証済だが、300℃程度で高温動作するSiC素子の接合技術が未確立なために
SiCインバーターの実装に遅れが生じている。その解決技術である。

Ωʔϫʔυɹ

パワー半導体 接合 機械信頼性 ナノ銀 ナノ粒子 焼結
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技術֓ཁ
従来のメンブレンフィルターと比較して、細孔径均一性が著しく高く（細孔径制御範囲は
数nmから1μｍ）、自立膜としてハンドリング可能な機械強度を兼ね備え、水やガス等の媒
質透過性能が大変優れた「超高透過性精密ろ過用メンブレンフィルター」について紹介し
ます。メンブレンフィルターの媒質透過性能は、膜厚に依存して変化することが知られてい
ます。本技術を用いれば、膜厚が1μm以下に制御された高い媒質透過性能を有したメン
ブレンを、自立膜としてハンドリング可能な強度を保持して作製することができます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本技術では、メンブレンの細孔径を数nmから1μｍの範囲で制御できることに加え、細孔
径のばらつきを示す相対標準偏差の値は10％以下にすることができます。そのため、精密
ろ過膜として利用すれば超精密な微粒子の分離ろ過を実現できます。また、細孔径をシン
グルnmまで微細化したメンブレンは、ガス分離膜としての応用も期待できます。このほか、
工業排水中から油滴を除去するための油水分離膜等への利用も期待できます。

Ωʔϫʔυɹ

陽極酸化 メンブレン フィルター ろ過 多孔体 ナノ細孔
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技術֓ཁ
本技術は、環境に優しいナノセルロース材料と酸化チタン光触媒を複合化させ、光触媒機
能を付与する技術である。従来の手法では、光触媒機能を有する酸化チタン材料を高温プ
ロセスにより合成し、ナノセルロース材料に対して吸着させて複合材料化させてきた。本技
術では、常温常圧におけるナノセルロース-酸化チタン複合材料が得られる手法であり、低
環境負荷プロセス・耐久性・光触媒殺菌・抗ウイルス機能を有するという面でメリットがあ
ります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本技術は、日常で使われる繊維材料製品やナノセルロースなどに対して幅広く応用できま
す。具体的には、以下のような活用が見込まれます。
・マスク、スポーツウェア、医療防護服
・食品パッケージ
・創傷被覆材

Ωʔϫʔυɹ

光触媒 殺菌 抗菌 抗ウイルス 繊維 ナノ セルロース ナノファイバー 酸化チタン 合成 耐久
性
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技術֓ཁ
生体高分子であるメラニンからなる微細構造で構造色を発現する、生物の発色機構になら
い、メラニン系構造色材料を開発しました。独自材料であるメラニン粒子の設計によって任
意の色調を表現でき、従来の材料に比べて劇的に視認性の向上した鮮やかな構造色が発
現します。メラニン粒子の集積過程の制御と固定化により、大面積で高品質な構造色フィ
ルム作成も可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

色素の発色では表現できない高付加価値な光輝材料、フィルムの開発、印刷技術などへの
利用。鮮やかで構造色の角度依存性も自在に制御できる技術を活用した、化粧品用素材と
しての活用など。

Ωʔϫʔυɹ

構造色 印刷 微粒子 画像
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技術֓ཁ
スペクトル超解像技術は、画像データの解像度を向上させる技術を1次元のスペクトルデー
タに適用したものであり、これまでにさまざまな計測データで解像度を向上させることが
可能であることを実証している。特に、X線光電子分光法（XPS）においては測定速度の向
上にも成功しており、広い測定点の間隔で少数の短時間でデータを取得し、解析アルゴリ
ズムによって所望の解像度を実現することでデータの品質を損なわずに10倍以上の高速
化が可能であることを実証している。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

スペクトル超解像による測定の高速化技術は、ハードウェアの変更が不要であり、ソフト
ウェアを導入するだけで実施可能であるため、エンドユーザーの導入障壁が低い。また、複
数の測定データに基づく再構築結果であり、生データに近い結果が得られるため、他のア
ルゴリズムよりもエンドユーザーに受け入れられやすい。XPSを中心に幅広い応用展開が
期待される。

Ωʔϫʔυɹ

分光分析 X線光電子分光 XPS 電子線分光 高速化 高精度化 超解像 

͓໰͍
߹わͤઌ

�ढ़ଠాݪ
E�NBJM��TIVOUB�IBSBEB!OBHPZB�V�KQ
63-��IUUQT���TQFDUSBMTS�DPN�

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

໋ཱؗେֶ
C-50

ͻͣΈܭଌͷ৽ٕज़ʂ
ηϯαܕԠ౴͢ΔϑΟϧϜ͕ྗిىޫ
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技術֓ཁ
ひずみに応答して光起電力を変化するセンサ技術です。従来は抵抗変化をブリッジ回路に
より電圧へ変換・増幅してひずみを検出する方法が用いられていますが、本技術はひずみに
より分極を生じる圧電性窓層（酸化亜鉛系）をセレン薄膜光電変換デバイスに内蔵し、圧縮
/引張ひずみ印加時に光電変換を抑制/促進し電圧が応答します。そのことから、回路も電
源も使うことなく、ひずみに直接、光起電力（出力電圧）が応答する優位性を持ち、フィルム
基板上の薄膜デバイスのため軽く、薄く、変形物でも貼り付けることができる特徴を持ち
ます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

送電線や鉄塔、橋梁など屋外構造物において光によるセルフ給電でのひずみ計測に活用で
きます。また、バックアップ電源を備えることで、従来の抵抗検出型を兼用することができ、
安定して常時使用することが可能となり、高度成長期に一斉に建設され老朽化が加速する
屋外構造物の維持・管理に対する社会課題解決も期待できます。さらに、本技術を応用す
ることで各種センサの計測システムの小型化とコストダウンも期待できます。

Ωʔϫʔυɹ

結晶セレン 酸化亜鉛 フォトダイオード ピエゾフォトトロニクス ひずみゲージ 薄膜デバイ
ス 光起電力
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技術֓ཁ
次々世代のパワー半導体デバイスや、深紫外光デバイスの実現と普及に向けて、酸化ガリウ
ムなどの新しい酸化物半導体の開発が進められています。ミストCVD法は、ドライミスト
化した水溶液原料を用いる、エネルギーコストの低い半導体結晶の作製技術です。私たち
は、酸化ガリウムのための原料水溶液の新しい調製方法と、高品質化手法を独自開発しま
した。特に、複数の酸化物半導体からできている、混晶半導体の品質が高いことが特長で
す。水溶液から半導体結晶になる原理に注目して、根本的に技術解決している点がポイント
です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・風力発電や電気自動車などの電力制御に必須とされるパワー半導体デバイスを超高効率
化でき、システム全体の省エネ化や電力機器の小型化にも貢献できます。
・地球に降りそそいでいない深紫外光（ソーラーブラインド光）のみに感度をもつα型酸化
ガリウムによる受光デバイス（サファイア基板上に低コストで作製可能）の実現により、火
炎センサや水中光通信、船舶間通信などへの、従来にない応用の展開が考えられます。

Ωʔϫʔυɹ

パワー半導体デバイス 深紫外光 酸化ガリウム ミストCVD法
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技術֓ཁ
有機ナノ結晶を用いると、0次元状態密度の形成により低駆動電圧かつ高温耐久性を持つ
発光素子が実現できます。また、ナノ結晶の量子効果により、結晶サイズを変えるだけで発
光色を変える事ができます。申請者出願特許のナノ結晶作製手法は、水系であり添加剤不
要のため、従来の塗布型製造法に比べて有機溶媒の使用量を大幅に削減できることから、
製造時の処理コストを劇的に圧縮できます。また、発光色の異なるデバイスを製造条件の
変更のみで実現できるため、製造設備の新設や変更が不要となり、設備投資を大きく圧縮
できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

有機ELディスプレイや照明はDX促進や働き方改革によるテレワーク拡大に伴い、需要が
高まっており、世界市場は2026年には748億米ドルに拡大すると予想されています。しか
し、現状の有機ELは製造コストが高い、高温耐久性が低い、輝度が低いという課題があり
ます。本技術は、あらゆるニーズに応える省エネ・高輝度な有機ELを実現し、社会を明るく
照らす技術となります。

Ωʔϫʔυɹ

有機半導体 有機EL 有機ナノ結晶  量子効果 有機デバイス 光電変換
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技術֓ཁ
一液型の熱潜在性硬化剤として利用可能なゼオライト型イミダゾラート構造体を合成しま
した。本構造体は高次に制御された結晶構造を持ち、分解に伴い生成するイミダゾール類
が熱潜在性エポキシ樹脂硬化剤として作用します。そのため60℃以上に加熱することで樹
脂硬化反応が高効率に促進し、作業時間短縮と省エネルギーに貢献しつつ、これまでにな
い特徴的な反応性を示します。エポキシ樹脂硬化系酸無水物のバリエーションやフェノー
ル硬化系などの配合処方の組み合わせにより硬化反応性の設計ノウハウが提供可能で
す。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・一液タイプ硬化剤としてゼオライト型イミダゾラート構造体（ZIF)を利用する長期間貯蔵
安定化
・イミダゾール類の選択による硬化反応の制御（60℃～）
・エポキシ樹脂類の選択とその配合処方の最適化
・接着剤は元より、塗料、成形材料など幅広い分野への応用が想定され、自動車、航空機、電
子機器、住宅建材など100億円規模の市場インパクト が期待できる。

Ωʔϫʔυɹ

熱潜在性触媒 硬化剤 エポキシ樹脂 ポリウレタン 貯蔵安定性
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技術֓ཁ
次世代のエネルギーハーベスティング技術として、身の回りにある熱を電気に変換するフ
レキシブル熱電変換デバイスの開発が注目を集めています。有機熱電デバイスの作製には
p型熱電材料のみでなく、n型熱電材料の開発が重要な課題です。また、安価な溶液プロセ
スを用いて製膜する技術も必要です。チエノチオフェン骨格をπ共役配位子に組み込む独
自の分子設計により、新しいn型ニッケル錯体を開発しました。塗布膜は大気安定であり、
高い電気伝導性を示すことを明らかにしました。熱電変換特性と併せて研究成果を出展し
ます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・電源不要、安価、ウェアラブルなフレキシブル熱電デバイス
・人体や工場配管などの曲面状の熱源に貼り付ける無線センサー用電源
・大気安定なn型導電性材料として薄膜デバイスへの応用

Ωʔϫʔυɹ

熱電変換 導電性材料 環境発電 エネルギーハーベスト 塗布 有機材料 有機半導体 有機硫
黄化合物 薄膜

͓໰͍
߹わͤઌ

学長室 研究ࢧԉ社会࿈ܞਪਐ՝
E�NBJM��PJU�LFOLZV!KPTIP�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�PJU�BD�KQ�KBQBOFTF�TBOHBLV�JOEFY�IUNM

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

լେֶࠤ
C-55

௿ίετͰڥ؀ʹ༏͍͠
ϖϩϒεΧΠτଠཅి஑ͷ৽͍͠࡞੡ํ๏

�ਖ਼௚ྑߐ�तڭ学Պ�Խ学෦໳�।޻学෦�ཧ޻լ大学�ཧࠤ

技術֓ཁ
ペロブスカイト太陽電池は25%以上の変換効率を有し、次世代太陽電池として期待されて
います。しかし、ハロゲン化鉛ペロブスカイトは空気中の水分で劣化してしまい、グローブ
ボックス等で水分を数ppm以下の環境にし作製することが必要です。このことがペロブス
カイト太陽電池の低コスト化や生産性を妨げています。本技術では、そもそも水を溶媒と
した作製法のため、水分による劣化がなく、よって作製が簡易的に行え、生産性の向上及び
低コスト化が可能となり、ペロブスカイト太陽電池の実用化への大きな進歩が期待できま
す。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

メガソーラーや一般住宅向けの太陽電池。あるいは、装飾を兼ねた太陽電池シートへの応
用。シリコン太陽電池の市場規模は2030年頃には、8,000億円を超えるといわれていま
す。ペロブスカイト太陽電池はそれをすべて置き換えることも可能です。また柔軟性があ
り、EV車載用やウエアラブル太陽電池としての応用を考えるとさらに、市場規模は大きな
ものとなる可能性があります。

Ωʔϫʔυɹ

太陽電池 ペロブスカイト グローブボックス 水分 ハロゲン化鉛

͓໰͍
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国立大学法ਓ 佐賀大学 リʔδϣナϧɾΠϊϕʔγϣンηンλʔ
E�NBJM��VSB�UFBN!NBJM�BENJO�TBHB�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��XXX�TVSJD�TBHB�V�BD�KQ
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େۀ޻ࡕେֶ
C-53

ϑοԽ෺ΠΦϯͷߴબ୒తݕग़

大ۀ޻ࡕ大学޻�学෦�Ԡ༻Խ学Պ�ಛ೚ࢣߨ�দଜ�٢ক
同研究ऀڞޗत�མ߹�จڭ�߈学ઐ޻Պ�Խ学ɾόΠΦڀݚ学޻大学�大学Ӄཧܗࢁ

技術֓ཁ
フッ化物イオンと反応して蛍光を発する有機ビスマスポリマーおよび低分子化合物を開発
しました。これらを用いることで、フッ化物イオンを検出することができます。このようなア
ニオンセンサーの多くは、フッ化物以外のイオンとも反応してしまうため、フッ化物イオン
に対する選択制が低いです。しかし、本技術ではフッ化物イオンを選択的に検出すること
が可能であるため、より簡易かつ高度な検出方法として応用できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

フッ化物イオンの簡易検出用キットとしての活用が期待できる。これにより、水の安全衛生
管理が容易になり、SDGs目標6に貢献できる。

Ωʔϫʔυɹ

ビスマス フッ化物イオン 化学センサー

͓໰͍
߹わͤઌ

学長室 研究ࢧԉ社会࿈ܞਪਐ՝
E�NBJM��PJU�LFOLZV!KPTIP�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�PJU�BD�KQ�KBQBOFTF�TBOHBLV�JOEFY�IUNM
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ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ

ཧՊେֶژ౦ޱࢁཱࢢཅখ໺ాࢁ
C-56

্からͷޫ͚ͩΛΧοτ͢Δ
ϧʔόʔӷথϑΟϧϜ

ؽ޹�಄ߴ�तڭ�学Պ޻ؾ学෦�ి޻�ཧՊ大学ژ౦ޱࢁཱࢢཅখ໺ాࢁ

技術֓ཁ
液晶物質の配向技術を用いてフィルム内の２色性色素を特定の方向に並べた光学フィルム
と偏光板や半波長板を組み合わせて効果的に１方向からの光のみを透過させる光学フィ
ルターを開発しました。このフィルターを用いることで上方向からの光をカットし正面や下
方向からの光を透過させることが可能になります。この機能はサングラス・車や建物の窓
等に応用が期待され、必要な光を用いることにより省エネ効果も期待できます。このフィル
ターを使った液晶素子も開発しました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

ルーバー液晶フィルムはサングラス・自動車のフロント/リアドアガラス・建物の窓ガラス等
への応用が期待されます。フィルムとして貼って使うことも、インクとして塗付して使うこと
も可能です。角度によって選択的に光をカットすることができるため、直射日光以外の光な
どこれまで活用できなかった光を取り込むことができ省エネルギー技術としても活用でき
ます。

Ωʔϫʔυɹ

液晶 光学フィルム 透過率の入射角依存性 遮光フィルム サングラス

͓໰͍
߹わͤઌ

山陽小野田市立山口東京理科大学 研究ਪਐ՝
E�NBJM��LFOLZV!BENJO�TPDV�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�TPDV�BD�KQ�

ϑΣʔζڀݚ

ಸྑঁࢠେֶ
C-58

た͠ࢦΛ໨ݮෛՙ௿ڥ؀
Ξϛϊࢎʵ౶ϋΠϒϦουք໘ࡎੑ׆

ಸྑঁࢠ大学ڀݚ�ӃࣗવՊ学ܥ�Խ学ྖҬڭ�त�٢ଜ�ྙҰ

技術֓ཁ
近年我々は、既存の界面活性剤に対して性能の向上や機能性の発現、環境負荷の低減を目
指して、アミノ酸と糖を用いた新規ハイブリッド界面活性剤の開発に成功しました。アミノ
酸と糖を同時に用いた界面活性剤の開発例はこれまでになく、我々が初めてとなります。
これらは、対応するアミノ酸系および糖型界面活性剤と比べて約10分の1少ない量で高い
性能を有し、グリシン、バリンなどのアミノ酸と、マルトース、ラクトース、セロビオースなど
の糖を組み合わせることで、水溶液の粘度や泡沫・乳化といった機能を制御できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

我々が開発したアミノ酸－糖ハイブリッド界面活性剤は、洗浄剤などのトイレタリーや化
粧品を含む各種工業分野での使用が期待できます。アミノ酸系および糖型界面活性剤は
実用化されたものが多数ありますが、環境や人体の負荷低減の観点から注目されるアミノ
酸と糖の両方を組み合わせて開発したハイブリッド界面活性剤は社会に与えるインパクト
が大きく、各種工業分野で活用されれば経済的な効果も高くなると期待されます。

Ωʔϫʔυɹ

界面活性剤 アミノ酸 糖 環境負荷低減 泡沫 乳化 分散

͓໰͍
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奈良女子大学 社会࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��MJBJTPO!DD�OBSB�XV�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�OBSB�XV�BD�KQ�MJBJTPO�MJBJTPO�IUNM

ϑΣʔζڀݚ

෱ౡେֶ
C-59

ՄޫࢹԼͰ࣋ଓతʹਫやۭؾΛড়Խ͢Δ
ޫ৮ഔ୲࣋όΠΦ୸

෱ౡ大学ڞ�ੜシεςϜཧ޻学ྨ�෺ ɾ࣭ΤωϧΪーՊ学෼໺ڭ�त�ઙా�ོࢤ

技術֓ཁ
一般的なバイオ炭や活性炭は多孔質構造のため様々な物質を吸着し脱臭材や浄化材等と
して広く利用されていますが、継続して使用していると吸着性能が低下します。これに対し
て可視光下で持続的に水や空気を浄化する光触媒担持バイオ炭を簡単に安価で製造する
技術を開発しました。本技術により、吸着能だけでなく有機物質の酸化分解能がバイオ炭
に付与されるため、可視光照射下で吸着した有機物質を酸化分解し持続的に利用できる
高機能で安価な水や空気の浄化材料として利用できます。高温炭化における酸化分解能も
改善されました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・空気清浄機用機能性バイオ炭
・浄水器用機能性バイオ炭
・脱臭材
・排ガス、排水処理材

Ωʔϫʔυɹ

機能性材料 光触媒 可視光応答型酸化チタン 多孔性炭素材料 木炭 バイオ炭 水質浄化 空
気浄化 排水処理 排ガス処理 脱臭

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ɾ஍Ҭ࿈ܞ՝
E�NBJM��DIJ[BJ!BEC�GVLVTIJNB�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�GVLVTIJNB�V�BD�KQ�

ϑΣʔζڀݚ

େֶۀ޻԰ݹ໊
C-57

σδλϧϑΥτύλʔχϯάॏ߹͕୓͘
ϚϧνϚςϦΞϧथࢷ

ੜ߈学ઐ޻�Պڀݚ学޻大学�大学Ӄۀ޻԰ݹ໊ ɾ໋Ԡ༻Խ学ܥϓϩάϥϜιϑτϚςϦΞϧ෼໺�ྛࣨڀݚ�ॿװ�ྛ�ڭ大

技術֓ཁ
本展示では、申請者がごく最近開発した「3Dプリンターを用いたデジタルフォトパターニン
グ重合」を基に、異種ポリマーを微細にパターニングするマルチマテリアル化に関する研究
を紹介します。産業界においては、単一のポリマーを用いて表現可能な物性には限度があ
ります。一方で、複数種のポリマーを適材適所で配置したパターニング樹脂では、その組み
合わせおよびパターニング様式により物性・機能の無限の拡がりが期待できます。得られ
たパターニング樹脂の力学的性質およびその他について、そのユニークな特徴を説明しま
す。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

1900年代初頭の合成樹脂の誕生以来、樹脂は 均質であるもの”という概念が盲目的に一
般化されています。本技術は、従来の一般概念と180度異なり、異種ポリマーのパターニ
ング”という概念を導入することで、単一のポリマーでのポテンシャルを超える多様な力学
的物性表現を目指すものです。計算機シミュレーションも活用しながら、分子合成に頼ら
ない”機能樹脂設計という新しい発想を導けます。

”

”
”

Ωʔϫʔυɹ

フィルム 3Dプリンター マルチマテリアル 樹脂 パターニング 成形加工 表面加工 モルフィ
ング

͓໰͍
߹わͤઌ

産学ۚ׭࿈ܞ機構
E�NBJM��DPPSEJOBUPS!BEN�OJUFDI�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���TBOSFO�XFC�OJUFDI�BD�KQ
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ϑΣʔζڀݚ

๏੓େֶ
C-60

ΤωϧΪʔ֫ಘʹ͚޲た
φϊΧʔϘϯෳ߹ࡐྉ࡞੡ٕज़

๏੓大学�ੜ໋Պ学෦ڥ�؀Ԡ༻Խ学Պڭ�त�ॹํܒ�య

技術֓ཁ
カーボンナノチューブを電子デバイス、可視光応答型光触媒、太陽電池、熱電変換素子等の
環境発電、燃料電池等の電極触媒などに応用する際には、安定かつ精密なキャリアドーピ
ング制御技術が必要不可欠です。本技術は、ソルボサーマル法とボールミル法を組み合わ
せたカーボンナノチューブへの簡単かつ安定した化学ドーピングによる電荷極性の精密制
御技術およびそれらと有機半導体とのミクロで均一な複合材料の作製方法に関する技術
です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

フレキシブル熱電変換素子、フレキシブル電極触媒、ウェアラブルデバイス電源、等。
現在、低炭素社会の実現に向けて、様々な環境情報計測のためのセンサーやその電源など
エネルギーハーベスティング技術に対する需要が高まっており、数兆円規模の市場の拡大
が予想されています。

Ωʔϫʔυɹ

ナノカーボン 熱電変換素子 電極触媒 電荷制御技術 複合体作製技術

͓໰͍
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研究։ൃηンλʔ小ۚ井ࣄ຿՝
E�NBJM��MJBJTPO!NM�IPTFJ�BD�KQ
5E-��	��
����������
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ຊେֶ۽
C-62

Δํ๏࡞Λ҆Ձʹかͭ͝ΈθϩͰࡐૉ͍ݡ

ࢤत�౦�大ڭ学෼໺�।ܭઃࡎ�੡ߏຊ大学�大学Ӄઌಋ機۽

技術֓ཁ
タンニン酸はお茶やワインに含まれる安価で安全な素材で、抗ウイルス作用など多彩な機
能を有します。本発明では、タンニン酸と超高分子量のポリエチレングリコールを混合する
と、よく伸びて高い接着性を示すハイドロゲルが得られることを明らかにしました。さらに、
本ゲルを乾燥させると、形状記憶能や自己修復能を示すプラスチック様の素材となりまし
た。ゲル調製時に生じる不要の上清を乾燥させると、驚異の伸張性を示すフィルムができ
ました。すなわち、賢い素材を安価にかつごみゼロで調製することに成功しました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

近年、スマート素材の開発が盛んですが、本発明はスマート素材を非常に安価かつ簡便に
ごみゼロで調製できることが特徴です。応用例としては以下のようなものが考えられます。
1) 割れても元に戻るプラスチック素材：携帯電話、サングラスなど
2) 形状記憶素材：アクチュエーターなど
3) 水を長期間保持可能な素材：農業用素材など
4) 抗菌・抗ウイルス素材：トイレタリー製品、携帯電話フィルム、生体素材など

Ωʔϫʔυɹ

タンニン酸 超高分子 ポリエチレングリコール ゲル フィルム ごみゼロ調製 自己修復 形状
記憶

͓໰͍
߹わͤઌ

熊本創ੜਪਐ機構 Πϊϕʔγϣンਪਐ部門
E�NBJM��MJBJTPO!KJNV�LVNBNPUP�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���LJDP�LVNBNPUP�V�BD�KQ�
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അେֶ܈
C-63

ϕϯθϯ؀からόΠΦϚε༝དྷͷ
Ϗϑϥϯ֨ࠎ΁ͷస׵

໺۽�त�٦ڭՊ学෦໳�।ࢠ学෎�෼޻അ大学�大学Ӄཧ܈

技術֓ཁ
化石資源由来の機能性高分子材料の骨格としてベンゼン環が多用されている。バイオマス
由来のベンゼンではコスト競争に陥り、化石資源が有利となる。一方、食料廃棄部位から合
成されるビフラン骨格は特有の優れた性質を発現でき、コスト競争に陥らずにバイオマス
化が可能となる。私たちは、ビフラン骨格の効率的な合成手法を確立し、その有効利用につ
いても確立した。特に、高強度材料・光学材料・電子材料としての特性はベンゼン環含有高
分子よりも優れており、バイオマス化だけではなく機能性高分子材料の骨格としての応用
が期待される。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

光学・電気的特性を利用した分野への応用への展開を検討している。これまでの研究か
ら、当該分野で利用されている既存のベンゼン環、チオフェン環、フラン環よりも、ビフラン
骨格が優れたビルディングブロックであることは明らかになっており、分野的にコスト面で
不利にならない。また、リサイクル性の発現が容易であることから、機能性のコーティング
材料や接着・粘着材料への応用も期待できる。

Ωʔϫʔυɹ

バイオマス バイオベース材料 光学材料 高強度材料 リサイクル材料

͓໰͍
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産学࿈ܞɾ知తࡒ産׆༻ηンλʔ
E�NBJM��JOOPWBUJPO!NM�HVONB�V�BD�KQ
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໌ߒ�त�Ԭຊڭ�।ࣨڀݚ学޻ྉࡐࢠ学Ҭ�༗機෼ܥ学޻�Պڀݚ大学�大学Ӄ૑੒Պ学ޱࢁ

技術֓ཁ
本技術は、新たな二酸化炭素吸収液などとして注目されている「イオン液体」を我々が開発
した低分子量有機ゲル化剤を用いて擬似固体（ゲル）化することにより、新たな分離材料と
して提案します。低分子量有機ゲル化剤は、世界初の水素結合を含まないゲル化剤であり、
高い化学的安定性を誇ります。また、微量でのゲル化により、溶媒の性質を保ったまま固定
化ができます。さらに、低分子量化合物であるため、合成・精製が容易です。二酸化炭素分
離材料の他にも用途に合わせてカスタマイズ可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

機能性有機液体(液晶・イオン液体)の固定化、色素増感型太陽電池の電解液固定化、燃料
電池用ゲル電解質、二酸化炭素分離吸収液の固定化、化粧品材料、酸素輸送材料、インク材
料、潤滑剤、増粘剤。
CCUS・カーボンリサイクルは2050年度に4,080億円の市場規模が見込まれている。
環境問題解決だけでなく、安全性・質感向上を目的としたゲル化剤の使用が可能である。

Ωʔϫʔυɹ

ゲル 低分子ゲル 有機ゲル化剤 イオン液体ゲル CCUS シリコーンオイル 二酸化炭素 CO2 
有機ゲル パーフルオロアルキル基 化粧品 非水素結合性 インク 塗料
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山口大学 産学公࿈ܞɾ研究ਪਐηンλʔ
E�NBJM��ZVJD!ZBNBHVDIJ�V�BD�KQ
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੒ɿ߹ػ༗ܕௐ࿨ڥ؀
ਫͷதͰϖϓνυΛԽֶ߹੒͢Δ

ਆށ学Ӄ大学�ༀ学෦ૅج�ༀ学ྖҬ�ॿڭ�๺ᑍࢠܙ�

技術֓ཁ
機能性材料や医薬品として注目されるペプチドの環境負荷の低い製造技術として、脱有機
溶媒化した水中ペプチド合成技術を紹介する。従来のペプチド化学合成技術は、有機溶媒
中、脱水縮合反応を繰り返す多段階合成であるため、少量のペプチドの製造に大量の有機
溶媒、特にDMFを膨大に消費する。DMFは、2021年欧州REACH規則対象となり、2023
年12月以降欧州では使用が事実上禁止となった。本水中合成技術はDMFを使用ないペプ
チド合成技術であり、SDGsに沿った環境に調和する化学合成技術である。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

ペプチドは医薬品、機能性物質としてされており、そのペプチド合成市場は、約7,000億円
以上の規模に達し拡大を続けている。そのような状況下、昨年、欧州REACH規則により
DMFの使用が禁止され、水中合成に注目が集まっている。現在、水中合成を利用する全自
動ペプチド合成装置はない。本技術は、水中自動合成に適用可能な技術であることから、
DMFを使用しない全自動合成装置の開発へと活用できる。

Ωʔϫʔυɹ

水中合成 有機合成 自動合成装置 ペプチド合成

͓໰͍
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神戸学院大学 研究ࢧԉηンλʔɾ研究ࢧԉάϧʔϓ
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C-66

ະར༻ഇغΧγϡʔφοπ֪༝དྷͷ
ೳੑόΠΦϚεϓϥενοΫػ

౦ژ೶޻大学�大学Ӄ޻学ڀݚӃ�Ԡ༻Խ学෦໳�।ڭत�݉ڮ�ਅೋ

技術֓ཁ
未利用廃棄物とされてきたカシューナッツの殻に含まれるフェノール性植物油を原料とす
る機能性バイオマスプラスチックを研究している。特に、環境負荷のあるホルムアルデヒド
や重金属触媒を使用しない環境規制対応を指向した環境調和な機能性素材を特長とす
る。開発した素材は、光や熱で材料成形が可能であり、柔軟性に富み、耐熱性や耐薬品性、
抗菌活性を有するものである。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

開発した素材の特徴を活かしたコーティング素材をはじめ、接着剤、パッケージングフィル
ム、光・熱硬化剤として食品産業から工業分野までの幅広い分野での応用に期待できる。
CO2削減に特化した製造プロセスによるカーボンネガティブにも期待できる。

Ωʔϫʔυɹ

バイオマス 資源 バイオマスプラスチック ポリマー プラ 植物 機能 フィルム 樹脂 硬化 フレ
キシブル 耐熱 抗菌 カーボンニュートラル サーキュラーエコノミー 資源循環 GX カーボン

͓໰͍
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先端産学࿈ܞ研究ਪਐηンλʔ
E�NBJM��TVJTIJO!NM�UVBU�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�SE�UVBU�BD�KQ�VSBD�
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C-67

ηϧϩʔεΛ༻͍たαεςφϒϧな
ྉͷ։ൃࡐम෮ݾࣗ

౦ژཧՊ大学�ཧ学෦ୈҰ෦�Ԡ༻Խ学Պڭ�तݹ�ւ�੤Ұ
౦ژཧՊ大学�ཧ学෦ୈҰ෦�Ԡ༻Խ学Պ�ॿాؠ�ڭ�௚ਓڞ同研究ऀ

技術֓ཁ
地球上の石油資源は残り約50年分の石油資源しか残されていないと試算されており、石
油資源の枯渇問題は極めて深刻です。今後、石油資源への依存から脱却して、バイオマスを
有効活用して機能性材料を創り出すバイオマスリファイナリーの技術開発が急務です。本
発明では、地球上で最も多く存在するバイオマスのセルロースに着目して、新しいサステナ
ブルな自己修復材料の創製に成功しました。このセルロースの自己修復材料は切断・損傷
した状態から簡単に復元できるため、SDGsにおける つくる責任 つかう責任”に貢献でき
ます。

”

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

近年、海洋マイクロプラスチックごみ問題が問題視されています。これは、石油からつくられ
たプラスチック製品が大量生産され、不要になったプラスチックが海に流出してしまったこ
とが原因です。一方、資源問題に目を向けてみると、地球上の石油資源は残り約50年分の
石油資源しか残されておらず、石油資源の枯渇問題も極めて深刻です。本発明は、海洋マイ
クロプラスチックごみ問題と石油資源の枯渇問題の両方に貢献できます。

Ωʔϫʔυɹ

バイオマス セルロース サステナブル 自己修復材料 ビトリマー 復元 リサイクル

͓໰͍
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産学࿈ܞ機構
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৴भ大学�ણҡ学෦�Խ学ɾࡐྉ学Պࣨڀݚࡔߴ��।ڭतࡔߴ��ହ߂
৴भ大学�ણҡ学෦�ಛ೚ॿڭ�઒୩�ྒ
৴भ大学�ણҡ学෦ڀݚ�һ�໺ా�୓ւڞ同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
環境分解やケミカルリサイクルを志向した新モノマー、新ポリマーを紹介します。
1) 加水分解による分解、ケミカルリサイクルが可能なビニルポリマー
2) 3級アミン触媒存在下で迅速に加水分解するポリエステル
3) アクリル系ポリマーの穏和な架橋・脱架橋技術
4) 特定刺激により高速分解するアクリル系ポリマー

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

短期目標：アクリルポリマーの市場で、硬化性・易分解性を必要とする材料への応用が期待
される
用途：解体性接着剤、剥離性コーティング剤、フォトレジスト、3Dプリンタ用樹脂
長期目標：ケミカルリサイクルや環境分解が可能な材料として、アクリルポリマーやポリエ
ステルの市場を想定
用途：フィルム、繊維、ゲル、ゴムなど構造材料

Ωʔϫʔυɹ

アクリル アクリレート ビニルモノマー ケミカルリサイクル 接着剤 レジスト 解体性 環境分
解 生分解 ビニルポリマー ラジカル開環重合 光硬化 熱硬化性樹脂 不飽和ポリエステル 
機能高分子

͓໰͍
߹わͤઌ

信州大学 繊維学部 Խ学ɾࡐྉ学科 高ࡔ ହ弘
E�NBJM��LPITBLB!TIJOTIV�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���pCFS�TIJOTIV�V�BD�KQ�LPITBLB�
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๺཮ઌ୺Պ学ٕज़大学Ӄ大学�ઌ୺Պ学ٕज़ڀݚՊ�αεςΟφϒϧΠϊϕーシϣϯྖڀݚҬ�ॿ݈࢘�ాߴ�ڭ

技術֓ཁ
桂皮酸を主鎖に組み込んだポリエステルは紫外線のような特定波長の光に対して変形し、
その変形メカニズムを明らかにし 光膨張”によって変形するという新しいメカニズムを発
見しました。
光二量化桂皮酸を用いた新規なポリイミドやポリアミドを開発しました。立体構造などを
厳密に制御させることで、有機溶媒に溶解するポリイミドや、水溶性ポリイミドが得られま
す。ポリアミドに関しては非常に高い強度を発現させる分子設計によりクモ糸に匹敵する
タフネスを有した繊維を得ることができます。

”

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

バイオプラスチックとしての利用に期待。特に、優れた透明性、耐熱性、強度を有しているた
め、電子基板や透明ディスプレイをはじめとした高性能樹脂のバイオプラスチック代替とし
て有望である。また、従来の高耐熱樹脂にはない側鎖官能基を有しているため、用途に応
じた機能変換ができるという点は既存の材料にはない特徴であり、その汎用性も非常に高
いと言える。

Ωʔϫʔυɹ

バイオベース 高分子 水溶性 高耐熱 高強度

͓໰͍
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北陸先端科学技術大学院大学
E�NBJM��UBLBEB!KBJTU�BD�KQ
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技術֓ཁ
LDH（層状複水酸化物）は、2価及び3価の金属水酸化物で構成された層状物質である。
LDHは通常粉末で扱われることが多いが、本技術を用いることで、LDHを扱いやすい2次
元シート状に加工することが可能になった。本出展者らはLDHをシート状にすることで新
たな複数の機能（染色による表面装飾、表面親水・疎水化、表面摩擦低減効果、バクテリア
吸着）を見出した。LDHシートは環境に優しい薬品を用いて常温で作製可能であることか
ら低コストで多機能な素材として様々な分野で広く活用できると考えている。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

スマートフォン筐体の染色（15億台）、表面親水化による気化式熱交換器・蒸発器への応用
（700億円）、表面疎水化による腐食防止効果、表面摩擦低減によるベアリングなどの摺動
部品への応用（6000億円）、バクテリア吸着による水環境の改善効果が期待される。

Ωʔϫʔυɹ

LDH アルミニウム シート 多機能 低コスト 吸着 表面処理 染色 親水性 疎水性 表面摩擦

͓໰͍
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社会࿈ܞਪਐ機構
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φϊαΠζແٵܥػணࡐ
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大ࡕ大学ۀ࢈�Պ学ڀݚॴ�ॴ௕ɾڭत�関໺�ప
大ࡕ大学ۀ࢈�Պ学ڀݚॴ�ॿڞ࢙�٢౻ۙ�ڭ同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
多層構造をもつ層状チタン酸塩は、汚染水中の重金属や放射性物質等の浄化材料として知
られ、ナノ～マクロスケールの階層構造を設計することで浄化性能の飛躍的向上が期待さ
れます。我々は、界面活性剤等を含まない簡便な水熱合成法により、ナノサイズ繊維状結晶
が複雑に絡みあった 海苔様ナノシート状”の層状チタン酸ナトリウム（SST）の合成に成功
しました。SSTは、特徴的な形態をもつだけでなく、pH上昇と表面析出を抑制しつつ、水中
に含まれる鉛などの有害イオンや希少金属イオンをイオン交換により効率的に除去できま
す。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

水環境における無機性汚染物質除去のための吸着材料だけでなく、電池材料や光有触媒
材料などの幅広い社会実装の可能性を有しています。
・放射性物質を含んだ水処理システム用吸着材料
・重金属汚染環境地域における浄水システム用吸着材料
・廃材からの希少金属回収用の吸着材料
・イオン交換反応を利用した電池材料（セパレータ等）
・酸化チタン系マテリアルの特性を利用した光触媒材料
Ωʔϫʔυɹ

層状物質 吸着 収着 イオン交換 結晶形態 環境浄化 資源回収 水浄化 水処理 水熱合成 重
金属 放射性核種 チタン チタン酸塩
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ळా大学�大学Ӄཧ޻学ڀݚՊ�෺࣭Պ学ઐ߈�।ڭत�দຊ�࿨໵

技術֓ཁ
芳香族第一級アミン化合物とイリジウムが特異な複合体を形成することを利用し、複合体
を空気中で焼成することで簡便に多孔質酸化イリジウムを作製できる技術を開発しまし
た。得られた多孔質酸化イリジウムは大きな比表面積を有しており、非常に優れた酸素発
生触媒能を示すことが明らかとなっています。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本技術にて作製できる多孔質酸化イリジウムは水電解用酸素発生触媒として活用できる
と想定される。カーボンニュートラル実現のために注目されている水素は、水電解によって
製造することが想定されており、高性能な電極触媒の開発が急務である。特に酸素発生用
電極触媒の開発は大きな課題となっているため、本技術は大きく貢献できると期待され
る。

Ωʔϫʔυɹ

水素 カーボンニュートラル 水電解 電極触媒 酸素発生触媒 酸化イリジウム 多孔質触媒

͓໰͍
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秋田大学 産学࿈ܞਪਐ機構
E�NBJM��TUB⒎!DSD�BLJUB�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���TQBV�BLJUB�V�BD�KQ�DPOUBDU�DSD�IUNM

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル・環
境

健
康・医
療

食
料・農
林
水
産

海
洋・宇
宙

情
報
通
信

イ
ン
フ
ラ・安
全・社
会
基
盤

J
S
T
･
そ
の
他
展
示

併
催
事
業

C

F

O

I

S

H

023大学見本市2023～イノベーション・ジャパン　大学等シーズ展示Ұཡ

大学等シーズ展示Ұཡ



ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ

౦ۀ޻ژେֶ
C-72
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Ӊ஦ڀݚۭߤ։ൃ機ڀݚ�ߏ։ൃ෦໳�ओ೚ڀݚ։ൃһࢁ�த�ཧ୅ڞ同研究ऀ

技術֓ཁ
シリコーン系材料からはアウトガスとしてシロキサン化合物が発生し、特に宇宙機分野、自
動車分野及び半導体製造分野において、シロキサン化合物の機器へのコンタミネーション
の原因となっています。本技術は、シロキサン化合物に対して高い吸着能力を有し、かつ高
温での吸着保持能力を有するシロキサン化合物吸着材を提供します。従来技術に比べて
過酷な環境でも使用が可能な吸着材です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

シロキサンガスによる接点障害の抑制（EV・HV分野、半導体製造分野）、レンズ汚れの抑
制（宇宙機器の分野）、パーティクル発生の抑制（宇宙機器の分野、半導体製造分野）

Ωʔϫʔυɹ

シロキサン 吸着 除去 吸着技術 接点障害 レンズ汚れ 抑制技術

͓໰͍
߹わͤઌ

科学技術創੒研究院 θϩΧʔϘンΤωϧΪʔ研究所 ٢田ݾࠀ研究室
E�NBJM��HVCBSFWJDI�BOOB![D�JJS�UJUFDI�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�[D�JJS�UJUFDI�BD�KQ�_L�ZPTIJEB�

ϑΣʔζڀݚ

སେֶࢁ
C-74

ܥ౔ྨϑϦʔθΦϥΠτر
ന৭-&%༻ޫܬମͷ࡞੡๏ͱͦͷԠ༻
ت߃�อాٱ�ڭॿڀݚ�ҭηϯλーʣڭૅجʢܥ学޻ڥ学Ҭ�౔໦؀޻�෦ڀݚ߹ས大学�大学Ӄ૯ࢁ

�ӳਓࠜࡕ�तڭ学Ҭ�।޻�෦ڀݚ߹ས大学�大学Ӄ૯ࢁ
同研究ऀڞ࠸�ঘౢٶ�तڭ�学Ҭ޻�෦ڀݚ߹ས大学�大学Ӄ૯ࢁ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
ゼオライトを適切な雰囲気下および温度で焼成した後、雰囲気ガスもしくは焼成試料の湿
度を高めて再焼成することで、希土類を添加することなく高量子収率で長蛍光寿命にする
ことができます。焼成後に湿度を高める焼成制御により特性を向上させる方法は従来にな
い手法で、現在実用化されている照明用の蛍光体よりも低コスト・低環境負荷の蛍光体と
なることが期待されます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

照明用の白色LEDとして応用を目指している。市販の蛍光体は希土類元素を添加すること
が必須であるが産業的な産地が限られているため価格の高騰が懸念される。この蛍光体
は、希土類元素を含まずに高量子収率・長蛍光寿命となるため、従来品の1/100程度のコス
トで作製が行える。日本は白色LED用の蛍光体の市場規模が80％を超えており、実用化が
可能となればこれまでの市場規模の半分以上を置き換えることが期待される。

Ωʔϫʔυɹ

ケイ酸塩類 希土類フリー 白色蛍光体 低コストLED ゼオライト蛍光体

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ਪਐɾ社会࿈ܞ機構 63"ɾ社会࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��SFOLFJ�BT!ZBNBOBTIJ�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�ZBNBOBTIJ�BD�KQ�

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ

໋ཱؗେֶ
C-75

ցֶशΛ༻͍たҟछλϯύΫ࣭ͷػ
Մ༹ੑੜ࢈ͷ৽ٕज़

໋ཱؗ大学�ੜ໋Պ学෦�ੜ෺޻学Պ�ॿڭ�দҪ�大྄

技術֓ཁ
タンパク質をコードする遺伝子を異種宿主で発現する際、従来技術では封入体の形成など
により活性型の可溶性タンパク質として生産されないことがしばしばあります。そこで本技
術では、新たに機械学習を用いた、アミノ酸残基の置換により、活性型可溶性タンパク質と
しての生産量を大幅に増加させ、生産性を改善する技術を開発しました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・産業用酵素の生産
・タンパク質性医薬品の生産性向上
・組換え微生物による発酵生産の生産性向上
このように、産業用酵素は環境保護の視点からも非常に期待されます。そして酵素以外に
もバイオ医療品などさまざまな分野のバイオものづくりを加速させる可能性があります。

Ωʔϫʔυɹ

異種発現 可溶性 タンパク質 酵素 機械学習 変異導入 進化分子工学

͓໰͍
߹わͤઌ

#,$リαʔνΦϑΟε
E�NBJM��FWFOU!TU�SJUTVNFJ�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�SJUTVNFJ�BD�KQ�SFTFBSDI�

ϑΣʔζڀݚ

౦ۀ޻ژେֶ
C-73

ೋࢎԽ୸ૉݯࢿԽɿ
ೳੑԽֶ඼ϞϊϚʔͷ੡଄ػ

౦ۀ޻ژ大学�Պ学ٕज़૑੒ڀݚӃ�φϊۭؒ৮ഔڀݚϢχοτ�।ڭतɾڀݚϢχοτϦーμー�ԣҪ�ढ़೭

技術֓ཁ
金属含有ゼオライト触媒を用い、エチレンと二酸化炭素からアクリル酸等の機能性化学品
モノマーを製造することが可能である。アクリル酸は現在プロピレンを原料に、酸化反応を
経て製造されている。本技術は二酸化炭素の資源化にも寄与するものである。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

カーボンニュートラルに寄与する金属含有ゼオライト触媒プロセス
機能性化学品の原料多様化

Ωʔϫʔυɹ

カーボンニュートラル 二酸化炭素 ゼオライト触媒 モノマー合成 脱炭素 温和 気相 常圧

͓໰͍
߹わͤઌ

科学技術創੒研究院 ナϊۭؒ৮ഔ研究Ϣχοτ
63-��IUUQ���XXX�OD�JJS�UJUFDI�BD�KQ�
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ԽϑΣʔζۀࣄ

େֶޱࢁ
C-76

ञ଄࢒ᕓٴͼચถഉਫͷΤλϊʔϧൃ߬ͱ
ൃిγεςϜͷ࣮ূݧࢼ

�कాࢁ�तڭ�ηϯλーڀݚԹඍੜ෺ߴ�தߏਪਐ機ڀݚ大学�大学ޱࢁ
ٱ�ԣా�क"�63ߏਪਐ機ڀݚ大学�大学ޱࢁ
Ѵञ଄ࣜגձࣾ�औక໾੡଄෦௕�੢ా�ӳོ

Ѵञ଄ࣜגձࣾ�੡଄෦һ�ງ�྄ਅڞ同研究ऀ
同研究ऀڞ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
日本酒製造で発生する酒粕、洗米排水(酒造廃棄物)を高温発酵(30℃～45℃)によりエタ
ノール発酵を行います。高温発酵により発酵槽の冷却に必要な冷凍設備及び電力が不要
になります。エタノール発酵液(7～8ｗｔ％エタノール)は発電機の排気ガスと熱交換・蒸発
させ、改質器にて水素に変換し、余分な水分を凝縮分離した後に、発電機にて発電します。
発酵液の蒸発残渣は乾燥されおり、そのまま飼料・肥料として利用する事が可能なシステ
ムになっています。3m3の発酵槽３基にて発酵の実証試験は成功しています。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

日本国内では大量に発生する食品廃棄物が問題になっています。その大部分はゴミとして
処分され、一部が乾燥して飼料・肥料として使用されていますが、処理コスト(主に乾燥コス
ト)が問題になっています。本システムは酒造廃棄物だけでなく、広く食品廃棄物に適用で
きます。発電のみならず発電で発生する熱ガスを利用する事で発酵残渣を乾燥・減容でき
る画期的なシステムです。

Ωʔϫʔυɹ

エタノール発酵 食品系廃棄物 発電システム 膜分離

͓໰͍
߹わͤઌ

中高Թඍੜ෺研究ηンλʔ
E�NBJM��N�ZBNBEB!ZBNBHVDIJ�V�BD�KQ
5E-��	��
����������

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

ਆಸ઒޻Պେֶ
C-78

஍ٿԹஆԽ཈੍ͷたΊͷ
όΠΦϚεݯࢿからͷςϨϑλϧࢎͷ੡଄

ਆಸ઒޻Պ大学�Ԡ༻όΠΦՊ学෦�Ԡ༻όΠΦՊ学Պڭ�त�஥ُ�੣࢘

技術֓ཁ
地球温暖化抑制のために、ポリエステルの原料であるテレフタル酸を化石資源からバイオ
マス資源に転換する研究開発が行われてきています。しかし、今まで検討されている方法
は、熱分解等の化学反応の利用が多く、多量のエネルギーや化学薬品を使用します。また
製造工程数が多く、設備費が高くなるという問題があります。本技術は、テレフタル酸の中
間原料のｐ-トルアルデヒドを生産する微生物を用いて、発酵法によりテレフタル酸を生産
します。このため、温和な条件でテレフタル酸を製造でき、製造工程数が少ないという利点
があります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

テレフタル酸の原料を、石油からバイオマス資源に置き換えることで、地球温暖化の原因で
あるCO2排出量を削減できます。また未利用系バイオマス資源を利用した場合、農村地域
の活性化に貢献できます。テレフタル酸の世界需要は2017年に62百万tあり、2023年には
80百万t（6.7兆円）まで増加する見込みです。テレフタル酸の市場の一部を、本技術由来の
テレフタル酸に置き換えることができると考えています。

Ωʔϫʔυɹ

地球温暖化 バイオマス テレフタル酸 ポリエステル ポリエチレンテレフタレート PET

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ਪਐ機構
E�NBJM��MJBJTPO!LBJU�KQ
63-��IUUQT���XXX�LBJU�KQ�

։ൃϑΣʔζ

ઍ༿େֶ
C-79

஍Ҭ૑ੜʹ໾ཱͭΦϑάϦουՄൖۭؒͷ
ࣾձ࣮૷ϓϩτλΠϓ

ઍ༿大学�大学Ӄࡍࠃ学ज़ڀݚӃ�૯߹ࡍࠃ学࠲ߨ�ॿా�ڭౡ�ᠳଠ

技術֓ཁ
発電と蓄電が可能な移動空間のプロトタイプです。居住性に重点を置いた大型・重量の従
来の移動空間に対し、紹介するプロトタイプは移動先での利用に重点を置いた小型・軽量
を特徴としています。丸みを帯びた準木製のフォルムに、水平・垂直面に２系統の超薄型太
陽電池を包むように配置しました。可搬性を活かした太陽高度や方位角に合わせた発電に
より、およそ３割の発電量アップが可能となっています。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

世界では、中東やアフリカの電化の動きがオフグリッド市場を牽引しており、今後10兆円規
模の拡大が見込まれています。国内では、地方のレジャー施設においてインフラ投資を抑
えた宿泊やキャンプなどの事業展開のほか、自治体による可搬性の特性を活かした交流の
場の創出や災害時の電力供給など、地方の産業創出や交流人口の拡大といった2兆円規模
の地方創生への貢献が期待できます。

Ωʔϫʔυɹ

オフグリッド 可搬空間 地域創生 地方創生

͓໰͍
߹わͤઌ

大学院国際学術研究院
E�NBJM��TIPUB�UBKJNB!DIJCB�V�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���OPUF�DPN�TIPUB@UBKJNB

։ൃϑΣʔζ

ஜ೾େֶ
C-77

όΠΦϑΣϊϦΫεͰڥ؀ΛकΔ

ஜ೾大学�ੜ໋ܥڥ؀�ඍੜ෺αεςΠφϏϦςΟڀݚηϯλーڭ�तߴ�୩�௚थ
ஜ೾大学�ੜ໋�٬ܥڥ؀һڀݚһ�؏Ҫݑ�೭

ஜ೾大学�ੜ໋ܥڥ؀�ॿڭ�ຟඌ�ढ़հڞ同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
来る脱石油型の社会の到来や、カーボンクレジットの導入を見据え、バイオマスを活用した
化成品の生産が課題となってきました。本技術は、バイオマス（糖）を原料として、微生物（ス
マートセル）の発酵技術により、バイオマス化成品をバルク生産します。特に、バイオ芳香族
をデザインし生産します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

芳香族に特化すること、ターゲット化合物の設計から大規模発酵までの一気通貫のノウハ
ウを活用することで、実現可能性が高い。400兆円ともいわれる芳香族市場のバイオ化は、
業界と社会の構造革命に波及する。

Ωʔϫʔυɹ

バイオマス バイオ化成品 スマートセル 発酵

͓໰͍
߹わͤઌ

筑波大学 産学࿈ܞ部産学࿈اܞը՝
E�NBJM��FWFOU�TBOSFO!VO�UTVLVCB�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�TBOSFOIPOCV�UTVLVCB�BD�KQ�

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル・環
境

健
康・医
療

食
料・農
林
水
産

海
洋・宇
宙

情
報
通
信

イ
ン
フ
ラ・安
全・社
会
基
盤

J
S
T
･
そ
の
他
展
示

併
催
事
業

C

F

O

I

S

H

025大学見本市2023～イノベーション・ジャパン　大学等シーズ展示Ұཡ

大学等シーズ展示Ұཡ



੡඼ɾ঎඼ԽϑΣʔζ

௕ཱ࡚ݝେֶ
C-80

࿏໘ిंͷ௚ྲྀՍઢ໢Λ׆༻͢Δ
෼ܕࢄΤωϧΪʔΠϯϑϥ

௕ཱ࡚ݝ大学ࣾࡍࠃ�ձ学෦ࣾࡍࠃ�ձ学Պڭ�त�৿ాۉ�

技術֓ཁ
路面電車のナビゲーションを基礎に交通(Transpor t)と情報通信(Information 
Network)にエネルギー(Grid)を加えた統合型インフラとして提唱したSTINGの構想に
基づくマイクログリッド構築モデルを紹介します。通信機能を強化した鉄道を基盤にした
直流マイクログリッドは、平時では蓄電及び再エネ調整機能を含むエネルギーと熱のマネ
ジメントを行い、非常時は主要な都市機能への電力供給を維持してBCP実施を支援する
等2022年度実施の事業化可能性調査の成果を加え具体的な提案を行います。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

路面電車架線網から直流マイクログリッドを構築し、再エネ送電の役割を担わせエネル
ギーの地産地消を促していること、また架線網の活用は地域公共交通を街のエネルギーイ
ンフラへ発展させる既存施設設備を活用した都市のリノベーションでもあること、さらに交
流電力網を補完して災害復旧にもレジリエントな特性を有することから、地域公共交通と
協調しながら直流送電を行う分散型エネルギーインフラとして先導的モデルとなります。

Ωʔϫʔυɹ

分散型エネルギーインフラ 直流マイクログリッド 再生可能エネルギー エネルギーマネジ
メント 地域公共交通 路面電車 ナビゲーション BLE 歩行者支援 バリアフリー レジリエン
ス JISQ22301

͓໰͍
߹わͤઌ

長崎県立大学 ஍Ҭ࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��TBOHBLVLBO!TVO�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���TVO�BD�KQ�

ϑΣʔζڀݚ

Ӄେֶֶ޻
C-82

όΠΦΨεվ࣭Λ໨͠ࢦた
৽たなඍੜ෺ར༻ٕज़ͷ։ൃ

඙ࠀ�त�౻Ҫڭ�学෦�ੜ໋Խ学Պ޻学Ӄ大学�ઌਐ޻

技術֓ཁ
本研究室では下水汚泥の嫌気消化で残存する 消化汚泥”をさらに分解しバイオガスを生
産する嫌気菌叢を得ることができました。また、アルカリpHで高濃度の二酸化炭素を固定
できる微細藻類を見つけ、その性質を研究しています。バイオガスには約40%の二酸化炭
素が含まれていますが、除去することによりバイオガスの燃焼効率を改善することができ
ます。本出展では、この嫌気菌叢と二酸化炭素を消費する微細藻類を用いて、消化汚泥か
らメタン含量の高いバイオガスを生産する新たな技術を紹介します。

”

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

堆肥やセメント副原料以外での、新たな消化汚泥の利用法として活用が可能です。本嫌気
菌叢で処理することにより、産業廃棄物量を減少させるとともに、バイオガスを製造するこ
とができます。また、微細藻類と併用することでメタン含量の高いバイオガスを製造するこ
とが可能となり、生成した藻類バイオマスは飼料等への活用も期待されます。さらに本技
術は常温処理が可能であるため、省エネルギー、処理設備の簡素化にも貢献します。

Ωʔϫʔυɹ

消化汚泥 バイオガス 藻類バイオマス 省エネルギー メタン 水素 産業廃棄物 資源化

͓໰͍
߹わͤઌ

工学院大学 産学࿈ܞ室
E�NBJM��TBOHBLV!TD�LPHBLVJO�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�LPHBLVJO�BD�KQ�SFTFBSDI�DPMMBCPSBUJPO�
��������JOEFY�IUNM

։ൃϑΣʔζ

๺ւಓՊֶେֶ
C-83

ిྗෆཁͰࣗ཯ු௜͢Δਫড়Խཻࢠ

๺ւಓՊ学大学�ༀ学෦�ༀ学Պ�ҩༀԽ学෼໺޿ٛ�ݪࡾ�ࢣߨ�

技術֓ཁ
アルギン酸ゲル粒子に微生物を内包すると、粒子は気泡を発生させつつ液面まで浮上し、
さらに液面で気泡が消失すると沈降します。この粒子に吸着剤を内包すると、気泡を発生
させながら浮上と沈降を繰り返す水質浄化材が開発できます。新しい水処理技術として、
自律浮沈機能を有する水質浄化ゲル粒子による水処理技術について紹介します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

2030年頃には新興国を中心とした人口の劇的な増大によるエネルギー・水・食料不足とそ
の解決が世界レベルの大きな課題になっています。従来の水浄化のアプローチは浄水設
備ありきであったため、インフラが整った一部の住民のみが恩恵を受けられます。浄化剤
を投げ入れ混ぜるなどの簡易な方法がとられ、個人の裁量で広く利用することができます。

Ωʔϫʔυɹ

吸着剤 環境浄化 自律浮沈 微生物 バイオマス

͓໰͍
߹わͤઌ

ೖࢼɾ஍Ҭ࿈ܞ部 研究ਪਐ՝
E�NBJM��LFOLZV!IVT�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�IVT�BD�KQ�

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

ҵ৓େֶ
C-81

࣪౓εΠϯά๏Λ༻͍たৗԹͰ
େؾから$0�Λճऩ͢Δख๏

ҵ৓大学�大学Ӄཧ޻学ڀݚՊ޻�学໺機ցシεςϜ޻学ઐ߈�ॿࢤޛ�ాڥ�ڭ
ҵ৓大学�大学Ӄཧ޻学ڀݚՊ޻�学໺ڭ�त�ాத�ޫଠ࿠

ҵ৓大学�ΧーϘϯϦαΠΫϧΤωϧΪーڀݚηϯλー�।ڭत�ञҪڞߦ߁�同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
Direct air capture（DAC）は超低濃度（400ppm）の大気中CO2を分離・回収する技術で
あり、近年、国内外の様々な企業が技術開発を行っているものの、分離・回収に膨大なエネ
ルギーを要することが課題となっています。本展示の湿度スイング法は吸着材の湿潤状態
でCO2の吸着・脱離をコントロールできる新しい手法であり、水の供給だけでCO2を回収
できることから常温でCO2の分離・回収を行えます。既存のDACと比べ、推定でエネル
ギー原単位を約1/4にできます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

航空機や船舶など電動化や脱炭素化が難しく大気にCO2を放出せざるを得ない分野で
カーボンニュートラルを実現できます。既存のDACより低エネルギー化が図れるためCO2
回収コストの低減が図れます。現在の大気中CO2の回収コストの予想は34～39円/kgで
すが吸着材の改良などにより更なるコスト低減も可能です。また回収したCO2は脱炭素化
が困難な分野で用いる合成燃料の原材料として利用できます。

Ωʔϫʔυɹ

DAC CO2 常温 吸着 湿度スイング法

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ɾ産学׭࿈ܞ機構
E�NBJM��JSJD!NM�JCBSBLJ�BD�KQ
63-��IUUQT���XXX�JSJD�JCBSBLJ�BD�KQ�
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։ൃϑΣʔζ

ձ௡େֶ
H-01

౧ऩ֭ಈ࡞ΛՄࢹԽɺ
ͼख࿩ೝࣝʹར༻͢ΔたΊͷखାٴ

ձ௡大学�ίϯϐϡーλཧ޻学෦�ίϯϐϡーλཧ޻学Պ�্ڃ।ڭतܫ��ཕ
෱ౡ大学�৯೶学ྨ�।ڭतాߴ��大ี

ձ௡大学�ίϯϐϡーλཧ޻学෦ڭ�त�ᜊ౻ڞ׮�同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
既存のデータグローブの問題点として、バルキーで分厚く、長時間使用した時の違和感が
大きいことや、精度が低く単価が高いことなどが挙げられます。その原因は、掌の圧力検知
と手の動き検知が異なる種類のセンサを利用しているため、データグローブの構造が複雑
になることにたどり着きます。それに対して、我が研究室は柔らかくて安価な圧力センサだ
けで、掌の圧力分布と手の動きを両方とも検知できるデータグローブを開発しました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

開発した手袋で、掌の圧力分布を可視化するとともに、手の形、手の動き、手の掴みものな
ど、いろいろな手の情報を単種類のセンサから、取得できるようになります。今は桃収穫動
作の可視化、手話認識などの分野への応用開発を進めています。

Ωʔϫʔυ

電子織物 柔らかい圧力センサ 慣性センサ データグローブ 圧力可視化 機械学習 手話認
識 果物収穫 果物収穫ロボット

͓໰͍
߹わͤઌ

公立大学法ਓ会津大学 اը࿈ܞ՝
E�NBJM��DM�JOOPW!V�BJ[V�BD�KQ
5E-��	��
����������

։ൃϑΣʔζ

Պେֶ޻஌ߴ
H-02

ணҥʹΑΔ֤छܭଌΛ࣮͢ݱΔ
όοςϦϨεૉࢠͷωοτϫʔΫԽ

ɾޫࢠి�܈学޻Պ大学�シεςϜ޻஌ߴ シεςϜ޻学ઐܕಁਁڥ�؀߈ΤϨΫτϩχΫεࣨڀݚ�।ڭत�໺ా�૱ਓ

技術֓ཁ
身体表面で多数のセンサを分散しネットワーク化することができれば、人の健康状態や疲
労度などに関する様々な計測を常時行うことが可能になると期待できます。本出展技術
は、このようなシステムの構築に役立てることを目指した、導電布経由での各種バッテリレ
スセンサのネットワーク化技術です。バッテリレス・アンテナレスの複数デバイスに対する
データ伝送だけでなく、無線通信技術だけでは困難な電力供給をも同時に1枚の布伝送
路上で実現します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

人の体に関する各種計測を着衣によって実現する本技術は、日常的な健康管理、労働者の
作業負担の把握、スポーツ分野での動作解析、バーチャルリアリティ分野での利用、医療分
野での活用などの各種応用が期待できます。

Ωʔϫʔυ

ウェアラブル 生体計測 ワイヤレス 通信 給電 電力伝送

͓໰͍
߹わͤઌ

研究࿈ܞ部 社会࿈ܞ՝
E�NBJM��PSH!NM�LPDIJ�UFDI�BD�KQ
5E-��	��
����������

։ൃϑΣʔζ

๛ٕڮज़Պֶେֶ
H-03

ϑΟϧλϑϦʔ೾௕ݕग़ηϯα

๛ٕڮज़Պ学大学޻�学෦�ిؾɾి त�ቐ�༰ढ़ڭシεςϜ�।ࢠిੵू�ܥ学޻৘ใࢠ

技術֓ཁ
従来の半導体光センサ単体では未知の入射光の波長と強度を特定することができなかっ
た。本出展では、シリコン半導体内に二重拡散層を有するフォトゲート構造とし、フォト
ゲート構造の拡散層にポテンシャルピークを発生させることで、入射光により発生した光
起電流をポテンシャルピークにより2経路に分離して検出し、検出電流の比から任意の入射
光の波長及び強度を特定する方法を紹介する。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

未知の入射光の波長を特定するために、分光器や回折格子を使用すること無しに、センサ
単体で波長を特定することができる。バイオテクノロジー分野での生体細胞観察に用いる
蛍光顕微鏡の小型化等、種々の光学計測器に展開できる。

Ωʔϫʔυ

半導体 光 センサ 波長 小型化 CMOS バイオセンサ

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ਪਐアυϛχετϨʔγϣンηンλʔ
E�NBJM��UVU�TBOHBLV!P⒏DF�UVU�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���SBD�UVU�BD�KQ�
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Ӊ౎ٶେֶ
H-04

ೕથ࣬ױը૾ͷಡӨڭҭࢧԉγεςϜ

Ӊ౎ٶ大学޻�学෦ج�൫޻学Պڭ�त�௕୩઒�·Ͳ͔
༤װ��Ԙᖒࢣߨ�ҩՊ大学࣏ࣗ
同研究ऀڞӳت�һ�தଜڀݚ�ҩՊ大学࣏ࣗ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
「読影」とは、エックス線検査や超音波検査画像を丁寧に観察し、病変の有無を判断するこ
とです。画像の濃淡の差や、微細な特徴を読み解くため、高度な技術と経験が必要となり
ます。読影スキルの向上には、多くの症例を学ぶことが欠かせませんが、医用画像は画像サ
イズが非常に大きく、また、高画質であることが望まれるため、一般的なPCで手軽に学習
することは困難でした。本システムは、DICOMに格納されたマンモグラフィデータを読込
み、読影学習に必要な画質を保持しつつ、データ量を削減して、遠隔学習用教材を出力しま
す。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

大学等での医学教育や、医療機関等における症例検討会での活用が想定されます。

Ωʔϫʔυɹ

乳腺疾患画像 マンモグラフィ DICOM 医用画像 読影 遠隔教育 e-Learning

͓໰͍
߹わͤઌ

宇都宮大学 工学部 長谷川 まͲか
E�NBJM��NBEPLB!JT�VUTVOPNJZB�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�JT�VUTVOPNJZB�V�BD�KQ�JDM�

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ

ެཱਡ๚౦ژཧՊେֶ
H-06

ࣗ༝ʹҠಈͰ͖ɺհॿͷָなిಈं͍͢

ެཱਡ๚౦ژཧՊ大学޻�学෦�機ցి޻ؾ学Պڭ�त�੕໺�༞

技術֓ཁ
４つの全方向車輪で移動する車台と、椅子が付いた車体を１つの自在継手で接続し、車体
の姿勢を自動制御で安定化した電動車いすで、全方向に移動でき、傾斜した路面でも車体
が常に水平を保ちます。少しの力で車体を操作できるため、介助者の負担を軽減できます。
椅子の位置が高くても安定性を保つため、椅子を昇降して利用者の目線を周囲と合わせら
れます。従来の車いすに対してこれら４つの特長を併せ持つ優位性があり、また、球体駆動
の全方向車いすと比較して車輪の接地面積が大きいため、駆動性と乗り心地が優れていま
す。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

屋内、屋外での電動車いすとしての利用、及び車いす以外のモビリティとしての利用が想定
されます。周囲の認識機能や自己位置推定機能を付加することにより、移動支援や介助の
省力化が可能です。

Ωʔϫʔυɹ

車いす モビリティ 全方向移動 介助者支援

͓໰͍
߹わͤઌ

産学࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��TBOHBLV!BENJO�TVT�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�TVT�BD�KQ�

ϑΣʔζڀݚ

େֶཱݝۄ࡛
H-07

ϦϋϏϦςʔγϣϯֶੜͷたΊͷ
ӡಈྍ๏ٕज़ڭҭϩϘοτΞʔϜ
࢜�খ஑�༞ڭ�ॿ߈Պ�ϦϋϏϦςーシϣϯ学ઐڀݚ学ࢱ大学�大学Ӄอ݈ҩྍ෱ཱݝۄ࡛

�๛ଠޱत�ᖛڭ�Պڀݚ学ࢱ大学�大学Ӄอ݈ҩྍ෱ཱݝۄ࡛
ΦΩϊۀ޻ϩϘςΟΫεࣜגձࣾ�୅දऔక໾ࣾ௕�ԭ໺ڞٱߊ�同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
教育において、医学分野では手術シミュレーションロボットなどが活用されていますが、リ
ハビリテーション分野ではまだ活用がないため、学生の技術教育の効果を高めることがで
きます。
このロボットアームは、脳卒中患者の上肢運動障害を再現することが可能であり、施術者
が運動療法を実施した強さや速さ、運動範囲などを記憶させ、視覚化することができます。
また、熟練したセラピストの技術と比較することで、どの技術がどの程度不足しているのか
が明らかになるため、効果的な学習を支援することができます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

運動療法技術を学ぶ学生は、教科書や動画、学生同士によるシミュレーション演習などを
通して学んでおり、実際の患者に触れて学ぶ機会が減少しています。そのため、運動療法に
必要な適切な強さやスピード、運動範囲を理解することが難しい状況です。そこで、リハビ
リテーション養成施設に導入することで、ロボットを用いて何度でも運動療法技術を練習
することが可能になるため、迅速な技術力アップに繋がります。

Ωʔϫʔυɹ

リハビリテーション ロボット 教育 学生 シミュレーション

͓໰͍
߹わͤઌ

஍Ҭ産学࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��TIJOPEB�ZVKJ!TQV�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�TQV�BD�KQ

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ੡඼ɾ঎඼ԽϑΣʔζ
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H-05

ΤίϒϨʔΩंҜࢠɿ
ࡏ༝ࣗࣗʹ޲た͍ํ͖ߦಓͰ΋ࡔ

関੢学Ӄ大学޻�学෦�஌ೳɾ機ց޻学՝ఔڭ�त�தޙ�大ี

技術֓ཁ
本技術は坂道で不安定になりがちな手動車椅子に本人が意識することなく作動するブ
レーキを付加することで、あたかも平地のように車椅子を操れるようにする技術です。本
技術の特徴は、まず人が車椅子を漕ぐ時に表れる特徴（生物が持つ滑らかな動きという特
徴）を最小限のセンサで感知し、本人の意図する動きを推定します。次に本人が自力で車椅
子を漕ぐ時、本人の意図通りに動くようブレーキ力を巧みに操ることで重力の影響を打ち
消し、坂道でも安全な走行を実現します。本技術は電動車椅子に比べて、遙かに低コストで
提供可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

電動車椅子（年間出荷台数5千台、平成25年）に比べて遙かに対象となるユーザ数が多い
手動車椅子（年間出荷台数50万台）を対象としています。現在、手動車椅子を対象とした走
行支援技術は存在しません。海外における手動車椅子の市場規模は61億ドル（2022年）
で、年6%で成長しています。
手動車椅子以外にもカートや台車など、人力で動かす装置への組み込みに最適です。

Ωʔϫʔυɹ

手動車椅子 ブレーキ制御 片流れ防止 漕ぎ方推定 ロボティクス技術

͓໰͍
߹わͤઌ

関西学院大学 研究ਪਐ社会࿈ܞ機構
E�NBJM��JOEVTUSZ�BDBEFNJB!LXBOTFJ�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�LXBOTFJ�BD�KQ�LFOLZV
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खज़ϩϘοτなͲͷ
ϫΠϠۦಈϩϘοτͷྗηϯγϯά

౦ۀ޻ژ大学޻�学Ӄ�機ցڭ�ܥत�খມ�ಁ

技術֓ཁ
本方式では、手術ロボット鉗子などのワイヤ駆動ロボットのワイヤを弦振動させ、発生する
音声の周波数からワイヤの張力を算出し外力を推定する張力センシング方法を提案する。
鉗子先端に力センサを実装することは容易ではない。本方式はそのようなセンサを用いな
いこと、また、一つのマイクと一つの加振装置で複数本のワイヤの張力を計測できる点が利
点である。使い捨てが可能な安価なマイクを除いて電気素子を用いないので、滅菌洗浄が
容易であることも利点である。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本方式はワイヤ駆動手術ロボットに限らず、ワイヤ駆動ロボット全般に適用可能であり、ワ
イヤ張力の緩みや過大張力の検出に活用できる。従来のワイヤごとに張力センサを実装す
る方法では、ワイヤの本数が多い場合にコストが増大する。本方式はワイヤの本数が多い
場合に利点が大きくなる。

Ωʔϫʔυɹ

ロボット 手術ロボット 力センシング 張力センシング 力計測 張力計測

͓໰͍
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工学院機ցܥ 小ມ研究室
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νλϯ੡඼΁ͷߴ଱ە߅ੑٱɾ
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๺ۀ޻ݟ大学޻�学෦�஍޻ڥ؀ٿ学Պ�ઌ୺ࡐྉ෺࣭޻学ίーεڭ�त�大௡�௚࢙
߳઒大学�૑଄޻学෦�ॿڭ�ฏ໺�ຬ大ڞ同研究ऀ

技術֓ཁ
軽量・高強度なチタン材料表面に、簡便・低コストで、高密着性の光触媒抗菌・抗ウイルス皮
膜を形成する技術を紹介します。当研究室で開発した 非水溶媒陽極酸化”というプロセス
を用いると、可視応答性を示す窒素ドープ型二酸化チタン被膜を、ワンステップ・短時間で
形成できます。このプロセスの必要機材は直流電源と反応容器だけです。チタン材料に新
型コロナウイルス対策を施す表面処理を、わずかな設備投資で実現できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

医療器具の抗菌・抗ウイルス機能化、メガネフレームの抗菌・抗ウイルス機能化、その他チタ
ン製民生品の抗菌・抗ウイルス機能化

Ωʔϫʔυɹ

チタン製品 抗菌・抗ウイルス機能化 高耐久性皮膜 光触媒 簡便プロセス

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ྗڠ՝஍Ҭ࿈܎ܞ
E�NBJM��LFOLZV��!EFTL�LJUBNJ�JU�BD�KQ
5E-��	��
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63-��IUUQT���XXX�DSD�LJUBNJ�JU�BD�KQ�DPOUBDU�
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ϫϯϙοτͰ࡞ΕΔࡉۃίϥʔήϯνϡʔϒ

ߦو�त�੒ాڭ学Պ�Խ学෦໳�।޻学෦�ཧ޻լ大学�ཧࠤ
同研究ऀڞٱत�੨໦�ໜڭ�լ大学�ҩ学෦ࠤ

技術֓ཁ
内容： ワンポットで容易に調製可能なコラーゲン中空糸とその製造方法を提供します。
背景： 中空構造を持ったコラーゲン素材は、医療用素材として注目されています。これま
で、簡便かつ有機溶剤等の毒性物質を含まない非常に細い内径のコラーゲン中空糸製造
法は報告されていませんでした。
特徴： ①工程が簡便。②内径が細い中空糸。③有機溶剤フリーの製法。
④適切な乾燥で引張強度が6倍、最大ひずみを5倍にすることにも成功。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・培養肉の灌流培養が可能な、可食性通チューブ兼、細胞足場。
  →培養肉作成工程の簡素化が可能になる。
・毛細血管再生と移植細胞生着向上が期待できる人工血管用細胞足場。
 →施術後の強度を確保するため生分解性と毛細血管の再生能の両立できる人工血管。
・湾曲な神経損傷部位で使用できる強度・しなやかさを持つ神経再生誘導剤。
 →より細かで異物感の少ない神経再生補助材料としての応用。

Ωʔϫʔυɹ

コラーゲン 再生医療 中空糸 血管 神経 細胞足場 細胞担体 多孔体 ゲル 細胞培養 人工肉

͓໰͍
߹わͤઌ

国立大学法ਓ佐賀大学 リʔδϣナϧɾΠϊϕʔγϣンηンλʔ
E�NBJM��VSB�UFBN!NBJM�BENJO�TBHB�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�TVSJD�TBHB�V�BD�KQ�
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؆ศなӷମͷѹిࡐྉ

ಉࣾࢤ大学�ཧ޻学෦�機ೳ෼ࢠɾੜ໋Խ学Պ�।ڭत�ԕ౻�ଠՂ࢚

技術֓ཁ
この技術は、従来の固体圧電材料の柔軟性に欠ける問題を解決するため、液体状態の圧電
材料（液体エレクトレット）を作成する方法を提供します。先行開発で報告された液体状圧
電材料は、合成が煩雑で入手が容易でないこと、また収率が低いという課題がありました。
この技術では、市販の素材を混ぜて帯電させることで、合成不要で液体エレクトレットを
作成することができます。これにより、柔軟性が高く、簡単に作成できる液体状態の圧電材
料が実現します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

この材料を使うことで、任意の形状に変形可能な圧電素子を作成することができます。振
動→電気信号で考えれば、人体のような複雑な曲面を持つ平面上の任意の場所に装着で
きるので、例えば、心音を電源なしでモニターするなどの医療材料への展開が期待されま
す。一方、電気信号→振動であれば、ソフトロボット用のアクチュエーターへの適用などが
考えられます。

Ωʔϫʔυɹ

エナジーハーベスティング 圧電材料 エレクトレット

͓໰͍
߹わͤઌ

リΤκンΦϑΟε
E�NBJM��KU�MJBJT!NBJM�EPTIJTIB�BD�KQ
63-��IUUQT���LJLPV�EPTIJTIB�BD�KQ�
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౦๺ۀ޻େֶ
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؅ཧͷたΊͷ߁෼ੳʹΑΔ݈ؾݺ
ൺ৭γʔτ

౦๺ۀ޻大学޻�学෦ڥ�؀Ԡ༻Խ学Պڭ�त�ؙඌ�༰ࢠ
౦๺ۀ޻大学޻�学෦ڭ�त�ਏౡ�জ༸ڞ同研究ऀ

技術֓ཁ
呼気中の微量成分（アセトン、アルデヒド、メチルメルカプタン）を測定可能な比色シートで
す。化学反応を用いているため選択性があり、シートの組成により呼気に含まれている微
量成分の検出が可能な高感度を実現しました。時間はかかりますが呼気１Lがあれば測定
可能です。また比色反応を用いているため可視的な分析が可能で、スマートフォンなどで
画像を取得することにより濃度変換やデータの転送ができます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

比色シートと画像による解析を用いることで呼気の分析が自宅で簡単に、測定したいとき
に何度でも測定できるようになります。呼気成分は体温のように個人差があることが予備
実験で示されました。呼気成分の時間変化を測定したり、データを収集して自分以外の人
との比較をすることで、個々人に寄り添ったきめの細かい健康管理や予防医学への活用が
期待されます。

Ωʔϫʔυɹ

比色シート 呼気測定 健康管理 アセトン メチルメルカプタン 糖尿病 歯周病 ノナナール 肺
がん 乳がん

͓໰͍
߹わͤઌ

஍Ҭ࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��SD�DFOUFS!UPIUFDI�BD�KQ
63-��IUUQT���XXX�UPIUFDI�BD�KQ�SD�DFOUFS��SD�
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ۚଐ༗ߏػ଄ମʢ.0'ʣΛෳ߹ػೳԽ͢Δ
ज़ٕ޻ɾՃܭઃࢠཻ

関੢大学ڥ�؀౎޻ࢢ学෦�ΤωϧΪーڥ؀ɾԽ学޻学Պڭ�त�ాத�ढ़ี
大ࡕҩՊༀՊ大学�ༀ学෦�।ڭत�໳ా�࿨ڞل同研究ऀ

技術֓ཁ
構造設計性の高い多孔質材料として期待されているMOFを、実用に資する低コストでの
大量生産と粒子の加工・賦形化を可能とさせた研究です。本技術は、噴霧乾燥プロセスを
活用して、従来の空間分解プロセスであるバッチ合成に対して、時間分解的なMOFの連続
フロー合成を可能にしました。さらに、本技術の特徴的な点は、合成過程でガラス化する
MOFのアモルファス－結晶間相転移の制御によって、乾燥粉末・顆粒の主要特性（組成、構
造、多孔度、タップ密度、安定性など）を満たす粒子設計が期待できるところにあります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

MOFは無数のナノ空間を有する材料であり、このナノ空間を活用したガス貯蔵・分離、触
媒、薬物送達システム、光学・電子デバイス、分子認識センサーなどが応用例として考えられ
ていますが、イノベーションを起こす潜在的可能性をさらに秘めています。MOFおよび噴
霧乾燥装置の世界市場は、これからの10年間、それぞれ13.5%および5.4％の年平均成長
率で成長すると予測されています。

Ωʔϫʔυɹ

金属有機構造体 MOF 薬物送達システム DDS 医薬品 ファイトケミカル サプリメント 吸
入粉末製剤 経肺吸収性 経口吸収性 吸着剤 分離膜 製膜

͓໰͍
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関西大学 社会࿈ܞ部 産学׭࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��TBOHBLVLBO�NN!NM�LBOEBJ�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�LBOTBJ�V�BD�KQ�SFOLFJ�
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తʹಡΈऔΓՄೳなؾి
νοϓܕද໘ϓϥζϞϯԽֶྔηϯα

त�ੁ�఩࿕ڭ�߈Պ�機ց஌ೳシεςϜ学ઐڀݚ学޻௨৴大学�大学Ӄ৘ใཧؾి

技術֓ཁ
高感度な化学量センサとして表面プラズモン共鳴センサが存在します。しかし、従来方式
では表面プラズモン共鳴を生じるために大型のプリズムが必要であり、また、センサ応答
を光学的に測定することが必要で、システムの小型化が困難でした。本技術では、表面プラ
ズモン共鳴を半導体シリコン上に構成した薄型の回折格子で励起可能とし、さらにプラズ
モンの状態を、半導体を利用して電気的に読み取り可能となります。これにより、センサの
読み取りに光学系が不要となるので、飛躍的なセンサシステムの小型化を可能とする技術
です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

従来、装置が大型であった表面プラズモン共鳴センサを、小型にする技術ですので、抗原抗
体反応などを利用したセンサの検出系を、表面プラズモン共鳴の高感度な測定に切り替え
ることができます。ヘルスケア用途への応用や、ポイントオブケアなどセンサの可搬性が活
かせる領域に展開可能です。国内で抗原抗体検査は数千億円の市場規模を持ちますが、こ
の大規模な市場への展開を期待できる技術です。

Ωʔϫʔυɹ

表面プラズモン共鳴 回折格子 シリコン 電流によるプラズモン読み取り 小型化
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産学׭࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��POFTUPQ!TBOHBLV�VFD�BD�KQ
5E-��	��
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෺ཧతな߅ඍੜ෺࡞༻Λൃ͢ݱΔ
ʮφϊεύΠΫʯ

関੢大学�シεςϜཧ޻学෦�機ց޻学Պڭ�त�ҏ౻�݈

技術֓ཁ
ナノレベルの周期的な突起物（ナノスパイク）は物理的な抗微生物作用（抗ウイルス、抗菌、
殺菌、抗バイオフィルム）を発現します。物理的な作用であるため、世界で問題になっている
薬剤耐性菌を生み出さないという大きなメリットを持ちます。私たちは、樹脂およびシリコ
ンを基材とし、ナノスパイクを作製することに成功し、様々な抗微生物作用を確認していま
す。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

医療用部材（カテーテル、インプラント）や一般抗菌材への応用が可能です。

Ωʔϫʔυɹ

抗微生物材料 抗ウイルス 抗菌 殺菌 ナノ構造
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関西大学 社会࿈ܞ部 産学׭࿈ܞηンλʔ
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༺Πϝʔδϯάڸඍݦ
૊৫ɾ׭ثഓཆσόΠε

౦ւ大学�ϚΠΫϩŋφϊڀݚ։ൃηϯλー�໦ଜڭ�ࣨڀݚत�໦ଜࢤܒ�
大ࡕ大学�ඍੜ෺පڀݚॴڭ�त�ҏ઒�ਖ਼ਓ
ԣ඿ཱࢢ大学�ҩ学ڀݚՊڭ�त�খ઒ؽ�඙ڞ同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
従来の器官培養法では、アガロースゲルやインサート上で組織を培養するため、倒立顕微
鏡の高倍率レンズを用いた高精細な光学観察が困難です。これに対して、提案デバイスは
ガス透過性を有するシリコーン膜底面を有する培養器と組織を保持するための多孔膜
チップによって構成されており、生体組織を培養しながら倒立顕微鏡で観察することが可
能です。本デバイスは、シンプルな構成ながら、従来の器官培養法に比べて極めて操作性
が高く、様々な組織培養法に応用可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本デバイスが製品化されれば、精子形成障害の治療法解明を目的とした、創薬、医学、生命
科学研究におけるユーザーの新規開拓が見込めます。また、本デバイスは他の臓器の組織
培養への応用可能が高いことから、細胞培養実験系に比べて生理的機能に近いオルガノイ
ド培養実験系としての活用も期待できます。そのため、生体内現象や病理の解明を目的と
した創薬、医学、生命科学研究における応用展開も期待できます。

Ωʔϫʔυɹ

器官培養 組織培養 創薬 薬効 安全性 薬物動態 再生医療 不妊治療 DX マイクロ流体デバ
イス マイクロ・ナノデバイス 細胞培養 オルガノイド iPS細胞

͓໰͍
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学長室	研究ਪਐ୲౰
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ͱ৯ͷ҆શΛकΔ߁݈
"MM�JO�0OFҨ఻ࠪݕࢠγεςϜ

๛ٕڮज़Պ学大学�大学Ӄ޻学ڀݚՊ�機ց޻学ڭ�ܥत�ࣲా�ོߦ
౦ܙ࣊ژձҩՊ大学�೤ଳҩ学ڭ�࠲ߨत�Յߙ�༸཮

৓੢大学�ༀ学෦�।ڭत�๺ଜ�խڞ࢙同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
『SDGs達成に向けた安全安心社会の実現』に向けて、「命」、「食」、「農」に係る社会的課題
の解決に取り組む必要があります。本研究では、マイクロ流体チップテクノロジーと等温遺
伝子増幅法（LAMP法）を融合し、簡便・迅速・オンサイト（現場）で、多検体・多項目の遺伝
子検査が同時に行える可搬性を備えた卓上型のAll-in-One遺伝子検査システムの開発を
行っています。本検査技術は、健康・医療、食品関連分野、農業・畜産・水産業などの広範な
分野での遺伝子検査に適用可能な汎用性の高い技術です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

ウイルス感染症から健康と暮らしを守り、食物アレルギー物質から食の安全・安心を守り、
農作物病害から食料の安定供給を守るためには、専門知識やスキルを必要とせずに、誰で
も、いつでも、どこででも手軽に遺伝子検査が行える技術の提供が喫緊の課題となってい
ます。このため、イムノクロマト法のような簡便さと、PCR法と同等の検出感度・特異性を有
し、さらには、多検体・多項目の検査が同時に行える技術を提供します。

Ωʔϫʔυɹ

遺伝子検査 DNA検査 ウイルス感染症 食物アレルギー物質 食中毒細菌 有毒植物 違法植
物 農作物病害虫 健康・医療 食品関連分野 農業・畜産・水産業 マイクロ流路チップ

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ਪਐアυϛχετϨʔγϣンηンλʔ
E�NBJM��UVU�TBOHBLV!P⒏DF�UVU�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���SBD�UVU�BD�KQ�
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๔ͷճసͰわかΔࡉ
ϥϕϧϑϦʔなిؾಛੑධՁ૷ஔ

ฌཱݝݿ大学�大学Ӄཧ学ڀݚՊ�෺࣭Պ学ઐ߈�।ڭत�ླ໦�խొ
ฌཱݝݿ大学�大学Ӄཧ学ڀݚՊڭ�त�҆઒�ஐ೭ڞ同研究ऀ

技術֓ཁ
細胞を１つ１つ区画化するマイクロウエルへ立体的に電極を配線させた独自電極チップに
よって細胞１つ１つの電気特性を網羅的に計測します。染色が不要で細胞種の識別や薬剤
に対する細胞膜の応答を計測できます。計測後の細胞は回収して培養することができま
す。そのため同じ特徴を持った細胞集団の迅速な取得ができます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・細胞への染色操作が不要で、電極チップに細胞集団を加えるだけで細胞種類や状態評価
が可能。
・複雑な前処理や染色が不要な、細胞検査（細胞種、分化状態の識別）。
・高い分泌能を持つ抗体産生細胞／サイトカイン分泌細胞の迅速な取得。

Ωʔϫʔυɹ

単一細胞 細胞計測 抗体 培養肉 人工細胞 マイクロ電極 電気回転 誘電泳動 細胞膜容量 
細胞性食品 回転 画像解析

͓໰͍
߹わͤઌ

兵庫県立大学 大学院理学研究科 Խ学෼ੳ学࠲ߨ
E�NBJM��TV[VLJ!TDJ�V�IZPHP�BD�KQ
63-��IUUQT���LTBD�TJUF�OFYU�QJPOFFS�����O���IUNM

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ੡඼ɾ঎඼ԽϑΣʔζ

෋ཱݝࢁେֶ
H-17

φϊՃ޻ɾੜ෺໛฿ٕज़Λ׆༻͠た
ϥΠϑαΠΤϯεࡐྉ
෋ཱݝࢁ大学޻�学෦�ҩༀ඼޻学Պ�ϥΠϑαΠΤϯεࡐྉڭ�ࣨڀݚत�஛Ҫ�හ

෋ཱݝࢁ大学޻�学෦�।ڭत�҆ా�Ղ৫
෋ٕۀ࢈ݝࢁज़ڀݚ։ൃηϯλー�ੜ޻׆学ڀݚॴ�෭ओڀݚװһ�ԣٛ�ࢁ೭ڞ同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
JSTプロジェクトのナノ加工技術を工夫したライフサイエンス・ヘルスケア機能材料の最新
試作成果を紹介する。有機溶媒を不要とする水で塗布、水で現像できる水溶性パターニン
グ・レジスト材料とナノ加工が実現できる超微細射出成形・ナノインプリントリソグラフィ
用ガス透過性多孔質金型のナノ加工技術の高度利用により、生物模倣による抗菌性ナノ突
起フィルム、高浸透性ナノマイクロニードル、食品腐敗センサパッチ、3次元培養培地等の付
加価値を提案し、ナノ加工の一翼を担う富山の産学官連携成果を報告する。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

ライフサイエンス分野： バイオ・生体適合性材料、抗菌・抗ウイルス材料、再生医療材料、
DNAマニピュレーション、DNAチップ、DDS（ドラッグデリバリーシステム）、バイオリアク
ター、ヘルスケアチップ、バイオセンサー、分子イメージング、医薬品、医療・診断機器、ウェ
アラブルデバイス、メディカルロボット、福祉アシストスーツ、化粧品材料、化粧品加工技術、
機能性食品、食品分析、テキスタイル、バイオミメティクス

Ωʔϫʔυɹ

マイクロニードル 食品腐敗センサパッチ 3次元培養培地 医療保護シート・パッケージ材料 
フォトリソグラフィー 微細パターン印刷技術 ナノインプリント加工 微細射出成形

͓໰͍
߹わͤઌ

富山県立大学 工学部 医薬඼工学科 ϥΠϑαΠΤンεࡐྉ研究室
E�NBJM��UBLFJT!QV�UPZBNB�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�QV�UPZBNB�BD�KQ�1)�UBLFJTMBCP�
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ԽϑΣʔζۀࣄ

౦ژ೶޻େֶ
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Ϩʔβʔ૸ࠪܕੜମ෼ݦࢠඍ͕ڸ୓͘
਍அɾ༧๷ٕज़ظૣ
౦ژ೶޻大学�大学Ӄ޻学ڀݚӃ�ઌ୺෺ཧ޻学෦໳�ಛ໋ཧࣄɾ෭学௕ʢڭ学౷ׅ୲౰ʣࡾ�୔�࿨඙

Ұڮ大学�౦ژҩՊࣃՊ大学�೔ຊ੺ेࣾࣈ
同研究ऀڞ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
生体内で低分子の化学物質を観察するイメージング技術において、目的の低分子化合物
を蛍光標識すると、低分子化合物の性質が変わってしまい、本来の機能や動態を捉えられ
ない。本展示では、無標識で生体関連分子の分布を撮像できる「コヒーレントラマン顕微
鏡」を紹介する。従来のラマン顕微鏡では、2台以上のパルスレーザー装置を同期させる必
要があったのに対し、本装置では、パルスレーザー光の時間波形を精密に制御することに
より、単一レーザーながら生体内の微量な生体関連小分子からの信号を捉えることが可能
になった。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

がん・うつ病などの遺伝子変異に関連する疾患の発症前診断、認知症の原因となる異常タ
ンパク質の検出、食物アレルギー・アトピーなどのバイオマーカー検出などに活用を想定し
ている。

Ωʔϫʔυɹ

農工大 OPERA 三沢 健康 早期診断 予防技術 医薬品 機能性食品 感染症 薬剤 農産物 が
ん 生命科学 獣医学 農学 認知症 高齢化社会 顕微鏡 一橋大学 腸内 イメージング ビジネ
スモデル

͓໰͍
߹わͤઌ

小ۚ井஍۠ࣄ຿部産学࿈ܞ室
E�NBJM��UVBU@PQFSB�HSPVQT!HP�UVBU�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���TQ�PQFSB�UVBU�BD�KQ�
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γΫϩσΩετϦϯΛ༻͍ͯ
ϒυ΢౶やەࡉΛݟ෼͚Δ

্ஐ大学�ཧ޻学෦�෺࣭ੜ໋ཧ޻学Պ�෼ੳԽ学ڭ�ࣨڀݚतڮ�ຊ�߶

技術֓ཁ
１）シクロデキストリンおよびその中にある空間に包接させる化学物質を用いて、ブドウ糖
に対してのみ選択的に蛍光を示す複合体を開発しました。合成も非常に簡単で水中、生理
学的条件下で作用する物質であり、幅広い応用が期待されます。
２）シクロデキストリンを非常に小さな水滴の中でゲル化することにより、水に均一に分散
する超微細ナノゲルを作成し、これと分子認識プローブを組み合わせた超分子ナノゲル複
合体が、グラム陰性菌とグラム陽性菌を見分ける能力があることを見出しました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

１）D-グルコースのキラル純度の簡単な判定のための分析試薬、微量血液による精確かつ
簡便な血糖値測定、L-グルコースの精製システムの基盤となる高分子材料
２）細菌凝集剤、細菌検出剤、グラム陰性菌検出剤、細菌検出キット、グラム陰性菌検出キッ
ト

Ωʔϫʔυɹ

化学センサー 細菌認識 糖認識 蛍光検出 シクロデキストリン

͓໰͍
߹わͤઌ

学術৘ใہ研究ਪਐηンλʔ
E�NBJM��H@SBOU�DP!TPQIJB�BD�KQ
5E-��	��
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63-��IUUQT���XXX�TPQIJB�BD�KQ�KQO�

ϑΣʔζڀݚ

๺ཬେֶ
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෺࣭ʹΑΔޫܬૉԠ౴ੑ྘৭ࢎ
৽͕نΜΠϝʔδϯάٕज़

๺ཬ大学�ཧ学෦�Խ学Պ�ॿڭ�಺ࢁ�༸հ

技術֓ཁ
酸素と反応する緑色蛍光物質を使うことで、がんに特有の低酸素領域をUV照射下でイ
メージングする新しい技術を紹介します。9-アミノアントラセン(9AA)の緑色蛍光は、酸素
と反応することで、消失しますが、低酸素条件下では、蛍光が持続します。9AAの酸素応答
性と緑色蛍光の持続性を利用する新しい蛍光法は、従来のインドシアニングリーン(ICG)
蛍光法よりも明確にがんと正常組織を区別することができる医療技術として使えます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

9AA蛍光法をがんの摘出手術中に活用すると、執刀医が、がんの位置と大きさをUV照射
下で緑色蛍光を目視し、迅速・正確に最小領域を切除できるようになります。これにより、
最低限の病理検査の回数で切除部分の確認ができるため、手術時間を短縮することがで
きます。また、正常組織を最大限残すことができるため、手術が必要な患者の負担が軽減
でき、5年生存率を向上させられます。

Ωʔϫʔυɹ

がん 蛍光法 イメージング 染色法 酸素応答性 低酸素 有機窒素化合物 酸化反応 UV照射 
摘出手術 5年生存率向上 蛍光ガイド下手術法

͓໰͍
߹わͤઌ

知ࡒɾ研究ਪਐ部
E�NBJM��UMP!LJUBTBUP�V�BD�KQ
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খさなཕ ϓϥζϚʡͰͭ͘Δ
؆୯φϊϛετʂ

౦ژ೶޻大学�大学Ӄ޻学ڀݚӃ�ઌ୺෺ཧ޻学෦໳�।ڭत�٢໺�大ี

技術֓ཁ
本発明は、ガラス管内部に針電極（注射針）を通して溶液を注入し、誘電体バリア放電によ
るストリーマと接触させることで、ミスト化、プラズマ化が同時に行われ、プラズマナノミス
トを生成する。溶液の種類や組成に依らず、簡便にナノサイズの粒子を生成することを可能
とした。液体微粒化の従来技術である静電噴霧法は、高電圧に起因する感電・火災のリス
ク、絶縁性や粘性の高いものは微粒化が困難、等の問題があり、適用範囲は限られている。
また、超音波技術では霧化機構が必要という欠点があった。本発明はこれらの欠点を克服
している。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

応用範囲 ： 医薬品、化粧品、殺菌、薄膜塗装、農薬噴霧、燃焼・反応向上技術
応用可能範囲が広いため、期待される市場規模、社会に与える影響が大きい。例えば、感
電・火災等のリスクを低減しつつ高い効率で噴霧対象への噴霧物の供給が可能。溶液の組
成に依存しない本技術の特徴を活かすことで従来技術ではナノミスト化が困難であった
溶液にも適用拡大が期待。

Ωʔϫʔυɹ

プラズマ 大気圧プラズマ 低温プラズマ ナノミスト 液体微粒化 経皮吸収 空間除菌 農薬散
布 薄膜塗装 反応促進

͓໰͍
߹わͤઌ

先端産学࿈ܞ研究ਪਐηンλʔ
E�NBJM��TVJTIJO!NM�UVBU�BD�KQ
5E-��	��
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ఱવɾඇఱવΦϦΰ౶ͷӷ૬ిղࣗಈ߹੒

ௗऔ大学޻�学෦�Խ学όΠΦܥ学Պڭ�त�໺্�හࡐ

技術֓ཁ
標的とする天然・非天然オリゴ糖を化学合成する技術です。電気化学的な活性化法に基づ
いて糖鎖ビルディングブロックをワンポットで連続的につなげる液相電解自動合成によ
り、標的のオリゴ糖が自在に合成できます。電解質によってグリコシド結合の選択性を制御
したり、ワンポットで糖鎖伸長と異性化・環化までを行い、環状オリゴ糖を迅速に合成した
りできます。従来の固相合成とは異なり前処理・後処理を必要とせず、スケールアップも容
易です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

オリゴ糖の医療用途への利用が最も魅力的な応用分野です。高い生体親和性や低い毒性
を活かしたドラッグデリバリーなどへの利用のみならず、オリゴ糖自体の生物活性物質と
しての利用も想定できますが、将来的にはタンパク質や脂質などとの複合化により、高機能
化・高付加価値化が期待できます。

Ωʔϫʔυɹ

オリゴ糖 糖鎖 鎖状オリゴ糖 環状オリゴ糖 液相合成 ワンポット合成 自動合成 電解合成 
生物活性 糖鎖合成

͓໰͍
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鳥取大学 研究ਪਐ機構
E�NBJM��TBOHBLVDE!NM�DKSE�UPUUPSJ�V�BD�KQ
63-��IUUQT���T�PSJQ�UPUUPSJ�V�BD�KQ�
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ΠϜϊΫϩϚτࠪݕʹద͠た߅ମͷઃܭ

�ཅҰా۽�तڭ୲౰ʣ�।߈Պ機ೳ෺࣭Խ学ઐڀݚՊ学ܳ޻�ʢ大学ӃܥԽ学ࢠણҡ大学�෼ܳ޻౎ژ

技術֓ཁ
本研究では、イムノクロマトグラフィ検査の高感度化と低コスト化を同時に達成可能な次
世代型組換え抗体を開発しました。独自にニトロセルロース親和性タンパク質（NBP)を連
結した単鎖抗体をリガンドとして用いることでリガンド抗体の残存活性を飛躍的に向上す
ることに成功しました。さらに、独自に開発したFR switching技術によってscFv-NBPの抗
原特異性を自在に変更可能であり、感染症検査をはじめとした多様なイムノクロマト検査
の高感度化に貢献できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

新型コロナウィルス、インフルエンザ、ノロウィルス、O-157をはじめとする感染症検査、ア
レルギー検査、心疾患などの緊急性の高いベッドサイド検査の高感度化に利用できます。

Ωʔϫʔυɹ

感染症検査 POCT イムノクロマト ベッドサイド検査 ラテラルフローイムノアッセイ 新型
コロナウィルス感染症 ニトロセルロース 抗原検査 高感度化

͓໰͍
߹わͤઌ

産学公࿈ܞਪਐηンλʔ
E�NBJM��DPSD!LJU�BD�KQ

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

ೆେֶߕ
H-27

ੜࡉ๔Λ࢖わͣɺༀࡎͷࡉ๔಺ͰͷޮՌΛ
؆ศʹධՁ͢Δٕज़

ࢬੴ�णݐ�तڭॴʢ'I#E3ʣ�।ڀݚ学޻ೆ大学�ઌ୺ੜ໋ߕ
ݾत�ਿຊ�௚ڭॴ�ॴ௕ɾڀݚ学޻ೆ大学�ઌ୺ੜ໋ߕ
同研究ऀڞ�ढ़ଠ࿠ڮߴ�तڭॴ�।ڀݚ学޻ೆ大学�ઌ୺ੜ໋ߕ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
mRNAワクチンのように、核酸を体内で医薬品として活用する技術が注目されています。し
かし従来、核酸医薬品は試験管内で評価されており、実際の細胞内環境では、それに依存
した特殊な相互作用のため、目的の効果を示さない場合があります。我々は、細胞内の標
的分子の相互作用を試験管内で模擬して簡便に評価する技術を開発しました。本技術は、
核酸医薬品の最適化だけでなく、ウイルス遺伝子、ヒトのがんや神経変性疾患に関わる遺
伝子やその転写産物を標的とした薬剤、または植物の遺伝子を標的とした農薬等の開発
に有用です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・特定の遺伝子（ヒトのがんや神経変性疾患などの遺伝子、コロナウイルスの遺伝子など）
の発現を制御する機能性分子のスクリーニング
・核酸医薬品の構造最適化または、標的遺伝子との結合部位の最適化
・疾患由来のヒト遺伝子の複製、転写機構の解析
・ウイルス由来のポリメラーゼの複製機構の解析
・細胞内で使うセンサー分子の最適化                     など

Ωʔϫʔυɹ

細胞内模倣実験系 核酸医薬スクリーニング 相互作用解析 DNA RNA タンパク質 核酸構
造解析 定量的解析 遺伝子発現 転写 複製 センサー

͓໰͍
߹わͤઌ

甲南大学 ϑϩンςΟア研究ਪਐ機構
E�NBJM��TBOHBLV!NM�LPOBO�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�LPOBO�V�BD�KQ�GSPOU�

੡඼ɾ঎඼ԽϑΣʔζ

ೆେֶߕ
H-25

ແৼͱ͏ΠΦϯӷମੜ੒ࣗಈநग़σόΠε

ೋ݈�ࢁत�஡ڭ�Խ学Պࢠ学෦�機ೳ෼޻ೆ大学�ཧߕ

技術֓ཁ
目的物質を含む水溶液中に、イオン液体構成成分である陽イオン水溶液及び陰イオン水溶
液を順次加えると、生成したイオン液体中に目的の化学物質が抽出される現象を利用し
て、振とうすることなくイオン液体生成反応を利用する自動抽出デバイスを開発しました。
固相抽出よりも簡便に、遠心分離のみのワンステップでの化学物質の抽出・分離を可能に
し、光検出による定量までを行います。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

生体試料中からのDNAの抽出分離、海水中からのリン酸の抽出分離定量、大麻、ドーピン
グ薬物代謝物の生体試料からの抽出・濃縮、食品中の脂溶性ビタミン等の抽出等、産業界
で抽出が必要なシーンで適切なイオン液体を探索し、提供することも可能です。

Ωʔϫʔυɹ

抽出 イオン液体 固相抽出 イオン液体抽出 DNA 大麻 ドーピング薬物抽出 リン酸イオン 
ビタミンE 貴金属イオン 食品分析 LC-MS 吸光光度法 蛍光法

͓໰͍
߹わͤઌ

甲南大学 ϑϩンςΟア研究ਪਐ機構
E�NBJM��TBOHBLV!NM�LPOBO�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�LPOBO�V�BD�KQ�GSPOU�

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル・環
境

健
康・医
療

食
料・農
林
水
産

海
洋・宇
宙

情
報
通
信

イ
ン
フ
ラ・安
全・社
会
基
盤

C

F

O

I

S

H

033大学見本市2023～イノベーション・ジャパン　大学等シーズ展示Ұཡ

大学等シーズ展示Ұཡ

J
S
T
･
そ
の
他
展
示

併
催
事
業



։ൃϑΣʔζ

தԝେֶ
H-28

ਓ݂޻ӷ� ϔϞάϩϏϯφϊཻࢠʡ

தԝ大学�ཧ޻学෦�Ԡ༻Խ学Պڭ�त�খদߊ�೭

技術֓ཁ
生体内で血液と同じように酸素を輸送できる人工血液（人工酸素運搬体）ヘモグロビンナ
ノ粒子”を開発しました。従来のヘモグロビン製剤に比べ、合成（製造）は格段に容易で、特
殊な装置は一切不要。酸素親和性と粒子サイズは自由に調節できます。また、従来製剤に
比べ、長期保存安定性に優れています。血圧亢進などの副作用はまったく見られません。動
物実験により、高い安全性と有効性が実証されています。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

赤血球代替物（出血ショックの蘇生液、術中出血時の補充液）、脳梗塞治療薬（虚血部位へ
の酸素供給液）、移植用臓器の保存液、再生組織細胞への酸素供給液、動物（ペット）用人
工血液など、幅広い応用が期待されます。人類の健康福祉に大きな貢献をもたらすばかり
でなく、我が国の持続的成長と発展を支える基盤医療技術の一つとなり得ます。市場範囲
は、先進国・新興国を含む全世界規模。

Ωʔϫʔυɹ

血液 人工血液 赤血球 先端医療 救急医療 臓器保存 がん 治療 手術 獣医療

͓໰͍
߹わͤઌ

中央大学 研究ਪਐࢧԉ本部
E�NBJM��LTBOSFO�HSQ!H�DIVP�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�DIVP�V�BD�KQ�SFTFBSDI�

ʡ

”

։ൃϑΣʔζ

ҵ৓େֶ
H-30

ϕγΫϧɾίϩΠυɾυϩοϓϨοτ
੡༻᎟፩૷ஔ࡞

ҵ৓大学޻�学෦�機ցシεςϜ޻学Պ�ॿ্�ڭਿ܆�

技術֓ཁ
従来、液体混合やコロイド作製もしくは液体内微粒子の攪拌では、実験者による手動の
タッピングやスクラビング、コリオリ作用による強制渦の崩壊に基づく撹拌を利用する装
置が用いられています。しかし、手動のタッピングやスクラビング、コリオリ作用では、実験
者によりばらつき、混合も不十分でした。本発明は、自動的かつ瞬間的に外部から強い振
動・衝撃を与えることで、安定した十分な混合や高品質のコロイドを得ることができます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

医療や化学、生物学、化粧品、食品、分子ロボティクス等多くの分野において、安定かつ十分
な液体攪拌技術や、高品質なベシクル・コロイド・ドロップレットの製造技術が求められて
います。また、再生医療現場におけるiPS細胞培養や細胞自動培養装置開発においても、細
胞の様な微粒子を培養液内で均一に混ぜる技術が求められています。以上の活用例から、
その市場規模は国内だけでも10億円程度になると考えられます。

Ωʔϫʔυɹ

攪拌装置 細胞培養 再生医療 医療 生物 化学 化粧品 食品 分子ロボティクス ベシクル リポ
ソーム コロイド ドロップレット

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ɾ産学׭࿈ܞ機構
E�NBJM��JSJD!NM�JCBSBLJ�BD�KQ
63-��IUUQT���XXX�JSJD�JCBSBLJ�BD�KQ�

ϑΣʔζڀݚ

ஜ೾େֶ
H-31

Ձ஋λϯύΫ࣭Λ২෺Ͱߴ
௿ίετʹ੡଄͢Δ

ஜ೾大学�ੜ໋ܥڥ؀�ੜ෺学学ҐϓϩάϥϜڭ�तࡾ�Ӝ࣏ݠ�
ஜ೾大学�ੜ໋ܥڥ؀�തڀݚ࢜һ�NB�3FOIVڞ同研究ऀ

技術֓ཁ
バイオ医薬品などバイオ生産品の需要が高まっているなか、高分子であるタンパク質の利
用も様々な場面において必要とされています。我々のグループでは植物において、世界トッ
プクラスの収量を示す発現システムを確立しました。また、大腸菌などの異種タンパク質発
現システムと比較しても、ほぼ同等の収量を示すのみならず、複合体も生産しやすいという
利点をもちます。植物を用いていることから低コストでの生産が可能です。また、様々な植
物へ適用可能であることから、ゲノム編集への適用が期待されます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・低コストでの高価値なタンパク質の生産
・大腸菌等では難しい複合体の生産
・ゲノム編集の汎用化

Ωʔϫʔυɹ

タンパク質生産 物質生産 ゲノム編集

͓໰͍
߹わͤઌ

筑波大学 産学࿈ܞ部産学࿈اܞը՝
E�NBJM��FWFOU�TBOSFO!VO�UTVLVCB�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�TBOSFOIPOCV�UTVLVCB�BD�KQ�

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

౦ۀ޻ژେֶ
H-29

๔಺λϯύΫ࣭ਝ଎݁থԽࡉ

౦ۀ޻ژ大学�ੜ໋ཧ޻学Ӄ�ੜ໋ཧ޻学ܥ�ॿ҆�ڭ෦�૱
౦ۀ޻ژ大学�ੜ໋ཧ޻学Ӄڭ�त�্໺�ོڞ࢙同研究ऀ

技術֓ཁ
タンパク質X線結晶構造解析は、タンパク質等の構造を原子レベルで決定する強力な手段
の一つである。しかしながら、従来の結晶化技術では、タンパク質の培養、精製、結晶化まで
2週間から1ヶ月以上の時間がかかることが課題であった。そこで我々は、大腸菌を用いた
タンパク質結晶化手法を開発した。大腸菌内で細胞質多角体や核多角体タンパク質の発現
を行ったところ、培養開始から24時間以内に結晶が形成され、さらに、SPring-8 BL32XU
にて、大腸菌内で得られた結晶構造を数Åレベルの高解像度で決定することができた。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

創薬分野をはじめとする構造解析事業。本手法は、迅速かつ微量でのタンパク質結晶化手
法であるため、構造解析の時間短縮と実験スケールの低減を可能とする。したがって、迅速
構造解析手法は、基礎から応用まで広範囲にわたるライフサイエンスの革新的ツールにな
ると期待される。

Ωʔϫʔυɹ

細胞内タンパク質結晶化 結晶構造解析

͓໰͍
߹わͤઌ

ੜ命理工学院 ੜ命理工学ܥ 上野研究室
E�NBJM��TBBCF!CJP�UJUFDI�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�VFOP�CJP�UJUFDI�BD�KQ
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ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ

೔ຊେֶ
H-32

҆ఆԽͱಛҟతなݕग़ʹڧ࠷な
ϖϓνυλάͷ։ൃ

೔ຊ大学�ੜ෺ݯࢿՊ学෦�όΠΦαΠΤϯε学Պ�֩ࢎɾ୿ന࣭Պ学ࣨڀݚ�।ڭत�દኍ�ળ࿨

技術֓ཁ
本研究のスタビロンタグはFlagタグ(DYKDDDDタグ)に次ぐ人工配列のペプチドタグで、
酸性アミノ酸リッチな21アミノ酸から成ります。スタビロンタグを融合したタンパク質は、
真核細胞内でプロテアソーム分解を受けにくく、発現系に使用すれば発現の大幅な向上に
繋がります。また、開発したモノクローナル抗体は極めて特異的な相互作用を示すため、検
出に最適です。さらに、本タグは酸性であることから、大腸菌発現系で封入体を形成した場
合に行う変性剤存在下での精製過程の透析時に可溶化しやすいという特長があります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

真核細胞の翻訳後修飾が必要な発現系における組換え体タンパク質の増産、変性後の巻
き戻しがうまくいかないタンパク質の可溶化度向上、微量タンパク質の解析など。バイオ医
薬品（抗体、ペプチドホルモン、再生医療用組換え体、など）や酵素の増産に期待できる。

Ωʔϫʔυɹ

タンパク質の安定化 発現系 発現向上 タンパク質の分解耐性 人工配列 ペプチドタグ 翻訳
後修飾 モノクローナル抗体 免疫沈降 免疫染色

͓໰͍
߹わͤઌ

日本大学 産׭学࿈ܞ知ࡒηンλʔ
E�NBJM��OVCJD!OJIPO�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�OVCJD�KQ�

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ

۝भۀ޻େֶ
H-34

૑ༀɾҩྍͷߴ౓ԽΛਤΔ
ਆࡉܦ๔ղੳσόΠε

۝भۀ޻大学�大学Ӄੜ໋ମ޻学ڀݚՊ�ੜମ機ೳԠ༻޻学ઐڭ�߈त�҆ా�ོ
۝भۀ޻大学�大学Ӄੜ໋ମ޻学ڀݚՊڀݚ�৬һڞࢤޛ��٢ా同研究ऀ

技術֓ཁ
厚さ約1ミクロンの透明な多孔膜を挟んで神経細胞とアストロサイトを共培養することが
可能なデバイス技術を開発しました。膜の微小孔を通じた良好な細胞間相互作用により、
両細胞が本来の機能を発現し、長期に亘って生理活性を維持します。この多孔膜は半導体
加工技術を用いて製作されますので、細胞解析用途に応じて微小孔の寸法、形状、配置を
自由に設定できます。また、微小電極アレイを膜上に形成することで、神経細胞・アストロサ
イト共培養系における一方の細胞の電気的信号を他方の細胞から分離して計測すること
が可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

神経疾患患者由来のヒトiPS細胞から作製した神経細胞やアストロサイトを本デバイスに
培養し、それらの薬剤応答を解析することで、神経疾患治療薬の効果・安全性を評価する
創薬研究や、神経疾患の発症メカニズムを解明する基礎研究に活用することが可能です。
特に、神経細胞とアストロサイトのコミュニケーション異常によって発症するてんかんや筋
萎縮性側索硬化症（ALS）などに対する治療薬や治療法の開発に貢献します。

Ωʔϫʔυɹ

神経細胞 神経疾患 細胞培養 細胞解析 微小電極 多孔膜 半導体 MEMS

͓໰͍
߹わͤઌ

研究اը՝
E�NBJM��LFO�TBOHBLV!KJNV�LZVUFDI�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�DDS�LZVUFDI�BD�KQ�

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

େֶۀ࢈౎ژ
H-35

ͷ։ൃܥࠪݕた೘͠ࢦΛ໨߁ͷ݈ऀྸߴ

ࢠܒ�౻त�Ճڭ�߈Պ�ઌ୺ੜ໋Պ学Պ�ੜ໋Պ学ઐڀݚ大学�ੜ໋Պ学෦�ੜ໋Պ学ۀ࢈౎ژ
஍ํಠཱߦ੓๏ਓ౦ژ౎݈߁௕णҩྍηϯλー૿߁݈ऀྸߴ�ਐࢧۀࣄԉࣨڀݚ�෦௕�大ᔹ�मҰڞ同研究ऀ

技術֓ཁ
これまでに高齢者とうつ・不安症モデルマウス、さらに側頭葉てんかんモデルマウスの尿中
揮発性有機化合物(volatile organic compounds,VOCs)のガスクロマトグラフィー質量
分析(GC-MS)技術により、うつ・不安症バイオマーカー群(ヒトとマウス)と側頭葉てんかん
バイオマーカー群(マウス)を発見しました。現在、尿中VOCs検査方法の拡大を進めていま
す。新規性・優位性は(1)マウスからヒトに外装できる(2)非侵襲性(3)偽陰性なし(4)代謝
判定システム構築の４点となります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

モデルマウスを用いた食事介入の動物試験評価系サービスの提供
コホート調査や高齢者検診、診断支援への展開サービスの提供

Ωʔϫʔυɹ

フレイル 高齢者 健康 尿 揮発性有機化合物 VOC ガスクロマトグラフ質量分析計
(GC-MS)

͓໰͍
߹わͤઌ

京都産業大学 研究機構
E�NBJM��LTV�LFOLZVTVJTIJO!TUBS�LZPUP�TV�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�LZPUP�TV�BD�KQ�SFTFBSDI�MJBJTPO�IUNM

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ

ॏେֶࡾ
H-33

%&)ʵւ૶ଟ౶༝དྷͷرগ౶ʵ

तڭηϯλー�।ڀݚॏ大学�Ϧαーνηϯλー�ւ૶όΠΦϦϑΝΠφϦーࡾ ୐�ӳ༤ࡾ
ߦत�ࣲా�හڭηϯλー�।ڀݚॏ大学�ւ૶όΠΦϦϑΝΠφϦーࡾ
同研究ऀڞ࢜त�ాத�ྱڭηϯλー�।ڀݚॏ大学�ւ૶όΠΦϦϑΝΠφϦーࡾ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
大型藻類に含まれるアルギン酸から新規アルギン酸リアーゼを用いることで単糖であるア
ルギン酸デオキシ糖（DEH）を高収率で得ることに成功しました。DEHの標品はなく、
DEHを神経細胞に作用させるとNGFの存在下で神経突起伸長を促進することが分かり、
認知機能の改善に期待できます。また、DEHから新規DEH還元酵素によりケトデオキシグ
ルコン酸（KDG）の生成にも成功し、これら単糖はグルコースのような基幹物質であるた
め、バイオリファイナリーの原料としても有望です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

DEHに関しては、創薬、機能性食品、サプリメントとしての市場が想定される。ブレインヘル
スサプリメント市場は、2022～2030年にかけて10%以上の健全な成長率が見込まれ、
2030年には198億5,000万米ドルに達すると予測されている。また大型藻類から得ること
ができるDEHやKDGは、バイオリファイナリーの原料として使用できるため、CO2削減の
効果が期待できる。

Ωʔϫʔυɹ

創薬 認知症 機能性食品 食品 糖 希少糖 環境 バイオ燃料 バイオリファイナリー 海藻 藻類 
褐藻類 CO2削減 ブルーカーボン 酵素 アルギン酸 アルギン酸リアーゼ DEH KDG 神経
細胞

͓໰͍
߹わͤઌ

Έ͑ͷະདྷਤڞ創機構 知తࡒ産マωδϝンτ部門
E�NBJM��DIJ[BJ�NJQ!DSD�NJF�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�DSD�NJF�V�BD�KQ�DIJ[BJ�JOEFY�IUN
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։ൃϑΣʔζ

ຊେֶ۽
H-36

ೝ஌঱༧๷Λ໨తͱ͠た
ඇ৵ऻ೴಺ΞϛϩΠυ஝ੵܭଌ๏

त�ถా�఩໵ڭ�।࠲ߨ෦�ҩ༻ը૾Պ学ڀݚຊ大学�大学Ӄੜ໋Պ学۽
౦๺大学�Ճྸҩ学ڀݚॴڭ�त�୍�༃೭

同研究ऀڞत�ᏐҪ�༟ޫڭ�ࣨڭਫ਼ਆՊ学ܦ஌大学�ҩ学෦�ਆߴ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
臨床で用いることが出来る磁気共鳴画像化装置MRIを用いて、アルツハイマー型認知症の
前駆状態での微量な脳内アミロイド蓄積を非侵襲に検出する技術です。追加の機器は必
要なく、撮像後の解析で検討可能であるため、すぐに実装可能な技術として他の技術に比
べ優位です。また、すでに多くの臨床研究が進んでおり、これから進む投薬治療で注目され
ている微少出血の検出に高い感度を誇るため、投薬を見据えた利用も考えられます。レ
ビー小体型認知症への応用も可能な点は、他の手法になく、新規性・優位性いずれも高いと
考えられます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

認知症発症前検診に用いるための条件としての、臨床利用可能性・非侵襲性・低コスト・
MRI設置場所の数で他の方法を優越します。また、アルツハイマー型認知症だけでなくレ
ビー小体型認知症への応用が認められており、他の方法にはない複数の認知症状に利用
可能な点は優位です。このため、検診以外に予防薬の開発に利用出来ると考えられます。さ
らに、認知症以外への神経変性疾患に利用可能な点も有利な点です。

Ωʔϫʔυɹ

アルツハイマー型認知症 AD 認知症 MRI レビー小体型認知症 DLB 認知症治療薬 認知
症疾患修飾薬

͓໰͍
߹わͤઌ

熊本創ੜਪਐ機構 Πϊϕʔγϣンਪਐ部門
E�NBJM��MJBJTPO!KJNV�LVNBNPUP�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���LJDP�LVNBNPUP�V�BD�KQ�

ϑΣʔζڀݚ

੟ϚϦΞϯφҩՊେֶ
H-38

৽たなഏอޢઓུɺഏ֎ํؾ׵๏ͷཱ֬

੟ϚϦΞϯφҩՊ大学�ҩ学෦�ຑਲ学�।ڭत�த઒�խ࢙

技術֓ཁ
重症肺障害に対して肺保護としてECMOが行われている。しかし、ECMOは、太いカニュー
レを血管内に挿入し、血液を体外に出す必要があり、抗凝固が必要になる。これらの太いカ
ニューレや抗凝固が必要なことがECMOの最大の弱点である。今回の方法は、酸素化は、
肺へ持続陽圧で酸素を投与する無呼吸酸素化で維持し、二酸化炭素は、腹膜を還流するこ
とで除去することを目指している。従来、腹膜還流で酸素化を目指した研究は散見される
が、腹膜だけで酸素化が不十分のため良い結果は得られていない。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

腹膜を用いた二酸化炭素除去が行えるようになると、抗凝固薬を使用することなく肺保護
が行える。現在、行われている肺保護としてのECMOの大部分がこの治療方法に移行する
のではないかと考えている。また、気管狭窄に対するステント療法でも手術中の二酸化炭
素除去に使用できると考えている。

Ωʔϫʔυɹ

重症肺障害 肺保護 腹膜還流 体外式二酸化炭素除去システム

͓໰͍
߹わͤઌ

聖マリアンナ医科大学ɾ.10 ࣜג会社
E�NBJM��NQP!NQPJOD�DP�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�NBSJBOOB�V�BD�KQ�

ԽϑΣʔζۀࣄ

௕࡚ࡍࠃେֶ
H-39

݂ખ͕Ͱ͖や͍͢ମ࣭Λ
݂ӷࠪݕͰ਍அ͢Δ

௕࡚ࡍࠃ大学�ༀ学෦�ༀ学Պ�ༀ学ྟচج൫ྟܥচࠪݕ学ڭ�ࣨڀݚत۾��ത޾

技術֓ཁ
特許第5839256号
当該技術は、患者血清中に存在するプロテインS蛋白質の総蛋白量と総活性を測定し「プロ
テインS比活性（総活性／総蛋白量）」という新しい概念により蛋白質異常を検出する。また
汎用の全自動分析装置を使用することによって、日常検査に導入することを可能にしている。
特許第5896468号
本研究は、EPA・DHAをラットの静脈に投与し、24時間後に血栓形成薬物を投与した後の
尾部における血栓形成を、その長さによって評価したものである。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

日本人において、静脈血栓ができやすい体質（遺伝子変異）の割合は50人に1人（約2％）と
言われている。静脈血栓症の患者数は欧米では人口10万人当たり100名前後と言われてお
り、長時間の航空機旅行や災害時の避難所生活、妊娠時、外科的手術後等に特に起こりや
すい。通常検査として定着すれば、これらに遭遇する可能性のある人物への検査、予防手段
として非常に多くの需要が見込まれる。

Ωʔϫʔυɹ

プロテインS プロテインC 血栓症 深部静脈血栓症 体質診断 エコノミークラス症候群

͓໰͍
߹わͤઌ

薬学部薬学科
E�NBJM��LVNB!OJV�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�OJV�BD�KQ�_QIBSN��MBC�DDMN�JOEFY�IUNM

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

લେֶ߂
H-37

౳ͷࡎඓ౤༩ʹΑΔༀܦ
೴಺౸ୡ౓ΛϦΞϧλΠϜͰධՁ͢Δ

Ұ޹�त�एྛڭ�࠲ߨපཧ学ܦ�೴ਆ߈Պ�ҩՊ学ઐڀݚલ大学�大学Ӄҩ学߂

技術֓ཁ
脳神経系に発光物質であるAkakucを発現するマウスを開発しました。このマウスに
Akalumineを経鼻投与すると脳に移行しAkakucと結合し蛍光を発します。次にAkaluc 
siRNAを脳送達補助剤と一緒に経鼻投与しました。Akaluc siRNAの投与前後の発光量
差が大きいほど脳への到達効率が高いと判断されます。実際siRNAの量を変え観察を行
うと投与前後で発光量に顕著な差が認められました。つまり経鼻投与による脳への到達効
率を生体でリアルタイムに評価できる初めてのシステムが完成しました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

我々の方法では動物を屠殺することなく、リアルタイムで脳送達補助剤の脳への到達効率
を見ることができる。将来的には、脳送達補助剤の代わりに各種の細胞外小胞を用いるこ
とで、さらに脳への送達効率を高めることができる。薬剤の経鼻投与は脳疾患の有力な治
療法となりうる。経鼻市場は2018年から８年間で10倍（5,000億円）に達し、認知症を含む
脳疾患の市場も2028年には８兆円に達すると見込まれている。

Ωʔϫʔυɹ

脳変性疾患 認知症 経鼻投与 細胞外小胞 リアルタイム 可視化

͓໰͍
߹わͤઌ

弘前大学 東京ࣄ຿所
E�NBJM��K�UPLZP!IJSPTBLJ�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���KUPLZP�IJSPTBLJ�V�BD�KQ�LFOLZVTIPVLBJ�TIVUUFO����
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ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ

େֶཱࢢ԰ݹ໊
H-40

༺಺෇ணϑΟϧϜઐߢޱ
�%ϓϦϯςΟϯάٕज़

त�ా্�ୢळڭՊ�ༀ෺ૹୡ学෼໺�।ڀݚ大学�大学Ӄༀ学ཱࢢ԰ݹ໊
೭ګ�त�ौ୩ڭ�Պڀݚ大学�大学Ӄҩ学ཱࢢ԰ݹ໊
同研究ऀڞत�ඌ関�఩໵ڭ�Պڀݚ大学�大学Ӄༀ学ཱࢢ԰ݹ໊

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
口腔内にできた前がん病変（口腔潜在的悪性疾患）のがん化を防ぐことのできる口腔内付
着フィルムを創るための、3Dプリンタ用インク、口腔内用フィルム製剤の製造技術に関す
るものです。口腔潜在的悪性疾患を治療する方法は、これまでに手術的治療しかなかった
ことから、保存的治療の手段として薬物含有フィルムを開発しました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

口腔潜在的悪性疾患は個人差が大きいことから、3Dプリンターを用いて、患者の病変や部
位に応じた、フィルム形状のものをオンデマンドで調製し、個別化医療に対応するシーンを
想定しています。

Ωʔϫʔυɹ

3Dプリンター 医療 医薬品 口腔科学 口腔外科 薬学 製剤 材料工学 フィルム インク 歯学

͓໰͍
߹わͤઌ

産学ڞ׭創Πϊϕʔγϣンηンλ
E�NBJM��ODV�JOOPWBUJPO!TFD�OBHPZB�DV�BD�KQ
5E-��	��
����������

։ൃϑΣʔζ

େֶࡍࠃౡ޿
H-42

ੜ׆श׳පʹؔわΔ
๏ͷ։ൃࠪݕͷەࡉ಺ߢޱ

ଠ࿠ݑ�त�௕ྮڭ�Պ学෦�ҩྍӫཆ学Պ߁大学�݈ࡍࠃౡ޿

技術֓ཁ
本技術は、1つのチューブで複数種の菌を一括して培養、検出することを可能とするもので
す。これまでの口腔内細菌検出は、唾液を検出したい細菌専用寒天プレートに塗布した後
に脱酸素剤を用いた嫌気的条件での培養が必要でした。一方、本技術は、採取した唾液と
タブレット型培地を1つのチューブに入れ脱酸素剤を用いずに、増殖させたい細菌の至適
温度で静置（培養）するだけで複数の細菌を一度に増殖できます。さらに、培養した唾液を
そのまま遺伝子増幅反応液に入れるだけで細菌の有無を確認できるので操作性、簡便性
にも優れています。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

医療分野において遺伝子診断・遺伝子検査に活用可能と考えます。特に、健康診断や保健
所等で多数の検体を扱う病原菌検査、唾液を入れたチューブを検査機関に郵送する郵送検
査への活用が進めば、大きな市場になることが期待されます。生活習慣病に関わる口腔内
細菌を早期に見出すことができれば歯科医師指導による口腔ケアができるので疾病発症
の予防が期待でき、医療費の削減に繋がる他、QOLの向上に寄与できると考えています。

Ωʔϫʔυɹ

遺伝子検査 生活習慣病 NASH LAMP う蝕 虫歯 歯周病 ミュータンス菌 ジンジバリス菌 
タブレット型培地 口腔内細菌 歯科 生体試料 唾液 簡易検査 診断

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ࢧԉɾ社会࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��)I6�,FOLZV!KPTIP�BD�KQ
5E-��	��
����������

։ൃϑΣʔζ

ॏେֶࡾ
H-43

ࣗવൃ঱ਛઢҡ঱ͷ
ώτԽϚ΢εϞσϧͷ։ൃ

�ଠ࿠ؒ҆�ڭՊ�໔Ӹ学�ॿڀݚܥॏ大学�大学Ӄҩ学ࡾ
同研究ऀڞत�Ψόβ�Τεςόϯڭ�Պڀݚܥॏ大学�大学Ӄҩ学ࡾ

技術֓ཁ
従来の腎線維症モデルマウスは、薬剤の使用や腎摘出、血管結紮等の侵襲的な方法による
ため、ヒトの慢性腎不全の病態とは異なる点が多かった。そこで我々は腎線維症の新規治
療方法の開発に適したヒトの病態に近いマウスモデルとして、腎特異的にTGF-β1遺伝子
が発現され、生後１０週令から自然的に腎線維症が発症する新たなトランスジェニックマ
ウスを作製しました。本マウスは腎線維化とともに経時的に腎機能悪化し、新たな腎線維
症の病態モデルとして活用可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

慢性腎臓病・腎線維症の新規バイオマーカーの探索や新規治療法の開発に活用可能であ
る。また本マウスに糖尿病や高血圧を誘発することにより、糖尿病性腎症や高血圧性腎硬
化症などの病態モデル作製に応用可能であり、幅広い腎疾患の創薬や病態解明に有用で
ある。また透析液を腹腔注射することにより腹膜線維化を起こすことを確認しており、腹
膜透析時に合併症として問題となる腹膜線維症の研究に活用できる。

Ωʔϫʔυɹ

慢性腎不全 腎線維症 線維化 トランスジェニックマウス TGFβ1 糖尿病性腎症 人工透析 
腹膜線維症

͓໰͍
߹わͤઌ

Έ͑ͷະདྷਤڞ創機構 知తࡒ産マωδϝンτ部門
E�NBJM��DIJ[BJ�NJQ!DSD�NJF�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�DSD�NJF�V�BD�KQ�DIJ[BJ�JOEFY�IUN

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

લେֶ߂
H-41

͕Μ์ࣹઢྍ࣏ͷߴਫ਼౓Խٕज़

ڿ�त�໳લڭՊ�์ࣹઢٕज़Պ学ྖҬ�।ڀݚલ大学�大学Ӄอ݈学߂
�ଟాཏ�༸ଠڭՊ�ॿڀݚલ大学�大学Ӄҩ学߂

同研究ऀڞ�लथݪ�খࢣલ大学�ҩ学෦ෟଐපӃ�ओ೚਍ྍ์ࣹઢٕ߂

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
がん放射線治療において患者の治療中に発生する有害事象を予測する技術です。がん放
射線治療には外部照射と内照射技術がありますが、とりわけ外照射治療を患者に施行する
期間中に、患者の尿を継時的に採取し、その尿中の代謝物から治療期間における有害事象
発生を高精度に予測することを可能としました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

急性期有害事象の予測バイオマーカーとしての活用。生物学的な反応を監視することで、治
療計画を随時更新しながら治療を遂行できる。

Ωʔϫʔυɹ

前立腺癌 放射線治療 がん メタボロミクス 質量分析 脂質代謝 外照射 放射線技術

͓໰͍
߹わͤઌ

弘前大学 東京ࣄ຿所
E�NBJM��K�UPLZP!IJSPTBLJ�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���KUPLZP�IJSPTBLJ�V�BD�KQ�LFOLZVTIPVLBJ�TIVUUFO����
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H-44

๔γʔτʹΑΔࡉ૩ੵ૚ઢҡժס
૑ইඃ෴ࡐʢࡉ๔ឺ૑ߣʣ

ࢤ�ਖ਼ݪ�༄ڭ�ॿ߈Պ�ҩ学ઐڀݚܥ大学�大学Ӄҩ学ޱࢁ
同研究ऀڞत�ᖛ໺�ެҰڭ�Պڀݚܥ大学�大学Ӄҩ学ޱࢁ

技術֓ཁ
細胞シート移植治療の普及には簡便に使用できる保存法の開発が不可欠です。私たちは
乾燥保存に着目し、積層線維芽細胞シートを風乾させた乾燥細胞シートを開発しました。
乾燥により細胞膜が損傷した死細胞ですが、再水和されると、細胞内に貯蔵されている強
力な組織修復因子FGF2を含む種々の成長因子を放出し、創周囲の生きた細胞に作用する
ことで創傷治癒を促進することを見出しました。従来の細胞シートに比べ、乾燥細胞シート
は操作性に優れ、冷蔵で長期保存でき、いつでも使用可能な利便性に優れた創傷被覆材
（細胞絆創膏）です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

乾燥細胞シートは難治性皮膚潰瘍の治療や外科手術時の組織の補強材としての応用を想
定しています。難治性皮膚潰瘍治療では、皮膚潰瘍縮小や治癒期間短縮、疼痛軽減に繋が
り、QOL改善と医療費削減が期待されます。また、体内での創傷治癒促進も期待されるた
め、乾燥細胞シートを外科手術時の組織の補強材として用いることで、気管支断端瘻、消化
管縫合不全や膵液瘻等の重篤な術後合併症の予防に繋がると考えられます。

Ωʔϫʔυɹ

再生医療 細胞シート 創傷被覆材 線維芽細胞 乾燥保存 創傷治癒 組織修復 血管新生 成
長因子 線維芽細胞増殖因子 難治性皮膚潰瘍 術後合併症 気管支断端瘻 消化管縫合不全 
膵液瘻 組織の補強材

͓໰͍
߹わͤઌ

産学公࿈ܞɾ研究ਪਐηンλʔ
E�NBJM��MJGF�T!ZBNBHVDIJ�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
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ϝλόʔεʹ͓͚Δ
৽͍͠ϦϋϏϦςʔγϣϯ

大ࡕ大学޻ૅج�学ڀݚՊ�機ೳ૑੒ઐ߈�ॿڭ�দډ�࿨׮
大ࡕ大学޻ૅج�学ڀݚՊڭ�त�੢઒�ರڞ同研究ऀ

技術֓ཁ
本技術は、メタバースにおけるアバターを中心として、訓練用に設定されたアバターを自身
の身体の代替として操作できるように「体験」する、あるいはアバターの動きに応じて電気
刺激技術を用いてリアル身体を「制御」する、あるいはその制御と、アバター操作に用いる
身体特性モデルを電気刺激技術を用いて「検査」するリハビリテーション技術です。従来の
VRを用いたリハビリテーションでは用いられて来なかった筋電図と身体特性モデルを用
いている点、電気刺激においてこれまで難しかった深部、手部の刺激を可能とする点が有
意な点です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

スタンドアロンで「体験」、「制御」、「検査」を行える統合型リハビリテーションシステムとし
て医療機器利用することを考えています。また、今後発展が期待されるメタバースにおい
て、アバターを操作する新しいインタフェースとしての活用を想定しています。モーション
キャプチャやコントローラを用いたインタフェースとは異なり、アバターを操作すること自
体がリハビリテーションになるという新たなインタフェースです。

Ωʔϫʔυɹ

リハビリテーション バイオフィードバック アバター 仮想現実(VR) 拡張現実(AR) 電気刺
激 深部筋 選択刺激 触覚刺激 筋電図

͓໰͍
߹わͤઌ

大ࡔ大学 ڞ創機構 Πϊϕʔγϣンઓུ部門 知తࡒ産室
E�NBJM��UFOKJLBJ!VJD�PTBLB�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�DDC�PTBLB�V�BD�KQ�
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ΧϓηϧԽഓཆ೑

大ۀ޻ࡕ大学޻�学෦�ੜ໋޻学Պڭ�त�౻ཬ�ढ़࠸
大ۀ޻ࡕ大学޻�学෦ڭ�त�தଜ�༑ߒ
大ۀ޻ࡕ大学޻�学෦ࢣߨ��ԣࢁ�঑ڞ同研究ऀ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
培養肉は、電気や伸縮などの運動刺激を与えるとマイオカインという物質を分泌すること
が知られています。マイオカインは、抗がん作用や認知症予防の効果があり、運動が健康に
資する大きな要因です。本技術は培養肉周囲をゲル膜で覆うことで、運動刺激によって分
泌されたマイオカインを高濃度に留め置くことができます。また、運動刺激による代謝に
よって、うまみ成分も増すことが報告されています。これによって、おいしく健康に良い培養
肉を作出します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・おいしくて健康に良い培養肉
・マイオカインの高濃度回収による生理学研究
・マイオカイン分泌に対する種々の薬物スクリーニング探索

Ωʔϫʔυɹ

培養肉 マイオカイン 健康運動

͓໰͍
߹わͤઌ

学長室 研究ࢧԉ社会࿈ܞਪਐ՝
E�NBJM��PJU�LFOLZV!KPTIP�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�PJU�BD�KQ�KBQBOFTF�TBOHBLV�JOEFY�IUNM
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ඵ୯Ґͷແඪࣝ෼ࢠ෼෍෼ੳΛՄೳʹ͢Δ
ۭؒϥϚϯ෼ޫ๏

大ࡕ大学�大学Ӄ޻学ڀݚՊ�෺ཧ学ܥઐ߈Ԡ༻෺ཧ学ίーε�φϊϑΥτχΫεྖҬ�ॿ۽�ڭຊ߁�ত

技術֓ཁ
出展シーズは、観察対象物のうち、化学分析を実施したい空間領域（関心領域）を選択的に
一括で、ラマンスペクトル測定します。これにより、測定領域に存在する物質、細胞、生体組
織の無標識分布分析が秒単位で可能とします。関心領域の特定は、事前に取得した光学像
やエコー画像などにもとづいて決定します。従来のラマン分光技術は、分析対象物を関心
領域と非関心領域の区別なく、測定するため、観察視野中の関心領域をすべて分析するに
は、レーザー光による試料の走査が必要となり、分単位の時間を通常は要します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

無標識物質分析を行えるラマン分光法は、古くから医療分野への応用を期待されてきまし
た。しかし、ラマン分光法の医療分野への活用は限定されています。ボトルネックの1つは、
ラマン分光技術が空間分布分析に要する長い時間です。出展シーズは、秒単位の空間ラマ
ン分光分析を可能にし、医療分野におけるラマン分光法活用のブレークスルーを引き起こ
すと期待されます。

Ωʔϫʔυɹ

イメージング ラマン分光法 分子分析 医療 手術 ナビゲーション 生体計測 ポータブルデバ
イス ハンドヘルドプローブ

͓໰͍
߹わͤઌ

大ࡔ大学 ڞ創機構 Πϊϕʔγϣンઓུ部門 知తࡒ産室
E�NBJM��UFOKJLBJ!VJD�PTBLB�V�BD�KQ
5E-��	��
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63-��IUUQT���XXX�DDC�PTBLB�V�BD�KQ�
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ຫੑظ೴ػೳ࣬ऀױױϦϋࢧԉ૷ஔ

๺۝भཱࢢ大学ٕڥ�؀ज़ڀݚॴ�ࣾձࢧԉϩϘοτ૑଄ڀݚηϯλーڭ�त�দా�௽෉

技術֓ཁ
本技術は手指片麻痺者リハ支援システムに関するものです。非接触三次元センサにより、
健常側手指の動きを検出し、その動きに倣って麻痺側に装着したアシスト部（グラブ）を同
期駆動させ、麻痺側を動かします。その際に、麻痺患者はセンサによって得られた両手指の
動きを視認並びに感覚として体感することができます。これらの情報が脳に取り込まれる
ことにより麻痺側の手指を自ら動かしたという強い感情的な錯覚（報酬）が得られます。こ
れらにより、脳内ネットワークの新規構築又は再構成が促され、麻痺側手指の機能回復が
促進されます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

従来までは困難であった慢性期脳血管系疾患患者における手指機能回復の可能性につい
て道を開くことができた。さらにこれまで困難であった上肢筋緊張亢進患者への介入や目
的達成を動機づけとする学習運動介入の可能性についても確認した。結果、従来とは格段
の回復効果を得ることができた。今後は、下肢や手術直後の治療介入によるさらなるリハ
支援を可能とする。

Ωʔϫʔυɹ

リハビリテーション 手指麻痺 脳梗塞 維持（慢性）期 脳賦活

͓໰͍
߹わͤઌ

܎ԉࢧըɾ研究ا ը؅理՝ا
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ΨϥεやηϥϛοΫεなͲͷ
੬ੑࡐྉ΁ͷද໘ඍࡉՃ޻

޹त�த੢�ٛڭ�߈学ઐ޻૑଄ۀ࢈�෦ڀݚຊ大学�大学Ӄઌ୺Պ学۽

技術֓ཁ
ガラスやセラミックスなどの脆性材料の表面に直接、微細加工を行う方法を提案します。微
細加工面の最表層の表面粗さ（Sa）は数nmに到達することができます。そのためガラスで
は透明度を、セラミックスでは光沢を維持したままの表面微細加工も可能です。5軸制御ロ
ボットシステムに加工装置を搭載し、マザーマシン（工作機械）システムを構築しました。そ
れ故、3次元形状の表面にも微細加工が可能です。様々な部品や製品表面に生体表面より
ヒントを得た表面微細加工（もち肌、サメ肌、蛾の目、蓮の葉）を行うことができます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

様々な部品や製品表面に対する微細加工の効果を速やかに検証できます。例えば、摩擦力
や抵抗力の調整、潤滑性能の改善、撥水化や親水化への貢献、水滴や雪氷付着抑制、防汚
機能発現への貢献、伝熱特性の改善、光学特性の調整等です。マイクロファブリケーション
の研究開発にも貢献します。例えば、アグリ・バイオ分野の送液・混合・撹拌・細胞培養・代
謝解析自体の時短を実現できるマイクロデバイスの開発も可能です。

Ωʔϫʔυɹ

表面微細加工 マイクロマシニング マイクロファブリケーション マイクロデバイス

͓໰͍
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熊本創ੜਪਐ機構 Πϊϕʔγϣンਪਐ部門
E�NBJM��MJBJTPO!KJNV�LVNBNPUP�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���LJDP�LVNBNPUP�V�BD�KQ�
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93ٕज़Ԡ༻ʹΑΔ
ҩֶڭҭγϛϡϨʔγϣϯγεςϜ

࢘ྱ�ࢁ�ยڭηϯλー�ॿڀݚҭڭถ大学�ҩ学෦�ҩ学ཹٱ

技術֓ཁ
本技術は、拡張現実（extended reality:XR）技術による医学教育用人体模型シミュレー
ションシステムの提供である。従来の医学教育用人体模型シミュレータの多くは、限定され
た部位での訓練のみであり、また臨床手技の訓練に並行して人体解剖や診断画像を学習
できる機能がなく、現実感のある効果的な訓練が実践できない。しかし、本技術のシミュ
レーションシステムは、これまでの臨床手技学習に加えて患者の表情を確認しながら訓練
ができるなど、より現実に近い状況での学習が可能である。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本技術は、既存の人体模型や医療用器具などの実物体と組み合わせることにより、視覚と
触覚から得る情報によって臨床の現実感をより体感し、臨場感のある学習環境を獲得でき
る。これにより、基礎的な解剖学的知識の学習と同時に、臨床における診断画像学習に繋
げることができるため、基礎から臨床までシームレスな学習が期待できる。市場規模として
は、国内外の医学科や看護学科などの大学等や、病院等が本技術の導入対象となる。

Ωʔϫʔυɹ

VR XR 医学教育 シミュレーション

͓໰͍
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久留米大学 研究ਪਐઓུηンλʔ
E�NBJM��TFOSZBLV!LVSVNF�V�BD�KQ
5E-��	��
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त�தౡ�༤ଠڭྉ෼໺�।ࡐ༺ɾҩࢠ学෦໳�ੜ໋෼޻෦�ҩڀݚຊ大学�大学Ӄઌ୺Պ学۽

技術֓ཁ
マイクロマシニング技術や精密電鋳技術、遺伝子工学を融合し、サンプル溶液からターゲッ
ト細胞を選択的に分離・取得できるマイクロフィルタデバイスを構築しました。その結果、
1ccの癌患者の血液から癌細胞を検出し回収することに成功しました。このデバイスは、微
量血液からの癌診断や癌の個別化医療実現に繋がります。
また、創薬や再生医療に貢献する細胞パターンやオルガノイド形成技術、細胞の分化や活
性、たんぱく質産生等の培養状態をリアルタイムで管理可能な手のひらサイズの分析デバ
イス等の実用化に取組んでいます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

癌医療では、その場での癌診断や術後のモニタリング・管理を行うシステムとして活用で
き、市場規模は2,400百万円（2027年予想）とされています。日本の医療費高騰に対する解
決策となり得えます。創薬や再生医療分野では、生体外での新たな評価系構築（培養機器・
ツールの開発）や細胞のリアルタイム管理ツール、幹細胞の産業展開（培養状態評価、未分
化維持、分化誘導）等、真に効果のある創薬や再生医療実現に貢献します。

Ωʔϫʔυɹ

癌検査 創薬 再生医療 微量癌細胞 CTC オルガノイド 細胞パターン 細胞評価 細胞のモニ
タリング 分析機器 オンサイト計測
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63-��IUUQT���LJDP�LVNBNPUP�V�BD�KQ�
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։ൃϑΣʔζ

େֶۄ࡛
H-52

ෆ઱໌なը૾Ͱ΋පม෦ɺ
ҟৗͷ൑அΛαϙʔτ͢ΔγεςϜ

Ұܒ�؏त�໖ڭ�Պ学෦໳࢈ԉɾੜࢧՊ�ਓؒڀݚ学޻大学�大学Ӄཧۄ࡛
同研究ऀڞݑत�෨�࿨ڭՊ�।ڀݚ学޻大学�大学Ӄཧۄ࡛

技術֓ཁ
不鮮明な画像を複数の解像度を有する複数の画像に変換することにより、正確に認識し、
それを基に専門のオペレーターに異常部分をマーキングして提示します。これにより、オペ
レーターの判断作業の大幅な低減が可能。また、画像データに自動的にタグ付与しますの
で、教師データの作成が簡単にできます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

1．がん細胞画像データベースの構築
2．内視鏡画像の病変部探索サポート
3．細胞診スクリーニング・システムの開発
4．病変画像のデータベースを用いた医療従事者の教育
5．様々な分野の画像データを用いた異常検出システムの開発

Ωʔϫʔυɹ

教師データ AI 人工知能 細胞診画像 内視鏡画像 スクリーニング 画像 解像度 異常検出

͓໰͍
߹わͤઌ

ΦʔϓンΠϊϕʔγϣンηンλʔ
E�NBJM��DPJD!HS�TBJUBNB�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���IVNBO�NFDI�TBJUBNB�V�BD�KQ�JOEFY�IUNM

։ൃϑΣʔζ

౦ػిژେֶ
H-54

෍ʹ๓͍ࠐΊΔʂ
П���ᶱηϯαΛ༻͍たႩஅྗਪఆγεςϜ

౦ిژ機大学޻�学෦�機ց޻学Պ�ਓؒࢧԉ޻学ࣨڀݚ�।ڭत�Ҫ্�३

技術֓ཁ
従来の剪断力センサはある程度の厚みがあったり、曲げに弱いなどの特徴があり、狭小空
間や曲げが発生する計測環境には不向きであった。対して、本技術は、直径0.5㎜のピエゾ
ワイヤセンサを用いて、計測部位の振動を計測、周波数解析し、機械学習を用いて剪断力
の推定を行うシステムである。そのため、狭小空間や曲げが繰り返し発生するような環境で
も剪断力の推定が可能である。また、その形状から、布に縫い込んだ形で剪断力の推定が
可能なため、服やサポーター等にも縫い込んで、剪断力（ずれ力）を計測することも可能と考
えられる。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

靴下やサポーターに縫い込むことで、靴フィッティング時の剪断力（ずれ力）推定に活用が
考えられる。9割の女性が自分の足に合わない靴を履いたことがあるとされ、靴の売り上げ
は毎年１兆円を超えることからも、本センサが実用化すれば社会に与える影響は非常に大
きいものになる。また、2025年には230万人になると言われている、寝たきり高齢者等の使
用するベッドシーツに縫い込むことで、褥瘡予防にも応用できる。

Ωʔϫʔυɹ

センサ 計測器 計測機器 剪断力推定 ズレ力 靴 フィッティング 布 褥瘡予防 床ずれ予防 最
先端 寝たきり 高齢者 義手 義足 ソケット ベッド シーツ 寝返り 実用化 商品化 共同研究

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ਪਐ社会࿈ܞηンλʔ	産׭学࿈ܞ୲౰

E�NBJM��DSD!KJN�EFOEBJ�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�EFOEBJ�BD�KQ�DSD�UMP�
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H-55

໨ʹ͑ݟな͍΋ͷΛՄࢹԽ͢Δ
ۙ੺֎෼ޫΠϝʔδϯά಺ڸࢹ

౦ژཧՊ大学�૑Ҭཧ޻学෦�機ցۭߤӉ஦޻学Պڭ�त�஛ଜ�༟
౦ژཧՊ大学�ੜ໋ҩՊ学ڀݚॴࢣߨ��∁দ�ར׮

同研究ऀڞ࿕߂�։ൃ෼໺௕�஑দث機ڸࢹηϯλー�಺ڀݚΜཱ͕ࠃ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
従来の内視鏡イメージングでは、深部(不可視)の対象を高解像度に調査する手法が確立
されていませんでした。近赤外(NIR)の光は高い透過性を持ちながらも、生体分子組成の
分光情報を取得できることが知られています。また、カメラの各画素で分光するハイパース
ペクトラルイメージング(HSI)という技術を用いると、多変量解析によって組成の違う領域
が可視化できます。そこで、これらを組合せたNIR-HSIが可能な内視鏡を開発しました。本
技術により生体深部の可視化や可視光ではできない組成の違いの識別が期待できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

内視鏡診断・手術を安全、容易に行うには、組織深部の癌の認識や切除してはいけない組
織を認識できる可視化デバイスが必要です。しかし、現在の手術画像とAIの連携では、色
合いの似た対象や組織深部の対象を認識することが困難です。NIR-HSI内視鏡は、このよ
うな対象を可視化するシステムとして導出が期待できます。実用化されれば、熟練度を問わ
ず必要とされ、内視鏡手術の術式全てで利用する場面があると考えられます。

Ωʔϫʔυɹ

近赤外 ハイパースペクトラルイメージング 内視鏡 機械学習 診断 手術ナビゲーション

͓໰͍
߹わͤઌ

産学࿈ܞ機構
E�NBJM��TIJOTFJ@LFOLZV!BENJO�UVT�BD�KQ
5E-��	��
����������
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੺ͪΌΜͷᄡೕ࣌ʹ͓͚Δ
ઉӡಈϞσϧͷ։ൃ

ઁೆ大学�ཧ޻学෦�ి޻ࢠిؾ学Պ�।ڭत�੢ܙ�ཧ

技術֓ཁ
本技術は哺乳時における乳児の舌運動を力学的に再現するものです。乳児は哺乳時にお
いて舌を先端から根元へとうねらせ、母親の乳首や哺乳瓶乳首から乳汁を搾出します。こ
の複雑な運動は吸啜（きゅうてつ）反射によるもので蠕動様運動とよばれます。これまで乳
児を対象に計測した約100例のデータが正弦波形に類似することを見出し、特徴的な力点
部をモータで回転させ同様の波形を再現できるモデルを構築しました。このようなモデル
は他に研究事例のない新規な技術であり、定量的データに基づく哺乳瓶乳首や搾乳機の
開発に貢献できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

哺乳瓶乳首の開発における初期段階からの定量的な流出量評価、及び痛みが少なく母体
に負担の少ない搾乳機開発に活用できます。本モデルは定量的な出力が可能であるため、
異なる哺乳瓶乳首間の評価にも有用です。また、現在市販されている搾乳機は大きな陰圧
を加え搾乳する構造であり、母体を傷つけたり痛みを伴うものが多いです。乳児の舌運動
を導入した搾乳機が必要不可欠です。

Ωʔϫʔυɹ

乳児 舌運動 哺乳 吸啜 運動モデル 哺乳瓶 搾乳機 哺乳瓶乳首 人工乳首 再現モデル 赤
ちゃん

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ࢧԉɾ社会࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��4E546N"N�,FOLZV�4IBLBJ!KPTIP�BD�KQ
5E-��	��
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63-��IUUQT���XXX�TFUTVOBO�BD�KQ�LFOLZV�TIJFO�
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๺཮ઌ୺Պֶٕज़େֶӃେֶ
H-56

௒ӽόΠΦϝσΟΧϧ%9ڌڀݚ఺

๺཮ઌ୺Պ学ٕज़大学Ӄ大学�௒ӽόΠΦϝσΟΧϧDXڌڀݚ఺�෺࣭Խ学ϑϩϯςΟΞྖڀݚҬڭ�त�দଜ�࿨໌
๺཮ઌ୺Պ学ٕज़大学Ӄ大学ڭ�त܀�ᖒݩ�Ұ

๺཮ઌ୺Պ学ٕज़大学Ӄ大学�।ڭत�౎�ӳ࣍࿠
๺཮ઌ୺Պ学ٕज़大学Ӄ大学�।ڭत�ຊݚ�ڷଠڞ同研究ऀ

同研究ऀڞ

同研究ऀڞ

技術֓ཁ
最先端DXを基軸とした超越バイオ医工学の研究拠点を形成します。
本拠点では、機能性食品、アンチエイジング、癌や後眼部疾患といった様々な疾病の超早期
診断、創薬基盤ツール、再生医療用バイオマテリアルの開発など、機能性バイオマテリアル
DX研究により、健康持続社会を実現し、社会的にインパクトのある革新的医療産業イノ
ベーションを創出します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

細胞組織の凍結保存技術による再生医療の産業応用、微生物セラピーによる新規ガン治
療、カテキンナノ粒子による薬効増幅型ドラッグデリバリー、新たな細胞内への分子導入法
を用いた細胞治療など、これまでに無いバイオメディカル技術にDXを融合する事でイノ
ベーションを起こします。

Ωʔϫʔυɹ

バイオマテリアル 再生医療 凍結保存 ドラッグデリバリーシステム セラノスティクス ナノメ
ディシン バイオメディカル 超越 デジタルトランスフォーメーション DX マテリアルズイン
フォマティクス

͓໰͍
߹わͤઌ

北陸先端科学技術大学院大学 ௒ӽόΠΦϝσΟΧϧ%9研究ڌ఺
E�NBJM��NLB[VBLJ!KBJTU�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���NBUTV�MBC�JOGP�

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ

Ӊ౎ٶେֶ
H-58

৯඼やྉཧͷ
Ϣχόʔαϧ̏%σδλϧӫཆදࣔγεςϜ

Ӊ౎ٶ大学ڞ�ಉڭҭ学෦�Ո੓෼໺ʢ৯ྖҬʣ�ॿڭ�ΧόϦΣϩ�༏ࢠ
Ӊ౎ٶ大学ڞ�ಉڭҭ学෦ڭ�त�੺௩�๎ࢠ

技術֓ཁ
食品の栄養学的な分類は、国内では校種ごと、国外では食文化により異なり、ワールドスタ
ンダードな栄養表示や食事バランスガイドが存在しないために栄養学的理解に混乱を招
いています。本システムは食品や料理の栄養学的特徴をPC空間上で視覚的に表現します。
炭水化物、たんぱく質、脂質の含有比率を三原色の混合色と３D空間上の位置で表示し、エ
ネルギー量、微量栄養素等を球と記号の大きさで表現することで、国や食文化の違いに左
右されない汎用性の高い、ユニバーサルな栄養表示ツールとしての活用が期待されます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本システムは、PFC（たんぱく質、脂質、炭水化物）バランスのよい食品や料理は緑色で表示
され、機能性成分の豊富な食品や料理は、特徴的な形で、エネルギー量は球の大きさで視
覚的に表される。また、食品や料理データを合計することで一食および一日の栄養素等摂
取量のチェック機能としても利用できる。したがって、栄養教育、食品パッケージの表示、食
事バランスガイドの指標など世界的に幅広く活用できることが期待される。

Ωʔϫʔυɹ

３Ｄデジタルシステム（three-dimensionall) 栄養表示 栄養教育 栄養バランス ユニバー
サル 食事バランスガイド 栄養チェック ICT教育

͓໰͍
߹わͤઌ

宇都宮大学 ஍Ҭ創ੜਪਐ機構 社会ڞ創ଅਐηンλʔ
E�NBJM��VV�DQTD!DD�VUTVOPNJZB�V�BD�KQ
5E-��	��
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63-��IUUQT���XXX�TJD�VUTVOPNJZB�V�BD�KQ�UPNPUTVLV

同研究ऀڞ
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ຫੑਛଁපਐߦ཈੍࡞༻Λ༗͢Δ
Ճ೤ೕەࢎ

ࢠ޾�ࢁत�ೆڭ�߈Պ�Ԡ༻ੜ໋Պ学ઐڀݚՊ学ڥ౎෎ཱ大学大学Ӄ�ੜ໋؀ژ
大ཱެࡕ大学�ҩ学෦�।ڭत�஛ଜ�ໜҰ

技術֓ཁ
生体内で抗酸化活性を有すること（フリーラジカル消去能）を指標に選抜した加熱乳酸菌
の中から、メチルラジカル消去活性を亢進し、ROS消去活性を有する乳酸菌種を見出した。
慢性腎臓病（CKD）は酸化ストレス関連疾患であり、CKD患者では、特にメチルラジカル消
去活性の低下が報告されているが、本乳酸菌をCKDモデルラットに投与したところ、線維
化軽減、血中尿素窒素とクレアチニン値の改善を示し、CKD病態改善に有効であることが
示された。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

CKDの数は成人人口の約20％と報告され、極めて深刻な状態にあり、新たな国民病ともい
われている。本乳酸菌は、安全性の高い慢性腎臓病進行抑制剤として、またCKDの進行を
遅らせたり予防効果の期待できる特定健康食品としてだけでなく、CKDはヒトのみなら
ず、犬猫にとっても重大な病気であることから、ペットへの応用にも期待できる。

Ωʔϫʔυɹ

慢性腎臓病 CKD 酸化ストレス 乳酸菌 死菌成分 抗酸化活性

͓໰͍
߹わͤઌ

産学公࿈ܞリΤκンΦϑΟε
E�NBJM��Z�LPOEP!LQV�BD�KQ
5E-��	��
����������
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93ٕज़Λ༻͍たߢޱέΞεΩϧͷ
ࣗओ܇࿅ʗԕִࢦಋγεςϜ

ʑ໦�੣ࠤ�तڭ学Պ�機ցՊ学ίーε�।޻学෦�シεςϜ૑੒޻ख大学�ཧؠ

技術֓ཁ
自ら歯磨きを行うことが難しい障がい者や要介護高齢者の全身の健康維持には、介護者
による介助歯磨き（口腔ケア）が不可欠です。本システムでは、理想的なブラッシング手技と
訓練者のブラッシング力をＣＧとして現実空間の映像に重ね合わせ、訓練者に視覚提示す
ることで、適切な歯ブラシの動かし方と力の入れ方を同時に訓練することができます。さら
に、指導者と訓練者の互いの手技・ブラッシング力を、遠隔地から相互に任意視点で確認で
きるＸＲシステムの構築により、スキル習得に関する地域間格差を解消できる点で優れて
います。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

介助歯磨きスキルを定量的に評価し、理想動作をお手本にしながら自主訓練／遠隔指導で
きるＸＲシステムは、研修会参加が困難な地域の介護従事者ならびに対面実施が困難な
状況下でのスキル習得を支援し、誰しもが、平等に、高度な口腔ケアを実施できるようにな
ります。また、歯科系学生の実習や歯科専門職のスキルアップに利用できるだけでなく、
様々な口腔ケアや遠隔治療に応用でき、国民の健口寿命延伸に寄与できます。

Ωʔϫʔυɹ

口腔ケア 歯磨き う蝕 虫歯 歯周病 誤嚥性肺炎 歯ブラシ ブラッシング プラーク 高齢者 介
助 介護 仮想現実（VR） 拡張現実（AR） 複合現実（MR） XR 自主訓練 遠隔指導 スキル 技
能

͓໰͍
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国立大学法ਓ岩手大学 研究ࢧԉɾ産学࿈ܞηンλʔ
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技術֓ཁ
腹部隆起測定器は被験者の腹部運動の変化である腹部隆起量（AE-max）を測定する装置
です。この装置は腹部運動を非侵襲的で簡便かつ高精度に測定できます。AE-maxは今ま
でに研究が報告されていない新たな呼吸評価指標であるものの私共の研究チームでは既
に参考値を算出するとともに既存の呼吸機能検査との関連性も確認しております。
AE-maxは特に呼吸ケアの分野で注目されている「呼吸筋」と強い関連を認めており、呼吸
筋を推定する新たな評価指標としての発展が期待されます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本計測器の小型化や一般化で以下のような様々なシーンで活躍が期待されます。
①スマートフォンのアプリ化で一般の方でも測定できる呼吸のヘルスモニタリングデバイ
スになります。
②常時腹部にデバイスを設置することで1日の日常生活動作の呼吸負荷を評価できます。
③身長計のように安価な製品として一般化されれば身体測定／体力測定に使用されること
が期待できます。

Ωʔϫʔυɹ

腹部隆起測定器 AE-max 呼吸 呼吸筋 運動 横隔膜 腹式呼吸 呼吸管理 ヘルスモニタリン
グ ウェアラブルデバイス ヘルスケア リハビリテーション 呼吸リハビリテーション 作業療
法 理学療法
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技術֓ཁ
口腔内の観察項目をOral Asessment Guide(OAG)の8つの項目、うち視覚的に判断で
きる6項目（口唇、舌、唾液、粘膜、歯肉、歯又は義歯）について画像を収集し、深層学習の畳
み込みニューラルネットワーク（CNN）を用いて分析し、CNNモデルができた。これを使用
したアプリを開発中である。新規性は、CNNモデルを使用したアプリを使用することで、新
人でも同じ口腔アセスメントができることである。優位性については、画像診断モデルは、
専門家と同じくらいの診断能力がある。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

将来的には、看護師がアプリを使用することで医師に指示を得られるシステムで診療報酬
の周術期口腔機能管理の漏れがなくなり、誤嚥性肺炎や手術創の感染が減少する。介護福
祉士や介護支援専門員がアプリを使用することで介護報酬の口腔衛生管理加算に結びつ
くことが考えられる。患者の回復やQOLに寄与する。医師の働き方改革に寄与し、多職種
連携にもつながる。

Ωʔϫʔυɹ

口腔アセスメント 口腔評価 高齢者 人工知能（AI） CNNモデル スクリーニング
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技術֓ཁ
健康影響調査方法として簡便で有用な採血を利用する場合が多い。その際、血清或いは血
漿を検査に用いていますが、血清を調製した残りの血餅は産業廃棄物となります。血清も
量的に限界があり、液性因子を標的にしかできない弱点があります。そこで申請者は、血清
調製時に沈殿として捨てられていた血餅（クロット）に着目し、それを有効利用することで
新たな情報を得ることができないかと考えました。クロットには様々な血球由来タンパク
質が含まれ、情報の宝庫です。本技術は代替血清診断法としてのクロットバイオプシー法で
す。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

健康診断ベースで行えると考えられ、その市場はかなり大きいものと想定され、疾患と標的
タンパクなどをマッチさせることで、医療分野、例えば予防医学やプレシジョン医療への貢
献度が高いと考えられます。クロットバイオプシーでは血餅に含まれるタンパク質とDNA
やRNAなどをマルチに利用できる点が挙げられ、これらの組み合わせで血清では収集で
きなかった種々の健康状態の詳細な情報を検討することが可能になります。

Ωʔϫʔυɹ

クロットバイオプシー 血餅 炎症 血清診断代替法 産業廃棄物 再利用
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技術֓ཁ
現在の携帯型生体ガス測定原理は、半導体型、蛍光測定型、水晶振動子マイクロバランス
型、表面プラズモン型に大別でき、最も実用に近いものが半導体型と蛍光測定型ですが、
それぞれガスの選択性が無い事とウエラブル性が低い課題があります。
本技術は、酵素反応を用いた技術によりガス検出特異性をもち、酵素電極反応により超高
感度測定（ppbレベル）に成功しました。また、測定装置を簡易型ポテンショスタットとする
事で、今後、ウエラブル超小型化皮膚ガスセンサの開発が可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・アルコール/アルデヒドセンサによるアルコールの摂取管理と体調管理。
・アセトンガスのモニタリングによる糖尿病状態のモニタリング。
・携帯型血糖値センサの様に、ディスポーザブル電極チップによる恒久的な電極チップ市
場が形成できる。
・本技術の進展により、個々の健康状態を医療機関が遠隔情報管理できる「自立分散型健
康管理」を実現し、世界的な超高齢化社会への到来による医療と介護の社会的負担を軽
減する。

Ωʔϫʔυɹ

医療 健康 介護 ガスセンサ ウエラブル モバイル 携帯型 皮膚 酵素 電極 超高感度 アル
コール アセトアルデヒド アセトン 生体ガス 計測 糖尿病 セルロースナノファイバー 薄膜 
フィルム
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技術֓ཁ
バーチャルリアリティで再現した分娩室の中で助産処置の演習を行うことができます。演
習者の視線を逐次検出し、注意を向けた箇所に対して、必要な処置に関する問題やコメン
トなどの学習情報を提示します。その行動を演習後にアバターで再現させ、第3者視点で振
り返ることができます。視線情報を利用することで、従来のバーチャルリアリティ訓練シス
テムよりも情報提供のリアルタイム性が高く、注視点を含めた詳細な行動の確認や分析が
可能になります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

演習における行動履歴から客観的に演習者を評価したり、演習の様子を再現するアバター
を演習者が主観的に観察したりすることで、効率的な学習・訓練ができます。また、バー
チャルリアリティで再現した分娩室で実際に起きたインシデントを再現させ、原因の検討
にも利用可能です。なお、助産師を含む看護分野の演習を想定していますが、多様な分野
の演習に展開が可能です。

Ωʔϫʔυɹ

仮想現実 VR 訓練 学習 視線検出 学習情報 看護 助産師 分娩 
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技術֓ཁ
健康に影響を与える日常生活の環境や行動（感情）などを含む情報を有意にかつ幅広く測
定・記録できる技術を開発しました。現在、各種センサにより取得されたビックデータを利
用した疾患予防や健康管理が多く見られます。本技術は、現行の技術のように、取得した
大量のデータを一旦、整理、取捨選択して評価するだけでなく、センサシステム自身で健康
への潜在的な影響を加味しかつこれら影響によるあらゆる角度から疾患予防を行いうる
データを取得することが可能です。またこの環境センサは小型で操作不要なため一般家
庭でも利用できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本センサシステムで取得される、人の生活様式に係るトレンドを考慮した環境データを利用
して、各種疾患予防に関連する情報を可視化等により、気づきを促す健康増進に活用可能
である。また測定データを詳細分析することで、例えば、何らかの疾患を発症した際に生活
環境などの客観的なデータとして医療の専門家に提示し、主観に頼らない正確な情報源を
基にした診断や治療の実施に貢献する。なお本システムは特許出願予定である。

Ωʔϫʔυɹ

健康 生体データ 環境データ 住宅 予防医学 深層学習
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技術֓ཁ
香水に代表される香りは生活必需品として発展を遂げている。しかし、ヒトそのものの匂い
物質、殊に新生児の匂い物質の分析化学的解析、および、感覚心理学的効果や意味の基礎
的な研究知見に基づく香料の研究開発は皆無である。我々は新生児が分泌する匂いの成
分構成の生物・医学的重要性に着目し、これを化学的に解析・同定することに世界で初めて
成功した。その新知見に基づき、新生児の匂いの成分構成を調香品として再現した。試作し
た調香品の効用は、感覚心理学的実験により人間にとって有効であることを確認した。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

世界中の人々の日常生活におけるストレスを軽減し、心を癒す香りとして商材化が見込まれ
る。医学面では「産後うつや育児ノイローゼなどによる育児放棄を防ぐ」非侵襲的治療への
活用も期待できる。
・芳香製品（香水、空間芳香剤など）
・香りづけ（衣類や寝具、ベビー服など）
・セラピー用品やストレスや疲労感軽減サプリ

Ωʔϫʔυɹ

赤ちゃん におい コミュニケーション 心理分析 生理効果 ストレス・疲労軽減 香水 芳香剤 
洗剤 ティッシュ おむつ マタニティー アロマセラピー
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技術֓ཁ
ロコモティブシンドロームの主要な原因となる筋萎縮は生活の質を著しく低下させるが、
有効な予防・治療法は見出されていない。一方、転写因子FOXO1の活性阻害が、不活動、疾
病、薬物の副作用などによる二次性筋萎縮を抑制することが実験動物レベルで報告されて
いる。我々はこれまでに独自のスクリーニング系を構築し、FOXO1阻害低分子化合物を見
出し、筋萎縮抑制効果があることを認めた。この化合物を使って筋萎縮治療薬として事業
化していただける企業を募集中。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

寝たきりやベッドレストによる不活動（廃用性）筋萎縮、インスリン機能不全や糖尿病によ
る筋萎縮、グルココルチコイドや脂質異常症改善薬の副作用による筋萎縮、がん悪液質に
より誘発される筋萎縮等といった二次性サルコペニアの抑制、改善、予防又は治療に有効
である。

Ωʔϫʔυɹ

超高齢社会 ロコモティブシンドローム フレイル 筋萎縮 寝たきり 要介護 要支援
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技術֓ཁ
出展者の専門であるドラッグデリバリー技術を用いて、アニサキス駆虫作用を有する食品
添加物成分を含む「アニサキス症予防用組成物」を設計・創製しました。アニサキス症予防
にドラッグデリバリーの概念を取り入れたことに新規性があり、また、食品添加物成分を用
いたため、医薬のみならず飲食品分野への波及も期待できます。本組成物は、予防的な飲
用により、消化管内に侵入したアニサキスを100%殺滅させたことから、先行特許文献でア
ニサキス駆虫作用を有するとしている「正露丸」よりも優れたアニサキス症予防効果を示し
ました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本シーズは医薬のみならず飲食品分野で活用されることが想定されます。本邦ではアニサ
キス症は年々増加しており、また海外でも魚生食が一般的になりつつある今、アニサキス症
を予防できる医薬や飲食品のニーズは大きく、これらの市場性は世界規模です。アニサキ
ス症の治療薬は未だ開発されておらず、本シーズの社会的インパクトと波及効果は多大で
あり、人々が安心して魚を生食できることに貢献しうる技術シーズであると考えます。

Ωʔϫʔυɹ

アニサキス 駆虫 ドラッグデリバリー

͓໰͍
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ೖࢼɾ஍Ҭ࿈ܞ部 研究ਪਐ՝
E�NBJM��LFOLZV!IVT�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�IVT�BD�KQ�
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େࡕҩՊༀՊେֶ
H-70

ϑΝϒϦʔපͷ৽ྍ࣏نༀͷ։ൃ

大ࡕҩՊༀՊ大学�ҩ学෦�ҩ学Պ�ༀཧ学ࣨڭ�ॿڭ�৿ܒ�ݪจ
大ࡕҩՊༀՊ大学�ҩ学෦�ༀཧ学ڭ�ࣨڭत�ே೔�௨༤
大ࡕҩՊༀՊ大学�ҩ学෦�ༀཧ学ࣨڭ�ॿڭ�ԣߐ�ढ़Ұ

技術֓ཁ
ファブリー病は、糖脂質の蓄積から生じるライソゾーム機能の低下により心肥大や腎機能
低下などを呈する指定難病です。我々は、クロロキン誘導体が、糖脂質が蓄積してもライソ
ゾーム機能を保持できる作用のあることを見出しました（特許取得）。既存薬はαガラクト
シダーゼ欠損に対する組換体酵素補充であるため、高価であり、長期使用により体内に抗
体が産生されてアレルギーを起こしたり、効果がなくなったりします。本品は、そのような心
配はなく、作用機序が異なっているため、併用することにより相乗効果を生み出す可能性
があります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

ファブリー病で酵素補充療法を受けている患者数は、約1,000人と推計されている。本品
を用いることで、新たな治療薬を安価に提供できる可能性があり、社会保障費の低減に貢
献できる可能性がある。また、他のライソゾーム障害を引き起こす疾患への効果も期待さ
れる。さらに有効性の高い候補化合物も見出しており、詳細な作用機序を検討すると共に、
動物病態モデルでの有効性を検証している。

Ωʔϫʔυɹ

ファブリー病 創薬 クロロキン誘導体 ライソゾーム病

͓໰͍
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大阪医科薬科大学 医学研究ࢧԉηンλʔ 産学׭࿈ܞਪਐ室
E�NBJM��TBOHBLVLBO!PNQV�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�PNQV�BD�KQ�SFTFBSDI�PND�DPMMBCPSBUJPO�I6$�IUNM
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ϑΣʔζڀݚ

ଳ޿ச࢈େֶ
H-71

τϦύϊιʔϚ঱ͷ৽ྍ࣏ޱܦنༀ

ଳ޿ச࢈大学�άϩーόϧΞάϩϝσΟシϯڀݚηϯλー�्ҩ学ڀݚ෦໳�ॿੁ�ڭপีܒ�

技術֓ཁ
トリパノソーマ症治療既存薬は開発から50年以上経過しており、薬剤耐性トリパノソーマ
症が報告され、新規治療薬が求められている状況です。本紹介ではトリパノソーマ、特にア
フリカトリパノソーマの病原原虫であるＴｒｙｐａｎｏｓｏｍａ ｃｏｎｇｏｌｅｎｓｅの感染に
よるトリパノソーマ症に対して、既知の抗生物質であるニトロフラントインが経口投与で有
効なことを初めて見出しました（マウスを用いた感染モデル実験において経口投与30
ｍｇ／ｋｇ以上で効果を示しております）。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

顧みられない疾病とされるトリパノソーマ症のヒト用、動物用治療薬、予防薬として、リポジ
ショニング薬であることから開発費用をかけずに提供できる可能性を有します。

Ωʔϫʔυɹ

トリパノソーマ症 経口治療薬 ニトロフラントイン 感染症 予防薬

͓໰͍
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産学࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��DIJ[BJ!PCJIJSP�BD�KQ
5E-��	��
����������
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ϑΣʔζڀݚ

སେֶࢁ
H-69

౶೘පײ�છੑαΠτΧΠϯετʔϜ
ಈ෺Ϟσϧͷ࡞੡

৫ࢻ�ࢁ�ੴڭʢ஍Ҭ৯෺Պ学ʣ�ॿܥ学Ҭ�ੜ໋೶学ڥ෦�ੜ໋؀ڀݚ߹ས大学�大学Ӄ૯ࢁ

技術֓ཁ
コロナ感染において、2型糖尿病などの生活習慣病はサイトカインストームを介して重症化
リスクを高めるが、これまでヒトに類似した動物モデルは作製されていません。このような
中、我々は、発生初期胚をαMEM培地で体外で培養し子宮に戻したのち自然分娩で産まれ
たマウス（MEMマウス）は、離乳後に高脂肪・高ショ糖食を投与すると2型糖尿病を発症し、
さらに、このMEMマウスに微生物由来毒素LPSを投与すると、代謝性サイトカインストー
ムが生じる（特願2022-201471）ことを明らかにしました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

これまで、ヒトのようにサイトカインストームを介し、糖尿病合併症を呈する動物モデルは、
開発されていなかった。しかし、本研究成果により、医薬品メーカー、食品メーカー、大学の
研究者が使用してみたいと思うような糖尿病で観察される合併症モデル(世界初の胚発生
期の環境と出生後の食餌といったヒトの類似環境での糖尿病病態におけるサイトカインス
トームおよび糖尿病で観察される合併症モデル)が確立されたと考える。

Ωʔϫʔυɹ

MEMマウス 胚環境 サイトカインストーム 糖尿病

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ਪਐɾ社会࿈ܞ機構 63"ɾ社会࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��SFOLFJ�BT!ZBNBOBTIJ�BD�KQ
5E-��	��
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63-��IUUQT���XXX�ZBNBOBTIJ�BD�KQ�
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ଳ޿ச࢈େֶ
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২෺༝དྷநग़෺Λ༗ޮ੒෼ͱ͢Δ
৽ن΢Πϧεෆ׆Խࡎ

ଳ޿ச࢈大学�άϩーόϧΞάϩϝσΟシϯڀݚηϯλー�्ҩ学ڀݚ෦໳�ॿڭ�෢ా�༸ฏ
౦๺ҩՊༀՊ大学�ༀ学෦�।ڭत�ଜా�හ୓

技術֓ཁ
新型コロナウイルス等のエンベロープを持つウイルスの不活化にはアルコールが効果的で
すが、ノロウイルス等のエンベロープを持たないウイルスの不活化には不適で次亜塩素酸
ナトリウムが効果的です。これら既存消毒薬は皮膚刺激性等の問題で使用出来ない状況
もあります。本技術はユキノシタ属植物抽出エキス及び活性中心化合物である縮合型タン
ニンがエンベロープの有無にかかわらず各種ウイルスを短時間で不活化することを見出し
ました。ユキノシタ属植物は食経験もあり、安全性の高いウイルス不活化剤としての活用が
期待されます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

天然由来ウイルス不活化剤、抗ウイルス性ハンドクリーム、化粧品、うがい薬やトローチ、抗
ウイルス性サプリメント、その他、紙や布、コーティング剤といった各種素材への抗ウイルス
活性の付与(応用例:マスク等の感染予防製品)と言った展開が想定されます。2021の抗ウ
イルス素材応用・関連製品の国内市場は5,145億円が見込まれています（「抗ウイルス素
材・加工剤市場の最新情勢」富士経済2022年1月7日）。

Ωʔϫʔυɹ

Saxifraga（ユキノシタ）属植物 ウイルス不活化 ウイルス感染制御 感染予防 タンニン ポリ
フェノール

͓໰͍
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同研究ऀڞ

産学࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��DIJ[BJ!PCJIJSP�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�PCJIJSP�BD�KQ�
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౶೘පྍ࣏ༀ46ࡎͷ
݂౶߱Լ࡞༻Λ૿ڧさͤΔٕज़

࡞�༗࡚ؠ�तڭ�߈Պ�Ԡ༻ੜ໋Պ学ઐڀݚՊ学ڥ౎෎ཱ大学大学Ӄ�ੜ໋؀ژ

技術֓ཁ
糖尿病治療において内因性インスリンの分泌促進は極めて重要であり、インスリン分泌促
進薬であるスルホニルウレア薬（ＳＵ薬）は優れた糖尿病治療薬である。一方、低血糖と体
重増加のほか、長期使用は膵臓β細胞の疲弊を誘発して薬効（血糖降下作用）を減弱させ、
腎障害をも誘導する。我々は、希少糖アルロースとＳＵ薬を併用することで、SU剤の血糖降
下作用を2倍以上に増強させ、服用量を1/2以下に減らすことに成功した。さらに、その作用
機序も明らかにした。本技術は安全で有効な糖尿病治療法の開発に貢献する。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

SU薬の服用量を減らすことができ、治療効果を維持したまま、副作用（膵・腎障害等）を軽
減できると期待される。また、SU薬による長期治療においても本技術による副作用軽減は
極めて重要である。希少糖アルロースは日本でも販売が開始され、安全性は担保されてい
る。アルロースとSU剤との合剤は有効且つ安全性の高い新規糖尿病治療薬となる。

Ωʔϫʔυɹ

糖尿病治療薬 スルホニルウレア SU 希少糖 アルロース インスリン GLP-1 自律神経 迷走
神経 インスリン抵抗性 1型糖尿病 2型糖尿病

͓໰͍
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産学公࿈ܞリΤκンΦϑΟε
E�NBJM��Z�LPOEP!LQV�BD�KQ
5E-��	��
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Δ͢༺׆ମϛϝςΟοΫΛ߅
ѱੑजᙾͷ༧๷ɾ਍அɾྍ࣏
त�ాத�ढ़Ұڭ�।߈Պ�Ԡ༻ੜ໋Պ学ઐڀݚՊ学ڥ౎෎ཱ大学大学Ӄ�ੜ໋؀ژ

౦๺大学�大学Ӄༀ学ڀݚՊڭ�तࡈ�౻�๕࿠
౦๺大学�大学Ӄༀ学ڀݚՊ࢜ڤ�ࢁ֎�ࢣߨ�

技術֓ཁ
神経膠芽腫（GBM）は極めて予後の悪い脳腫瘍であり、摘出や放射線治療に代わる新規治
療法の開発が求められています。近年、分泌タンパク質セレノプロテインP（SeP）の高発現
とGBM悪性化に相関が見出されました。そこで、SePを結合標的とし、SeP細胞内取込み
阻害活性・GBM細胞の増殖抑制作用を有する抗体ミメティックMbを開発しました。Mbは
抗体と比べて低コストかつ遺伝子工学的改良・化合物修飾が容易であり、GBM治療法の
開発に向けて、様々なバリエーションのMbを検討することができます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

抗体ミメティックMbは、組織への透過性・製造の容易性、またジスルフィド結合を持たず、
従来の抗体では困難とされる細胞内標的にも利用可能という特徴から、医薬品応用への
期待が高まっています。我々はこれまでに、多種多様な抗原に対して高親和性かつ高特異
性のMbを短期間で創出する独自技術を構築しています。ニーズに合わせたMbを取得可
能であり、幅広い腫瘍標的治療への活用や診断用ツールとしての活用が期待できます。

Ωʔϫʔυɹ

抗体ミメティック 人工中和抗体 Monobody 悪性腫瘍 神経膠芽腫 セレノプロテインP
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ෳ਺ͷλϯύΫ࣭ͷूڽ཈੍ʹ
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࢘଍�༤ח�ڭ൫෦໳�ॿجڀݚ�ॴڀݚੜ໋ίΞ࠯ෞ大学�౶ذ
ࢠत�৿ా�༸ڭӃ�ಛ೚ڀݚ等ߴ�ෞ大学ذ

�খി�݁ڭෞ大学�Ԡ༻ੜ෺学෦�ॿذ

技術֓ཁ
我々は、岐阜大学発のオキシインドール化合物であるGIF化合物が、タンパク質凝集体と相
互作用し、複数のタンパク質の凝集抑制に効果を発揮するという新たなカテゴリーの凝集
抑制化合物であることを示しました(Kimura et al.,BBA,2022;特願2021-154937)。ま
た、この化合物は、小胞体ストレス誘導によるタンパク質凝集を抑制し、さらに小胞体スト
レス誘導細胞死を抑制することを示しました(Hasegawa et al.,ACS Chem Neurosci, 
2022)。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

神経変性疾患治療薬。タンパク質凝集抑制剤。小胞体ストレス抑制剤。酸化ストレス抑制
剤。特徴:タンパク質凝集において、あるタンパク質の凝集体が別のタンパク質の凝集の引
き金となる共凝集という現象が知られています。複数のタンパク質の凝集抑制効果を持つ
GIF化合物は、こうした共凝集系に対してより効果的であることが期待されます。それゆ
え、複数の神経変性疾患克服のための大きな重要な可能性を秘めていると言えます。

Ωʔϫʔυɹ

神経変性疾患 タンパク質凝集抑制 筋萎縮性側索硬化症(ALS) プリオン病 共凝集 小胞
体ストレス抑制
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岐阜大学 研究ਪਐ部 研究ਪਐ՝ 産学׭࿈܎ܞ
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त�ೇ�ਖ਼ெڭ�学Պ޻σβΠϯڥ学෦�ਓؒ؀޻大学�ੜ෺ཧـۙ
�෢಺�大ًڭՊ�ॿڀݚܥॏ大学�ҩ学ࡾ大学๏ਓཱࠃ

技術֓ཁ
特殊な装置を必要とせず、基礎的な細胞培養技術のみで、寸法の揃った良質のスフェロイ
ドを大量かつ安価に作製可能なツールを提供するものである。一長一短であった従来の
様々なスフェロイド作製法の問題点を一挙に解決し、新薬開発や再生医療技術に係る莫大
な時間とコストを削減できる。2次元培養したコロニーを酵素を用いず劣化なく足場から
浮遊させ、その後自ら3次元化するスフェロイドを得る技術である。2次元の多能性幹細胞
コロニーに分化誘導因子を与え、誘導によって形成された細胞極性を維持したまま3次元
化できる。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・iPS細胞から誘導したオルガノイドを用いた創薬スクリーニング
・新薬開発や再生医療技術開発における動物実験の前段階試験
・既存手法では作製できない大きなサイズ(半径＞500um)のがんスフェロイドの作製
・研究機関・大学等におけるバイオ関連の研究・開発用ツール

Ωʔϫʔυɹ

スフェロイド オルガノイド 培養足場 iPS 分化誘導 ミニ臓器
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同研究ऀڞ

ϑΣʔζڀݚ

੩Ԭཱݝେֶ
H-78

ΠϯϑϧΤϯβ΢Πϧε
ಛҟతޫܬΠϝʔδϯάࡎ

੩Ԭཱݝ大学�ༀ学෦�ੜԽ学෼໺�ॿྛߚ�ڭ�༎ر
੩Ԭཱݝ大学�ༀ学෦�।ڭतڮߴ��஧৳
੩Ԭཱݝ大学�ༀ学෦ڭ�त�஛಺�ӳ೭

त�大௶�஧फڭ大学�ༀ学෦�।ࡍࠃౡ޿
त�஑ా�ܿڭ�大学�ༀ学෦ࡍࠃౡ޿

技術֓ཁ
代表者らが開発した既存の蛍光イメージング剤は、どのウイルス酵素シアリダーゼも蛍光
イメージングしてしまい、ウイルス種の識別はできなかった。今回、A型インフルエンザウイ
ルスやおたふくかぜウイルスの各シアリダーゼの酵素活性を、高い特異性で蛍光イメージ
ングできる新規化合物を開発した。また、ヒトパラインフルエンザウイルス1型のシアリダー
ゼの酵素活性に高い反応性を示す新規化合物を開発した。これらの新規化合物を利用す
ることによって、感染細胞レベルでウイルス種の識別やウイルス株の単離が容易に行える。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

A型インフルンエンザウイルスやおたふくかぜウイルスの各感染細胞を特異的に蛍光イ
メージングできることから、ウイルスを感染細胞レベルで識別できる。衛生検査機関などで
多くの検体からウイルスの同定や分離培養の確認に利用できる。多くのウイルス種が混
ざった臨床検体などのサンプルから、インフルエンザウイルス株やおたふくかぜウイルス
株の単離を極めて容易に行える。

Ωʔϫʔυɹ

蛍光イメージング シアリダーゼ ノイラミニダーゼ インフルエンザウイルス ムンプスウイル
ス おたふくかぜウイルス ヒトパラインフルエンザウイルス 蛍光検出 感染 分離 単離 ウイ
ルス

͓໰͍
߹わͤઌ

静岡県立大学 ஍Ҭɾ産学࿈ܞਪਐ室
E�NBJM��SFOLFJ!V�TIJ[VPLB�LFO�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�V�TIJ[VPLB�LFO�BD�KQ�

同研究ऀڞ

同研究ऀڞ
同研究ऀڞ

同研究ऀڞ

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

੩Ԭཱݝେֶ
H-79

৽͓نた;͘かͥ༧๷ɾࡎྍ࣏

੩Ԭཱݝ大学�ༀ学෦�ੜԽ学෼໺�।ڭतڮߴ��஧৳
੩Ԭཱݝ大学�ༀ学෦�ॿྛߚ�ڭ�༎ر
੩Ԭཱݝ大学�ༀ学෦ڭ�त�஛಺�ӳ೭

त�大௶�஧फڭ大学�ༀ学෦�।ࡍࠃౡ޿
त�஑ా�ܿڭ�大学�ༀ学෦ࡍࠃౡ޿

技術֓ཁ
おたふくかぜウイルスの増殖に関わる酵素シアリダーゼを阻害する新規化合物を開発し
た。この化合物は、おたふくかぜウイルスの感染および増殖を阻害した。シアリダーゼ阻害
効果やウイルス感染阻害および増殖阻害効果は、おたふくかぜウイルスのシアリダーゼや
増殖を阻害することが報告されている既存の阻害剤と比較して高かった。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

おたふくかぜウイルスの感染は、難聴や不妊など重篤な後遺症を残すことがあるが、抗ウ
イルス薬は開発されていない。おたふくかぜウイルスに直接作用する抗ウイルス薬は、この
ような後遺症を防ぐための重要な手段である。また、流行時には速効性の予防薬としての
利用も期待できる。本技術は、おたふくかぜウイルスに直接作用する抗ウイルス剤のシード
化合物として活用できる。

Ωʔϫʔυɹ

抗ウイルス剤 酵素阻害剤 シアリダーゼ ノイラミニダーゼ ムンプスウイルス おたふくかぜ
ウイルス

͓໰͍
߹わͤઌ

同研究ऀڞ

同研究ऀڞ
同研究ऀڞ

同研究ऀڞ

静岡県立大学 ஍Ҭɾ産学࿈ܞਪਐ室
E�NBJM��SFOLFJ!V�TIJ[VPLB�LFO�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�V�TIJ[VPLB�LFO�BD�KQ�

։ൃϑΣʔζ

ຈҩՊେֶࡳ
H-77

ωΦݪ߅Λਝ଎かͭޮ཰తʹݕग़͢Δ
৽͍ٕ͠ज़

޾و�関ۚ�ࢣߨ�࠲ߨຈҩՊ大学�ҩ学෦�පཧ学ୈҰࡳ

技術֓ཁ
T細胞はHLA提示されたネオ抗原を目印にがん細胞を認識し攻撃する。ネオ抗原は体細
胞遺伝子変異に由来するため患者毎に異なるが、検出できれば治療応用できます。我々は
患者がん細胞のHLAに提示されているネオ抗原配列を迅速かつ効率的に予測する新技術
を開発しました。この技術では我々が複数のがんおよび患者検体から取得したHLA提示
ペプチドームデータを活用しています。既存法と比較して、高い特異度で、迅速かつ安価に
「免疫原性」ネオ抗原を検出することができます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

ネオ抗原は理想的ながんワクチンとなりうる。しかし患者毎に配列が異なる。本技術はネオ
抗原ワクチンの実用化を支える技術基盤となりうる。ネオ抗原ワクチンは個別化医療のた
め、ビジネス規模の予測は難しい。しかし、がんタイプを特定せずに「がん種横断的」に使用
でき、またICIとも併用できる。T細胞移入治療より遥かにコストが安い。各国に渡り多くの
患者を対象とした新しい免疫治療スタンダードとなる可能性を有している。

Ωʔϫʔυɹ

がん免疫治療 がんワクチン がん抗原 ネオ抗原 ネオアンチゲン T細胞 HLA

͓໰͍
߹わͤઌ

札幌医科大学 産学ɾ஍Ҭ࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��DIJ[BJ!TBQNFE�BD�KQ
5E-��	��
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ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

੩Ԭཱݝେֶ
H-80

ບுྗײ஌νϟωϧͷޚ੍ੑ׆ʹΑΔ
๏։ൃྍ࣏ױ࣬ے

੩Ԭཱݝ大学�ༀ学෦�ༀՊ学Պ�౷߹ੜཧ学෼໺ڭ�तݪ��༤ೋ
੩Ԭཱݝ大学�ༀ学෦�ॿླ�ڭ໦ඒر

技術֓ཁ
私たちは、骨格筋疾患、サルコペニアに対する新規治療法開発を目指し、その標的分子とし
て膜張力により活性化されるイオンチャネルに着目します。これまでの研究にて「物理的な
力を感知する機構が、骨格筋再生において重要である」という仮説の元、細胞膜張力を感
知するイオンチャネルPIEZO1が、骨格筋再生を担う「筋衛星細胞」にて重要な役割を果た
すことを明らかにしました。さらにその欠損マウスにより、筋萎縮を呈することをそれぞれ
見出しました。この知見のもと、PIEZOチャネルを制御する化合物の同定に成功しました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

筋ジストロフィーに対する治療法として、エキソン・スキッピング法の核酸医薬品が上市さ
れましたが、筋ジストロフィーの一部の遺伝子変異への適応にとどまっており、根本的な治
療法が待ち望まれてきました。またサルコペニアは運動活動低下により認知症などの遠因
となることから、現代社会において喫緊の課題です。本研究にて同定された化合物群の利
用により、このような骨格筋の機能低下を防ぐ方策につながるものと期待されます。

Ωʔϫʔυɹ

骨格筋疾患 骨格筋再生 骨格筋幹細胞（筋衛星細胞） イオンチャネル

͓໰͍
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同研究ऀڞ

静岡県立大学 ஍Ҭɾ産学࿈ܞਪਐ室
E�NBJM��SFOLFJ!V�TIJ[VPLB�LFO�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�V�TIJ[VPLB�LFO�BD�KQ�

ϑΣʔζڀݚ

ઁೆେֶ
H-82

σβΠφϒϧな
ਓ޻εϓϥΠγϯά੍3ޚ/"ͷ։ൃ

ઁೆ大学�೶学෦�Ԡ༻ੜ෺Պ学Պࢣߨ��๕ຊ�ྰ
๺ւಓ大学�ༀ学෦ڭ�त�த઒�ਅҰ

技術֓ཁ
神経疾患や筋疾患を治療するアンチセンス核酸医薬品は、標的配列のスクリーニングが必
要で、その開発に多くの時間と費用を要します。また、半減期が短いために数週間から数か
月おきに繰り返し投与しなければ薬効が保持されず、医療経済的に大きな負担となりま
す。本技術は、ノンコーディングＲＮＡ分子4.5SHを改変した人工ＲＮＡ分子を用いること
により、プログラム可能なスプライシング調節因子を短期間で作製する新技術を見出し上
記課題解決に目処を得ました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本技術は、任意の遺伝子の任意のエキソンにおいてスキップを誘導できるため、遺伝性疾
患の治療や予防、または新しい遺伝子治療法の開発などの医療分野での利用が期待され
ます。さらに、アデノ随伴ウイルス(AAV)や lipid-based nanoparticle (LNP)と組み合わ
せることにより、新しいバイオテクノロジーの開発にも応用できる可能性があります。

Ωʔϫʔυɹ

ノンコーディングRNA スプライシング制御

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ࢧԉɾ社会࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��4E546N"N�,FOLZV�4IBLBJ!KPTIP�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�TFUTVOBO�BD�KQ�LFOLZV�TIJFO�

同研究ऀڞ

ϑΣʔζڀݚ

౦ۀ޻ژେֶ
H-83

λϯύΫ ɾ࣭
ੜମφϊ෼ࢠૹୡ༻ߴ෼ࢠϛηϧ

౦ۀ޻ژ大学�Պ学ٕज़૑੒ڀݚӃ�Խ学ੜ໋Պ学ڀݚॴ�੢ࢁɾࡾӜࣨڀݚ�ॿڭ�ຊా�༤࢜
౦ۀ޻ژ大学�Պ学ٕज़૑੒ڀݚӃڭ�त�੢޺৳�ࢁ

技術֓ཁ
本技術は、患部に送達したい生体ナノ分子にポリフェノールの一つであるタンニン酸とボ
ロン酸高分子を水溶液中で混合するだけで簡便に形成する高分子ミセルを用いたもので
ある。この高分子ミセルは、搭載した生体ナノ分子の体内動態および腫瘍など患部での活
性を向上させることが出来、CRISPR-Cas9を含むタンパク質、ウイルスベクターなどを送
達した実績がある。従来のナノベシクルやタンパク質に生体高分子を導入するなどの技術
と比較すると、本技術は有機溶媒フリーかつ生体ナノ分子の活性を低下させないなどの利
点がある。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本技術は、タンパク質製剤や遺伝子ベクターなどの活性向上を含む高機能化に利用するこ
とができ、バイオ医薬品としての応用が期待できる。バイオ医薬品の市場規模は2023年で
10兆円と試算されている(厚生労働省 医薬品産業ビジョン2021より)。対象とする疾病は、
がん疾病、遺伝子疾患系、自己免疫疾患系、神経疾患系などが見込まれる。

Ωʔϫʔυɹ

ドラッグデリバリーシステム バイオ医薬品 高分子ミセル ウイルスベクター CRISPR-Cas 
がん治療 遺伝子治療

͓໰͍
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科学技術創੒研究院 Խ学ੜ命科学研究所 西山ɾ三浦研究室
E�NBJM��IPOEB!SFT�UJUFDI�BD�KQ
63-��IUUQ���XXX�CNX�SFT�UJUFDI�BD�KQ

同研究ऀڞ
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ະདྷͷ΢Πϧεײછ঱ʹඋ͑Δ
�ώτ%)0%)ͷ્֐ༀ

੩Ԭཱݝ大学�ༀ学෦�ༀ学Պ�ੜༀ学෼໺�ॿڭ�౉ᬒ�ਖ਼ޛ
੩Ԭཱݝ大学�ༀ学෦�ಛ೚ڭत�௕ా�༟೭

੩Ԭཱݝ大学�ༀ学෦ڭ�त�౉ลݡ�ೋ
ཧݯࢿڥ�؀ݚη�ઐ೚ڀݚһ�઒୩�੣
ߦོ�تࢵ�೔׭ڀݚ�ओ೚ݚછײཱࠃ
Ұ޾�࢜�౉׭ڀݚ�૯ׅݚછײཱࠃ

技術֓ཁ
ヒトに感染したウイルスは、ヒトの細胞が持つDNAやRNAを作る機能を利用して増殖しま
す。核酸構成要素のピリミジン生合成に関わるジヒドロオロト酸脱水素酵素（DHODH）の
働きを抑えることはウイルスの増殖抑制につながりますが、私たちはこの酵素を阻害する
化合物を発見しました。この化合物は、ヒトの細胞に毒性が出ない濃度でもウイルスの増
殖を強く阻害します。また、プロドラッグとしての利用可能性も確認できており、既存薬とは
異なる作用機序で、将来的に起こり得る新興・再興感染症に備えられることが期待されま
す。 

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

様々なウイルス感染症（例えば、コロナウイルスやサル痘ウイルス）に対する治療薬として活
用できると考えます。また、DHODH阻害剤は、感染症の重症化に関わる免疫の暴走を抑
えることも示唆されており、他の抗ウイルス剤と併用での利用も考えられます。さらに、異
常な細胞増殖を抑えられることから、DHODH阻害剤はその他の疾患（例えば、自己免疫
疾患や、がん）に関する応用も期待できます。 

Ωʔϫʔυɹ

ケミカルライブラリー 有機化合物 構造活性相関 創薬 フラノクマリン アンゲリシン ジヒド
ロオロト酸デヒドロゲナーゼ DHODH 抗ウイルス剤 コロナウイルス サル痘ウイルス プロ
ドラッグ 

͓໰͍
߹わͤઌ

同研究ऀڞ

同研究ऀڞ
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同研究ऀڞ
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静岡県立大学 ஍Ҭɾ産学࿈ܞਪਐ室
E�NBJM��SFOLFJ!V�TIJ[VPLB�LFO�BD�KQ
5E-��	��
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63-��IUUQT���XXX�V�TIJ[VPLB�LFO�BD�KQ�
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ϑΣʔζڀݚ

લେֶ߂
H-84

ͷψϧψϧから෼཭͠たڕ
λϯύΫ࣭ە߅ڧ࠷

հ޺�त�ᷤ੢ڭՊ学ྖҬ�।ࠪݕՊ�ੜମڀݚલ大学�大学Ӄอ݈学߂

技術֓ཁ
魚の粘液から病原性微生物に対して抗生物質に匹敵する強さの抗菌タンパク質（L-アミノ
酸オキシダーゼ）を同定しました。また、組換え酵母や植物を用いて高純度人工合成に成功
しており、ヒト正常細胞に対して細胞毒性がなく、加速試験において長期安定性が認めら
れています。本体がタンパク質であることから分解されやすく残留性がないこと、抗菌機序
が無毒化されやすい過酸化水素を産生することから、持続性を可能とする点が既存物質や
従来技術とは異なるところです。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

特に皮膚炎症起因菌に対して、抗生物質を凌駕する抗菌性を発揮することから、皮膚関連
資材・化粧品等を想定している。また、既存抗生物質の代替・併用、薬剤耐性細菌に対する
医薬品として活用することを想定している。国内のスキンケア・コスメ（敏感肌）市場は、
936億円（2022年）と推定されており、アフターコロナ商品を想定している。また、抗生物質
の世界市場は、今後10年で600億米ドルを超えると推定されている。

Ωʔϫʔυɹ

抗菌 抗菌タンパク質 化粧品
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弘前大学 東京ࣄ຿所
E�NBJM��K�UPLZP!IJSPTBLJ�V�BD�KQ
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౶ػ࠯ೳͷղ໌ʹΑΔ৽͍͠૑ༀٕज़

੕ༀՊ大学�ༀ学෦�ༀ学Պ�機ೳ෼ࢠ૑੒Խ学ڭ�ࣨڀݚत�ᚸು࢙�೫
ౡ�大ًߴ�ηϯλーɾઌ୺ҩྍ։ൃηϯλー�৽ༀ։ൃ෼໺�Ϣχοτ௕ڀݚΜཱ͕ࠃ

技術֓ཁ
抗体Fc領域のN-型糖鎖構造は抗体機能に影響を及ぼすが、糖鎖の複雑な生合成経路か
ら糖鎖構造は不均一なままであり、糖鎖構造と抗体機能の明確な構造活性相関は明らか
ではない。糖鎖切断改変酵素とFcγRIIIaアフィニティーカラムクロマトグラフィー精製に
より、左右非対称均一糖鎖をもつ抗体の作製技術を開拓し、ライブラリー合成を行なった。
加えて、糖鎖部分に薬物を結合した均一抗体・薬物結合体の作製に至った。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

抗体医薬品の安定性の向上、品質の安定性に加え、in vivoでの動態を変化させたり、高活
性抗体や抗体・薬物複合体に展開できる。品質管理のための標準品にもなる。また、有機合
成化学からの糖鎖供給により、糖鎖機能の解明による新しい創薬技術への展開が可能と
なる。

Ωʔϫʔυɹ

抗体 糖鎖 抗体－薬物複合体

͓໰͍
߹わͤઌ

Πϊϕʔγϣンηンλʔ
E�NBJM��LFOLZVTIJFO!IPTIJ�BD�KQ
63-��IUUQT���XXX�IPTIJ�BD�KQ�XQ�XQ�DPOUFOU�VQMPBET������
����������HMZDPTDJFODF����@���QEG

同研究ऀڞ

ϑΣʔζڀݚ

໋ཱؗେֶ
H-87

౳ͷධՁʹ΋༗༻ʂࡎ΢Οϧε߅
ણໟࡉ๔ͷ؆ศなௐ੡๏

໋ཱؗ大学�ༀ学෦�૑ༀՊ学Պڭ�तాߴ��ୡ೭
໋ཱؗ大学�ༀ学෦�ॿڭ�੢ߐ�༑ඒ

技術֓ཁ
霊長類の多能性幹細胞から、非常に単純な分化誘導方法により、運動性多繊毛細胞、およ
びそれらが集合した紐状の構造体を誘導し、抗ウィルス剤等の評価にも有用な繊毛細胞を
簡便かつ効率的に調製する技術です。従来技術と比較して、誘導方法においては自発的に
分化誘導させる点と、分取方法においては、レポーター遺伝子を用いることで容易に判別
できる点に新規性・優位性があります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

これらの多繊毛細胞や構造体は、SARS-CoV、MERS-CoV、COVID-19などの新興ウイル
ス研究、感染・増殖メカニズムの研究に用いることが可能であり、また、新興ウイルスの治
療薬の開発にも非常に有用です。気道の繊毛運動を促進する薬剤のスクリーニング、繊毛
病の予防や治療薬開発への活用が想定されます。マイクロマシンとしての利用可能性も期
待されます。

Ωʔϫʔυɹ

多能性幹細胞 ES細胞 iPS細胞 分化 誘導 繊毛細胞 繊毛運動 COVID-19 TEKTIN 治療
薬

͓໰͍
߹わͤઌ

#,$リαʔνΦϑΟε
E�NBJM��FWFOU!TU�SJUTVNFJ�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�SJUTVNFJ�BD�KQ�SFTFBSDI�

同研究ऀڞ

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

෱Ԭେֶ
H-85

ਆܦ೉පྍ࣏ͷたΊͷ
ϖϓνυϕʔεͷඪతੑ޲ࢦҨ఻ࢠΩϟϦΞ

෱Ԭ大学�ҩ学෦�ҩ学Պ�ղ๤学࠲ߨ�।ڭतࢤߒ�ాو�

技術֓ཁ
本技術はIgG抗体と遺伝子の両方に結合する、天然アミノ酸からなる抗体/遺伝子結合ペ
プチド(AGBP)に加えて、ポリリジン、核移行シグナル、エンドソーム脱出シグナルなどを組
み込んだ多機能性ポリプレックスです。細胞に結合するIgG抗体と治療遺伝子を混合して
標的指向性を持ったナノ粒子が形成されます。AGBP単独の場合と比較して、電荷換算で
1/10量のキャリアで、アストロサイトに選択的な遺伝子送達が可能になりました。神経難
病の病変に選択的に治療遺伝子を送達するためのプラットフォームとして利用できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

がん、中枢神経・眼疾患などの遺伝子治療領域全体の市場規模は2040年に国内で1.44兆
円、世界で12兆円と予測されます(2019年度再生医療・遺伝子治療の市場調査)。本技術
は、同一キャリアでこれらの様々な疾患に対応可能な、病変選択的な遺伝子送達プラット
フォームとして応用可能で、簡便・低価格の遺伝子治療の実用化を促進します。

Ωʔϫʔυɹ

神経難病 遺伝子治療 薬物送達システム ペプチド IgG抗体

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ਪਐ部 産学׭࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��TBODIJ!BEN�GVLVPLB�V�BD�KQ

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル・環
境

健
康・医
療

食
料・農
林
水
産

海
洋・宇
宙

情
報
通
信

イ
ン
フ
ラ・安
全・社
会
基
盤

C

F

O

I

S

H

048 大学見本市2023～イノベーション・ジャパン　大学等シーズ展示Ұཡ

大学等シーズ展示Ұཡ

J
S
T
･
そ
の
他
展
示

併
催
事
業



ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

େֶۀ޻԰ݹ໊
H-88

Ֆคͷࣨ಺΁ͷ৵ೖΛ๷͢ࢭΔ
ଳిٵண໢ށͷڀݚ

त�ҏ౻�༸հڭஙɾσβΠϯ෼໺�।ݐϓϩάϥϜܥ学޻ձࣾ߈学ઐ޻�Պڀݚ学޻大学�大学Ӄۀ޻԰ݹ໊
त�Տᬑ�৳ೋڭ�ஙσβΠϯ෼໺ݐϓϩάϥϜܥ学޻Պ�ࣾձڀݚ学޻大学�大学Ӄۀ޻԰ݹ໊

技術֓ཁ
開口部に正帯電するステンレス金網と負帯電するステンレス金網の2枚を一定の間隔で重
ねて設置することで、開口部を通じて屋内に流入しようとする正帯電した花粉と負帯電し
た花粉の双方をいずれかの金網で吸着できます。また、帯電していない花粉は最初に通過
する1枚目の金網で帯電され、逆極性に帯電された2枚目の金網で吸着できます。これによ
り、開口部を通過する重力沈降する花粉を98.4%減少できました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

当該金網の技術を網戸に活用することで、窓をあけて換気を行った際に花粉の屋内への
流入を減じることができます。高電圧、低電流で消費電力が小さいため、網戸を2枚張るこ
とが出来、電池を用いた小型の装置を取り付けた網戸サッシに交換するだけで容易に設置
可能です。花粉症の有病率が42%超であることを考えると、5万円×200万台＝1,000億円
程度の市場が見込まれます。

Ωʔϫʔυɹ

花粉 花粉症 吸着 網戸 金網 帯電 静電気

͓໰͍
߹わͤઌ

産学ۚ׭࿈ܞ機構
E�NBJM��DPPSEJOBUPS!BEN�OJUFDI�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���TBOSFO�XFC�OJUFDI�BD�KQ

同研究ऀڞ

੡඼ɾ঎඼ԽϑΣʔζ

Ӊ౎ٶେֶ
H-90

Ϣζͷ߳ΓͰϦϥοΫεʂ
ετϨεௐ߹߳ྉ߅

Ӊ౎ٶ大学޻�学෦�ٕज़෦�ٕज़ઐ໳৬һ�๺ຊ�୓ຏ
Ӊ౎ٶ大学޻�学෦ڭ�त�௕୩઒�ޫ࢘

技術֓ཁ
天然ユズ精油様の自然な香りを含有しながら、より安定かつ安価という特長を持った抗ス
トレス作用を有するユズ調合香料を開発しました。当該香料の香りがもたらす抗ストレス
作用について明らかにするため動物行動分析を実施した結果、ユズ調合香料提示群に抗ス
トレス作用がみられました。当該シーズの新規性はユズ天然香料ではなくユズ調合香料が
抗ストレス作用を有することです。また既に香料製品として確立していることから、既製品
に適用することで抗ストレス作用を持つ機能性製品として高付加価値化することが容易で
あるといえます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

香調が不安定で高価な天然香料ではなく、香調が比較的長期間安定した安価な調合香料
であるため洗剤、芳香剤、柔軟剤などの日用品向け香料や、飲料、菓子など飲食物向け香料
など幅広い分野への適用が容易である。抗ストレス香料の日用品への適用が広がることで
世界に約2億8千万人の患者がいるといわれているうつ病患者やその予備軍に対し簡易的
芳香療法が可能となり、香りによる健康社会、長寿社会の実現に貢献できる。

Ωʔϫʔυɹ

抗ストレス 抗うつ 調合香料 ユズ 香り

͓໰͍
߹わͤઌ

宇都宮大学 ஍Ҭ創ੜਪਐ機構 社会ڞ創ଅਐηンλʔ
E�NBJM��VV�DQTD!DD�VUTVOPNJZB�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�TJD�VUTVOPNJZB�V�BD�KQ�UPNPUTVLV

同研究ऀڞ

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ

ҵ৓େֶ
H-89

૶༝དྷΤΩεͱଟ౶ͷ
ҿ৯඼ɾԽহ඼ɾҩༀ඼ૉػ͚޲ࡐೳ

ҵ৓大学�೶学෦�৯ੜ໋Պ学Պڭ�त�ேࢁ�फ඙
όΠΦοΫεԽ学ࣜגۀ޻ձࣾ�୅දऔక໾ࠤ�ʑ໦�大࡞

大࿨ༀ඼ࣜגձࣾڀݚ�։ൃ෦�෦௕�ழङ�௚थ

技術֓ཁ
緑藻新奇２種コーラストレラとパラクロレラは、細胞内に有用脂質と色素、細胞外に有用多
糖（bxEPS）を高生産できる特許株です。今回は、藻由来素材の機能（抗酸化能・抗炎症能な
らびに育発毛促進能など）について紹介します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

地球温暖化ガスを微細藻類の有用素材生産に活かし、飲食品・化粧品・医薬品等分野への
新しい高単価のモノづくりについて提案します。

Ωʔϫʔυɹ

微細藻類 バイオリファイナリー βカロテノイド 代替肉 菌体外多糖 サプリメント 育毛剤 食
品添加物

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ɾ産学׭࿈ܞ機構
E�NBJM��JSJD!NM�JCBSBLJ�BD�KQ
63-��IUUQT���XXX�JSJD�JCBSBLJ�BD�KQ�

同研究ऀڞ

同研究ऀڞ
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ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

େֶۀ޻ۄ࡛
F-01

ΞίʔεςΟοΫΤϛογϣϯηϯγϯά
ʹΑΔ৯ײධՁ

त�௕୩�ѥའڭ�।߈学ઐ޻Պ�機ցڀݚ学޻大学�大学Ӄۀ޻ۄ࡛

技術֓ཁ
食品の美味しさを感じさせる要素の一つである食感は、力・振動・音から主に評価がなされ
ていますが、複雑な食品の感覚的特性を計測・評価するには限界があります。実際の感覚
とのギャップを埋めるためにも、新たな計測手法を活用して評価する必要があります。そこ
で、材料の変形・破壊の際に生じる弾性応力波を計測するアコースティックエミッション
（AE）センシングを食感評価に活用します。AEセンシングは変形・破壊現象に対する検出
感度が高く、計測されたAE信号の波形解析・特徴抽出から精細な認識・評価が可能となり
ます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

現状、AEセンシングは工業的分野での活用が主流となっていますが、全く異なった分野
（例えば、日用品分野や医療分野）への応用・展開も波及効果として見込まれます。特に、人
間の感性で評価していた食品開発の高精度化・高効率化が期待できます。また、食品開発
現場のみならず食品管理、調理状態評価などにも適用できることから、本研究成果の活用
できる市場規模・市場占有率は国内外問わず莫大です。

Ωʔϫʔυɹ

食品 食材 製菓 菓子 テクスチャー 構造 トライボロジー 食感 感覚 音響 アコースティック
エミッション AE センシング モニタリング 計測 監視 試験 装置 分析 解析 評価 見える化 
可視化

͓໰͍
߹わͤઌ

埼玉工業大学 大学院工学研究科 長谷 ѥ蘭
E�NBJM��BMBO@IBTF!TJU�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�TJU�BD�KQ�VTFS�BMBO@IBTF�

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ

߳઒େֶ
F-02

.&.4ٕज़Λ༻͍た
௒খܕ೶ۀ༻২෺ੜମ৘ใηϯαͷ։ൃ

߳઒大学�૑଄޻学෦�機ցシεςϜίーεڭ�त�Լ઒�๪உ

技術֓ཁ
現在、地球規模での気候変動、自然災害、人口増加の問題が一段と深刻さを増す中、大幅な
農業生産性の実現が緊急の課題となっています。本研究開発では、先進的な圃場や植物工
場等で進められつつある土壌の水分・養分管理だけでなく、更にその先を見据え、果樹や
園芸作物で、最も重要となる植物末端部の生体情報を、直接、低侵襲でモニタリングするこ
とを目的に、半導体の微細加工技術を応用したMEMS技術を駆使し、世界に先駆けて超小
型・低コストな植物用水分・栄養物質動態センサの開発を実現します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本研究では、樹液流速と流れの方向、水分含有量などの水分動態の測定と、植物の健康状
態(pH/EC)、光合成産物の成分や濃度の検出といった栄養物質動態の両方を同時測定で
きるセンサを用い、既存の環境センシング技術との組み合わせにより、農作物の栽培の完
全自動化、高収量・高品質化、低コスト化などに貢献します。

Ωʔϫʔυɹ

スマート農業 園芸作物 センシング MEMS 植物 アグリ 水分動態 栄養動態 アグリイン
フォマティクス AI農業 環境制御 アグリテック ハウス栽培 Society5.0 微細加工 センサ 
果樹

͓໰͍
߹わͤઌ

香川大学 産学࿈ܞɾ知తࡒ産ηンλʔ
E�NBJM��DDJQ�D!LBHBXB�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�LBHBXB�V�BD�KQ�GBDVMUZ�DFOUFST�������

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ

ෞେֶذ
F-03

৯඼ؚ༗ΤΫιιʔϜɾ
๔֎খ๔ͷଌఆͱඪ४Խࡉ

त�஛৿�༸ڭ�学Պ޻学෦�Խ学ɾੜ໋޻�ෞ大学ذ

技術֓ཁ
細胞外小胞(EV：エクソソームを含む)は、細胞から分泌され他の細胞へ働きかけることで
免疫調節や細胞若返りで注目されている新素材です。サイズは100nm前後と小さく、内部
に核酸やタンパク質を含有するため鮮度評価が重要です。しかし、その評価は必ずしも容
易ではなく、EV含有商品の品質規格は存在しません。岐阜大学ではEV/エクソソームに結
合し蛍光を発する化合物を複数合成し、生鮮食品・発酵食品にEVを見出しました。また、そ
れぞれの食品に合わせたEV抽出法を構築すると共に当該方法の標準化を目指します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

食品ごとにEVを免疫増強と免疫抑制の2種類に分類できました。ミルクエクソソームや
ヨーグルトEVは免疫増強に作用し、それぞれの責任タンパク質を特定できました。また、免
疫抑制に作用するEVも安定して精製でき、その活性の責任因子を探索しています。本技術
の応用はこれらEVの含有量を元に効能を数値化することを可能とし、それぞれの商品の
市場を10以上（＞1,000億円）開拓できると期待しています。

Ωʔϫʔυɹ

エクソソーム 細胞外小胞 生鮮食品 発酵食品 免疫調節 遺伝子導入

͓໰͍
߹わͤઌ

岐阜大学 研究ਪਐ部 研究ਪਐ՝ 産学׭࿈܎ܞ
E�NBJM��TBOHBLV!U�HJGV�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���BSJ�HJGV�V�BD�KQ�
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৯඼ͷࢫຯΛॠ࣌ʹνΣοΫʂ
Ξϛϊࢎηϯαͷ։ൃ

౦ژༀՊ大学�ༀ学෦�෼ੳԽ学ࣨڭ�।ڭत�খ୩�໌

技術֓ཁ
食品や飲料の旨味に重要な影響を与えるアミノ酸を簡単に測れるセンサを開発しました。
電流計測に基づいてアミノ酸を検出する本センサは、小型・軽量・低価格化を図れる特長
があり、従来のアミノ酸分析装置では実現困難であったon site 分析（その場測定）を達成
できます。また、日本酒醸造において、発酵の指標となるアミノ酸度の測定へも適用できま
す。従来のホルモール法に比べ、分析で消費する日本酒量を減らせる上に、ホルムアルデヒ
ドの使用を回避でき環境的な配慮からも利点があります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

アミノ酸センサで食品や飲料の旨味を数値で表し、付加価値を高めます。
・日本酒愛好家が、自分の好みに合った日本酒を選ぶために利用できます。
・牛肉の熟成をモニターし、美味しい肉料理を提供するために利用できます。
・和食の基本であるだし汁の評価に使用し、最適な調理方法を確立するために利用できま
す。

Ωʔϫʔυɹ

アミノ酸 旨味 センサ 食品 飲料 品質管理 分析 発酵

͓໰͍
߹わͤઌ

Πϊϕʔγϣンਪਐηンλʔ
E�NBJM��TBOHBLV�NM!UPZBLV�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�UPZBLV�BD�KQ�SFTFBSDI�JOEVTUSZ�
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た͚޲ʹೳੑදࣔ৯඼ಧग़ػ
ೳੑؔ༩੒෼ͷಛఆػ

Ԭཱݝࢁ大学�อ݈෱ࢱ学෦�ӫཆ学Պڭ�त�ҏ౦�ल೭
Ԭཱݝࢁ大学�อ݈෱ࢱ学෦�ॿؠ�ڭԬ�༟ೋ

技術֓ཁ
今までに申請者は多くの薬用植物や食品中に含まれるポリフェノール成分の単離、化学構
造の解明を行ってきており、市販では入手不可能な100種以上の化合物ライブラリーおよ
びそれらのスペクトルデータを保有しています。機能性表示食品の届出に必要な機能性関
与成分の特定に関して、これらの保有ライブラリーやスペクトルデータから、特にポリフェ
ノール由来の機能性関与成分の特定および定量することができます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

2022年度の機能性表示食品の市場規模は、前年比で24%増の5,462億円で拡大傾向が続
いています。機能表示食品の届出に向けて、エキスレベルで活性が認められ、食品企業単独
でその活性寄与成分を特定および定量分析が困難な場合、共同研究により計画的な届出
が可能となり、実際、申請者らは共同研究により機能性関与成分の特定と定量に関する結
果を学術論文で発表し、機能性表示食品の届出資料として活用しました。

Ωʔϫʔυɹ

機能性表示食品 特定保健用食品 機能性関与成分 機能性成分の定量 抗糖化作用 ポリ
フェノール タンニン

͓໰͍
߹わͤઌ

஍Ҭ࿈ܞɾ研究ਪਐ՝

同研究ऀڞ

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ։ൃϑΣʔζ

ಙౡେֶ
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৯඼෗ഊەϥΠϒϥϦʔ׆༻ʹΑΔ
৆ຯݶظԆ௕ͱ৯඼ϩεݮ࡟

ಙౡ大学�όΠΦΠϊϕーシϣϯڀݚॴ�ಈ෺ੜٕ࢈ज़෼໺ࢣߨ��ฏా�ਅथ
ଳ޿ச࢈大学�ੜ ɾ໋৯ྉՊ学ڀݚ෦໳�৯඼Պ学෼໺�।ڭत্ࡾ��ಸʑ

技術֓ཁ
食品ロス削減にむけ、RTE食品の賞味期限の延長および品質の安定性確保のためには腐
敗、劣化につながる要因を明らかにし、それに対応した製造工程や保存・流通システムの改
善が必要です。本技術では既に食肉および水産加工品を対象とした腐敗菌400菌種のラ
イブラリーを作成済であり、RTE食品腐敗菌株を活用した汚染経路の迅速特定や、適切な
衛生管理の推進が可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

腐敗菌ライブラリーとマッピングにより、食品会社が配慮すべき汚染菌の予測や、最適な
洗浄システムのサポート、また腐敗菌株の活用による最適な殺菌条件や包装資材の選択、
食品添加物の活用など、食品関連企業との連携により、賞味期限の延長と食品ロス削減と
いう大きな社会的課題の解決を目指します。

Ωʔϫʔυɹ

食肉加工品 水産加工品 食品腐敗菌 賞味期限 食品ロス 迅速同定 MALDI-TOF-MS 食
品衛生

͓໰͍
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徳島大学 研究ࢧԉɾ産׭学࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��SBD�JOGP!UPLVTIJNB�V�BD�KQ
5E-��	��
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ੴ઒ཱݝ大学�ੜ෺ڥ؀ݯࢿ学෦�৯඼Պ学Պ�৯඼Ճ޻学ࢣߨ�ࣨڀݚ�౻ా�ഡ೫

技術֓ཁ
マイクロ波による食品加熱装置は大がかりなシールド装置が必要で、効率も30％程度でし
た。本装置は楕円形状のチャンバの片側焦点から半導体発振器によるマイクロ波を放射
し、もう一方の焦点付近に設置した食品にマイクロ波を集中させ、チャンバ内のインピーダ
ンスマッチングを取ることで90％を超える加熱効率を得ることに成功しました。食品は楕
円チャンバの焦点付近を筒状に通り抜ける構造となっており、筒を包みこむようにマイクロ
波が集中するため高効率であり、出力を任意に設定できることから加熱し過ぎない殺菌が
できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

筒状の空間を通り抜けられる食品であれば、どのような食品でも所望の温度に保持し、食
品全体を加熱することができます。高効率で加熱しすぎないことが特徴で、生の食感を味
わうことができなかった食品の加熱殺菌に好適であるといえます。フレーバを重視する生
ジュースや、牡蠣、レバーを視野に入れています。本装置はマイクロ波がチャンバの外へ漏
れ出さないため、従来の大型のシールド装置を必要としないことも特徴の一つです。

Ωʔϫʔυɹ

マイクロ波 加熱 食品 殺菌 楕円

͓໰͍
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産学׭࿈ܞ学術ަྲྀηンλʔ
E�NBJM��ZBOBJ!JTIJLBXB�QV�BD�KQ
5E-��	��
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߬฼ɾΞϛϊࢎͷػೳʹண໨͠た
ൃ ɾ߬ৢ ଄৯඼ͷΠϊϕʔγϣϯ

ಸྑઌ୺Պ学ٕज़大学Ӄ大学ڀݚ�ਪਐ機߬ൃ�ߏՊ学ࣨڀݚ�ಛ೚ڭतߴ�໦�ത࢙
ಸྑઌ୺Պ学ٕज़大学Ӄ大学�ઌ୺Պ学ٕज़ڀݚՊ�ॿڭ�੢ଜ�໌

技術֓ཁ
私たちは酵母に見出したアミノ酸の新しい代謝制御機構と生理機能に着目し、特定のアミ
ノ酸を高生産する菌株を古典的な育種技術（突然変異導入）により効率的に取得する方法
を開発するとともに、アミノ酸高生産株で醸造した酒類（泡盛、清酒、クラフトビール）の商
品化に成功しています。また、同様の方法で、高温耐性が向上した有用物質生産用の大腸
菌も育種しています。本技術は、飲食品、化粧品素材、有用物質の生産など様々な分野での
応用が期待されます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・新しい味・風味の発酵・醸造食品（パン、酒類、醤油、味噌など）の開発
・酵母菌体を活用した酒粕、酵母エキス、飼料添加物、プロバイオティクス、代替肉などの開
発
・アルコール生産性や発酵力が向上した産業酵母（パン、酒類、バイオ燃料）の育種
・高温条件下で有用物質生産性が向上した大腸菌の育種

Ωʔϫʔυɹ

酵母 アミノ酸 発酵・醸造食品 機能性食品 化粧品素材 酒粕 酵母エキス 飼料添加物 代替
肉 泡盛酵母 清酒酵母 ビール酵母 パン酵母 泡盛 清酒 クラフトビール パン バイオ燃料

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ਪਐ機構 産׭学࿈ܞਪਐ部門
E�NBJM��JQ��G!JQ�OBJTU�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�OBJTU�KQ�TBOLBO�JOEFY�IUNM
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μΠζͷ౔৕ප֐Λܰ͢ݮΔඍੜ෺ࡐࢿ

ळాཱݝ大学�ੜ෺ݯࢿՊ学෦�ੜ෺ڥ؀Պ学Պڭ�त޹�౻ࠤ�

技術֓ཁ
ダイズ土壌病原菌の一つである黒根腐病菌の増殖を抑制する微生物（Bacillus属細菌）を
混合した堆肥ペレット（特殊肥料）である。ダイズ黒根腐病は全国的に蔓延しており、薬剤
による防除が難しい病害である。本資材をダイズ圃場に施用することにより、ダイズ黒根
腐病の発生が少なくなる。とくに、局所施用した際に全層施用よりも効果が高くなる。また、
本資材の施用によりダイズの根粒形成が促進されることが確認されており、堆肥ペレット
成分との相乗効果によりダイズの生育がよくなり、収量、品質が向上する。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

土壌病害が原因でダイズの生産性が低下している圃場において、本資材10 0～
200kg/10aを全層施用するこにより、化学肥料なしでダイズ栽培が可能となり、化学農薬
を使用せずに病害を軽減できる。局所施用の場合は50kg/10aの施用で同等以上の効果
を発揮できる。ダイズ栽培において化学農薬や化学肥料の使用量を減らすことができるた
め、社会的ニーズに対応した資材である。

Ωʔϫʔυɹ

微生物資材 減化学農薬 減化学肥料

͓໰͍
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秋田Ωϟンύε ஍Ҭ࿈ܞɾ研究ਪਐηンλʔ
E�NBJM��TUJD!BLJUB�QV�BD�KQ
5E-��	��
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त�Լ໺�༟೭ڭ�ख大学�೶学෦�২෺ੜ໋Պ学Պؠ
त�ยฏ�ޫ඙ڭ�大学�೶学෦ܗࢁ

技術֓ཁ
わが国の主食である稲作の持続的な生産基盤の強化のため、環境負荷と労働負荷を軽減
できる革新的技術「収穫同時播種法」を開発しています。稲作で最も大きな作業ピークは春
の「播種」と秋の「収穫」の作業ですが、収穫と同時に翌年の播種を行うことで、経済コスト、
労働コストならびに排出される温室効果ガス等による環境コストを削減する一挙三得の
未来技術です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

わが国の主食であるコメ生産は、農業の総産出額9兆円のうち17％の約2兆円を占める最
も大きな市場である。コメの国内消費は減少傾向ではあるものの、主食である地位は変わ
らず、高品質のブランド米の人気があるように日本人のコメに対するこだわりは強く、外食
から中食などでの業務用米、飼料米などの需要がある。これを支える113万戸の生産者の
中でも，法人1万6千の経営体が主たる顧客となる。

Ωʔϫʔυɹ

イネ 稲作 田植え 水田 乾田直播 不耕起 育苗 籾 播種 初冬直播 直播 コンバイン 越冬 高齢
化 農作業軽減 環境負荷軽減 SDGs 収益性 コーティング 素材

͓໰͍
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国立大学法ਓ岩手大学 研究ࢧԉɾ産学࿈ܞηンλʔ 知తࡒ産Ϣχοτ
E�NBJM��JQUU!JXBUF�V�BD�KQ
5E-��	��
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೔ຊ大学�ੜ෺ݯࢿՊ学෦�όΠΦαΠΤϯε学Պ�।ڭत�∁໺�ӳߊ

技術֓ཁ
産業微生物「放線菌」を利用した光誘導型組換えタンパク質大量生産系“L iE X
(Light-inducible protein Expression) system”を開発しました。従来技術は、再利用
できない高価なインデューサー化合物によって制御するため環境負荷が高いという問題が
ありました。一方、LiEXは光の特性“非侵襲性”により、LED光源によって細胞機能のスイッ
チングを非接触で自由自在に制御できるメリットをもち、また、長年繰返し使えるLED光源
を用いるため環境にやさしく低コストです。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

放線菌は生理活性物質や食品酵素などの産業生産に利用されている工業微生物です。本
技術は、放線菌による有用物質生産を外部からのLED光源によって、厳密・コンタミネー
ションリスクなし・リバーシブルに制御できることから、放線菌による発酵生産を一変させ
ることができる革新的な技術となる可能性があります。

Ωʔϫʔυɹ

微生物 光制御 タンパク質生産 光操作 オプトジェネティクス

͓໰͍
߹わͤઌ

日本大学 産׭学࿈ܞ知ࡒηンλʔ
E�NBJM��OVCJD!OJIPO�V�BD�KQ
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ύϧεେిྲྀʹΑΔ
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त�࿘ฏ�ོஉڭϓϩηε෼໺�।޻ॴ�ද໘ɾ઀߹ՃڀݚφϊϚςϦΞϧۀ࢈�ຊ大学۽

技術֓ཁ
魚介類の生食によるアニサキス症を予防する最も一般的な方法は冷凍ですが、これは刺身
として魚身の品質低下を引き起こします。冷凍以外でアニサキスを死亡させる実用性のあ
る方法は見つかっていませんでしたが、今回パルスパワー技術を用いて、魚身に瞬間的に
繰り返し電流を流すことにより、魚身内部のアニサキスを不活性化させることに成功しまし
た。また、パルス処理した後の魚身を評価し、刺身として品質を保っていることを確認しま
した。このパルスパワーによる処理は、冷凍に代わるアニサキス殺虫方法として有用である
と考えます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

魚介類へ寄生するアニサキス、クドア、顎口虫、畜肉へ寄生する住肉胞子虫など食品内寄生
虫による食中毒の被害は後を絶ちません。パルス電流は魚肉や畜肉へほとんどダメージを
与えることなく、その寄生虫を殺虫することができるため、あらゆる食品を安心安全に生で
喫食することを可能とします。魚介類の刺身や馬刺しなど、生食が切望される食品は数多く
あり、その市場は国内にとどまらず、海外にも広がっています。

Ωʔϫʔυɹ

アニサキス 食中毒 刺身 パルス 電流 殺虫 魚介類

͓໰͍
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熊本創ੜਪਐ機構 Πϊϕʔγϣンਪਐ部門
E�NBJM��MJBJTPO!KJNV�LVNBNPUP�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���LJDP�LVNBNPUP�V�BD�KQ�
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৴भ大学�೶学෦�೶学ੜ໋Պ学Պ�২෺ݯࢿՊ学ίーεڭ�त�ᜊ౻�উ੖

技術֓ཁ
アーバスキュラー菌根菌（AM菌）は植物のリン吸収を助ける共生菌です。AM菌は、微生物
資材として農業利用されていますが、その増殖には植物との共培養が必要です。私達は、
AM菌にミリスチン酸を投与すると、AM菌が単独で増殖することを発見しました。しかし、
低温貯蔵で胞子の発芽活性が失われることが課題でした。この問題を脂肪酸の混合投与
で解決しました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・AM菌の製造と流通
・高品質AM菌の製造
・化学肥料の使用量削減
・AM菌の環境保全型農業への利用

Ωʔϫʔυɹ

アーバスキュラー菌根菌 純粋培養 低温 貯蔵 リン 接種 微生物資材 脂肪酸 胞子発芽 環境
保全型農業 減肥

͓໰͍
߹わͤઌ

会社信州5-0ࣜג
E�NBJM��JOGP!TIJOTIV�UMP�DP�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���TIJOTIV�UMP�DP�KQ�
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ஜ೾大学�ੜ໋ܥڥ؀�ੜ෺ݯࢿݍՊ学ઐ߈�ॿڭ�໦Լ�ಸ౎ࢠ

技術֓ཁ
作物の害虫被害を最小限にするには初期段階での検出に尽きます。このため、現状では毎
日害虫や食痕を目視で点検しています。これは、高齢化が進む農業従事者や、他業種から
の参入者には厳しいです。本技術は、非侵襲的かつ自動的に害虫被害を検出でき、経験と視
力に頼らず、自動的にデジタル化します。微細な被害や新しい害虫への対応だけでなく、農
薬使用量の低減や農薬耐性害虫の出現を抑える効果があります。リモートワークの推進や
感染症の蔓延時の外国人労働者の減少への対策としてもスマート農業を実現できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

農業就業人口は5年間で6割減少し平均年齢は8歳上昇した。このため生産向上や労働負
荷の低減、技術継承という課題がある。本技術は農作物の被害を自動的に検出することで
課題解決に貢献する。これらスマート農業の製品出荷と各種サービス提供は国内だけでも
2025年には665億円市場に達し、植物利用による持続性からESG投資にもなる。組換え作
物が不必要なため耐性害虫の出現や消費者のマイナスイメージを回避できる。

Ωʔϫʔυɹ

農業 害虫被害 生物ストレス 病害虫被害 植物 蛍光 モニタリング センシング 非接触 非侵
襲 非破壊 ストレスの可視化 可視化 イメージング バイオイメージング リモートワーク

͓໰͍
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筑波大学 産学࿈ܞ部産学࿈اܞը՝
E�NBJM��FWFOU�TBOSFO!VO�UTVLVCB�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�TBOSFOIPOCV�UTVLVCB�BD�KQ�
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߂त�ླ໦�ষڭ�Պ学Պ�ੜ෺Պ学ίーεݯࢿլ大学�೶学෦�ੜ෺ࠤ

技術֓ཁ
本技術では、根粒菌との共生において窒素固定を強くする遺伝子を用いて、窒素固定増強
型作物品種を作出する方法を提供します。出展研究者らは今までにマメ科のダイズにおい
て窒素固定増強遺伝子を同定しており、その遺伝子を交配によって導入した植物では、窒
素固定活性が有意に高くなることを示してきました。このようにして作出された植物は、従
来の品種と比較して低肥料条件下でも高い収量性を示します。今までに窒素固定増強遺
伝子を用いた同様の技術は存在せず、極めて高い新規性、優位性があります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

今までにダイズ品種フクユタカへこの遺伝子を導入した系統を作出済であり、低肥料条件
下での圃場栽培では、最高でオリジナル品種の1.5倍以上の収量を記録している。

Ωʔϫʔυɹ

ダイズ 窒素固定 根粒菌 根粒 遺伝子 低炭素 肥料削減 低肥料 収量 種子生産 子実 微生物 
共生 共生窒素固定 ニトロゲナーゼ

͓໰͍
߹わͤઌ

国立大学法ਓ佐賀大学 リʔδϣナϧɾΠϊϕʔγϣンηンλʔ
E�NBJM��VSB�UFBN!NBJM�BENJO�TBHB�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�TVSJD�TBHB�V�BD�KQ
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ௗऔ大学�೶学෦�ੜ໋ڥ؀೶学Պ�।ڭत�大⃻ٱ�ඒࢠ
ௗऔ大学�೶学෦ڭ�त�ੴږ�ݪ

技術֓ཁ
食用きのこ収穫後の使用済み菌床（廃菌床）の多くは捨てられ、捨て場所に困っています。
捨てられる廃菌床の量はわが国で年間180万トンと見積もられます。本技術は廃菌床の新
たな使い道を模索する中で発見した、植物病害防除に利用する技術です。廃菌床から放出
される香り成分を抗菌剤として農業場面や我々の生活に役立てることが期待されます。ま
た、廃菌床を土壌病害防除法である土壌還元消毒法の有機資材としての利用ができます。
本技術は新たなリサイクル技術であり、安全かつ低コストであるため、従来技術より優位性
は大きいです。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

従来の合成化合物である抗菌剤よりも天然物由来である本技術は、消費者に安心・安全を
提供できるため、農作物の病害に対する防除資材として活用することを想定しています。本
技術は新たな価値を付加した廃菌床のアップサイクルの事業化を目指します。廃棄物であ
る廃菌床を再利用するため、ごみ消費量の大幅削減（年間180万トンがゼロへ）に貢献でき
ます。

Ωʔϫʔυɹ

きのこ廃菌床 抗菌剤 植物病害防除 リサイクル

͓໰͍
߹わͤઌ

鳥取大学 研究ਪਐ機構
E�NBJM��TBOHBLVDE!NM�DKSE�UPUUPSJ�V�BD�KQ

同研究ऀڞ

ϑΣʔζڀݚ

େֶٿླྀ
F-18
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त�関ࠜ�݈ଠ࿠ڭՊ学Պ�।ڥ大学�೶学෦�ѥ೤ଳ೶ྛ؀ٿླྀ

技術֓ཁ
沖縄などの温暖な地域で自生するショウガ科の植物「月桃」（Alpinia zerumbet）の抽出
液は、デングウイルスなどの広範なウイルスに対して感染阻害効果がある。有効成分の一つ
はプロアントシアニジンであり、他の植物のプロアントシアニジンと比較して、月桃由来の
ものは、感染阻害効果が強いと考えられる。月桃は抗菌性・虫除け効果など多様な機能を
有するため、月桃の多岐にわたる産業への利用可能性がある。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

天然成分を利用した安心な環境衛生用品や薬への利用可能性が期待される。月桃は、精油
や化粧品、茶などの加工が主であり、大部分は未利用資源であり、栽培には労力がかから
ないため、原料を安価で提供できる。

Ωʔϫʔυɹ

農資源 抗ウイルス剤 虫除け
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琉球大学農学部
E�NBJM��L�TFLJOF!BHS�V�SZVLZV�BD�KQ
5E-��	��
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63-��IUUQT���XXX�BHS�V�SZVLZV�BD�KQ�MBCPT�QIZUPQBUIPMPHZ�
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೭߁�तɾॴ௕�஑্ڭ�ॴ�ւ༸೤ΤωϧΪー෦໳ڀݚլ大学�ւ༸ΤωϧΪーࠤ
৳�ࢁत�ฏڭլ大学�ϦーδϣφϧɾΠϊϕーシϣϯηϯλー�63"ɾ೶学෦�ট΁͍ࠤ

技術֓ཁ
海水や汽水の溶存酸素供給において、独自に選抜した不稔性アオサを用いて、培養条件制
御により溶存酸素リッチな“酸素過飽和の水”を供給できます。この技術は高価で環境負
荷の大きい酸素ボンベやマイクロバブル発生装置を使用しないことから、簡易な装置で安
価に、しかも環境負荷の少ない工程で過飽和溶存酸素水を供給できます。さらに、生産し
た余剰のアオサから有価物も生産可能で、製造された酸素過飽和の水は過飽和度の保持
が可能であることから、養殖、水産加工、農業等の多様な分野への適用が期待できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本技術で供給する過飽和溶存酸素水は溶存酸素のニーズが高い、牡蠣やハマグリ等の二
枚貝の陸上養殖、植物の発芽促進、魚類の解体時の鮮度保持等に適用可能性があります。
さらに本システムで生産した余剰のアオサには抗酸化性能を有するD-システノール酸が含
まれることから、余剰アオサを化粧品の原料としても活用でき、さらに不稔性アオサの培
養に沿岸域の温泉や海洋深層水の熱源を活用することで通年生産が期待できます。

Ωʔϫʔυɹ

陸上養殖 二枚貝 牡蠣 不稔性アオサ 過飽和 溶存酸素 環境低負荷 CO2固定 光合成 酸素 
グリーン酸素 通年生産 熱源
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国立大学法ਓ 佐賀大学 リʔδϣナϧɾΠϊϕʔγϣンηンλʔ
E�NBJM��VSB�UFBN!NBJM�BENJO�TBHB�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�TVSJD�TBHB�V�BD�KQ
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ฌཱݝݿ大学�大学Ӄ޻学ڀݚՊ�ిؾ෺ੑ޻学ઐ߈�।ڭत�Ԭߒ޷�

技術֓ཁ
水だけを原料とした人体や環境に安心安全な抗菌水です。
近年の農業現場では、農薬抵抗性病害の出現、農薬散布、残留農薬による健康被害などの
問題から、減農薬につながる新たな殺菌剤の開発が求められています。
水を原料とした全く新しい「キャビテーションプラズマ技術」を応用し、植物病原菌に高い
効果のある抗菌水を生成することができます。
キャビテーションプラズマ抗菌水は化学農薬に依存することのない持続的農業の実現に
大きく貢献できると考えています。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・農業(植物病害菌防除)
・国内農薬市場(2018年)：農薬3,373億円(その内、殺菌剤744億円)
・化学農薬の使用量削減による持続可能な農業の実現

Ωʔϫʔυɹ

抗菌 殺菌 農薬 プラズマ

͓໰͍
߹わͤઌ

大学院工学研究科 電気෺ੑ工学専߈
E�NBJM��PLB!FOH�V�IZPHP�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�FOH�V�IZPHP�BD�KQ�PVUMJOF�GBDVMUZ�PLB�JOEFY�IUNM
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ळాཱݝ大学�ੜ෺ݯࢿՊ学෦�ΞάϦϏδωε学Պ�।ڭत�ԣඌ�ਖ਼थ

技術֓ཁ
本研究では、近赤外光を哺乳動物（マウス、ウシ）の受精卵に照射することで受精卵の品質
を改善する技術を開発しました。近赤外光を照射した受精卵（マウス）を代理母に移植した
ところ、受胎成績が向上しました。さらに、得られた産子は正常で、すべての個体で繁殖能
力も持っていたことから、有用性、安全性の高い技術であることも確認できました。光の力
を利用して受精卵の品質を改善する（元気にする）技術はこれまでになく、受精卵に短時間
（数分間）光を照射するだけで、特別な技術を必要としないことが特徴です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・畜産分野における家畜（牛、豚）生産の効率化
・ヒト不妊治療における体外受精卵の品質向上、治療成績の向上

Ωʔϫʔυ

近赤外光 受精卵 胚 品質改善 哺乳動物 畜産 生殖補助医療
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秋田Ωϟンύε ஍Ҭ࿈ܞɾ研究ਪਐηンλʔ
E�NBJM��TUJD!BLJUB�QV�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�BLJUB�QV�BD�KQ�
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大ۀ࢈ࡕ大学�σβΠϯ޻学෦ڥ�؀ཧ޻学Պ�।ڭतߴ�࿘�ཾฏ

技術֓ཁ
紫外線を用いた水処理は、水俣条約に基づき、水銀を用いる低圧水銀ランプから水銀を用
いない紫外線光源への置き換えが進むと期待されています。本技術は、水銀不使用のプラ
ズマUV光源による紫外線水処理において優れた殺菌力と酸化力を確認し、既存技術の置
き換えに加え、割れずに安全・簡単・確実に殺菌できる紫外線水処理を可能にしています。
本技術を用いた流水ろ過殺菌装置は、安心が求められる農業や水産業、食品加工における
水の循環・再利用の高度化に貢献します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

環境への水銀混入のリスクがない本技術のプラズマUV光源は、従来技術の低圧水銀ラン
プと同等以上の殺菌力を得られるだけでなく、光回復を起こさないため、農業や水産業、食
品加工におけるコスト削減など新たな活用が考えられます。さらに、水処理装置自体の耐
久性が向上するため、流通過程での水処理など未開拓な市場にも適用可能であり、将来性
があると考えます。

Ωʔϫʔυ

紫外線 水銀不使用 プラズマ 水処理 ろ過 殺菌 酸化 分解 消毒 光回復 循環 再利用 農業 
水産業 HACCP 有機物 促進酸化

͓໰͍
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大阪産業大学 社会࿈ܞɾ研究ਪਐηンλʔ 産業研究所ࣄ຿室
E�NBJM��TBOHBLV!DOU�PTBLB�TBOEBJ�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�PTBLB�TBOEBJ�BD�KQ�
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۝भ大学�ܳज़޻学ڀݚӃ�ਓؒੜ׆σβΠϯ෦໳�।ڭत�੪౻�Ұ࠸

技術֓ཁ
展開構造開発の難しさは、展開時の頑丈さ、すなわち安定性と、折り畳みに必要な構造の
不安定性という相反する要求を両立させなければならない点にあります。コンパクトに折
り畳むために折線パターンを複雑にするほど、展開性能や形状の再現性、強度・剛性などの
機械的特性は低下します。ハサミムシの後翅は昆虫の中で最大の収納効率を誇るだけでな
く、自律的な折り畳みや展開後の補強構造など数々のユニークな特性を有しています。本
技術はハサミムシの優れた構造を直接人工物に応用しており、この分野の技術革新が期
待されます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本技術の想定される主たる活用事例としては人工衛星用太陽電池パドル、及びスペースデ
ブリ対策のためのデオービット膜面が挙げられます。これらの宇宙展開構造物は発射時の
コストを下げるために極めてコンパクトな構造体が求められる反面、逆に宇宙での展開時
は大きさが求められますが、本技術はこのジレンマを解決できます。これらの用途に加え一
般的な展開構造物（テント、折り畳み傘、扇子等）への応用も十分に考えられます。

Ωʔϫʔυ

展開構造物 宇宙 アンテナ
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九州大学 ΦʔϓンΠϊϕʔγϣンϓϥοτϑΥʔϜ ΠγϡʔυリϒンνʔϜ
E�NBJM��DPPSEJOBUF!BJSJNBR�LZVTIV�V�BD�KQ
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྿Ձ̙̏ϓϦϯλʔʹΑΔۚଐੵ૚଄ܗ

౦ిژ機大学�ཧ޻学෦�ཧ޻学Պɺ機ց޻学ࡐ�ܥྉྗ学ڀݚ�ࣨڀݚһ�ਗ਼ਫ�ಁ
౦ిژ機大学�ཧ޻学෦ڭ�त�౉རنٱ�

技術֓ཁ
従来の金属製品３D積層造形では、原料として高品質で高価な金属粉末を使用し、また、高
パワーのエネルギービームを備えた高価格の装置を使用することが常識であった。本技術
開発において廉価なFFF方式の３Dプリンターでも造形が可能な金属フィラメントを開発
した。このことによって、金属の積層造形がどこでもだれでも実施可能となる。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

鋳造や鍛造、機械加工に代わり金属の造形が可能となる。特に、複雑形状で内部に構造を
持つ金属部品を安価で造形することが可能となる。そのため、航空宇宙分野、医療や歯科
分野での金属製品作成などの利用が想定できるほか、個人でのホビーまで幅広い利用が
想定できる。

Ωʔϫʔυɹ

AM ３Dプリンティング ＦＦＦ FDM フィラメント

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ਪਐ社会࿈ܞηンλʔ	産׭学࿈ܞ୲౰

E�NBJM��DSD!KJN�EFOEBJ�BD�KQ
5E-��	��
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63-��IUUQT���XXX�EFOEBJ�BD�KQ�DSD�UMP�

同研究ऀڞ
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ࣗવՊֶཱࠃ�ߏػڀݚఱจ୆
O-04

൚༻ิঈޫֶܥɿ
ϚϧνεέʔϧͰͷԠ༻ͷల։

ࣗવՊ学ڀݚ機ཱࠃ�ߏఱจ୆�ઌ୺ٕज़ηϯλー�ಛ೚ॿڭ�෰෦�խ೭

技術֓ཁ
補償光学系は、動的補正による光学系の高精度化を実現する一方で、応用を広げるにあ
たって、補償光学系自体の精密性を維持しつつ安定性を保持することが問題となってきま
した。本研究では、特許に示された調整系によって、入射光学系に対する調整・緩衝性を持
たせて、顕微鏡と望遠鏡のような全くスケールの異なる応用でも同一の補償光学系で安定
動作が得られています。実際の動作状況を展示して、研究の効果を端的に示します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

近年、低廉化が進んできている小型補償光学系の応用性を広げます。また、顕微鏡及び望
遠鏡、また各種光学測定への応用が考えられます。

Ωʔϫʔυɹ

補償光学系 光学収差補正 高解像 高分解能 回折限界 顕微鏡 望遠鏡 レーザー 光学系 光
計測

͓໰͍
߹わͤઌ

国立天文台産業࿈ܞ室
E�NBJM��TBOHZP�SFOLFJ!NM�OBP�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���JMP�OBP�BD�KQ�

։ൃϑΣʔζ

େֶ࡚ٶ
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̭ઢΠϝʔδϯάͷײߴ౓ԽΛ࣮͢ݱΔ
40*ηϯαͷ։ൃ

ر࠼�त�෢ాڭ学ϓϩάϥϜ�।޻学ՊԠ༻෺ཧ޻�学෦޻�大学࡚ٶ
ೋߒ�त�৿ڭ�学෦޻�大学࡚ٶ

߶�त�௽ڭ�Պڀݚ౎大学�大学Ӄཧ学ژ

技術֓ཁ
SOI構造のＸ線イメージセンサにおいて、界面準位によるリーク電流の発生を抑制し、フォ
トダイオードの検出感度を低下させずに安定して動作する半導体イメージセンサ装置を提
供します。従来技術では暗電流が高くノイズが大きくまた光波長分解能が低く、これらの
対策を施した別の従来技術では暗電流の低減は実現できますが、プロセスが複雑かつ条
件がトレードオフの関係にあり、製造マージンの確保が難しいことが課題です。本発明で
は、暗電流低減が可能で、構造及びプロセスが簡便になり、生産性向上やコストダウンが
可能となります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

高性能なＸ線イメージセンサのデマンドは分析等の科学用途ばかりではなく、医療系やイ
ンフラ構造物の評価等用途が広く、さらに日本に限らず世界レベルでのデマンドが期待さ
れます。本技術はＸ線イメージセンサだけでなく、近赤外線センサーへの応用もあり、近赤
外イメージセンサーを製品化しているメーカーへのライセンスも可能と考えています。

Ωʔϫʔυɹ

X線 イメージング 半導体イメージセンサ 高感度
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宮崎大学 研究ɾ産学஍Ҭ࿈ܞਪਐ機構 産学ɾ஍Ҭ࿈ܞ՝
E�NBJM��TBOHBLV!PG�NJZB[BLJ�V�BD�KQ
5E-��	��
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ϝλϚςϦΞϧʹΑΔ
୅ແઢ௨৴༻Ξϯςφੈ࣍

त�্ా�఩໵ڭ�୲౰ʣ߈学ઐ޻シεςϜࢠՊిڀݚՊ学ܳ޻�ʢ大学Ӄܥ学޻ࢠిؾણҡ大学�ిܳ޻౎ژ

技術֓ཁ
サブ波長サイズの構成要素からなる人工媒質であるメタマテリアルを応用した次世代無
線通信向けアンテナに関する最新の研究成果について紹介します。伝搬方向により屈折率
が異なる非相反メタマテリアルを応用して空間位相分布を自由に操ることができることか
ら、漏れ波高効率放射、ビームスクイント低減、偏波操作、OAMモードの放射が可能です。
最近、ビーム走査および偏波操作機能を併せ持ち、双方向同時通信可能なアンテナおよび
小型で広帯域特性を持つメタマテリアルアンテナを提案したので紹介します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

移動体通信用アンテナ、センサー用アンテナ

Ωʔϫʔυ

メタマテリアル ビーム走査アンテナ

͓໰͍
߹わͤઌ

産学公࿈ܞਪਐηンλʔ
E�NBJM��DPSD!LJU�BD�KQ
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όοςϦʔϑϦʔແઢηϯαٕज़

�ਔ࣍ࡾ�तڭ�৘ใ学෦ڥጯٛक़大学�؀ܚ
ਆಸ઒޻Պ大学�৘ใ学෦�।ڭत�઒ాت�༎հ

技術֓ཁ
RFIDで用いられる後方散乱通信技術の応用と独自に開発した通信用LSIにより、バッテ
リーフリーで動作する複数の無線センサとの同期通信を実現しています。この同期通信技
術はRFIDで用いられているタイムスロットアロハ信方式に周波数分割多重通信方式を加
えることで、完全同期ストリーミング通信を実現しています。この技術は世界に先駆けて実
現した特許技術です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

定期的な交換作業を必要とするバッテリを必要としない無線センサは、建築構造物や梱包
物等にあらかじめ埋め込んでおいたり、大型構造物の振動試験等、多数の有線接続が必要
な検査を無線化したりすることを可能にします。これらによって、構造物の日常点検の簡便
化、振動試験の簡便化等が実現できます。

Ωʔϫʔυ

IoT 後方散乱通信 RFID 無線センサ センサタグ 植え込み型センサ 埋め込み型センサ

͓໰͍
߹わͤઌ

慶應義塾大学 4'$研究所 ࢄํޙཚ通信研究ίンιʔγアϜ
E�NBJM��CDSD�JOGP!TGD�LFJP�BD�KQ

同研究ऀڞ

։ൃϑΣʔζ
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*P5୺຤ిൃڥ�؀Ͱ
όοςϦʔަ׵ͷखؒΛল͖ま ʂ͢

੩Ԭ大学޻�学෦�ి޻ࢠిؾ学Պڭ�त�୮୔�ప

技術֓ཁ
充電池と発電素子を組み合わせて充電池の電力消費分を常時補充するシステム。バッテ
リーと熱電素子を直列接続して入力電圧を高電圧とし、ＤＣ－ＤＣ降圧コンバータにより定
常的に100マイクロワットオーダの負荷への電力供給とバッテリーへの再充電を交互動作
する。
従来技術では、定期的にセンサー端末のバッテリー交換などのメンテナンスが必要であっ
たが、本技術によりバッテリー交換の手間を省くことができる。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

バッテリー以外の定常的な電源の無いところにもIoTセンサー端末を設置し、異常検知、状
態モニタリング等を行うことができる。特に、自然災害の事前予測、橋梁・トンネル・水道管
などの社会インフラの破損損傷検出、河川・下水道等の水位・流量異常検出、工場・建築物・
人・車などの移動体の状態モニタリングのために設置されるIoTセンサー端末への応用に
有効。

Ωʔϫʔυ

IoT センサー エネルギー・ハーベスト 熱電 電源回路 バッテリ 環境発電 エネルギーハー
ベスティング 熱発電 エナジーハーベスティング トリリオン・センサ 振動発電 インフラ モ
ニタリング

͓໰͍
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静岡大学 Πϊϕʔγϣン社会࿈ܞਪਐ機構
E�NBJM��TBOHBLVDE!BEC�TIJ[VPLB�BD�KQ
5E-��	��
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௒খܕɾ
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౦ۀ޻ژ大学�Պ学ٕज़૑੒ڀݚӃ�ະདྷٕۀ࢈ज़ڀݚॴڭ�त�℄ా�ਸ
౦ۀ޻ژ大学�Պ学ٕज़૑੒ڀݚӃ�ॿڭ�ԣ࢙ࣜ߁�

技術֓ཁ
超小型・超低消費電力情報処理システム構築のための２つのコア技術を提供します。
１．環境発電素子を用いた駆動電力源に関する技術です。微弱な電力であっても昇圧回路
不要で動作し、マルチ電源システムへ対応可能で電力効率を最適化することが出来ます。
２．間欠駆動型CPU技術です。短いパルス状の電圧供給でも連続動作可能なCPUであり、
センサーノード等におけるプラットフォームを実現することが出来ます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

IoTデバイス（端末）や生体埋め込みデバイスなどのシステムの重要な構成要素であり、セン
シング対象によって電源系と情報処理の最適化が可能になります。これまで多種多様な機
能が必要でなかなか進まなかった市場拡大が、プラットフォーム化により一気に進むこと
が期待されます。

Ωʔϫʔυ

低電力 IoTデバイス 生体埋め込みデバイス 環境発電素子 間欠駆動 センサーノード

͓໰͍
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科学技術創੒研究院 ະདྷ産業技術研究所 ℄田研究室
E�NBJM��UPLVEB!FF�F�UJUFDI�BD�KQ
63-��IUUQT���XXX�UPLVEB�MBC�FF�F�UJUFDI�BD�KQ�JOEFY�IUNM
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ίϯϐϡʔλʔͱಉ౳なࢠྔ
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౦ژཧՊ大学޻�学෦�ి޻ؾ学Պڭ�त�Տݪ�ଚ೭

技術֓ཁ
将来の量子コンピュータと同等な計算能力を有し、量子コンピュータと比較して２桁以上低
消費電力かつ低コストな人工知能処理用半導体LSIシステムです。既存半導体製造技術で
あるCMOSで実現することができ、用途に応じたスケーラブルな構成を取ることができま
す。また、独自技術の全結合方式により、低面積で実現します。そのため、低コストなシステ
ムを構成可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

社会の広い分野において組合せ最適化問題は存在し、研究レベルでは、大型装置での量子
コンピューターを使った求解システムの開発が盛んです。応用用途は、株価予想、金融ポー
トフォリオ最適化、交通量最適化などのシステムです。本技術は、これらの応用のシステム
を低コスト化かつ超低消費電力で実現可能です。

Ωʔϫʔυɹ

人工知能LSI イジング

͓໰͍
߹わͤઌ

東京理科大学 工学部電気工学科

ϑΣʔζڀݚ

ಉࣾࢤେֶ
I-07

௒Ի೾ʹΑΔখܕɾബܕՄมয఺Ϩϯζ

ಉࣾࢤ大学�ཧ޻学෦�ి޻ؾ学Պڭ�त�খࢁ�大հ

技術֓ཁ
超音波によって自身の形状や屈折率分布を変化することで、その焦点距離を制御可能な光
学レンズなどの光デバイスを紹介します。現在のスマートフォン等の携帯型電子デバイスに
搭載されるカメラモジュールではアクチュエータでレンズを動かすことによって焦点距離
を調整していますが、本レンズはこれらの機械的可動部が不要であるため、電子デバイス
の大幅な小型・薄型化が実現できます。また応答性の高い超音波を用いることにより、従来
技術の機械式レンズと比較して１桁程度早い時間応答が期待できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本レンズは機械的可動部を持たない単純構造であるため、少ない部品数で構成可能であ
り、高いロバスト性とコストダウンが期待できます。またレンズを非軸対称に変形させるこ
とにより手振れ補正機能を実現できます。小型、高耐震性、高速応答という本レンズの特長
は車載用カメラデバイスとして最適であり、カメラの焦点位置を３次元的に高速走査する
ことによって車輌周囲の実時間計測システムの開発に貢献できます。

Ωʔϫʔυɹ

レンズ スマートフォン 超音波 スキャナ 光計測 小型化 薄型化 レンズアレイ 手振れ補正
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リΤκンΦϑΟε
E�NBJM��KU�MJBJT!NBJM�EPTIJTIB�BD�KQ
63-��IUUQT���LJLPV�EPTIJTIB�BD�KQ�
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౦ܳ޻ژ大学޻�学෦޻�学Պిࢠిؾίーεڭ�त�ӽ஍�෱࿕

技術֓ཁ
本研究では、金や銀などの金属薄膜をITOなどの誘電体薄膜でサンドイッチした誘電体－
金属－誘電体積層構造を用いて、ガラスのように光学的に透明なアンテナを実現していま
す。本研究室で成膜したITO 300nm/Ag 5nm/ITO 30nmを用いた試作アンテナにおい
て、76.7 %の光学的透過率と81.4 %の放射効率が得られ、高い放射効率と高い光学的透
明性を両立できることを示しました。特に、得られた80%以上の放射効率は、携帯機器や
ウェアラブル機器に内蔵される小型アンテナと同等であり実用的です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本研究の成果によって、窓やガラス・めがねなどの透明なものに透明性を維持したまま、そ
して、壁・天井・ディスプレイ・自動車ボディなどに対しても外観に影響を及ぼすことなく、ア
ンテナを付加することが可能となります。このように、外観デザインと調和（デザインと機能
を両立）するなど、次世代の無線通信における新しい技術的可能性やデザイン親和性、付
加価値を提供することができます。

Ωʔϫʔυɹ

アンテナ 情報通信 透明導電膜 Indium tin oxide (ITO) Dielectric-metal-dielectric 
(DMD) メタマテリアル 第5・6世代移動通信（5G・6Ｇ）
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ԉ՝ࢧҭ研究ڭ
E�NBJM��FS�TVQQPSU!U�LPVHFJ�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�U�LPVHFJ�BD�KQ�

ϑΣʔζڀݚ

౦๺ۀ޻େֶ
I-08

ਓͷಈ࡞ΛϦΞϧλΠϜかͭ
ਫ਼౓ʹηϯγϯά͢Δٕज़ߴ

౦๺ۀ޻大学޻�学෦޻�学ڀݚՊ�ి޻ࢠిؾ学Պ�ి޻ࢠ学ઐڭ�߈त�ࣨࢁ�ਅಙ
໊৓大学�ཧ޻学෦�।ڭत�ാ�ྑ޾

技術֓ཁ
これまでのビジョンセンサやモーショングローブなどを用いた人の動きの取得では、接触
情報の取得ができず、さらにはプライバシーの問題、データ量の問題、設置容易性の問題な
どがあり、利用が広がっていません。我々はこれらの課題を解決し、接触情報、手や腕の動
作姿勢情報を高精度かつリアルタイムに取得します。これにより今まで利用ができなかっ
た分野への応用展開を行います。人の動作を体現する遠隔操作ロボット、訓練・技能伝承
用のスキルの見える化、VR技術への応用を考えています。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・人の動作を高速かつ正確に伝えることで、遠隔にて現場作業を行っているようなセンシン
グ技術を提供
・手の力加減や動きを正確に取得・蓄積することで、職人の技をデジタル化
・複数点の力や動きを取得することでVR空間上に次世代アバターを創出

Ωʔϫʔυɹ

分布型センシング 手の動き・力加減センシング センサ・プラットフォームLSI センサフュー
ジョン IoB(Internet of Behavior/Bodies)

͓໰͍
߹わͤઌ

東北業学 ஍Ҭ࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��SD�DFOUFS!UPIUFDI�BD�KQ
63-��IUUQT���XXX�UPIUFDI�BD�KQ�SD�DFOUFS�
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ฌཱݝݿ大学�大学Ӄ޻学ڀݚՊ�ిࢠ৘ใ޻学ઐ߈�।ڭतࢁ�ຊ�ਅҰ࿠
大ٕۀ࢈ࡕज़ڀݚॴ�࿨ઘηϯλー�੡඼৴པੑڀݚ෦�ओ೚ڀݚһ�ҏ౻�੝௨

Ωーύーࣜגձࣾ�ٕज़ຊ෦�ઐ໳෦௕ށ�઒�੪

技術֓ཁ
IoTや５Ｇなどの各種帯域で実用化が進む電波関連技術の中でも、ミリ波帯域はレーダな
ど情報量・速度が必要な用途に対応できるため現在非常に注目されています。EMC対策材
料として用いられる通常の電波吸収体は、背面に金属板を用いる構造（メタルバック）が主
ですが、軽量化、薄型化、製造工程簡素化、コスト削減などの理由で裏打ち金属板が無いこ
とが望まれます。上記課題を解決するために裏打ち金属板の有無が電波吸収作用に実質
的に関与せず、製造の容易なこれまでにはない新たなミリ波帯用電波吸収体を開発しまし
た。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本電波吸収体は、誘電体層と導電材層の2層構造から成る軽量・薄型、かつ設置場所に依存
しない構造である。ミリ波帯域では車両の中や電子機器の間などのｍｍオーダーの様々な
場所に設置して用いることを想定しており、社会に与える経済的な波及効果は非常に大き
い。

Ωʔϫʔυɹ

電波吸収体 ミリ波 メタルバック 反射特性 誘電体 導電材

͓໰͍
߹わͤઌ

兵庫県立大学 大学院工学研究科

同研究ऀڞ

同研究ऀڞ
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଎Ҡಈମʹ΋ૂ͍ΛఆΊͯߴ
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໋ཱؗ大学�ཧ޻学෦�ి޻ࢠిؾ学Պڭ�त�໺ࡔ�ल೭
ভೆ޻Պ大学޻�学෦ڭ�त�Ճอو�ಸ

ૣҴా大学װج�ཧ޻学෦ڭ�त�઒੢�఩໵

技術֓ཁ
移相器とは、フェーズドアレーアンテナシステムにおいて、ビーム方向を制御するキーデバ
イスです。一般に従来の移相器は、移相制御特性が線形でなく、位相を制御すると振幅も
変化するため、これを補正するデジタル演算またはメモリが必要でした。本技術は、疑似正
弦関数回路とベクトル変調器の融合により、任意の移相が可能で、高速切換・低消費電力・
高線形を両立する移相器の新回路アーキテクチャを採用し、デジタル補正なしに高精度な
移相制御が可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

Beyond 5G / 6Gシステムに向けて、高周波数帯において信頼性の高い無線リンクを確立
するために、任意の狙った方向にビームを形成するビームステアリング技術の適用が検討
されており、本技術は移動体を探す高速ビームスキャンや、高速移動体のビームトラッキン
グなどへの利用が期待できます。また、移動体へのワイヤレス給電や、サイバーフィジカルイ
ンフラへの展開も期待できます。

Ωʔϫʔυɹ

Beyond 5G・6G 無線 通信 移相器 フェーズドアレーアンテナ MIMO アナログ 回路 ビー
ムフォーミング ビームステアリング ワイヤレス 給電
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௕࡚大学޻�学ڀݚՊ�ిؾɾ৘ใՊ学෦໳�।ڭत�౻ຊ޹�จ

技術֓ཁ
モノポールアンテナの基本構造は、１/４波長の長さの直線アンテナ素子を１波長半径の円
板状接地板に直立させるものであるが、本アンテナ装置は接地板に周期的な空隙を設ける
ことで、放射利得を損なうことなく接地板の径を１/３程度にするものである。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

漁業の効率化や海洋の定点観測（海水温、海洋ゴミなど）のための通信機能を備えたス
マートブイは、沿岸基地局との通信に所定の利得強度が必要であるが、ブイの外径を出来
るだけ小さくしたいという要請がある。

Ωʔϫʔυɹ

モノポールアンテナ 小型 高利得

͓໰͍
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長崎大学 研究։ൃਪਐ機構 知తࡒ産室
5E-��	��
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ཾ୩大学�ઌ୺ཧ޻学෦�ిࢠ৘ใ௨৴՝ఔڭ�त�໦ଜ�ກ

技術֓ཁ
ＡＩは未来社会の中心となる技術ですが、現状は高機能なハードウェアで複雑長大なソフ
トウェアが実行され、巨大なサイズと膨大な電力が問題です。ニューロモーフィックシステ
ムは、脳の模倣でコンパクト化・低消費電力化が期待できますが、入力信号とシナプスの結
合係数の積和演算の方法が課題です。本技術は、アナログメモリスタとキャパシタの回路
の動的挙動を用いる積和回路でこの課題を解決するものです。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

現在の人工知能が普及すると、2050年には世界の全発電量の60%が人工知能に消費さ
れ、世界的なエネルギー問題となると言われています。また、将来的に1兆個を超えると言
われるIoTデバイスが集めるデータ量は膨大となり、IoTデバイスに人工知能を搭載しIoT
デバイスでデータを処理できるスマートIoTデバイスも必要とされます。本技術はこれらを
解決するニューロモーフィックシステムを提供するものです。

Ωʔϫʔυɹ

人工知能 ニューロモーフィックシステム 薄膜デバイス メムデバイス メモリスタ スパイキ
ング計算 積和回路
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ձ௡大学�ίϯϐϡーλཧ޻学෦�ίϯϐϡーλཧ޻学Պ�্ڃ।ڭत�౉෦�༗ོ

技術֓ཁ
本研究は、情報やプログラミングの学習・教育を支援するオンラインの学習支援システムに
関する技術です。学習の進捗状況を表示する技術とプログラムを自動採点・評価する技術
に関連します。ソースコードの正否やコンピュータリソースの利用状況等を提供する従来
技術に対し、それぞれ学習モチベーションや学習効率の向上を促す可視化方法、プログラ
ムの動作を可視化・性能評価しフィードバックする方法に特徴があります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

進捗表示システムに関するする技術は、学習支援の関連アプリケーションだけではなく、
ゲーム、健康管理など幅広い分野のアプリケーションへの応用が期待できます。また、プロ
グラムの採点方法に関する技術は、プログラミングや情報の教育を支援するサービスに広
く応用できます。

Ωʔϫʔυɹ

学習支援システム 可視化方法 プログラミング 情報教育
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公立大学法ਓ会津大学 اը࿈ܞ՝
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ώτͷߦಈΛηϯγϯά
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޷ࡾ�त�ງ઒ڭ�ࣨڀݚ大学�ιϑτ΢ΣΞ৘ใ学෦�ιϑτ΢ΣΞ৘ใ学Պ�ງ઒ཱݝखؠ

技術֓ཁ
①動画解析とセンシングデバイスを用いたマルチモーダル学習によるヒトの動作推定
360度カメラを用いた不明瞭な動画で動作推定が可能です。また、従来の課題である訓
練データ生成の自動化や個人識別モデルを開発しており、工場等での動作推定やIE手
法を取り入れた見える化を容易に行う技術です。
②ヒトの状態推定を用いたWebパーソナライズ技術
モバイル端末のブラウザで収集可能なセンサから、利用者の状態区間推定と動作推定
を行い、ヒトの状態に応じたWebコンテンツを提供する新しいサービスを生み出す基盤
技術です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

①工場、オフィス、介護施設等で働くヒトの行動分析に利用可能です。特に、行動分析で可
視化まではできているけど、見える化（課題解決）につながっていない場合は、ご相談く
ださい。
②ECサイトにおける利用者の状態に応じたレコメンドへの活用が可能です。また、利用者
の状態に併せた動的Webコンテンツ（レイアウトやコンテンツ生成）の生成にも活用可
能であり、新サービスの創出に活用可能です。

Ωʔϫʔυɹ

行動分析 人工知能 屋内測位 マルチモーダル学習 Web パーソナライズ センシング 工場 
見える化 動作推定 状態推定 可視化 EC レコメンデーション モバイル ガントチャート
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研究ɾ஍Ҭ࿈ܞ室
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ձ௡大学�ίϯϐϡーλཧ޻学෦�ίϯϐϡーλཧ޻学Պڭ�त�ᜊ౻׮�
ձ௡大学�ίϯϐϡーλཧ޻学෦�٬һڀݚһ�ઋ೾�ᠳޗ

技術֓ཁ
提案する野生動物警報装置、追跡装置共に、従来のトレイルカメラにはない、AI機能や警
報機能（音と光）を有しています。そのため、従来のクラウドでのAI処理と比較して、通信
量、サーバ使用量を抑えることができると共に、野生動物発見時に即時に警報が可能です。
また、両装置とも、電気がないところでの使用を想定し、ソーラーパネルとバッテリーで給
電を行います。深層学習モデルは今現在、クマやイノシシ、シカを含む10種の動物を検出す
ることが可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

利用例として、畑、家畜小屋、養蜂場における監視、森や河川から市街地への侵入の監視、
通学路や遊歩道の監視などが挙げられます。これら以外にも、装置でAI処理を行うため、
即応性が必要な状況や錯誤捕獲対策（捕獲対象外の動物の時に音や光を発報）、撃退装置
のトリガー（対象の動物か判断した上で撃退処理）などの利用も考えられます。

Ωʔϫʔυɹ

野生動物 獣害対策 人工知能 エッジAI IoT ラズベリーパイ
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公立大学法ਓ会津大学 اը࿈ܞ՝
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大ۀ޻ࡕ大学�৘ใՊ学෦�৘ใϝσΟΞ学Պڭ�त�Տ๺�ਅ޺

技術֓ཁ
ライトフィールド(光線空間：LF)技術は、新たな３Dセンシングや映像制作が可能であるた
め、様々な分野で活用が期待されています。従来のLFカメラでは、被写体からの光線を取
得する角度範囲が狭く（1～2度程度)、得られる３次元情報も少ないのが課題でした。今回
展示するLF３Dカメラは、被写体の空中像を形成し、レンズアレイを用いて光線情報を取得
します。これにより被写体からの光線を広い角度範囲（30度以上）で取得できるため応用
範囲が広がるとともに、裸眼３D映像のリアルタイム撮影や表示も可能となります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

ライトフィールド技術は、３D形状計測やAR/VR用任意視点映像、3Dモデルの生成、ア
ミューズメント、工業デザイン用CAD、化粧品開発等など幅広い産業分野で新しい応用展
開が可能です。

Ωʔϫʔυɹ

3次元映像 カメラ ライトフィールド 任意視点 AR VR 3Dモデル 3Dカメラ 3Dディスプレ
イ 3Dセンシング 空中像 形状計測 映像 立体 裸眼3D 質感 アミューズメント CAD 化粧品

͓໰͍
߹わͤઌ

学長室 研究ࢧԉ社会࿈ܞਪਐ՝
E�NBJM��PJU�LFOLZV!KPTIP�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�PJU�BD�KQ�KBQBOFTF�TBOHBLV�JOEFY�IUNM

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル・環
境

健
康・医
療

食
料・農
林
水
産

海
洋・宇
宙

情
報
通
信

イ
ン
フ
ラ・安
全・社
会
基
盤

C

F

O

I

S

H

060 大学見本市2023～イノベーション・ジャパン　大学等シーズ展示Ұཡ

大学等シーズ展示Ұཡ

J
S
T
･
そ
の
他
展
示

併
催
事
業



։ൃϑΣʔζ

۝भۀ޻େֶ
I-18

Δ͢ݮͷϓϩηεΛେ෯ʹ௿ޡࡨߦࢼ
ज़ٕ*"ࠪݕ؍֎

۝भۀ޻大学�大学Ӄ৘ใ޻学ڀݚӃ�஌ೳ৘ใ޻学ܥڀݚ�।ڭत�ಙӬ�Ѵক

技術֓ཁ
昨今、ディープラーニングに基づく外観検査AIが注目を集めている。しかし、製造現場では
AIの訓練に十分な数の不良サンプルの収集が困難である。さらに、検査業務では、検査工
程に応じて様々な異常が検出対象となるため、現在のAIであっても得意・不得意が生じて
しまいやすい。本技術は次の２点により、現場で迅速な対応が可能な使い勝手の良さに重
きを置いた外観検査AIを提供する。
①AIの訓練では良品画像のみを使用
②対象に応じた直下なアダプテーション機能により、訓練データの再構築やモデルの再開
発のコストを省略

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本技術は幅広い分野で応用可能であるが、300億円程と市場規模が大きく、今後数年で急
成長が見込まれる自動車部品や半導体等の工業製品の製造過程における外観検査業務
での活用が想定される。
検査業務自体は価値を生まないものである一方で、実際には２０‒３０％程度のコスト（人
件費）がかかっている状況。本技術の導入により、従来の人手による外観検査を自動化し、
空いた時間を別の工程に充て、生産性の向上に繋げる。

Ωʔϫʔυɹ

AI 画像処理 画像解析 ディープラーニング 外観検査AI 統計的機械学習 画像欠損補完 ベ
イズ最適化 異常検知 敵対的生成ネットワーク

͓໰͍
߹わͤઌ

研究اը՝
E�NBJM��LFO�TBOHBLV!KJNV�LZVUFDI�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�DDS�LZVUFDI�BD�KQ�
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त�ాத�फڭ�।ࣨڀݚ学Պ�ాத޻学෦�෺ཧ৘ใ޻ጯٛक़大学�ཧܚ
�関�༏໵ࢣߨՊ�ಛ೚ڀݚ学޻ጯٛक़大学�大学Ӄཧܚ

技術֓ཁ
近年、量子コンピューティングの研究開発が活発に進められています。量子コンピューティ
ングを効果的に活用するためには、従来のコンピューティング技術との融合が必要不可欠
となります。様々な分野における最適化においては、多数の試行錯誤を重ねる必要があり、
コストがかさむ原因の一つです。我々のグループでは、技術的発展が目覚ましいAIと量子
コンピューティング技術を組み合わせた新たな最適化方法（イジングマシンを用いたブ
ラックボックス最適化）を提案し、いくつかの具体的な課題に取り組んでいます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

入力（実験条件）を与えれば出力（得たい性能値）が、実験やシミュレーションで得られる
様々な場合に活用が可能であると考えられます。すでに知られた事例としては、熱放射特
性を高めるメタマテリアル設計、元素置換により光学特性を高める化合物設計、実験条件
最適化（実験計画法）などが挙げられます。

Ωʔϫʔυɹ

量子コンピュータ AI 機械学習 イジングマシン 量子アニーリング 最適化 量子計算

͓໰͍
߹わͤઌ

慶應義塾大学 理工学部 ෺理৘ใ工学科 田中फ研究室
E�NBJM��TIV�UBOBLB!BQQJ�LFJP�BD�KQ
63-��IUUQT���TIVUBOBLB�BQQJ�LFJP�BD�KQ�
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۝भۀ޻大学�ઌ୺ڀݚɾࣾ ձ࿈ܞຊ෦�χϡーϩϞϧϑΟοΫ"Iϋーυ΢ΣΞڀݚηϯλー�ॿా�ڭத�༔Ұ࿕
۝भۀ޻大学�大学Ӄੜ໋ମ޻学ڀݚՊڭ�त�ాݖ�޲

技術֓ཁ
現行のAIはクラウド指向で、学習に大量のデータを必要とし、大量の電力を消費すること
が前提で、リソースが限られるエッジでAI実装を行うには課題があります。そこで我々はレ
ザバーコンピューティング技術をベースとしたエッジのための低学習コストAIを開発して
います。本技術は画像認識タスク、音声認識タスク、触覚認識タスクにおいて既存のレザ
バーコンピューティングの性能を上回ります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・自動車やロボットなどの組込みシステム
・プライバシーを含むデータを取り扱うケース（エッジで処理を完結可能）
・現場特有のデータを取り扱うケース（少量データで学習可能）
・GPUを用いない低電力実装が可能で、低炭素社会実現に向けた貢献へ繋がる

Ωʔϫʔυɹ

人工知能 AI エッジ 組込み レザバー リザバー リザーバ reservoir 画像 音声

͓໰͍
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研究اը՝
E�NBJM��LFO�TBOHBLV!KJNV�LZVUFDI�BD�KQ
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ߦ⃻�৴ࢁ�तڭ�ࣨڀݚ⃻ࢁ�߈Պ学ઐڥՊ�։์؀ڀݚ学޻ጯٛक़大学�ཧܚ

技術֓ཁ
ロボットや宇宙機などの分散リアルタイム制御に必要な全ての機能を集積したマイクロプ
ロセッサであるResponsive Multithreaded Processor(RMTP)及びそのSoCとSiPやリ
アルタイム通信規格Responsive Linkなどの最先端の組込み技術に関する研究を紹介し
ます。リアルタイム処理/通信における時間制約を優先度に変換しハードウェアで処理する
ことにより10μsオーダのリアルタイム処理と100μsオーダのリアルタイム通信を実現して
います。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

RMTP SoC/SiPはあらゆる分散リアルタイムシステムに応用可能です。これにより、ロボッ
トなどの高精度制御、宇宙機/航空機/自動車などのディペンダブルな分散リアルタイム制
御、IoT機器やユビキタスシステム向けの組込み機器制御などを実現できます。

Ωʔϫʔυɹ

RMTP Responsive Link 組込み リアルタイム 実時間 SoC SiP CPU プロセッサ ネット
ワーク OS 宇宙機 ロボット

͓໰͍
߹わͤઌ

慶應義塾大学 山⃻研究室
E�NBJM��DPOUBDU!OZ�JDT�LFJP�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���OZ�JDT�LFJP�BD�KQ�
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�௚थాߴ�तڭ�学෦໳޻�ཧܥ෦ࣗવՊ学ڀݚҭڭ�஌大学ߴ

技術֓ཁ
コロナ禍において、非接触型空中ディスプレイが注目されています。しかし、空中に表示さ
れる映像は２Dです。また、従来の３D映像は、複数人が同時に様々な角度から眺めること
ができません。一方、レンズを用いずに、1台で任意の距離と形状を持った複数のスクリーン
に、焦点のあった３D映像を投影できるホログラフィックプロジェクタがあります。これを1
台用いて、目の前と奥行きの深いところに、複数の３D映像を空中表示することができま
す。さらに、これらの空中像を、複数人が同時に裸眼で様々な方向から眺めることもできま
す。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

インターネットを介した遠隔における３D情報コミュニケーションツール、デジタルサイ
ネージ、立体的なデザイン設計ツール、工業製品（エンジン等）のモデル教材、製造・組み立
て・修理等の教師情報としての利用、飛び出す絵本・図鑑、教育教材（オンライン教育、空間
認識力の育成）、病気のメカニズムの解明・創薬への活用（タンパク質の分子構造の時間的
な動きの３D表示）、医療用三次元映像装置（手術シミュレーション等）

Ωʔϫʔυɹ

空中ディスプレイ 三次元映像 ホログラフィ ホログラフィックプロジェクタ プロジェクタ 
遠隔コミュニケーション オンライン テレワーク デジタルサイネージ リアルタイム処理 光
学装置 小型化

͓໰͍
߹わͤઌ

高知大学 研究国際部 ஍Ҭ࿈ܞ՝ 産学׭ຽ࿈ܞਪਐ܎
E�NBJM��LU��!LPDIJ�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
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�పݪ܀�तڭ�ࣨڀݚ学޻�ը૾৘ใ߈�৘ใͱϝσΟΞઐ܈Պ大学�৘ใ学޻஌ߴ

技術֓ཁ
RGBカメラで検出精度の向上を実現するため、RGBカメラの前に光学フィルタを配置し、識
別に有用な波長を選択する深層学習ネットワーク構造を構築し、光学フィルタと認識用AI
を学習によって同時に設計することに成功しました。さらに光学フィルタ波長透過特性の
入射角依存性による画像の中心と端のフィルタ特性の変化を抑制する設計を実現し、市販
のカメラレンズで使いやすくしました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

医薬品の鑑査システムなどハイパースペクトル画像が有効な領域でコスト圧縮を図りたい
業界での活用が期待できます。

Ωʔϫʔυɹ

人工知能 AI・深層学習 計算光学 光学フィルタ 色素 多層膜フィルタ

͓໰͍
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研究࿈ܞ部 社会࿈ܞ՝
E�NBJM��PSH!NM�LPDIJ�UFDI�BD�KQ
5E-��	��
����������
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त�Ґ໺໦�ສཬڭ�学Ӄ大学�৘ใ学෦�ίϯϐϡーλՊ学Պ޻

技術֓ཁ
膨大で専門的内容を含む技術文書の要約情報を自動生成します。また、ChatGPT等の大
規模言語モデルと連携した対象文書の概要の自動生成結果に基づき、文書の構造や頁間
の類似性からなる記述状況を自動的に可視化します。さらに、大規模言語モデルの違いに
よらず文書の記述状況を自動的に把握するための汎用アーキテクチャを提供します。これ
らの特徴により、技術変化の激しい自然言語処理ＡＩ技術を合理的に活用し、大規模かつ
高度な内容の技術文書の理解を高速化し、イノベーションに向けた新たなアイデア発見に
貢献します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・ChatGPTなどの大規模言語モデルを用いた技術文書に係る新たな業務効率化方法の提
案
・要求仕様書の理解支援の高速化と基本設計開始の早期化
・デジタルトランスフォーメーションの実現に向けたアイデア創出の加速化に向けての、膨
大な量のレガシーシステム関連技術文書の分析と理解の高速化

Ωʔϫʔυɹ

自然言語処理 人工知能 大規模言語モデル 自動要約 文書の可視化 業務効率化 要求工学

͓໰͍
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工学院大学 産学࿈ܞ室
E�NBJM��TBOHBLV!TD�LPHBLVJO�BD�KQ
5E-��	��
����������
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技術֓ཁ
本技術は、認知機能に関する室内環境データや生理反応・動きに関するデータを収集し、
非接触型環境センサデータと心的状態との関係をビッグデータ解析し、室内環境と心的状
態の関係を解析することによって、非接触型環境センサデータを用いて心的状態を把握す
るというものです。客観的かつ非侵襲的に心的状態を推定できる点、室内環境と心的状態
の関係を把握できる点の2点が本技術の強みとなっています。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

認知機能に関する室内環境を測定する非接触型環境センサを用いて、その部屋で仕事や
勉強をしている人の情動状態を推定・予測し、環境と情動状態との関係を見える化・把握す
ることによって、個人個人がストレスフリーで作業しやすい環境を提供するシステムやサー
ビスに展開できると期待できる。また、本システムを車に搭載することによって、ストレスや
疲れによる危険運転や居眠り運転を未然に防ぐシステムの提供が期待できる。

Ωʔϫʔυɹ

IoT （Internet of Things） 感情推定 環境センシング 機械学習 

͓໰͍
߹わͤઌ

千葉大学 ৘ใઓུ機構
E�NBJM��LNS!GBDVMUZ�DIJCB�V�KQ
63-��IUUQT���SFTFBSDINBQ�KQ�O@LPNVSP
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ಸྑઌ୺Պ学ٕज़大学Ӄ大学�ઌ୺Պ学ٕज़ڀݚՊܥ�৘ใՊ学ྖҬڭ�त�தౡ߁�඙

技術֓ཁ
メニコア型CPUやコアレシング型GPGPUは、演算コアがデータ取得の主導権を有し、ベス
トエフォートにより主記憶へデータを取りに行く、ノイマン型アーキテクチャです。そして、
性能を支える豪華なメモリバスは、本質的に、チップレット化に不向きです。一方、IMAX3
は演算コアをスレーブとすることで、演算効率を大幅に改善しています。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

エッジコンピューティング、サーバ等、AIやBCを含む汎用計算基盤への組み込み。

Ωʔϫʔυɹ

人工知能 ブロックチェイン 汎用アクセラレータ CGRA シストリックアレイ マルチレベル
パイプライニング

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ਪਐ機構 産׭学࿈ܞਪਐ部門
E�NBJM��JQ��G!JQ�OBJTU�KQ
5E-��	��
����������
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技術֓ཁ
人間は、相手の話し声や態度から「イライラしているな」とか「落ち込んでいるな」などの心
の状態を推測することができます。同様に機械学習を使って、声や態度から心理状態を推
定する手法がこれまでに提案されています。
今回の出展では、「抑うつの程度を表す指標（BDIスコア）を音声から推定する技術」と「オ
ンデマンド授業を受講している学生が学習に集中している度合を頭と腕の動きから推定
する技術」について紹介します。さらに、「口調に含まれる話者感情を考慮して対話できる音
声対話システム」についても紹介します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・うつ状態の程度まで推定できることで、状態に合った細かな対応が可能となる。また、時
間経過による状態の改善や悪化についても把握しやすくなる
・オンデマンド授業やオンライン会議において参加者の集中度を把握できることで、相手
の状態に合わせた講義や説明が可能となる
・字面に表れないユーザの心理状態を考慮したコミュニケーションが可能となる

Ωʔϫʔυɹ

音声 音響分析 機械学習 抑うつ度推定 Beck Depression Inventory(BDI) 学習エン
ゲージメント推定 感情推定 音声対話システム
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広島市立大学 社会࿈ܞηンλʔ
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ஜ೾大学�シεςϜ৘ใܥ�৘ใ޻学Ҭ�।ڭतࡍࢁ��৳Ұ

技術֓ཁ
ビッグデータ、AIの時代の到来に伴いデータ量の爆発に対応する新たな策が必要になって
います。特に現代ではセンサや映像といった切れ目のないデータストリームを扱うことが
必要になっています。本技術ASE Codingは、データストリームの局所のデータエントロ
ピーをリアルタイムに把握し、最少のビット数にロスレス圧縮する新技術です。コンパクト
にハードウェア化が可能で、低遅延を要求する超高速伝送路にも適用できる新しいデータ
圧縮技術です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・ストレージのゼロディレイでのコンパクト化
・品質検査等での不良センシングの高速化による歩留まりの向上
・ネットワークやLSIの高速データ伝送路への適用による低消費電力化
・ロスレス画像伝送による人工知能技術の精度向上

Ωʔϫʔυɹ

ストリームデータ圧縮 ロスレス圧縮 人工知能 IoT 組込ハード 組込ソフト ビッグデータ 
半導体デバイス エッジデバイス
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筑波大学 産学࿈ܞ部産学࿈اܞը՝
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技術֓ཁ
手首や指先に脈波センサを装着した人の腕を、本人もしくは他人が握ることによって腕に
流れる血流をコントロールし、血流のパターンを用いてスマートウォッチへの入力やゲーム
の操作を行うことができる技術です。このような生体情報を体内で制御して機器への入力
方式として使用する例はこれまでに存在せず新規性を有しています。また、脈波センサは
市販のウェアラブル機器の多くに搭載されており、特殊なハードウェアを必要としないこ
とから、より身近なシーンでの活用が可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

脈波センサを搭載した家庭用小型ゲーム機のようなコンソールを手に持って、腕自体をコ
ントローラとして使うことができるため、新たな体験が生まれます。また、スマートウォッチ
に搭載された脈波センサを利用すると、スマートウォッチの小さな盤面を触らなくても、簡
単な操作であれば上腕を握るだけで可能となるため、健康管理意識の高まりを追い風に市
場が急拡大しているスマートウォッチ市場での新たな機能搭載が期待できます。

Ωʔϫʔυɹ

ウェアラブル 生体情報 センサー インタラクション IoT
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#,$リαʔνΦϑΟε
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技術֓ཁ
人は、単に言葉だけでなく、うなずきや身振りなど身体リズムを共有して、互いに引き込む
ことでコミュニケーションを円滑に進めています。本システム・技術は、うなずきや身体動
作の引き込み反応を発話音声から自動生成する本質的な身体的コミュニケーション支援
技術です。キャラクタやロボットなどのメディアに導入することで、ユーザに一体感とともに
自然な発話やインタラクション促進効果、ユーザの語り掛けに対するかかわりが実感でき
るシステム構築に不可欠です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本システム・技術は、人とかかわるロボット・玩具、メディアコンテンツ、e-Learningやゲー
ムソフト等に導入・実用化されており、教育・看護・福祉・エンタテインメントなど広範囲な
応用が容易に可能である。身体的引き込みによる一体感や共有感は、幸せな気持ちや安心
感を支えるもので、メタバースやSociety 5.0における人がつながるヒューマンインタフェー
スの要である。

Ωʔϫʔυɹ

ヒューマンインタフェース コミュニケーション インタラクション メタバース ロボティクス 
ヘルスケア ゲーム 学習支援 コンテンツ 玩具 メディア 教育 エンタテインメント Society 
5.0
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関੢大学�૯߹৘ใ学෦�૯߹৘ใ学Պ�ώϡーϚϯɾϩϘοτɾΠϯλϥΫシϣϯࣨڀݚ�।ڭत�੉ౡ�٢༟

技術֓ཁ
本技術は、対面コミュニケーションあるいはオンラインコミュニケーションにおける盛り上
がり等の雰囲気を推定することができます。具体的にはコミュニケーション空間を仮想的
な温度空間として関連付け、話し手の音声のON-OFF情報を入力として温度空間内の対
流伝達に基づく空間内の温度変化をリアルタイムに算出し、雰囲気を把握することができ
ます。従来技術は利用者の表情や音量から雰囲気推定を行っていましたが、本技術は音声
のON-OFF情報のみから推定できるため、カメラやマイクの位置・角度等の物理環境に依
存しません。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

職場におけるストレス状態把握等のメンタルヘルスケアやオンラインカウンセリング、会議
におけるファシリテーションサービス、飲食店での雰囲気調査や授業等における学習雰囲
気等、対面・オンラインを問わずあらゆるコミュニケーションシーンでの利活用が可能で
す。とくに、本技術は利用言語に依存せず、誰もが利用できることから、サービス市場への
導入が期待され、2026年には40兆円規模に急成長すると予想されています。

Ωʔϫʔυɹ

雰囲気 空気感 音声 人工知能 エージェント インタラクション コミュニケーション インタ
フェース
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技術֓ཁ
IoTデバイスの活用のために、ニューラルネットワーク（NN）アクセラレータの小型化、低消
費電力化が求められています。しかし、従来の低ビット量子化技術だけでは今以上の小型
化は困難です。そこで、我々は積和演算を比較演算に置換し、低ビット量子化されたNNの
計算を近似することで、従来よりも小型で低消費電力なアクセラレータを実現する技術を
開発しました。更に、本技術を応用することで、高効率な耐故障NNを実現することができ、
従来よりも少ない面積の増加でシステムの信頼性を向上することができます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

回路は経年劣化によりトランジスタの遅延が増加するなど、動作不良を引き起こす可能性
があります。ロボット、自動運転、医療機器などの高い安全性が求められるシステムを長期
的に運用する場合には、故障を検知しシステムを安全に停止するなどの対応が重要となり
ます。大きな市場を有する上記分野において提案技術を適用することで、コストの面で耐
故障化が難しかった様々なAIシステムの信頼性向上に貢献できると期待しています。

Ωʔϫʔυɹ

人工知能 AI 機械学習 画像認識 量子化 近似計算 小型化 軽量化 低消費電力化 耐故障化 
信頼性 ニューラルネットワーク ハードウェア故障 一時故障 回路 アクセラレータ
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۝भۀ࢈大学�ཧ޻学෦�機ց޻学Պڭ�त�௽ా�࿨׮
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技術֓ཁ
ねじ画像データを独自の方法で色情報数値データに変換し、さらに高速フーリエ変換
（FFT）して周波数特性として再描画した結果を機械学習に用いる画像データとすること
で、従来の研究で問題となっていたキズの位置や形状の変化による誤判定を回避した学習
モデルを作成できるため、異常検出精度の向上が期待される。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本研究で取り組んでいる物品の異常検出は、工業製品のみならずアパレル製品や食料品な
どの検品作業の自動化への応用展開が期待される。また、本研究の基礎技術である画像処
理方法およびAI異常検出方法は、病巣撮影した医療画像や心電図・脳波・筋電図などの生
体信号による病気の早期発見にも応用可能である。

Ωʔϫʔυɹ

人工知能 検品作業 異常検出
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産学࿈ࢧܞԉ室
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技術֓ཁ
遠隔操作システムによる「身体拡張」に関して多くの研究がなされていますが、通信遅延に
よる制御系の安定化ならびに安全性の確保が課題となっています。本技術はこの課題解
決のため、AIをフィードバックループに含む多重構造の制御系を構成しています。具体的に
は、外部環境との物理的な相互作用を行うローカルサイドにおいて、安定な接触動作を担
保する力制御を基本とし、AIにより適切な動作修正を図る制御系を構成しています。その
ため、ロボットハンドの遠隔操作時の安全性向上と適切な動作遂行の両立が可能になりま
す。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

ネットワークを介して人の身体性を拡張する遠隔操作型ロボットは超高齢社会を迎えた我
が国においてますます増えてくるものと予想されます。特に、実アプリケーションとしてはロ
ボットハンドを利用した遠隔や在宅でのリハビリテーションなど、スマート医療の実現が
期待されています。ものづくり分野への適用も可能であり、遠隔でのモニタリングやメンテ
ナンス作業などスマートファクトリーの実現にも貢献します。

Ωʔϫʔυɹ

ロボット ロボットハンド 人工知能 AI ヒューマンインタフェース 遠隔操作 身体拡張 制御 
安全
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技術֓ཁ
近年、現実に代わりリアルなＶＲ環境で人の多様な活動を訓練する需要が増えています。
VR環境では、ユーザの身体や目線の動き、喋る内容等を瞬時に解析できるため、現在の問
題点を即座に伝えることが可能です。しかし、訓練に一杯一杯な時に伝えられたり、何度も
同じ指摘をされると、ユーザは逆に混乱したりやる気をなくします。そこで我々は、ユーザの
内的な状態を推定し、ちょうどよいタイミングで問題点を指摘する「思いやりをもった」シ
ステムを開発しています。本展示では、プレゼンテーションの訓練を例にこの技術を実演し
ます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

訓練の継続には、ユーザに嫌な思いをさせないことが重要です。提案技術は、展示例に留ま
らず、外科医の手術訓練、身体機能リハビリテーション、工業作業の組み立て訓練、各種ス
ポーツ訓練、社会スキル訓練等、システムがユーザの問題点や改善方法を提示する様々な
訓練に応用可能です。さらに、VRに関わらず、モニタ、スマホ等、他のデバイスにも転用可能
であり、多様な訓練においてその継続や技能獲得促進効果が期待されます。

Ωʔϫʔυɹ

バーチャルリアリティ VR トレーニング 訓練 フィードバック AI
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技術֓ཁ
既存のロボットハンドは硬く冷たいものがほとんどです。我々は人との身体接触を想定し、
人間の手の触感の再現を目指しています。そのためには、スリムな骨格に自然で多様な指
の動きを再現する機能を組み込む必要があり、それによって体温を再現するヒータや柔軟
な皮膚素材の取り付けが可能になります。そこで、1)指の屈曲伸展順序を規定し、自然な指
の動きを再現する関節構造、2)MP関節や親指のCM関節のような2軸の動きを1つのアク
チュエータで再現する関節構造、3)人から握られた際に柔軟に変形するCM関節構造を開
発しました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

情報通信、エンターテイメントの分野においては、遠隔地にいる人や仮想空間のキャラクタ
と触れ合うシステムに活用できます。例えば、相手を表示するディスプレイに我々のロボッ
トハンドを取り付けて握手を可能にするシステムを開発し、既にVTuberとの握手会で使用
しました。また、介護福祉分野においては、人と触れ合うことで安心感を与える介護・看護ロ
ボットや、身体接触のための義手の開発に活用できる可能性があります。

Ωʔϫʔυɹ

ロボットハンド 身体接触 触覚 ソーシャルタッチ 握手 遠隔コミュニケーション テレプレゼ
ンス ビデオ通話 メタバース 仮想空間 HMD VR アバター

͓໰͍
߹わͤઌ

産学公࿈ܞਪਐηンλʔ
E�NBJM��DPSD!LJU�BD�KQ
63-��IUUQ���XXX�JJ�JT�LJU�BD�KQ�
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ಸྑઌ୺Պ学ٕज़大学Ӄ大学�ઌ୺Պ学ٕज़ڀݚՊ�৘ใՊ学ྖҬ�ϢϏΩλείϯϐϡーςΟϯάシεςϜࣨڀݚ�ॿڭ�দా�༟و

技術֓ཁ
AbaCaaSはそろばん学習支援のためのICTソリューションです。
画像認識を用いた高精度なそろばん盤面認識システムと、テーブルトップインタフェースを
用いた情報提示システムから構成され、学習者のそろばん操作の状況に合わせたリアルタ
イムな学習指導を実現します。従来技術とは異なり、市販のそろばんをそのまま利用するこ
とができることから既存のそろばん学習者も利用しやすいものとなっています。また、本技
術をスマートグラスに実装することで、盤面認識・情報提示を全てモバイルで実現すること
が可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

既存のそろばん教室で活用することによって指導の効率化が見込めるほか、学習者の計算
過程を記録できることから指導者による指導の品質向上が期待できます。また、海外にお
いてそろばん指導者が不足していることから、本技術を活用した新たな形態でのそろばん
教室を展開できる可能性があります。その他、従来の問題を解くことによる学習方法以外
のアプローチ（ゲーム性を取り入れた教材など）を実現できると考えられます。

Ωʔϫʔυɹ

学習 学習支援 エデュケーション IoT AI 人工知能 機械学習 深層学習 画像認識 そろばん 
算盤 珠算 ユビキタス データ センサー 情報 情報科学 研究 大学 大学院

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ਪਐ機構 産׭学࿈ܞਪਐ部門
E�NBJM��JQ��G!JQ�OBJTU�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�OBJTU�KQ�TBOLBO�JOEFY�IUNM
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技術֓ཁ
曲面状の製品または表面に曲面を持つ製品の形を制御したいと考えた時、形を変えるアク
チュエータを単に敷き詰めればよいとは限りません。リアルタイムな制御の実現には、形を
表現する変数ができる限り少なく、自分の形を容易に推定できることが重要です。本研究
室では、ロボット工学で知られる区分的に曲率一定な曲線モデルから着想を得て、独自の
曲面モデルを2022年に考案し、いくつかのロボットを具現化しました。事前に形状をプロ
グラミングする技術ではなく、汎用的に、幅広い形状を単体で実現する技術です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

スマートフォンが情報を記録・参照する製品を一つに集約したように、形を記録・参照する
デバイスの発明が今後日常を大きく変革する一つであると予想されます。建築、衣服、玩具
など曲面を表面に持つ製品は我々の身近にありふれており、人もしくはその時の気分に合
わせて変形する、という機能がそれらに備わる未来が考えられます。製品のサイズに関係
なく、制御する際の核となる問題に本技術が貢献できると期待されます。

Ωʔϫʔυɹ

ロボット Virtual Reality 建築 衣服 医療ロボット 曲面形状ロボット 形の制御 曲面 微分
幾何学 離散微分幾何学 モーフィング技術 4Dプリンティング技術

͓໰͍
߹わͤઌ

信州大学 繊維学部 機ցɾϩϘοτ学科 岩本 ݑହ
E�NBJM��JXBNPUP!TIJOTIV�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�pCFS�TIJOTIV�V�BD�KQ�JXBNPUP�
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౦ژ೶޻大学�大学Ӄ޻学ڀݚӃ�ઌ୺ిࢠిؾ෦໳�।ڭत�ு�ѥ
౦ژ大学�ੜٕ࢈ज़ڀݚॴڭ�त�ฏ઒�Ұ඙

技術֓ཁ
テラヘルツ・赤外領域の計測技術は、基礎科学、医学・薬学、安全・安心など様々な分野への
応用が注目されている。微小電気機械システム（MEMS）共振器構造を用いた新原理の光
センサを開発した。焦電検出器の約100倍も速いものであるため、コンパクトで高速なテラ
ヘルツ・赤外計測に適している。
また、微分干渉顕微鏡を用いた振動解析装置を開発した。MEMSだけではなく、生物試料
など微小構造の振動解析に用いられる。また、測定レンジが広いにもかかわらず短時間で
簡単に解析でき、大幅な工数削減にも寄与する。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

MEMSセンサ：従来の焦電検出器を置き換え、FTIRなどの赤外分光装置に応用すること
により、計測時間を格段に短縮できる。さらに、素子のアレー化が進めば、高速イメージン
グ、夜間走行支援、なども重要な応用となり得る。
振動解析装置：2兆円の市場規模を有するMEMSデバイスの研究と生産に応用する。例え
ば実験室でMEMSデバイスの研究と開発、MEMS製造ラインの品質管理、MEMS使用現
場の故障解析など。

Ωʔϫʔυɹ

テラヘルツ 赤外 センサ 検出器 振動 振動解析 微分干渉顕微鏡 ストロボ

͓໰͍
߹わͤઌ

先端産学࿈ܞ研究ਪਐηンλʔ
E�NBJM��TVJTIJO!NM�UVBU�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�SE�UVBU�BD�KQ�VSBD�
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ࣳӜۀ޻大学޻�学෦�ి޻ؾ学Պ�।ڭत�ॏफؽ޺�

技術֓ཁ
プリンタから印刷された紙が、溶液と物理化学反応を起こすことによって自律的に構造形
成する。折り紙の手法を用いることで平面材料に様々な機能を持たせることが可能であ
り、３次元立体構造を直感的かつ迅速に作製できる。外部からのエネルギー入力を必要と
せず自在に構造・電気機能を印刷できるできる事が特徴であり、更に、任意の場所とタイミ
ングで自律構造形成する技術。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

スマート折紙緩衝材として、運輸業界全般に適用できるのではと考えている。また、介護・
医療用生体計測を睨んで安価なウェアラブルセンサへの活用を考えている。

Ωʔϫʔυɹ

ソフトロボット IoT センサ 折紙構造 折紙デバイス 機能性材料 グリーンデバイス 低コス
ト

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ਪਐ室 研究اը՝
E�NBJM��TBOHBLV!PX�TIJCBVSB�JU�BD�KQ
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෱Ԭ大学�ཧ学෦�෺ཧՊ学Պڭ�तࢁ�ຊ�大ี

技術֓ཁ
本技術は、カンチレバーに取り付けられた針を試料に近づけて試料の形を見る、原子間力
顕微鏡測定法に関する技術です。従来の技術ではカンチレバーの振動など力学的な挙動
を検出し探針と試料との間の距離をフィードバック制御することで測定します。本技術で
は、カンチレバーの熱的な挙動である熱揺らぎの大きさを制御することで試料に与えるダ
メージを大幅に低減し、タンパク質など壊れやすい試料の表面構造を非常に弱い力で観察
することが可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

非破壊で観察できるため、これまで観察できなかった脆弱なタンパク質などの構造を高精
度で測定することができます。本技術は熱揺らぎ検出器を従来の原子間力顕微鏡に組み
込むだけで動作させることができます。したがって、従来装置にオプションとして組み込む
ことができ、研究や検査において原子間力顕微鏡を必要とする幅広い市場のニーズにこた
えることができると期待されます。

Ωʔϫʔυɹ

原子間力顕微鏡 計測 非侵襲

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ਪਐ部 産学׭࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��TBODIJ!BEN�GVLVPLB�V�BD�KQ
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ळా大学�大学Ӄཧ޻学ڀݚՊ�਺ཧɾి त�ᴡ౻�४ڭ�学ίーε޻ࢠిؾి�߈৘ใ学ઐࢠిؾ
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技術֓ཁ
永久磁石等の強磁場発生試料の磁気力顕微鏡観察に、従来のハード磁性探針を用いると
走査時に磁化方向が変化し、高空間分解能での観察が困難となります。本技術は、新規に
強磁場下でも磁化が飽和せずに交流磁場印加により周期的に変化する超常磁性探針を用
いて、試料からの直流磁場勾配の高空間分解能観察を実現します。本探針を、試料表面近
傍での観察が可能な交番磁気力顕微鏡に用いることで、磁場計測方向が固定された高再
現性・信頼性の観察が可能となり、大気雰囲気においても世界最高水準の空間分解能10 
nm以下が得られます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本技術の活用により、高性能永久磁石等の強い直流磁場を発生する磁性材料・磁気デバイ
スに対して、磁区構造等の空間不均一性を反映する磁場において、nmオーダーでの再現
性に優れる観察・解析が可能になることで、研究開発への貢献が期待される。本技術の市
販の磁気力顕微鏡への拡張は容易であることから、磁気力顕微鏡市場全般で高空間分解
能や高信頼性を求めるユーザーに対して本技術は有用となる。

Ωʔϫʔυɹ

磁気力顕微鏡 磁気力顕微鏡探針 磁気イメージング 高空間分解能 強磁場 永久磁石

͓໰͍
߹わͤઌ

同研究ऀڞ

秋田大学 産学࿈ܞਪਐ機構
E�NBJM��TUB⒎!DSD�BLJUB�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
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ࣗવՊ学ڀݚ機֩�ߏ༥߹Պ学ڀݚॴڀݚ�෦�Ґ૬ۭؒཚྲྀϢχοτ�।ڭत�੢Ӝ�ਖ਼थ

技術֓ཁ
前回のイノベーションジャパンの出展から、製作精度、応用例、特許取得、国際特許出願の
進展がありました。
GHz帯域で発生した特定の周波数ノイズを狭帯域・高減衰で除去し、信号を広帯域・低損
失で利用できる高性能GHzノッチフィルタを提供します。従来のノッチフィルタに本技術
を導入することにより、導波管の規格帯域を超えたノイズが除去可能になり、高性能高周
波回路システムの構築を可能にします。その際に必要な設計、電磁界シミュレーション、微
細加工、電磁界計測、評価手法に関して総合的な技術シーズが含まれます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

5G基地局。高出力電磁波の除去。バンドパスフィルタ、ローパスフィルタ、ハイパスフィルタ
特性の大幅な改善。

Ωʔϫʔυɹ

ミリ波 フィルタ ノイズ レーダー 核融合 プラズマ 計測 センシング

͓໰͍
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自然科学研究機構 核融合科学研究所 ؅理部研究ࢧԉ՝
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技術֓ཁ
粒子径が数nm～100nmの金ナノ粒子をマイクロチューブ状に集積させ、長さ数ミリ～数
センチまで伸長させる作製法を発明しました。その構造は容易に取り出すことができ、また
乾燥後の構造も比較的安定です。本作製法は、金ナノ粒子含有量1mg以下の水分散液中で
行う添加剤が極めて少ない手法であるため、金ナノ粒子の優れた各種機能を損なわず、特
異な集積構造を形成可能と考えています。出展時には、実サンプルや電子顕微鏡画像、集
積構造の形成メカニズムや構造解析について、詳細に発表する予定です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

優れた導電性を持つナノ・マイクロチューブは近年、各種バッテリーの電極をはじめMEMS
分野で欠かせない材料になりつつある。本手法で作製するミリ～センチスケールのナノ粒
子集積構造は内部が空洞で軽量でありつつも、導電性あるいはセンシング能に優れた金ナ
ノ粒子が階層的にチューブ状に積層した構造である。したがって、従来の金属ナノ材料に置
き換わる高い性能の発現が期待できる。

Ωʔϫʔυɹ

金ナノ粒子 MEMS バッテリー エレクトロニクス ナノワイヤ グリーン合成 ナノ材料

͓໰͍
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山口大学 産学公࿈ܞɾ研究ਪਐηンλʔ
E�NBJM��ZVJD!ZBNBHVDIJ�V�BD�KQ
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技術֓ཁ
検光子を回転させること無く、高い角度分解能で、多波長に亘って偏光状態を検出可能な
「光学センサー」について紹介します。偏光と分光の情報が、エリアセンサーによってワン
ショットで検出されるため、多くの情報を高速に取得でき、新たな用途への展開が期待さ
れます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

発光素子の偏光状態の高速検査や、旋光度スペクトルおよびそのダイナミクスの高速測定
等の用途が期待されます。また、近赤外領域もカバーしている為、樹脂材料の評価等の用
途も期待されます。

Ωʔϫʔυɹ

偏光測定 分光測定 旋光度 スペクトルメータ

͓໰͍
߹わͤઌ

ϙετ-&%ϑΥτχΫε研究所ࣄ຿室
E�NBJM��QPTUMFE!UPLVTIJNB�V�BD�KQ
63-��IUUQT���XXX�QMFE�UPLVTIJNB�V�BD�KQ�
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ϑΣʔζڀݚ

ࣨའۀ޻େֶ
I-46

৽ֶ͍࣓͠ޫؾσόΠεΛ࣮͢ݱΔ
ॊらかな࣓ੑϚςϦΞϧ

ࣨའۀ޻大学�大学Ӄ޻学ڀݚՊڥ�؀૑ੜ޻学ܥઐڭ�߈त�൧৿�ढ़จ

技術֓ཁ
光アイソレータ等の磁気光学デバイスに用いられるファラデー回転子として、一般に結晶
の固体材料が用いられています。しかしファラデー回転子の形状を調整するには結晶材料
自体を加工する必要があり、形状調整は容易ではありません。またハイパワーレーザー光
向け磁気光学デバイスでは、デバイスの温度上昇と放熱が問題となっています。本展示で
紹介する磁気光学効果を示す液体材料を利用すると、液体収容部の形状を変えることで
デバイス全体の形状を自在に変更でき、対流を利用した放熱も容易になり、従来技術に対
して優位性があります。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本展示の液体材料の想定される活用事例として、光アイソレーターなど各種磁気光学デバ
イスが挙げられます。光アイソレータは、光通信向け、およびハイパワーレーザー光源を用
いた励起光向けの2つの用途に分類されます。世界の市場規模は、2027年までに7億米ド
ルを超えると予測されています。ハイパワー光用は発熱が大きく、従来技術では問題に
なっています。本発明により、耐久性と放熱性に優れたデバイスへの道が開けます。

Ωʔϫʔυɹ

イオン液体 ファラデー効果 磁性 MOKE ファラデー回転子

͓໰͍
߹わͤઌ

.0/0ͮ Γ͘Έら͍ڞ創機構
E�NBJM��DSE!NNN�NVSPSBO�JU�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���NVSPSBO�JU�BD�KQ�

ϑΣʔζڀݚ

Պେֶ޻஌ߴ
I-47

ϑϨΩγϒϧな
େ໘ੵίώʔϨϯτޫݯͷ։ൃ

त�ྛ�ਖ਼ଠ࿠ڭ�।ࣨڀݚԽ学ࢠ෼ߴ�機ೳੑ߈�機ೳԽ学ઐ܈学޻Պ大学�ཧ޻஌ߴ
�দඌ�ঊڭ�ॿ܈学޻Պ大学�ཧ޻஌ߴ

技術֓ཁ
シリカマイクロ球体に蛍光生分子を吸着することでWGM共振器を実現しました。これを
柔軟な基盤に塗布することで、フレキシブルな大面積コヒーレント光源が実現できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

このコヒーレント光源を用いれば、高出力の小型 RGB光源が実現できるためレーザディス
プレイをはじめ、光ディスク装置等各種の光学装置への応用が可能となります。また、化学
種との親和性を利用した検出器への応用が期待できます。

Ωʔϫʔυɹ

有機無機ハイブリッド 光共振器 球体 発光 センサー

͓໰͍
߹わͤઌ

研究࿈ܞ部 社会࿈ܞ՝
E�NBJM��PSH!NM�LPDIJ�UFDI�BD�KQ
5E-��	��
����������

同研究ऀڞ

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

ಙౡେֶ
I-45

ʂ͍ڧʹԹ౓มԽڥ؀
Թ౓υϦϑτิঈܕϑΝΠόʔɾηϯγϯά

ಙౡ大学�ϙετ-EDϑΥτχΫεڀݚॴ�大学Ӄཧ޻学ઐ߈�૑੒Պ学ڀݚՊڀݚߴ࠷�੹೚ ɾऀڭत�҆Ҫ�෢࢙
ಙౡ大学�ϙετ-EDϑΥτχΫεڀݚॴ�।ڭत�ೆ઒�ৎ෉

技術֓ཁ
光ファイバー内でのマルチモード干渉を利用して、ファイバーコア周辺の屈折率変化を検出
するファイバーセンシングにおいて、周波数光コムを用いることで高感度化できることは知
られているが、実際には測定の際の温度ドリフト等の影響で、やはり測定精度に課題が
残っていた。これを解決するために、実際にセンシングを行う光コム共振器と、外乱情報を
検出するダミーの光コム共振器を組み合わせることで、外乱の影響を抑制し、高感度で高
精度のファイバーセンシング技術を実現した。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

従来のファイバーセンシングの測定対象のほとんどに適用可能であり、特に、高感度化が
求められている、バイオセンシングや微量検出などへの適用が期待される。

Ωʔϫʔυɹ

ファイバーセンシング 光周波数コム共振器 デュアル光コム マルチモード干渉 屈折率セン
シング

͓໰͍
߹わͤઌ

同研究ऀڞ

ϙετ-&%ϑΥτχΫε研究所ࣄ຿室
E�NBJM��QPTUMFE!UPLVTIJNB�V�BD�KQ
63-��IUUQT���XXX�QMFE�UPLVTIJNB�V�BD�KQ�

ϑΣʔζڀݚ

ઍ༿ۀ޻େֶ
I-48

ͻͱΈͷಈ͖ʹΑΔ೴ͷঢ়ଶਪఆ

ઍ༿ۀ޻大学�৘ใՊ学෦�৘ใ޻学Պڭ�त�৴઒�૑

技術֓ཁ
古くからひとみ(瞳孔)は人間の精神状態を反映することが知られており、さらに近年の研
究では、瞳孔径時系列の挙動は、覚醒や注意などの認知機能に関わる神経活動を反映する
ことが明らかになってきた。これまでの研究では、瞳孔径の大きさと時系列的なパターン、
左右の瞳孔径の対称性がそれらの神経活動を反映することが示されてきたが、それらがど
のような関係性を持つのかについては、明らかにされていなかった。我々は瞳孔径の大き
さ・複雑性・対称性の特徴を統合することで、脳機能の異常を捉える手法を発明した。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

覚醒や注意機能の異常は、発達障害や統合失調症などの精神疾患に多くみられる。このよ
うな疾患では、瞳孔径の時系列挙動に、単一の評価指標では捉えられない神経活動情報
が含まれ得る。よって、瞳孔径の大きさや時系列の複雑性、左右の瞳孔径の対称性を複合
的/相補的に評価し異常の検出精度を高めることで、このような精神疾患の診断補助ツー
ルとしての利用が実現すると考えられる。

Ωʔϫʔυɹ

瞳孔 時系列パターン pupillometry 同期 複雑性 精神疾患 ADHD

͓໰͍
߹わͤઌ

ԉ୲౰ࢧ学ηンλʔ 研究ڭ
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ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

ळాཱݝେֶ
S-01

5)[ଳͰͷҐ૬ܭଌΛՄೳʹ͢Δ
ӷথσόΠεͷ։ൃ

ळాཱݝ大学�シεςϜՊ学ٕज़学෦�஌ೳϝΧτϩχΫε学Պ�ॿڭ�ҏ౦�ྑଠ

技術֓ཁ
申請者は、水素結合性の液晶がTHz帯で吸収異方性を示さないことを発見し、液晶デバイ
スを用いた位相計測技術を連続発振THz波により実現した。本技術は近年幅広く用いら
れるTHzパルスによる計測とは異なり、シンプルな光路でノイズ・振動に強いという特徴が
ある。本技術はTHz帯の複屈折計測が可能であり、電波より高い分解能で可視光では不透
明な材料のイメージングを実現する。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

テラヘルツ波は半導体やプラスチックなど様々な物質を透過するため、工業製品の非破壊
検査での利用が期待されている。本発明で実現した位相計測により、強度に加え位相の情
報が得られるため、より高度な非破壊検査が実現可能である。例えば、航空機の素材として
用いられる炭素系素材の内部構造の非破壊検査などの実現が期待される。

Ωʔϫʔυ

液晶 テラヘルツ波 非破壊検査 偏光計測

͓໰͍
߹わͤઌ

秋田県立大学 ஍Ҭ࿈ܞɾ研究ਪਐηンλʔ
E�NBJM��I@TUJD!BLJUB�QV�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�BLJUB�QV�BD�KQ

։ൃϑΣʔζ

େࡕେֶ
S-02

ૹड৴ثҰମܕ
ςϥϔϧπΠϝʔδϯάϨʔμγεςϜ

大ࡕ大学޻ૅج�学ڀݚՊ�シεςϜ૑੒ઐޫࢠి߈Պ学ྖҬ�ॿڭ�қ�ར
大ࡕ大学�大学Ӄ޻ૅج学ڀݚՊ�।ڭत�෌ా࢜�੣೭

技術֓ཁ
次世代の情報通信システム6Gのみならず、非破壊検査やセンシングへの応用で、物質への
透過性や安全性に優れるテラヘルツ波の利活用が期待されています。しかしながら、従来
のテラヘルツシステムでは、高価かつ消費電力、サイズの大きなテラヘルツ波の送信器と受
信器、それぞれが必要である事が課題でした。本技術では、送信器と受信器を小型デバイス
で一体型にした安価かつコンパクトなテラヘルツシステムにより、物体の可視化（イメージ
ング）や測距（レーダ）を可能にします。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

X線と異なり侵蝕性のないミリメートル以下の分解能を有する非破壊検査や皮膚および歯
科検診等の医療応用。ミリメートル以下の分解能を有する位置センサやモーションキャプ
チャ機能によるAR、VRおよびロボットやドローン等のポジショニングなど。

Ωʔϫʔυ

テラヘルツ イメージング 非破壊検査 レーダ センシング

͓໰͍
߹わͤઌ

大阪大学 ڞ創機構 Πϊϕʔγϣンઓུ部門 知తࡒ産室
E�NBJM��UFOKJLBJ!VJD�PTBLB�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�DDC�PTBLB�V�BD�KQ�

同研究ऀڞ

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ԽϑΣʔζۀࣄ

۝भۀ޻େֶ
S-03

ίϯσΟγϣϯϞχλϦϯά༻
௒ܰ ɾྔখܕɾ௿ίετిྲྀηϯα

۝भۀ޻大学�大学Ӄੜ໋ମ޻学ڀݚՊ�ੜମ機ೳԠ༻޻学ઐڭ�߈त�大ଜ�Ұ࿠

技術֓ཁ
モータなどの故障予知に電流計測によるコンディションモニタリングの導入が進んでい
る。しかしモニタリング用の電流センサは磁性体を使うため重く大型でコストも高い。そこ
で、プリント基板の技術のみで帯域の広い電流センサを小型軽量かつ低コストで実現する
新しい技術を開発した。本技術はドローンのモータを飛行中にモニタリングするなどの応
用が考えられる。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

小型モータの保全用コンディションモニタリングセンサとして活用する。特に駅のホームド
アやエレベータのドア、ビルの自動ドア、電動シャッター、工場のアクチュエータ、産業用小
型ロボット、ドローンなどをモニタ。波形処理技術を組み合わせると、モータ故障の予兆を
とらえることが出来る。

Ωʔϫʔυ

電流計測 電流センサ 超小型 超軽量 低コスト 劣化診断 WiFi Bluetooth 無線 測定器ア
クセサリ 自動ドア ドローン 小型ロボット 予知保全 PCB

͓໰͍
߹わͤઌ

研究اը՝
E�NBJM��LFO�TBOHBLV!KJNV�LZVUFDI�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�DDS�LZVUFDI�BD�KQ�
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ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ੡඼ɾ঎඼ԽϑΣʔζ

૑Ձେֶ
S-04

*P5͚޲
লిྗΦʔϧޫϑΝΠόਫҐܭଌγεςϜ

૑Ձ大学�ཧ޻学෦ڞ�ੜ૑଄ཧ޻学Պڭ�त�౉ล�Ұ߂
૑Ձ大学�ཧ޻学෦�।ڭत�੢ࢁ�ಓࢠ

૑Ձ大学�ཧ޻学෦�٬һڀݚһ࡚ࢁ��大ࢤ

技術֓ཁ
ヘテロコア光ファイバセンサは、光源に安定かつ低電力消費の発光ダイオード（LED）を採
用したことで極めて安定かつ低コスト化を実現し、2020年にはヘテロコア光ファイバセン
サにより高感度なひずみ計測にも成功した。社会的な要求が大きい水位計測において、IoT
ネットワークと接続した光ファイバ水位計測システムの開発目標が明確になった。また、耐
雷性に優れた省電力の“オール光ファイバ”センサであるという技術的優位性から、水位計
測に限らず歪、圧力、変位、温度など他の測定計にも展開できる可能性を秘めている。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・各市町村自治体における下水道管理、モニタリング
・防災・減災のための自治体でのアウトドアセキュリティモニタリングツール

Ωʔϫʔυ

インフラ点検 IoT 省電力 光ファイバセンサ 水位計測 ひずみ計測 温度計測

͓໰͍
߹わͤઌ

஍Ҭɾ産学࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��MJBJTPO!TPLB�BD�KQ
63-��IUUQT���XXX�TPLB�BD�KQ�SFTFBSDI�SFHJPOBM�

஍Ҭɾ産学࿈ܞηンλʔ
E�NBJM� MJBJTPO!TPLB�BD�KQ
5E-� ������������
63-� IIUUQ���888�����������DP�KQ

同研究ऀڞ

同研究ऀڞ

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

౦ژ೶޻େֶ
S-05

QQCͷ༗ػ෼ࢠΛݕग़Մೳʹ͢Δ
খײߴܕ౓ηϯα

౦ژ೶޻大学�大学Ӄ޻学ڀݚӃ�ઌ୺෺ཧ޻学෦໳�ॿڭ�ੜా߉�

技術֓ཁ
本技術は、分子の官能基検出を目指し、検知部分に高感度センシングが可能なグラフェン、
官能基選択性を向上させるために反応性分子を利用した小型デバイスを開発するものと
なっている。本技術を利用したセンサでは、従来の半導体型センサでは実現が困難であっ
たppb(parts per billion、十億分の一)という低濃度領域での分子検出が可能であり、更
に有機分子内の官能基に対し選択的に応答することを確認した。このように、本技術は小
型高感度かつ官能基選択的な有機分子検出を可能にする技術となっている。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本技術は、潜在的な需要はあれども技術的に困難であった低濃度化学種の検出が可能で
ある。そのため、現在の小型センサの普及領域である環境計測等の既存領域に対する計測
の高度化を可能にするだけでなく、ヘルスケアや危険物探知など低濃度検出が要求される
ような未開拓な需要にも対応可能な小型センサ開発が可能な技術である。このように、
様々な分野での活用が見込まれ、安全安心社会の実現に貢献できる技術となっている。

Ωʔϫʔυ

グラフェン センサ 炭素材料 有害物質検出 化学物質検出 微量検出 高感度

͓໰͍
߹わͤઌ

先端産学࿈ܞ研究ਪਐηンλʔ
E�NBJM��TVJTIJO!NM�UVBU�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�SE�UVBU�BD�KQ�VSBD�

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

౦ژཧՊେֶ
S-06

ޫϑΝΠόʔํࣜͷ୯Ұޫݯޫࢠ

౦ژཧՊ大学�ཧ学෦ୈҰ෦�෺ཧ学Պ�।ڭतࠤ�த܆�

技術֓ཁ
単一光子光源は光の最小エネルギー単位である光子の統計性を制御した光源であり、次
世代の暗号通信、情報処理、高解像度画像解析などにおいて利用されます。本事業提案者
は光学活性な原子を添加した光ファイバー材料を使用する単一光子光源を発明し、半導体
やダイヤモンドなどの結晶材料を使用する単一光子光源で生じる、製造・加工コスト、波長
制限、熱揺ゆらぎなどの技術的・経済的課題を解決して、低価格で波長選択が可能であり
室温で稼働する単一光子光源の事業化を進めます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

AIの進歩に伴い通信の安全性が失われてしまう事態に備えて、量子暗号通信の事業化が
進められています。しかし必要とされる「単一光子光源」は技術上・経済上の課題から実際
のシステムへの導入は行われていません。本提案者は低コストかつ室温で安定して稼働し、
かつさまざまな波長へ対応可能な光ファイバー方式による単一光子光源を開発し、量子暗
号、高解像度画像解析などの分野への社会実装を進めます。

Ωʔϫʔυ

量子情報 量子暗号 量子中継 量子インターネット 単一光子光源 
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理学部ୈҰ部෺理学科
63-��IUUQT���RVBOUVN�PQUJDT�XJYTJUF�DPN�QIPUPOMBC
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த෦大学޻�学෦�ిࢠిؾシεςϜ޻学Պڭ�त�ৗ઒�ޫҰ

技術֓ཁ
1）友達ロボット（自律/感情個性）
人の個性、感性を学習して自律行動（発言）をし、量子コンピュータである脳を実ハード回路
で実現し、学習DBは本人のスマホデータ4を利用したクローンロボットです。
2）走行中充電EV（専用道路走行で充電、停止不要）
路面の電磁マーカで自動走行（L5）しながら、路面からワイヤレス（無線）充電をします。充
電中車内行動自由で、充電電気スタンド（インフラ）不要です。
他 http://www.isc.chubu.ac.jp/tsunelab/”

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

1）人形個性クローンロボット（個人相性良、献身的愛情有、会話円滑）、友達/お手伝い/医
療介護ロボットの実現
2）ＥＶの革新的インフラ（電気充電設備/スタンド不要、短い航続距離解消、移動快適）の
実現

Ωʔϫʔυ

自律ロボット 医療介護ロボット クローン 自動運転EV ワイヤレス電力伝送 走行中充電 
ウイルス対策 センサ 空飛ぶ車 AI

͓໰͍
߹わͤઌ

電気電子γεςϜ工学科
E�NBJM��UTVOFLBXB!JTD�DIVCV�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�JTD�DIVCV�BD�KQ�UTVOFMBC�
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"*ը૾ੜ੒ʹΑΔ෺ମݕ஌ɾҟৗݕ஌

ຊ�Ί͙Έࢁ�ࢣߨ�大学�อ݈ҩྍ学෦�਍ྍ์ࣹઢ学Պࡍࠃౡ޿
त�大૔�อ඙ڭ�大学�อ݈ҩྍ学෦ࡍࠃౡ޿

技術֓ཁ
本技術は、人工知能技術を使って、撮影した血管動画像から血管以外の動画像を生成し、
差分することで血管のみの画像を得る技術です。本技術を産業分野へ応用・展開します。
製品や工作物等の検査対象をカメラによる静止画や動画で撮影し、予め学習した結果を基
に深層学習モデルで生成した正常画像を差分することで対象物の異常、キズ、不良部など
を抽出します。「異常」や「キズ」の性状を定義する必要はなく、未知の不良部を抽出するこ
とができます。また、予め「異常」や「キズ」の性状を定義する場合は不良品を選別できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

人が行っていた目視検査等に活用することで、これまで目視でしかできなかった物体の異
常、キズ、不良部等を抽出・検出できる。正常画像で学習したモデルを使用するため、未知の
不良部にも対応可能であり、また、鋳物等の不整な形状にも対応できる。本手法は比較的
軽い処理であり、カメラからの動画像を用いたリアルタイム検出の実現可能性がある。農
業、各製造業、建設業等の目視検査を行っている分野に応用できる可能性がある。

Ωʔϫʔυɹ

人工知能 画像検査 画像生成 物体検知 異常検知 動画像処理 人手不足 動画

͓໰͍
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研究ࢧԉɾ社会࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��)I6�,FOLZV!KPTIP�BD�KQ
5E-��	��
����������

同研究ऀڞ
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あらΏΔํ޲ͷৼಈΛٵऩ͢Δ
৽੍͍͠ৼσόΠε�

ळాཱݝ大学�シεςϜՊ学ٕज़学෦�機ց޻学Պڭ�त�෋Ԭ�ོ߂

技術֓ཁ
粘弾性体に包まれた球形質量があらゆる方向に振動することでどの方向にも制振効果を
発揮でき、粘弾性体の形を変えて方向ごとに制振対象振動数を調整できる、これまでにな
い制振デバイスを提案します。航空機の機体や鉄道車両などの軽量柔軟構造物で問題と
なる「弾性振動」は上下・左右・ねじりなど多方向の変形を伴い、振動方向と振動数が決まっ
ている通常の動吸振器は適用できません。提案する制振デバイスは制振対象の振動方向
を選ばず、粘弾性体の形状を工夫することで異なる固有振動数を持つ複数の弾性振動
モードにも対応できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

鉄道車両や航空機、自動車などのボディの弾性振動（曲げ振動やねじり振動）や建築構造
物の壁・天井や床面から放射される騒音のもととなる固体伝搬音の抑制、などによる交通
インフラや社会基盤の快適性向上。さらには建築構造物の高層化で地震時に問題となる
長周期振動（高層建築物の弾性振動に相当し、方向により卓越周波数が異なる）の抑制へ
の展開の可能性もある。

Ωʔϫʔυɹ

振動 制振 動吸振器 粘弾性体 軽量化 柔軟構造 モビリティ 輸送機械 社会基盤 鉄道車両 
航空機 高層建築 長周期地震

͓໰͍
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秋田県立大学 ஍Ҭ࿈ܞɾ研究ਪਐηンλʔ
E�NBJM��I@TUJD!BLJUB�QV�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�BLJUB�QV�BD�KQ
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ຎػిൃࡲ૊ࠐΈγϡʔζ

関੢大学�シεςϜཧ޻学෦�機ց޻学Պڭ�त�୩ࢺ߂�

技術֓ཁ
摩擦静電気を用いた発電（摩擦発電）は振動発電の一つであり、エレクトレットや圧電素子
を用いた振動発電方式に比べ、簡単な構造でフレキシブルであり、大出力を得やすいとい
う利点があります。そこで、摩擦発電を靴に組込み、歩行時に発電を行い、その電力でワイ
ヤレス信号を送信することが可能な摩擦発電機組込みシューズを試作しました。１歩で10
個以上のLEDの点灯やワイヤレス回路の駆動が可能です。摩擦発電機はゴム、帯電フィル
ム、電極から構成されており、柔軟かつ低コストで無電源での利用を可能としました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

今回開発の摩擦発電機組込みシューズは、無電源でシューズを履いている人の位置情報を
確認することが可能であり、老人介護施設などでの見守りなどへの利用が想定されます。
位置情報に加えて光や熱源として活用することでアミューズメント分野への応用や、センシ
ングデバイスとの連携による福祉用具としての展開も期待しています。我々はさらなる摩擦
帯電現象の応用展開を模索しています。

Ωʔϫʔυɹ

摩擦発電 発電デバイス IoT 振動発電
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関西大学 社会࿈ܞ部 産学׭࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��TBHBLVLBO�NN!NM�LBOEBJ�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�LBOTBJ�V�BD�KQ�SFOLFJ�
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޹�ాݪ�तڭ�学Պ޻学෦�機ց޻大学�ཧـۙ

技術֓ཁ
軸受やガイドなどの機械部品の小型化が進み、これらを応用して狭所内で動作するミニ
チュアロボットの研究が盛んである。パラレルロボットはモータを土台に集中配置すること
で機構の小型化が可能であるが、機械的干渉により手先部の傾斜や回転に制限を受ける。
本研究では、手先の3方向の並進運動に加えて、ネジ機構およびプレート傾斜機構で手先
の3軸周りの回転と傾斜機能を実現し、全関節を球面対偶で構成することで小型化に適し
た新しいパラレルロボット機構を提案する。本機構により、親指サイスのミニチュアロボッ
ト機構を実現する。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

提案するロボットは小型化に適した機構であり、狭所作業用のロボットシステムとして、航
空機エンジンのなどの入り組んだ機械やプラント内のメンテナンス作業などのインフラ整
備作業から、腹腔鏡手術用ロボットなどの医療分野へ広く応用可能である。また、シンプル
な機構で6自由度運動を実現するために、通常サイズの安価なロボット機構への応用も可
能であり、汎用ロボットとして広く市場展開が可能であり波及効果が大きい。

Ωʔϫʔυɹ

狭所作業用ロボット ミニチュアロボット パラレルロボット ロボット機構 メカニズム 制御
装置 機構設計

͓໰͍
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リΤκンηンλʔ
E�NBJM��LMD!LJOEBJ�BD�KQ
5E-��	��
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63-��IUUQT���XXX�LJOEBJ�BD�KQ�MJBJTPO�
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ϑΟϧϜ͖רऔΓͷ
ඇഁյΠϝʔδϯάࠪݕ

�தಓ�༑ڭ学Պ�ॿ޻学෦�機ց޻�ཧՊ大学ژ౦ޱࢁཱࢢཅখ໺ాࢁ
࢘त�٢ా�࿨ڭ�学෦޻�ཧՊ大学ژ౦ޱࢁཱࢢཅখ໺ాࢁ

技術֓ཁ
薄く透明なフィルムは工業分野で広く利用されています。このフィルムの製造工程におい
て、フィルムに生じる欠陥を検出する様々な手法が開発・利用されてきました。しかし、フィ
ルムの最終製造工程である巻き取り時、または巻き取り後に生じる内部の欠陥について
は、これを検出する手段が有りませんでした。本技術は、光干渉断層法という手法を利用し
フィルム内部を非破壊断層イメージングすることによって、フィルム巻き取り時及び巻き取
り後に生じるフィルム内部の欠陥の検出や、フィルム間の間隙（巻き取り具合）の調整を可
能とします。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本技術をフィルム製造ラインの巻き取り工程に導入することにより、フィルム内部の非破壊
検査が可能となるため製造損失の低減が期待できます。また、本技術で検査するフィルム
間の間隙に応じてフィルムに作用する張力をフィードバック制御することにより、製造者の
望むフィルムの巻き取り具合の調整が可能となります。これは近年利用の進んでいるプリ
ンテッドエレクロトニクスにも活用が可能です。

Ωʔϫʔυɹ

フィルム 巻き取り 巻き取り具合 非破壊検査 イメージング モニタリング 光干渉断層法
（OCT） フレキシブル基板（FPC）
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山陽小野田市立山口東京理科大学 研究ਪਐ՝
E�NBJM��LFOLZV!BENJO�TPDV�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�TPDV�BD�KQ�
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ඇઢܗ௒Ի೾ͷ
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߉�தా�ࢣߨ�ηϯλーڀݚ学Պ�஍ҬͻͱɾϞϊɾະདྷ৘ใ޻学෦�機ցシεςϜ޻�大学ཱݝլ࣎

技術֓ཁ
被検査物に複数周波数の超音波を与えて振動させ、被検査物の各箇所の変位を変位セン
サで測定します。変位の低周波成分の振動インテンシティを算出し、振動インテンシティの
正負が入れ替わる箇所に欠陥が存在すると判定します。この手法は、微小な異常に敏感な
超音波の特徴を有しながら、低周波成分の計測で検出可能です。
被検査物の形状や大きさに応じて、与える超音波の周波数、差周波数、超音波振動の与え
方、計測点数など様々な条件を最適化でき、用途に応じた検査装置の開発、また汎用性の
ある検査装置の開発も可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

製造工場における機械部品や製品の検査工程に適用できるほか、大きな構造物・建造物の
検査に適用することも可能です。また搬送装置に組み込むことで、搬送時に検査を行い、
リードタイムの削減にも寄与できます。

Ωʔϫʔυɹ

非破壊検査 超音波 非線形 検出 装置 手法 振動インテンシティ 低周波計測 接触型異常 
損傷 機械部品 構造物

͓໰͍
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滋賀県立大学 ஍ҬͻͱɾϞϊɾະདྷ৘ใ研究ηンλʔ
E�NBJM��UTVUTVJ�I!P⒏DF�VTQ�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�VTQ�BD�KQ�DBNQVT�DFOUFST�JDU�DFOUFS�
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౦ۀ޻ژ大学޻�学Ӄ�機ցڭ�ܥत�Ԭా�ণ࢙
౦ۀ޻ژ大学޻�学Ӄ�機ցܥ�学ੜࠇ�ਢ໌׮�

技術֓ཁ
「機構の特異姿勢」では、ガタが拡大されたり、動かすために無限大の力が必要であったり
するため望ましくない状態です。ここでは、逆に特異性を利用して衝突の際の撃力を伝え
ない機構を設計しました。これにより、ばね(柔らかさ)では実現できないスムーズな着地を
実現します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

落下・衝突による機械の破損は避けられない大きな問題です。一般には柔らかさを用いて
衝撃を緩和しますが、振動が残ったり、跳ね返りが起こったりするため、適切な柔らかさの
設定が難しくなります。開発した機構はそれらの問題を起こさず、機械を破損せずに静か
な衝突を実現します。

Ωʔϫʔυɹ

ロボット工学 機構学 衝撃緩和

͓໰͍
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工学院機ցܥ 岡田ɾ౔ํ研究室
5E-��	��
����������
63-��IUUQ���XXX�IDET�NFDI�F�UJUFDI�BD�KQ�
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ಙౡ大学�大学Ӄࣾձۀ࢈ཧ޻学ڀݚ෦�஌ೳ機ց学෼໺ڭ�त�∁ؠ�ণ߂

技術֓ཁ
空気圧アクチュエータは空気の圧縮性による低剛性特性のため、摩擦力の影響を受けやす
く、高精度な位置決めは容易ではありません。本研究では従来の制御手法と全く異なるコ
ンセプトに基づき、標準型空気圧アクチュエータにおいて、リニア駆動で数十ナノメートル、
ロータリタイプで1/1000度の繰り返し位置決め精度を実現したので実機デモにより紹介
します。精密作業応用時のボトルネックであった位置決め精度を改善することで、低発熱
性や高出力/重量比という空気圧固有の特徴を活用した産業応用展開を図りたいと思って
います。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本提案手法はメインコントローラではなく、補償入力であるので、任意のタイミングでの
ON/OFFが可能です。例えば空気圧駆動の協働ロボットに応用した際は、搬送時には補償
入力をOFFにして空気の柔軟性を積極的に活用して接触安全性を担保し、嵌め合い等の
精密作業時には補償入力をONにして高い位置決め精度を手先に実現するというような、
作業場面に応じてサーボ剛性を切り替えることでの高付加価値化が期待できます。

Ωʔϫʔυɹ

空気圧アクチュエータ 精密位置決め制御 制御 ロボット 協働ロボット 産業応用

͓໰͍
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徳島大学 研究ࢧԉɾ産׭学࿈ܞηンλʔ
E�NBJM��SBD�JOGP!UPLVTIJNB�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
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ࣨའۀ޻େֶ
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Χϝϥͱഎܠը૾ͷΈͰ
ྲྀΕ৔ΛՄࢹԽ͢Δٕज़ͷڀݚ։ൃ

ࣨའۀ޻大学�大学Ӄ޻学ڀݚՊ�ੜ࢈シεςϜ޻学ܥઐ߈�।ڭत�ിத�࿨໌
ࣨའۀ޻大学�大学Ӄ޻学ڀݚՊڭ�त�ኍా�ޫஐ

技術֓ཁ
BOS法は、測定対象となる流れ場の背後にパターン画像（背景画像）を配置し、密度擾乱に
伴う屈折率変化によって生じるパターンの歪みを検出することによって密度擾乱を可視化
する技術です。BOS法は簡素な装置で測定システムを構築でき、かつ定量性も有する優れ
た測定手法です。しかしBOS法の測定分解能はその測定原理上、背景パターンの周期に制
限されるため、密度勾配の大きな流れ場では測定誤差が大きくなる問題があります。本研
究では、撮影した背景画像を適切に処理することで、測定分解能の向上に成功しました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・ 密度変化を伴う流れ場（超音速流れ場など）の可視化・密度値の定量測定
・ 熱対流場の可視化
・ 微少ガスリーク検出
BOS法を基礎とした測定システムは「可搬型シュリーレン装置」や「デジタルシュリーレン装
置」といった名称で販売されており、流体の可視化分野において一定の需要が存在します。
本発明はこれら既存のシステムにソフトウェア的な変更を加えるのみで測定分解能の向上
効果を付加することが可能です。
Ωʔϫʔυɹ

背景指向シュリーレン法 BOS法 超音速流れ場の可視化 微少ガスリーク検出

͓໰͍
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.0/0ͮ Γ͘Έら͍ڞ創機構
E�NBJM��DSE!NNN�NVSPSBO�JU�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���NVSPSBO�JU�BD�KQ�

同研究ऀڞ
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େֶ࣏໌
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ܰྔͰෳ਺ͷՙॏํ޲ʹରԠ͢Δ
༉ѹμϯύʔࣜࢴં

�Ұ࿠ݪत�ഡڭಛผڀݚ��ઌ୺਺ཧՊ学ΠϯεςΟςϡーτʢ.I.4ʣߏઓུ機ࡒɾ஌ڀݚ�大学࣏໌
࿣ر�त�᪅ڭ�学Պ޻学෦�機ց޻�大学ۀ޻ۄ࡛

技術֓ཁ
シリンダー式油圧ダンパーは、振動や衝撃などのエネルギー吸収部品として、乗員の乗心
地改善や自然災害の損害低減など多くの産業分野に利用されています。本発明は、①ダン
パーの可動長さは全長の半分以下で狭い空間に使用しにくい②重たく精密機械などの構
造には適用しにくい③ランダムな外乱荷重が伴う場合、部品摩耗などの問題が発生する可
能性が高いといった課題解決のための、軽量化・可動長さ拡大などに優れる折紙構造を有
効に活かした、湾曲ストローク式・内外二重式・多岐式・平面多方向用折紙型油圧ダンパー
の発明です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本発明の折紙型油圧ダンパー(OHD)は、既存ダンパーにとって代わるもの、未適用分野に
適用されるものから成り適用範囲は極めて広いです。後者は、①折紙構造の柔軟性を活か
した湾曲ストローク式OHD、狭いスペースに適用の内外二重式のOHD、様々設置空間状
況に適合する多岐式OHD、地震時等、外周の固定台座に伝わる振動荷重を遮断し移動台
座の上に置かれた精密機器の保護を目指す平面多方向用OHD等からなります。

Ωʔϫʔυɹ

折紙工学 シリンダー式油圧ダンパー 折紙型油圧ダンパー 乗り心地向上 騒音低減 軽量化 
モビリティ 軽量コア カーボンニュートラル

͓໰͍
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明治大学 研究ਪਐ部 ੜ田研究知ࣄࡒ຿室
E�NBJM��UMP�JLVUB!NJDT�NFJKJ�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�NFJKJ�BD�KQ�UMP�DPMMBCPSBUJPO@NFOV�IUNM
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഑؅Πϯϑϥͷੈٹओʂ
খܘޱ഑؅ͷ఺ݕ૷ஔ

໋ཱؗ大学�ཧ޻学෦�ϩϘςΟΫε学Պ�ΞΫνϡΤーシϣϯࣨڀݚ�।ڭत�Ճݹ઒�ಞ
ຊ�஌ੜࢁ�һڀݚνーϜڀݚηϯλー�ϑΟーϧυϩϘςΟΫεڀݚॴ�ΠϯμετϦΞϧ$14ڀݚ߹ज़૯ٕۀ࢈

技術֓ཁ
従来のファイバースコープ（押し込み式カメラや工業用内視鏡）は、ケーブル摩擦の影響に
より複数の曲がりを通過できないため、小口径配管などの筒状内の奥深くまで人間が手動
で押し込むことが困難でした。しかし本技術は、ファイバースコープのケーブル部分に環境
条件によって回転波動機構と螺旋駆動機構と呼ばれる２つの運動原理が切り替わる特殊
な駆動装置を複数備えており、摩擦の影響を小さくする点に新規性・優位性があり、小口径
配管などより深部への到達を可能にしました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

現状の中口径・大口径下水道メンテナンス事業だけでも国内で年間50億円規模の売上が
ありますが、今後10年以内に耐用年数50年を超過した配管インフラは全体の20％（現状
約8%）を超え、国土交通省より平成27年以降5年に1度の点検が義務化されたことも相
まって、小口径配管を含むと加速度的な市場規模拡大が見込まれます。

Ωʔϫʔυɹ

インフラ点検 配管点検 内視鏡 管内カメラ ファイバースコープ ロボット

͓໰͍
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#,$リαʔνΦϑΟε
E�NBJM��FWFOU!TU�SJUTVNFJ�BD�KQ
5E-��	��
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௿Թ೤ॲཧͰܗ੒͠た
௿۶ં཰ಁ໌ϑΟϧϜώʔλʔ

ݾत�ӬҪ�༟ڭ学෦�Ԡ༻෺ཧ学Պ�।޻学Ӄ大学�ઌਐ޻࢈

技術֓ཁ
カーボンナノチューブ（CNT）を分散させたケイ素錯体含有プレカーサー溶液を基板に塗
布・熱処理して、ガラスと同程度の透明性をもつ導電膜についてイノベーションジャパン
2021で発表しました。この透明導電膜中に含まれるケイ素、CNT比を検討して、低温熱処
理により安価でかつ低屈折率な透明フィルムヒーターへの応用を達成しました（関連特許：
特願2021-542860）。信号機や防犯カメラやセンサーなど高い視認性が求められる機器
の曇り止め、結露・凍結防止、融雪などの活用が可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

光センサーや屋外監視カメラの融雪、結露除去、ショーケースの結露防止や曇り止め、信号
や道路標識の着雪防止、車のヘッドライト、カメラ、センサーの着雪・凍結による機能障害
の防止が期待されます。道路標識や車の窓ガラス、家庭用窓ガラスなど大面積なものにも
安価に膜を付与できます。

Ωʔϫʔυɹ

透明ヒーター センサー フィルム カメラ 凍結 融雪 溶液法 安価 無色透明 低屈折率 導電膜 
車 LED 窓ガラス 薄膜 大面積

͓໰͍
߹わͤઌ

工学院大学 産学࿈ܞ室
E�NBJM��TBOHBLV!TD�LPHBLVJO�BD�KQ
5E-��	��
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63-��IUUQT���XXX�LPHBLVJO�BD�KQ�SFTFBSDI�DPMMBCPSBUJPO�JOEFY�IUNM
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ఇژେֶ
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ԹΫϦʔϓण໋ͱྗֶతੑೳͷߴ
୹ߴؒ࣌ਫ਼౓ఆྔධՁ๏

ఇژ大学�ઌ୺૯߹ڀݚ機ߏ�ΦーϓϯΠϊϕーシϣϯ෦໳�ಛ೚ڭत�ԣງ�ᆹޫ
ఇژ大学�ઌ୺૯߹ڀݚ機ࢣߨ�ߏ�ඌ関ڷ�

技術֓ཁ
高温機器材料のクリープ寿命予測と力学的性能の定量評価は極めて長時間の実験とデー
タのばらつきの問題に直面する。本シーズは、短時間、少ない実験回数および高精度で、寿
命予測と力学的性能定量評価を可能とする技術である。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

企業での材料開発の劇的なスピードアップ、高精度クリープ寿命予測を高精度かつ短時間
試験で可能とする。先進耐熱材料開発の劇的なスピードアップが期待される。

Ωʔϫʔυɹ

耐熱鋼 高温クリープ 短時間試験からの寿命と性能予測技術 換算応力 構造安全保証

͓໰͍
߹わͤઌ

帝京大学 産学࿈ܞਪਐηンλʔ
E�NBJM��UUUD!NFE�UFJLZP�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�UFJLZP�V�BD�KQ�B⒏MJBUF�MBCPSBUPSZ�UUUD

同研究ऀڞ

ϓϨθンςʔγϣンɿ༗ ϑΣʔζڀݚ

ԣ඿ཱࠃେֶ
S-21

ϚΠΫϩϝʔτϧްͷ
ಁ໌ηϥϛοΫε݁থͷਝ଎੡଄ٕज़

ԣ඿ཱࠃ大学�大学Ӄڥ؀৘ใڀݚӃ�ਓڥ؀޻ͱ৘ใ෦໳�।ڭत�ҏ౻ڿ�඙

技術֓ཁ
本技術は、マイクロメートル厚の透明セラミックス結晶の高効率製造技術を提供します。化
学気相析出法をベース技術とし、他の気相成長法と比べて極めて高速の結晶成長、すなわ
ち1分間に1ミクロン厚の高速エピタキシャル成長を実現します。結晶の質も良好であり、例
えば従来製法の蛍光体単結晶と比べて発光量や分解能が向上します。従来の融液成長を
利用する単結晶育成法が要求する高額な高温炉や電気代、貴金属坩堝が不要であり、製造
コストやCO2排出量、希少元素を含む材料廃棄物量を削減できます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

半導体や車載バッテリーの安全性や品質を担保するために、検査工程向けの高分解能X線
CT撮像装置の需要が高まっており、本技術はそのコア材料となるマイクロメートル厚シン
チレーターの迅速製造法としての活用が期待されます。現在の高コストな単結晶インゴッ
トの薄片加工技術を、気相法による高効率製造技術で代替し、製品検査工程の高信頼性
化を通じた安心安全社会の実現に貢献します。

Ωʔϫʔυɹ

化学気相析出 化学気相蒸着 CVD 蛍光体 シンチレーター 薄膜 エピタキシャル成長 セラ
ミックス 透明セラミックス 結晶成長 X線撮像 X線CT

͓໰͍
߹わͤઌ

研究ਪਐ機構産学׭࿈ࢧܞԉ室
63-��IUUQT���ZPLPLPLV�LFOLZVTZB�OBWJ�ZOV�BD�KQ�
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ͷたΊͷݮ୅൒ಋମιϑτΤϥʔ௿ੈ࣍
౓ΞϧϑΝઢଌఆٕज़ײߴ

౦ژཧՊ大学�૑Ҭཧ޻学෦�ઌ୺෺ཧ学Պ�ॿڭ�ҏ౻�ത࢜

技術֓ཁ
低レベル・アルファ線分析の原理は、比例計数管に基づいています。本技術は、新しくガス
発光による分析手法を提案し、超高感度・アルファ線の分析にアプローチします。本技術の
光検出は、従来技術の電離箱に比べて、特有の雑音・放電が少なく、取り扱いしやすい性質
を持ちます。さらに、ガス発光と既存の手法を組み合わせることで分析感度向上を図りま
す。なお、現在は既に技術の原理検証は実施され、特許申請も完了し、実用機の開発研究
フェーズに進んでいます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

本技術は、半導体デバイスのソフトエラーの原因となるパッケージ材料に含まれた微量放
射性不純物の検査・品質管理に活用することが出来ます。ソフトエラーを極限まで抑えた
半導体の実現は、キャリア容量を抑え、かつ余分なバックアップ回路を省くことに繋がりま
す。最先端の国産2ナノ半導体に対して、極限までソフトエラーを抑える付加価値を与え、国
際的な差別化に貢献します。

Ωʔϫʔυɹ

次世代半導体 ソフトエラー 超低アルファ金属 放射線測定器
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ঢ়ଶมԽΛ਍அՄೳなਫথηϯα

৽ׁ大学�ࣗવՊ学ܥੜ࢈σβΠϯ޻学ܥ ʢྻ޻学෦ʣ޻�学Պ機ցシεςϜ޻学ϓϩάϥϜڭ�त�҆෦�ོ

技術֓ཁ
攪拌反応時の粒子やコロイドの安定性や亀裂発生前の多孔質化の進展など、肉眼で可視
化できるマクロな変化が見られる前の状態から発生している誘電・導電性変化が複合した
ミクロな変化を非破壊でセンシング可能な水晶センサを開発しました。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

セメント系構造物の生産から管理までの一貫した管理（例えば、アメリカは2021年にイン
フラ改修に約160兆円の投資を決定）、農作物や食品加工プロセスにおける熟成、乳化、醸
造の可視化など

Ωʔϫʔυɹ

反応予測 劣化診断 生産プロセス 非破壊 可視化 センシング

͓໰͍
߹わͤઌ

新潟大学 社会࿈ܞਪਐ機構ϫンετοϓΧ΢ンλʔ
E�NBJM��POFTUPQ!BEN�OJJHBUB�V�BD�KQ
5E-��	��
����������
63-��IUUQT���XXX�JSDQ�OJJHBUB�V�BD�KQ�
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ମΛԠ༻͠たޫܬ
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౦༸大学�ཧ޻学෦�Ԡ༻Խ学Պڭ�त�উຠ�ప
౦༸大学�ཧ޻学෦Ԡ༻Խ学Պڭ�त�૬୔໌޺�
݈�ݩ�୅දऔక໾�দۀ޻ձࣾϚπϞτਫ਼ີࣜג

技術֓ཁ
深紫外光（UVC）検出には光電子増倍管や紫外線用フォトダイオード、温度センサには熱電
対やサーミスター、X線検出器には医療用の硬X線センサが使われています。ここでは
UVC光照射で可視・近赤外光を発する蛍光体、温度に敏感な蛍光体、理化学用途の長波長
X線に対して高感度な蛍光体を応用して、高感度なUVCセンサ、温度センサ、X線センサを
提供します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

深紫外（UVC）LEDを組み込んだ殺菌機能付きの製品の安全確保のためのUVC検出器を
提供します。深紫外（UVC）LEDと同程度のサイズ、価格の高性能なUVC検出器によって
UVC光のすぐれた殺菌性能を安全に利用することが可能になります。

Ωʔϫʔυɹ

深紫外光 X線 蛍光温度計 蛍光体 センサ
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技術֓ཁ
アクチュエーターを利用して複数のセンサデバイスに物理的動作を与えて、その動作に応
じて記録されたデータ上の特徴を基に同期する技術です。従来技術では、複数センサ間を
電子回路基板上で繋げたり、ネットワークを利用するなど、高コストなカスタマイズが必要
でした。これに対して本技術は、時刻同期の仕組みを有してないセンサデバイス間で、高価
な器材や電子回路基板レベルでの改修を必要としない同期手法という点で新規性・優位性
を有しています。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

橋梁や舗装の劣化診断などインフラメンテナンスへの活用が想定されます。国内のインフ
ラ維持管理の市場規模は約5兆円とも言われており、老朽化対策が喫緊であるインフラメ
ンテナンスに寄与する社会的影響は大きいと考えています。例えば、カメラと加速度計を同
期させて、橋梁に設置して、橋梁を通過する車両の状況と橋梁の振動状態を人工知能を利
用して分析するなどで老朽化の簡易診断が期待できます。

Ωʔϫʔυɹ

時刻同期 センサ アクチュエーター GNSS カメラ
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技術֓ཁ
レーザー照射で発生する衝撃波により誘起される超音波および可聴音領域の振動を活用
した、検査手法の開発が行われています。これは、打音検査をレーザー技術に置換したもの
と言えます。しかし、振動誘起にアブレーションを活用する場合、表面に照射痕が残るため
に完全非破壊ではありません。また、高出力が必要なため装置コストやサイズも大きくなる
傾向にあります。本レーザー照射手法により、完全非破壊かつ低パワー小型レーザーでの
振動誘起を実現しました。検査対象次第ではポインター程度の出力でも、実現することが
可能です。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

打音検査が活用されている全ての事例において、想定することが可能です。レーザーの特
徴である遠隔、高速、定量といった性質に加え、他の従来の光計測技術を組み合わせること
も考えられるため、ニーズ主導で技術開発を実施することが可能です。レーザーポインター
程度の出力で計測が実現する場合、規格等で定められる安全措置が軽減でき、導入が難し
かった屋外環境や公共施設での利用も視野に入ります。

Ωʔϫʔυɹ

レーザー 打音検査 遠隔 非破壊 定量 低コスト化 小型化
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技術֓ཁ
ため池や河川堤防などの堤体土構造物には、時間経過とともに目詰まりを起こしているこ
とがあります。今回、開発した浸透性能装置により目詰まりした低透水性の地盤も測定評
価することができます。また、すぐに対策工事や堤体の改修が実施できない時には、真空ポ
ンプを用いた簡便な利水・減災装置によって豪雨の事前に2ｍ程度水位低下させることが
できるシステムを設置することで、ため池管理者や下流域の住民に対して、安全・安心の向
上に寄与することができます。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

実質不透水という低透水性地盤であっても、実際の数値が無いと比較ができないとか対
策工が想定しにくいなどの状況があった。今回開発した浸透性能の試験装置では10^-9
(m/s)まで計測することができる。また、緊急で対策工事ができない場合、その補完的シス
テムとして、池の水位をサイフォンによって遠隔操作により設定水位まで低下させることが
できることで、多様な現場ニーズに対応できる。

Ωʔϫʔυɹ

ため池 堤体 透水係数 サイフォン 豪雨 目詰まり
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技術֓ཁ
地中レーダは電波を地中に入射した電波の反射波から内部を推定する技術であり、近年
劣化が問題になっている道路やトンネルなど社会インフラ内部を非破壊に検査できます。
しかし、人が牽引するため時間と手間がかかることや、レーダ画像の判読による内部推定
のため精度に問題がありました。我々は、人工衛星測位やLiDARなど複数センサで自動走
行し、AIにより内部を自動で推定するインフラ内部点検自動ロボットを開発しており、指定
した範囲を自動で点検することができます。展示ではシステム構成や走行の様子などを紹
介します。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

地中レーダは、地中やコンクリート内部を非破壊で調査できるため、例えば、①道路、堤防、
橋梁などインフラ内部の非破壊点検、②工事現場での埋設管調査、③農地や埋立地などの
地盤調査、④災害時の行方不明者捜索、⑤古墳など考古学遺跡調査など、数m程度の浅部
センシングの自動化に幅広く活用できる。

Ωʔϫʔυɹ

ロボット 人工知能 自動走行 自動運転 レーダ インフラ 災害 防災 環境 非破壊
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技術֓ཁ
床がタッチパネルのような大面積センサになる技術を開発しました。本技術は、圧電素子
による高精度なセンサと機械学習による解析によって、低コストに広いエリアをカバーする
ことが可能です。これまで、ヒトやロボットなど移動体個々に取り付けられていたセンサお
よび判別アルゴリズムを床面で共通化することで、複数かつ異なる移動体が同時かつ効率
的に動作できるプラットフォームを構築することができると考えています。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

無数のセンサが実装されることが予想されるIoT社会において、地理空間情報やセンサフ
ロアなど、司令塔となるべきプラットフォームの重要性が高まっています。本技術により、歩
道上や建物内のフロア上を行き来するヒトやロボット、車両などの可視化システムが実現で
きます。このようなセンサプラットフォームによって、安心・安全な社会の実現や、経済効率
の最適化などが考えられます。

Ωʔϫʔυɹ

位置センサ 大面積センサ モビリティ 圧電 機械学習 ロボット
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技術֓ཁ
火災の熱を感じて発泡し消火する、水ガラスを主成分とした消火剤を開発した。消火剤の
含水率で液体、ペースト状、粉体、および固体状の消火剤を調製でき、散布方法も噴霧や粉
末散布など形状に応じて変えられる。木材火災へ液体消火剤を散布すると木材表面に固
体膜と固体泡を形成して、水よりも少ない使用量で消火出来た。天ぷら油火災では、発泡し
た固体泡が油表面を被覆して消火出来た。マグネシウム火災では、含水率の大きな液体や
ペースト状の消火剤でも激しい反応を起こさずに発泡した固体泡で被覆して消火出来た。

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

・一般火災用の消火剤および消火器と家庭の台所火災の初期消火用消火器
・マグネシウム部材加工工場でのマグネシウム火災用消火剤および消火器
・可燃性金属を使用した車両等の火災の初期消火用消火剤および消火器
・燃焼物との反応による爆発や激しい燃焼が起こらず、表面を固体膜と発泡による固体泡
で被覆し、窒息および断熱効果による高い消火効果。

Ωʔϫʔυɹ

火災 消火剤 消火器 水ガラス ケイ酸化合物 木材火災 林野火災 金属火災 マグネシウム火
災 爆発 燃焼
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発明者自ら実用化を展望した技術説明を行い新たな産学連携を創出！

JSTは新技術の紹介を通じて産学連携を支援します
全国どこからでも参加可能！
オンライン開催 

研究者に直接会える！
対面開催 

令和５年度の新技術説明会は
オンライン・対面の2形態で開催しています！
プログラム続々更新中、WebサイトをCheck！

https://shingi.jst.go.jp

「新技術説明会」の特長
充実のプレゼン資料さらに発表動画も
開催予定・実績「新技術説明会」の特長 開催予定・実績

大学等の最新技術と出会える !
「新技術説明会」の特長

多くの研究機関に発表の場を提供多くの研究機関に発表の場を提供
3 つの開催形式3つの開催形式

開催予定・実績
https://shingi.jst.go.jp/list.html

分野別に最分野別に最新新101000件の発表も表示件の発表も表示。。
是非ご覧ください。是非ご覧ください。
分野別に最新100件の発表も表示。
是非ご覧ください。

□ 未公開特許発表□ 未公開特許発表
□ ビジネスマッチングを意識したプレゼンテー□ ビジネスマッチングを意識したプレゼンテー
ションション

□ 個別相談会会場を併設（実開催時）□ 個別相談会会場を併設（実開催時）
□ ５万通以上の開催案内メールを企業等へ配信□ ５万通以上の開催案内メールを企業等へ配信
□ 発表資料をWebサイトに掲載□ 発表資料をWebサイトに掲載

□ 未公開特許発表
□ ビジネスマッチングを意識したプレゼンテー
ション

□ 個別相談会会場を併設（実開催時）
□ ５万通以上の開催案内メールを企業等へ配信
□ 発表資料をWebサイトに掲載

より多くの研究機関が技術を発表できるよう、より多くの研究機関が技術を発表できるよう、
複数の開催形式を用意しています。複数の開催形式を用意しています。
より多くの研究機関が技術を発表できるよう、
複数の開催形式を用意しています。

多くの研究機関に発表の場を提供
3 つの開催形式

数字で
読み解く！

チング率ングマッチ 率マ グググマッチング率

5544..11%%54.1%
20120188年度年度はは553322件の新技術を発表しました。件の新技術を発表しました。
そのうそのうちち282888件が件が、、33年間で「共同研究」「技術年間で「共同研究」「技術
指導」「サンプル提供」「ライセンス」等のマッ指導」「サンプル提供」「ライセンス」等のマッ
チングにつながっています。チングにつながっています。

2018年度は532件の新技術を発表しました。
そのうち288件が、3年間で「共同研究」「技術
指導」「サンプル提供」「ライセンス」等のマッ
チングにつながっています。

発表技術数発表技術数

383877件件//年間年間387件/年間
１年間に発表される技術数１年間に発表される技術数
（2019（2019 年年44月～ 202月～ 20222年年33月までの平均）月までの平均）
１年間に発表される技術数
（2019 年4月～ 2022年3月までの平均）

満足度満足度

9933..44％％
満足度

93.4％
20220211年度新技術説明会聴講後のアンケート年度新技術説明会聴講後のアンケート
での満足度での満足度
2021年度新技術説明会聴講後のアンケート
での満足度

平均聴講者数平均聴講者数平均聴講者数

313122人人
2021 年度に開催された説明会2021 年度に開催された説明会のの
11開催あたりの聴講者数開催あたりの聴講者数

平均聴講者数

312人
2021 年度に開催された説明会の
1開催あたりの聴講者数

新技術説明会を読み解く数字は他にも！新技術説明会を読み解く数字は他にも！
詳しくは新技術説明会ホームページにて詳しくは新技術説明会ホームページにて
新技術説明会を読み解く数字は他にも！
詳しくは新技術説明会ホームページにて

スタートアップ・技術移転推進部　産学連携プロモーショングループ
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ɾ医ྍ߁݈ 研究フェーズ

視覚的注意に基づいた情報入力装置

Ӊ౎ٶ大学޻�学෦ج�൫޻学Պ�ॿڭɹۚ੒ܛ�

眼球運動・瞳孔反応の測定に基づいて、注意を切り替えたタイミングを推定することで、視
線を動かさずに文字などの情報を入力できる手法を紹介します。これまでの情報入力装置
とは異なり、注意を切り替えるだけで情報入力が可能なため、ユーザーの目の負担の軽減
や精密な視線制御が不要となります。

視線をほとんど動かすことなく情報入力が可能になることで、手足の動きや発話での意思
表示ができない方の意思伝達装置として活用できます。また、バーチャルリアリティ環境
下、手で何か操作しているときの情報入力の手段としても応用が期待できます。

+45ελʔτアοϓɾ技術Ҡసਪਐ部 ஍ҬΠϊϕʔγϣンάϧʔϓ
E�NBJM��NQ!KTU�HP�KQ

情報入力装置  視線入力  瞳孔  眼球運動  注意

৯ྉɾ農ྛਫ産 研究フェーズ

コメ中に含まれるカドミウム含量簡便定量の
ための化合物探索

ಸྑঁࢠ大学ڀݚ�Ӄ޻学޻�ܥ学ྖҬڭ�तɹํࡾ�༟࢘

我が国の地中に多く含まれるカドミウムは、その土地で産出されるコメに大きな影響を及
ぼしています。これまでの申請者の研究により開発された、カドミウムイオンに対する高い
選択性と親和性を有するきわめて単純な構造を持つ蛍光性化合物を用いて、コメ中のカド
ミウムを高感度・高精度かつ簡便・安価に検出するシステムの開発を行います。

本研究を、コメ中に含まれるカドミウム検出・定量キットを販売している企業のプラット
フォームとマッチングすることにより、キット製造に必要とされる材料費および人件費の大
幅なコストダウンを可能にします。更に本キットが多くの農家に広く普及することで、日本
のみならず全世界の米食の安全が確保できるようになります。
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カドミウム  亜鉛  蛍光  センサー  キノリン

JSTスタートアップ出資・支援事業J-01 JSTマッチングプランナー制度

+45ͷʮϚονϯάϓϥϯφーʯ͸ɺ
શࠃ�ΧॴͷΦϑΟεʹற͠ࡏɺۀاͳͲ͕
௚໘͍ͯ͠Δղܾ͢΂͖ٕज़త՝୊ʢχーズʣͱͦͷղܾʹͭͳ͕ΓಘΔ
大学ͳͲͷڀݚ੒Ռɺ஌త࢈ࡒʢシーズʣΛ݁Ϳઐ໳ਓࡐͰ͢ɻ
૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ͝ʹܰؾ͓

業ࣄԉࢧ業اΔϕンνϟʔ͢ࢪ45͕࣮+
出ܕࢿ৽ۀࣄ૑出ࢧԉϓϩάϥϜʢ46$$E44ʣ͸ڀݚ։ൃ੒Ռͷ࣮༻ԽΛΊ͟͢ϕϯνϟーਫ਼ਆʹ͋;ΕΔํʑΛࢧԉ͢Δ
੍౓Ͱ͢ɻ+45ͷڀݚ։ൃ੒Ռͷ࣮༻ԽΛ໨͢ࢦϕϯνϟーۀاʹର͠ɺ出ࢿ΍ਓతɾٕज़తԉॿʢϋϯズΦϯʣΛ͍ߦ·͢ɻ
+45͕ϕϯνϟーۀاͷגओʹͳΔ͜ͱͰຽؒͷू͕ۚࢿ·ͬͯ͘ΔʮݺͼਫޮՌʯΛૂ͍ͬͯ·͢ɻ
ϕϯνϟーۀاͷ૑出੒௕Λ௨ͯ͡ɺ+45ͷڀݚ։ൃ੒Ռͷ࣮༻ԽɾࣾձؐݩΛଅਐ͠·͢ɻ

仙台

東京
大阪岡山

福岡

J-02

͓໰͍合わͤ先
46$$E44�出ܕࢿ৽ۀࣄ૑出ࢧԉϓϩάϥϜ
+45ελーτΞοϓɾٕज़Ҡసਪਐ෦�ελーτΞοϓ出ࢿɾࢧԉࣨ
E�NBJM���FOUSF!KTU�HP�KQ

͓໰͍合わͤ先
+45஌త࢈ࡒϚωδϝϯτਪਐ෦�஌ूࡒ໿ɾ׆༻άϧーϓ
5E-ɿ���������������'"Xɿ���������������E�NBJM���MJDFOTF!KTU�HP�KQɹ˞͓໰͍߹Θͤͷ಺༰ʹΑͬͯ͸ɺճ౴ʹؒ࣌Λཁ͢Δ৔߹͕͋Γ·͢ɻ

ग़ܕࢿ新ࣄ業創ग़ࢧԉϓϩάϥϜ͓Αͼग़ࢿ先ͷ͝঺հ

C4U株式会社

൫ٕज़جͷήϊϜฤूٕज़Ͱ͋Δ$3I413�$BT�Λ࢈ࠃ
ͱ͠ɺ͜ ͷٕज़Λ༻͍ͨҨ఻ੑ࣬ױʹର͢Δ৽نͷҨ఻
ͼಉٕज़ͷϓϥοτϑΥーϜ展։ٴ๏等ͷ։ൃɺྍ࣏ࢠ
Λ໨͠ࢦ大ࡕ大学ൃͷόΠΦܥελーτΞοϓɻ
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ゲノム編集技術（CRISPR-Cas3）を
用いた遺伝子治療方の開発

シングルセル技術を用いた微生物の
ゲノム解析

『3D細胞製品』の実用化を目指す
再生医療スタートアップ

bitBiome株式会社 株式会社サイフューズ

https://www.crispr4u.jp/ https://bitbiome.co.jp/ https://www.cyfusebio.com/
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環境・エネルギー分野、情報通信分野
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ナノテクノロジー・先端材料分野
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電子・機械・光学分野
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JST特許ポートフォリオ

電子・機械・光学
26%

情報通信
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環境・
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9%

ナノテクノロジー・先端材料
27%

その他
14% ライフサイエンス
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ɾ医ྍ߁݈ 研究フェーズ

視覚的注意に基づいた情報入力装置

Ӊ౎ٶ大学޻�学෦ج�൫޻学Պ�ॿڭɹۚ੒ܛ�

眼球運動・瞳孔反応の測定に基づいて、注意を切り替えたタイミングを推定することで、視
線を動かさずに文字などの情報を入力できる手法を紹介します。これまでの情報入力装置
とは異なり、注意を切り替えるだけで情報入力が可能なため、ユーザーの目の負担の軽減
や精密な視線制御が不要となります。

視線をほとんど動かすことなく情報入力が可能になることで、手足の動きや発話での意思
表示ができない方の意思伝達装置として活用できます。また、バーチャルリアリティ環境
下、手で何か操作しているときの情報入力の手段としても応用が期待できます。

+45ελʔτアοϓɾ技術Ҡసਪਐ部 ஍ҬΠϊϕʔγϣンάϧʔϓ
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情報入力装置  視線入力  瞳孔  眼球運動  注意

৯ྉɾ農ྛਫ産 研究フェーズ

コメ中に含まれるカドミウム含量簡便定量の
ための化合物探索

ಸྑঁࢠ大学ڀݚ�Ӄ޻学޻�ܥ学ྖҬڭ�तɹํࡾ�༟࢘

我が国の地中に多く含まれるカドミウムは、その土地で産出されるコメに大きな影響を及
ぼしています。これまでの申請者の研究により開発された、カドミウムイオンに対する高い
選択性と親和性を有するきわめて単純な構造を持つ蛍光性化合物を用いて、コメ中のカド
ミウムを高感度・高精度かつ簡便・安価に検出するシステムの開発を行います。

本研究を、コメ中に含まれるカドミウム検出・定量キットを販売している企業のプラット
フォームとマッチングすることにより、キット製造に必要とされる材料費および人件費の大
幅なコストダウンを可能にします。更に本キットが多くの農家に広く普及することで、日本
のみならず全世界の米食の安全が確保できるようになります。

+45ελʔτアοϓɾ技術Ҡసਪਐ部 ஍ҬΠϊϕʔγϣンάϧʔϓ
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カドミウム  亜鉛  蛍光  センサー  キノリン

JSTスタートアップ出資・支援事業J-01 JSTマッチングプランナー制度
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ϕϯνϟーۀاͷ૑出੒௕Λ௨ͯ͡ɺ+45ͷڀݚ։ൃ੒Ռͷ࣮༻ԽɾࣾձؐݩΛଅਐ͠·͢ɻ

仙台

東京
大阪岡山

福岡

J-02

͓໰͍合わͤ先
46$$E44 出ܕࢿ৽ۀࣄ૑出ࢧԉϓϩάϥϜ
+45ελーτΞοϓɾٕज़Ҡసਪਐ෦ ελーτΞοϓ出ࢿɾࢧԉࣨ
E�NBJM���FOUSF!KTU�HP�KQ

͓໰͍合わͤ先
+45஌త࢈ࡒϚωδϝϯτਪਐ෦ ஌ूࡒ໿ɾ׆༻άϧーϓ
5E-ɿ���������������'"Xɿ���������������E�NBJM���MJDFOTF!KTU�HP�KQɹ˞͓໰͍߹Θͤͷ಺༰ʹΑͬͯ͸ɺճ౴ʹؒ࣌Λཁ͢Δ৔߹͕͋Γ·͢ɻ

ग़ܕࢿ新ࣄ業創ग़ࢧԉϓϩάϥϜ͓Αͼग़ࢿ先ͷ͝঺հ

C4U株式会社

൫ٕज़جͷήϊϜฤूٕज़Ͱ͋Δ$3I413�$BT�Λ࢈ࠃ
ͱ͠ɺ͜ ͷٕज़Λ༻͍ͨҨ఻ੑ࣬ױʹର͢Δ৽نͷҨ఻
ͼಉٕज़ͷϓϥοτϑΥーϜ展։ٴ๏等ͷ։ൃɺྍ࣏ࢠ
Λ໨͠ࢦ大ࡕ大学ൃͷόΠΦܥελーτΞοϓɻ

シϯάϧηϧٕज़Λ༻͍ͨඍੜ෺ͷήϊϜղੳΛͯͬߦ
͍ΔૣҴా大学ൃελーτΞοϓɻඍੜ෺Λഓཆ͢Δ
͜ͱͳ͘ɺࡉ๔͔ݸ�ΒήϊϜΛղಡ͢Δٕज़Λ༗͠ɺ
ऩूͨ͠ήϊϜσーλΛσーλϕーεԽ͠ɺ߬ ૉ୳ࡧɾ
վม͕ՄೳͳϓϥοτϑΥーϜΛߏஙɻ

όΠΦ̏DϓϦϯςΟϯάٕज़Λ΋ͱʹň�Dࡉ๔੡඼ʯ
ͷ࣮༻ԽΛ໨࠶͢ࢦੜҩྍελーτΞοϓɻ�Dࡉ๔੡඼
͕࣮༻Խ͞ΕΔ͜ͱͰɺࣦ ੜͤ͞Δ࠶΍機ೳΛثଁͨͬ
ͱ͍͏ըظతͳྍ࣏ͷΞϓϩーν͕࣮͠ݱɺै དྷͷखज़
΍ྍ࣏๏ʹΑͬͯຬͨ͞ΕΔ͜ͱͷͳ͔ͬͨΞϯϝοτ
ϝσΟΧϧχーズʹԠ͑ɺҩྍͷਐาʹ大͖͘͢ݙߩΔ
͜ͱΛ໨͢ࢦɻ

ゲノム編集技術（CRISPR-Cas3）を
用いた遺伝子治療方の開発

シングルセル技術を用いた微生物の
ゲノム解析

『3D細胞製品』の実用化を目指す
再生医療スタートアップ

bitBiome株式会社 株式会社サイフューズ

https://www.crispr4u.jp/ https://bitbiome.co.jp/ https://www.cyfusebio.com/

JST所有特許技術紹介J-03
རԽ͠ɺͦݖ಺֎Ͱࠃ੒Ռͱͯ͠ɺ大学等͕ൃ໌ٕͨ͠ज़Λۀࣄ45+ ͷϥΠηϯεΛ௨ͯ͡ൃ໌ٕज़ͷࣾձ࣮૷Λਪਐ͍ͯ͠· ɻ͢
+45Ͱ͸ɺࡏݱɺ໿�
���݅ͷಛڐΛอ༗͓ͯ͠ΓɺଟذʹΘͨΔٕज़ྖҬͷத͔ΒҰਪ͠ͷಛٕڐज़Λ͝঺հ͍ͨ͠·͢ɻ

͝঺հ͢Δಛڐ技術ͷྫ

ライフサイエンス分野
ༀޮ੒෼ʢ"1Iʣɺ਍அٕज़ɾ૷ஔɺ߅ମҩༀɺ
υϥοάɾσϦόϦーɾシεςϜʢDD4ʣɺҨ఻ྍ࣏ࢠ�ͳͲ

環境・エネルギー分野、情報通信分野
୤୸ૉɺؾ৅ɺ஝ ɾిൃ ిɺਫૉ੡଄ٕज़ɺແઢ௨৴ɺηΩϡϦςΟɺ
਺ཧσーλղੳɺ"Iิٕ׬ज़�ͳͲ

ナノテクノロジー・先端材料分野
φϊσόΠεɾηϯαーɺ༗機ɾແ機ɾϋΠϒϦου৽ૉٴࡐͼͦͷ੡଄๏�ͳͲ

電子・機械・光学分野
൒ಋମ�ిࢠσόΠεɺଌఆٕज़ɺޫ 学関࿈ٕज़�ͳͲ

"�45E1�Ϛονϯάϓϥϯφー੍౓͝঺հ͸ͪ͜Β͔Β▶
ʢIUUQT���XXX�KTU�HP�KQ�B�TUFQ�PVUMJOF�USZPVU@NQ�IUNMʣ

͓໰͍合わͤ先
ʢ+45ʣߏ機ڵ։ൃ๏ਓՊ学ٕज़ৼڀݚཱࠃ
ελーτΞοϓɾٕज़Ҡసਪਐ෦�஍ҬΠϊϕーシϣϯάϧーϓ
E�NBJM���NQ!KTU�HP�KQ

JST特許ポートフォリオ

電子・機械・光学
26%

情報通信
7%

環境・
エネルギー
9%

ナノテクノロジー・先端材料
27%

その他
14% ライフサイエンス

17%
2,445݅

˔+45͕อ༗͢Δಛڐɾಛڐग़ئͷൃ明はɺࣄ業ϗʔϜϖʔδʹͯ֬͝ೝ͍た͚ͩま͢ɻʢIUUQT���XXX�KTU�HP�KQ�DIJ[BJ�QBUFOU�IUNMʣ

●マονンάϓϥンナʔʹΑΔ 技術γʔζͷ͝Ҋ಺ۀࣄαΠτ͸ͪ͜Β͔Β▶
ʢIUUQT���XXX�KTU�HP�KQ�FOUSF�ʣ
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技術֓ཁ

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

Ωʔϫʔυɹ

お問い
合わせ先

技術֓ཁ
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お問い
合わせ先

技術֓ཁ
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Ωʔϫʔυɹ

お問い
合わせ先

技術֓ཁ

૝ఆさΕΔྫࣄ༺׆ɹ

Ωʔϫʔυɹ

開発フェーズ

触感のある空中映像
౦ژ大学�大学Ӄ৽ྖҬ૑੒Պ学ڀݚՊ�ෳࡶཧ޻学ઐڭ�߈तɹࣰా�༟೭

空中超音波によって非接触で触覚を提示し、触感のある映像を作り出します。小動物や握
手の触感なども再現されます。「掴める」空中映像の世界初のデモです。

触感のあるメタバースを実現する技術です。コミュニケーションをはじめ、さわれるキャラ
クター、３次元構造のデザイン、自動車内インタフェースなど幅広い応用があります。

+45ઓུ研究ਪਐ部
E�NBJM��DSFTU!KTU�HP�KQ

触覚  触覚ディスプレイ  空中ハプティクス  バーチャルリアリティ  メタバース

AIが生成した教材も自動評価する技術
౦ژ学ܳ大学ڭ�ҭ学෦�ٕज़Պ学෼໺�।ڭतɹݪߐ�ང

本研究では、外国語学習支援を中心に、個々の学習者に合わせてテキストを自動評価する
技術を開発しています。例えば、30分程度の短時間のテスト結果だけから、誰がどのテキス
トをどの程度の確率で読めるのか、学習者ごとに個別予測してくれます。さらに、本人の外
国語学習のため、具体的に読解に困りそうな語を出力させたり、このテキストがどの程度、
読み手の英語の語彙学習に役立つのかも評価できます。さらに、直近では、生成AIにより
自動作成された読解教材等に対する自動評価の研究も行っています。

生成AIでは品質が保証されない点が問題です。生成AIでも品質は考慮されていますが、外
国語学習など特定の教育の場面を想定した自動評価AIを用意する事で、生成AIの品質を
自動評価する事ができます。自動評価の質が悪いときに再度作り直すことで、高品質なテ
キストだけ出力することも考えられます。その他、専門的内容を含む語学研修や専門的内
容と語学量を兼ね備えた人員の把握などの活用事例が想定されます。

+45ઓུ研究ਪਐ部
E�NBJM��BDU�Y!KTU�HP�KQ

自然言語処理  自動評価  人工知能  生成AI  外国語学習  語学学習  支援システム

研究フェーズ

都市の未来予測と意思決定を支える
時空間AI技術

޹�ɹ஛಺ڭ�ॿ߈Պ�஌ೳ৘ใ学ઐڀݚ౎大学�大学Ӄ৘ใ学ژ

都市から計測される移動と行動のデータを時間と空間の観点から分析し、都市の未来の
状態を予測するAI技術を研究しています。AI技術の予測は、個人から集団まで様々な粒度
での意思決定をサポートします。本展示では、これまでの産学連携共同研究で実施した、新
駅開業から生じる空間需要、群衆や自動運転車の経路誘導、都市交通網の渋滞などを予測
する時空間AI技術を紹介します。広範な産学連携から、わたしたちの街の未来の姿をより
正確に予測することで、スマートで安全性の高い社会の実現を目指しています。

時間と空間の観点を活用したAIによる汎用的な予測・シミュレーション技術の活用。観光
客の集中による観光公害に対する、国籍や嗜好に基づく代替的目的地の推薦による分散
化。スマートモビリティ（シェアサイクルやシェアキックボードなど）の需要予測に基づくシ
ステムの最適化。都市における日常的な混雑解消を目的とした、行動パターンに基づく経路
案内など。

+45ઓུࣄ業ਪਐ部
E�NBJM��QSFTUP!KTU�HP�KQ

人工知能  時空間データ  機械学習  因果推論  シミュレーション  予測  意思決定  商圏分
析  交通量予測  経路誘導  スマートモビリティ  観光施策

研究フェーズ

研究フェーズ

高分子微粒子による劣化しない
マテリアルリサイクル

৴भ大学�学ज़ڀݚӃ�ણҡ学ܥ�।ڭतɹླ໦�大հ

本研究では、高分子の鎖を数十から数百ナノメートル程度のサイズに微粒子化し、それら
を集積して高分子成形体を形成することで、従来は難しいとされてきた高分子材料の強靭
性と優れた分解性の両立が可能であることを発見しました。
開発した高分子材料は、特別な化学反応を必要とせずに、特定の溶媒に浸すだけで元の微
粒子まで分解することができ、さらに劣化することなく繰り返し使用することができます。
微粒子を活用することで、品質劣化の無い理想的なクローズドループリサイクルを簡便に
実現することができます。

高分子の生産量の内、その5分の1程度が微粒子で作られているという現状があります。そ
のため、多くの高分子が本技術により改良されれば、資源循環の分野において大きな波及
効果が期待できます。本手法は、原理的には固体高分子材料やゲル材料など様々な高分子
材料や、フィラーや顔料などを含む機能性材料への適用が可能であることから、多様な機
能性高分子材料をリサイクル性を付与した上で代替されることが期待されます。

+45ઓུ研究ਪਐ部
E�NBJM��DSFTU!KTU�HP�KQ

マテリアルリサイクル  循環型高分子  クローズドループリサイクル  機能材料  塗料  接着剤  
コーティング剤  ナノ粒子  脱有機溶剤  サステイナブル  ラテックス  プラスチック  マイク
ロプラスチック

Πンϑϥɾ̓ શɾ社会ج൫ ΧʔϘンχϡʔτϥϧɾڥ؀

৘ใ通信 ৘ใ通信

+45大学ൃελʔτアοϓى業ࢧԉࣄ業੒Ռలࣔ
「グランドグリーン株式会社」J-04 JST戦略的創造研究推進事業　採択課題展示

+45ʮ大学ൃ新産業創ग़ϓϩάϥϜʯʢ45"35ʣからͷ੒Ռలࣔ
大ͷՄೳੑΛɻɦΛݶըΛ௨ͯ͠ɺh২෺͔Βɺແࢀԉʯͷࢧূ࣮ۀى�ܕ૑出ϓϩάϥϜ�ϓϩδΣΫτਪਐۀ࢈ͷʮ大学ൃ৽ۀࣄ੒Ռ展։ڀݚ
ίϯηϓτʹਾ͑ɺ໊ۀࣄ Ε͞ۀى԰大学ൃͰݹ ʮͨάϥϯυάϦーϯࣜגձࣾʯΛ͝঺հ͠·͢ɻ

ʮ大学ൃ新産業創ग़ϓϩάϥϜ ϓϩδΣΫτਪਐى ܕ業࣮ূࢧԉʯͱは
ʮϓϩδΣΫτਪਐࢧূ࣮ۀى�ܕԉʯͰ͸ɺ大学等ൃϕϯνϟーͷ͚ͯ޲ʹۀىɺڀݚ։ ɾൃۀࣄҭ੒ͷͨΊͷެతۚࢿͱຽؒͷۀࣄԽϊ΢ϋ΢
Λ૊Έ߹ΘͤΔ͜ͱʹΑΓɺϙςϯシϟϧͷٕ͍ߴज़シーズͷۀࣄԽΛ໨͢ࢦऔΓ૊ΈΛࢧԉ͍ͯ͠·͢ɻ

J-06

͓໰͍合わͤ先
45"35ʮ大学ൃ৽ۀ࢈૑出ϓϩάϥϜʯ
+45ελーτΞοϓɾٕज़Ҡసਪਐ෦�ελーτΞοϓୈ�άϧーϓʢϓϩδΣΫτਪਐܕʣ
E�NBJM���TUBSU!KTU�HP�KQ

లࣔا業

グランドグリーン株式会社　ʢhttps://www.gragreen.com/ʣ

άϥϯυάϦーϯ͸ੈ࣍୅ͷ৯೶Λ૑଄͢Δڀݚ։ൃܕͷΞάϦόΠ
ΦελーτΞοϓͰ͢ɻ৯೶෼໺ΛऔΓ༷͘רʑͳ՝୊ʹର͢ΔιϦϡー
シϣϯͱͯ͠ɺಠࣗͷήϊϜฤूٕज़΍࠷৽ͷ஌ݟΛ૊Έ߹Θͤɺ৽͍͠
ͷ͋ΓํΛछබ෼໺͔ΒఏҊ͠·͢ɻ࢈෺ͱੜ࡞
ಠࣗ։ൃͨ͠৽ͨͳҭछٕज़ͷٕज़ఏڙαーϏεΛ展։͓ͯ͠Γɺڞಉ
ɻ͢·͍ͯ͠ूื࣌ύーτφー΋ਵڀݚ

発電と農業を融合した
太陽光エネルギー有効利用システムの開発
研究開発代表者：家 裕隆ʢ大ࡕ大学ۀ࢈Պ学ڀݚॴڭ�तʣ
২෺ͷޫ߹੒ʹෆཁͳ྘৭ޫͱۙ੺֎ޫΛൃిʹ༻͍Δ೾௕બ୒ܕ༗機
ଠཅి஑ʹΑͬͯɺ೶ۀ༻ϋ΢ε౥ࡌʹదͨ͠৽機࣠ͷΤωϧΪーݯ૑
出Λ໨͠ࢦ·͢ɻ

J-05

⾣αΠτ͸ͪ͜Β͔Βۀࣄ
ʢIUUQT���XXX�KTU�HP�KQ�TUBSU�ʣ

JST未来社会創造事業

ੈքతͳ৯ྉة機΍ੑׇރΤωϧΪー͔Βͷૣظ
୤٫ɺੜ෺ݯࢿͷա৒ফඅͳͲɺ๊͕͑ͪͨࢲΔࣾձ
՝୊͸೥ʑਂࠁԽ͍ͯ͠·͢ɻ学໰෼໺΍૊৫ͷน
Λ௒͑ɺଟ༷ͳεςーΫϗϧμーͱະདྷΛஙͨ͘Ί
ʹɺ+45ະདྷࣾձ૑଄ۀࣄͷ͕ࣾऀڀݚձ՝୊ղܾ
ʹ௅Έ·͢ɻ

ʮࡏݦԽ͢Δ社会՝୊ͷղܾʯྖ Ҭͷ͝঺հ

ࣾձ΍஍ڥ؀ٿɺਓؒͷҙࣝͷมԽͱͱ΋ʹࣾձ՝୊ͷ༗ΓΑ͏΋
มԽ͠ɺղܾ͸大มࠔ೉ʹͳ͍ͬͯ·͢ɻࣾ ձ՝୊͸�ͭͷٕज़΍ղͰ
Ұ఺ಥഁͰ͖ͣɺෳ؟తͳࢹ఺ͰকདྷΛͱΒ͑ղܾͷಓےΛ୳͢͜ͱ
͕ඞཁͰ͢ɻຊྖҬͰ͸ɺ՝୊ͷ૬ޓ関ੑ܎΍ෳੑࡶɺকདྷͷࣾձɾ
։ൃΛਪਐڀݚ͢ࢦղܾΛ໨ྀͯ͠ߟͷෆ࣮֬ੑ等΋ڥɾ؀ࡁܦ
͍ͯ͠·͢ɻ

運営統括：高橋 桂子
ʢૣҴా大学૯߹ڀݚ機ߏάϩーόϧՊ学஌༥߹ڀݚॴ�্ڀݚڃһʗڀݚӃڭतʣ

͓໰͍߹Θͤઌɿ大ࡕ大学ۀ࢈Պ学ڀݚॴ�Ոࣨڀݚ
E-mail�ZVUBLBJF!TBOLFO�PTBLB�V�BD�KQ���URL�IUUQT���XXX�TBOLFO�PTBLB�V�BD�KQ�MBCT�PNN�

開花時刻調節で変わる未来の作物生産
研究開発代表者：石丸 努ʢ೶ݚ機ߏத೔ຊ೶ڀݚۀηϯλー�্ڀݚڃһʣ
։Ֆࠁ࣌ΛؾԹ͕௿͍ૣேʹシϑτ͢Δૣே։ՖੑʹΑͬͯɺީؾมಈ
ʹΑΔෆູʹ൐͏ίϝͷݮऩΛܰߴ͠ݮɺ Թɾס૩ετϨεڥ؀Ͱͷ҆ఆ
ੜ࢈Λ໨͠ࢦ·͢ɻ

͓໰͍߹Θͤઌɿ೶ݚ機ߏத೔ຊ೶ڀݚۀηϯλー
E-mail�LPIP�DBSD!NM�BGGSD�HP�KQ���URL�IUUQT���XXX�OBSP�HP�KQ�MBCPSBUPSZ�DBSD�JOEFY�IUNM

都市代謝系と沿岸生態系が融合した
循環型エネルギー・食料生産システムの構築
研究開発代表者：藤原 拓ʢژ౎大学大学Ӄ஍ڥ؀ٿ学ಊڭ�तʣ
ਖ਼ਁಁシεςϜΛ༻͍ͯԼਫಓݯࢿΛ׆༻͠ɺԼਫಓ͔ΒͷԹࣨޮՌ
Ψεͷഉ出΍ɺԊ؛ҬͷශӫཆԽɾڕපඃ֐ʹΑΔۀړੜྔ࢈ͷݮগʹ
औΓ૊Έ·͢ɻ

͓໰͍߹Θͤઌɿژ౎大学大学Ӄ஍ڥ؀ٿ学ಊ�ਫڥ؀อશ࿦෼໺
E-mail�GVKJXBSB�UBLV��W!LZPUP�V�BD�KQ���URL�IUUQT���XBUFS�FOW�LZPUP�V�BD�KQ�

産官民協働ネイチャーポジティブを実現する
環境・社会影響評価
研究開発代表者：馬奈木 俊介 ʢ۝भ大学大学Ӄ޻学ڀݚӃ�ओڭװतʣ
৽ࠃ෋ࢦඪͱϥΠϑαΠΫϧΞηεϝϯτͷ౷߹ʹΑͬͯɺࣗ વࢿຊΛ
ϑϩーɾετοΫ྆໘͔ΒఆྔධՁ͢Δ৽ख๏Λ։ൃ͠ɺݮগͨࣗ͠વ
ɻ͢·͠ࢦຊͷճ෮Λ໨ࢿ

͓໰͍߹Θͤઌɿ۝भ大学౎ڀݚࢢηϯλー
E-mail�T�UBLFEB!EPD�LZVTIV�V�BD�KQ���URL�IUUQT���VSCBO�JOTUJUVUF�LZVTIV�V�BD�KQ�

バイオマスを基にした物質・エネルギー循環技術の実現
研究開発代表者：藪 浩ʢ౦๺大学ࡐྉՊ学ߴ等ڀݚॴڭ�तʗओ೚ऀڀݚʣ
ഇغόΠΦϚε͔Β߹੒͢Δφϊ݂୸৮ഔΛɺ೩ྉి஑΍ۚଐۭిؾ஑
Δ͜ͱʹΑͬͯɺ෺࣭॥؀ͱΤω͢༺׆୅ΤωϧΪーσόΠε΁ੈ࣍༺
ϧΪー॥؀ࣾձͷ࣮ݱΛ໨͠ࢦ·͢ɻ

͓໰͍߹Θͤઌɿ౦๺大学ࡐྉՊ学ߴ等ڀݚॴᤵࣨڀݚ
E-mail�IJSPTIJ�ZBCV�E�!UPIPLV�BD�KQ���URL�IUUQ���ZBCVMBC�XQ�YEPNBJO�KQ�

ྩ和�೥౓࠾୒՝୊

͓໰͍合わͤ先
ະདྷࣾձ૑଄ۀࣄ�
+45ະདྷ૑଄ڀݚ։ൃਪਐ෦
E�NBJM���LBJLBLV@NJSBJ!KTU�HP�KQ

ϓϩδΣΫτਪਐࢧূ࣮ۀى�ܕԉͷ֓ۀࣄཁ͸ͪ͜Β͔Β▶
ʢIUUQT���XXX�KTU�HP�KQ�TUBSU�FOUSF�EFNP�JOEFY�IUNMʣ

͖͕͚͞ͷۀࣄαΠτ͸ͪ͜Β͔Β▶
ʢIUUQT���XXX�KTU�HP�KQ�LJTPLFO�QSFTUP�JOEFY�IUNMʣ

"$5�XͷۀࣄαΠτ͸ͪ͜Β͔Β▶
ʢIUUQT���XXX�KTU�HP�KQ�LJTPLFO�BDU�Y�JOEFY�IUNMʣ

$3E45ͷۀࣄαΠτ͸ͪ͜Β͔Β▶
ʢIUUQT���XXX�KTU�HP�KQ�LJTPLFO�DSFTU�JOEFY�IUNMʣ

  　　　　▶αΠτ͸ͪ͜Β͔Βۀࣄ
ʢIUUQT���XXX�KTU�HP�KQ�NJSBJ�KQ�ʣ

●ઓུత創଄研究ਪਐࣄ業ɹࣄ業αΠτ
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開発フェーズ

触感のある空中映像
౦ژ大学�大学Ӄ৽ྖҬ૑੒Պ学ڀݚՊ�ෳࡶཧ޻学ઐڭ�߈तɹࣰా�༟೭

空中超音波によって非接触で触覚を提示し、触感のある映像を作り出します。小動物や握
手の触感なども再現されます。「掴める」空中映像の世界初のデモです。

触感のあるメタバースを実現する技術です。コミュニケーションをはじめ、さわれるキャラ
クター、３次元構造のデザイン、自動車内インタフェースなど幅広い応用があります。

+45ઓུ研究ਪਐ部
E�NBJM��DSFTU!KTU�HP�KQ

触覚  触覚ディスプレイ  空中ハプティクス  バーチャルリアリティ  メタバース

AIが生成した教材も自動評価する技術
౦ژ学ܳ大学ڭ�ҭ学෦�ٕज़Պ学෼໺�।ڭतɹݪߐ�ང

本研究では、外国語学習支援を中心に、個々の学習者に合わせてテキストを自動評価する
技術を開発しています。例えば、30分程度の短時間のテスト結果だけから、誰がどのテキス
トをどの程度の確率で読めるのか、学習者ごとに個別予測してくれます。さらに、本人の外
国語学習のため、具体的に読解に困りそうな語を出力させたり、このテキストがどの程度、
読み手の英語の語彙学習に役立つのかも評価できます。さらに、直近では、生成AIにより
自動作成された読解教材等に対する自動評価の研究も行っています。

生成AIでは品質が保証されない点が問題です。生成AIでも品質は考慮されていますが、外
国語学習など特定の教育の場面を想定した自動評価AIを用意する事で、生成AIの品質を
自動評価する事ができます。自動評価の質が悪いときに再度作り直すことで、高品質なテ
キストだけ出力することも考えられます。その他、専門的内容を含む語学研修や専門的内
容と語学量を兼ね備えた人員の把握などの活用事例が想定されます。

+45ઓུ研究ਪਐ部
E�NBJM��BDU�Y!KTU�HP�KQ

自然言語処理  自動評価  人工知能  生成AI  外国語学習  語学学習  支援システム

研究フェーズ

都市の未来予測と意思決定を支える
時空間AI技術

޹�ɹ஛಺ڭ�ॿ߈Պ�஌ೳ৘ใ学ઐڀݚ౎大学�大学Ӄ৘ใ学ژ

都市から計測される移動と行動のデータを時間と空間の観点から分析し、都市の未来の
状態を予測するAI技術を研究しています。AI技術の予測は、個人から集団まで様々な粒度
での意思決定をサポートします。本展示では、これまでの産学連携共同研究で実施した、新
駅開業から生じる空間需要、群衆や自動運転車の経路誘導、都市交通網の渋滞などを予測
する時空間AI技術を紹介します。広範な産学連携から、わたしたちの街の未来の姿をより
正確に予測することで、スマートで安全性の高い社会の実現を目指しています。

時間と空間の観点を活用したAIによる汎用的な予測・シミュレーション技術の活用。観光
客の集中による観光公害に対する、国籍や嗜好に基づく代替的目的地の推薦による分散
化。スマートモビリティ（シェアサイクルやシェアキックボードなど）の需要予測に基づくシ
ステムの最適化。都市における日常的な混雑解消を目的とした、行動パターンに基づく経路
案内など。

+45ઓུࣄ業ਪਐ部
E�NBJM��QSFTUP!KTU�HP�KQ

人工知能  時空間データ  機械学習  因果推論  シミュレーション  予測  意思決定  商圏分
析  交通量予測  経路誘導  スマートモビリティ  観光施策

研究フェーズ

研究フェーズ

高分子微粒子による劣化しない
マテリアルリサイクル

৴भ大学�学ज़ڀݚӃ�ણҡ学ܥ�।ڭतɹླ໦�大հ

本研究では、高分子の鎖を数十から数百ナノメートル程度のサイズに微粒子化し、それら
を集積して高分子成形体を形成することで、従来は難しいとされてきた高分子材料の強靭
性と優れた分解性の両立が可能であることを発見しました。
開発した高分子材料は、特別な化学反応を必要とせずに、特定の溶媒に浸すだけで元の微
粒子まで分解することができ、さらに劣化することなく繰り返し使用することができます。
微粒子を活用することで、品質劣化の無い理想的なクローズドループリサイクルを簡便に
実現することができます。

高分子の生産量の内、その5分の1程度が微粒子で作られているという現状があります。そ
のため、多くの高分子が本技術により改良されれば、資源循環の分野において大きな波及
効果が期待できます。本手法は、原理的には固体高分子材料やゲル材料など様々な高分子
材料や、フィラーや顔料などを含む機能性材料への適用が可能であることから、多様な機
能性高分子材料をリサイクル性を付与した上で代替されることが期待されます。

+45ઓུ研究ਪਐ部
E�NBJM��DSFTU!KTU�HP�KQ

マテリアルリサイクル  循環型高分子  クローズドループリサイクル  機能材料  塗料  接着剤  
コーティング剤  ナノ粒子  脱有機溶剤  サステイナブル  ラテックス  プラスチック  マイク
ロプラスチック

Πンϑϥɾ̓ શɾ社会ج൫ ΧʔϘンχϡʔτϥϧɾڥ؀

৘ใ通信 ৘ใ通信

+45大学ൃελʔτアοϓى業ࢧԉࣄ業੒Ռలࣔ
「グランドグリーン株式会社」J-04 JST戦略的創造研究推進事業　採択課題展示

+45ʮ大学ൃ新産業創ग़ϓϩάϥϜʯʢ45"35ʣからͷ੒Ռలࣔ
大ͷՄೳੑΛɻɦΛݶըΛ௨ͯ͠ɺh২෺͔Βɺແࢀԉʯͷࢧূ࣮ۀى�ܕ૑出ϓϩάϥϜ�ϓϩδΣΫτਪਐۀ࢈ͷʮ大学ൃ৽ۀࣄ੒Ռ展։ڀݚ
ίϯηϓτʹਾ͑ɺ໊ۀࣄ Ε͞ۀى԰大学ൃͰݹ ʮͨάϥϯυάϦーϯࣜגձࣾʯΛ͝঺հ͠·͢ɻ

ʮ大学ൃ新産業創ग़ϓϩάϥϜ ϓϩδΣΫτਪਐى ܕ業࣮ূࢧԉʯͱは
ʮϓϩδΣΫτਪਐࢧূ࣮ۀى�ܕԉʯͰ͸ɺ大学等ൃϕϯνϟーͷ͚ͯ޲ʹۀىɺڀݚ։ ɾൃۀࣄҭ੒ͷͨΊͷެతۚࢿͱຽؒͷۀࣄԽϊ΢ϋ΢
Λ૊Έ߹ΘͤΔ͜ͱʹΑΓɺϙςϯシϟϧͷٕ͍ߴज़シーズͷۀࣄԽΛ໨͢ࢦऔΓ૊ΈΛࢧԉ͍ͯ͠·͢ɻ

J-06

͓໰͍合わͤ先
45"35ʮ大学ൃ৽ۀ࢈૑出ϓϩάϥϜʯ
+45ελーτΞοϓɾٕज़Ҡసਪਐ෦�ελーτΞοϓୈ�άϧーϓʢϓϩδΣΫτਪਐܕʣ
E�NBJM���TUBSU!KTU�HP�KQ

లࣔا業

グランドグリーン株式会社　ʢhttps://www.gragreen.com/ʣ

άϥϯυάϦーϯ͸ੈ࣍୅ͷ৯೶Λ૑଄͢Δڀݚ։ൃܕͷΞάϦόΠ
ΦελーτΞοϓͰ͢ɻ৯೶෼໺ΛऔΓ༷͘רʑͳ՝୊ʹର͢ΔιϦϡー
シϣϯͱͯ͠ɺಠࣗͷήϊϜฤूٕज़΍࠷৽ͷ஌ݟΛ૊Έ߹Θͤɺ৽͍͠
ͷ͋ΓํΛछබ෼໺͔ΒఏҊ͠·͢ɻ࢈෺ͱੜ࡞
ಠࣗ։ൃͨ͠৽ͨͳҭछٕज़ͷٕज़ఏڙαーϏεΛ展։͓ͯ͠Γɺڞಉ
ɻ͢·͍ͯ͠ूื࣌ύーτφー΋ਵڀݚ

発電と農業を融合した
太陽光エネルギー有効利用システムの開発
研究開発代表者：家 裕隆ʢ大ࡕ大学ۀ࢈Պ学ڀݚॴڭ�तʣ
২෺ͷޫ߹੒ʹෆཁͳ྘৭ޫͱۙ੺֎ޫΛൃిʹ༻͍Δ೾௕બ୒ܕ༗機
ଠཅి஑ʹΑͬͯɺ೶ۀ༻ϋ΢ε౥ࡌʹదͨ͠৽機࣠ͷΤωϧΪーݯ૑
出Λ໨͠ࢦ·͢ɻ

J-05

⾣αΠτ͸ͪ͜Β͔Βۀࣄ
ʢIUUQT���XXX�KTU�HP�KQ�TUBSU�ʣ

JST未来社会創造事業

ੈքతͳ৯ྉة機΍ੑׇރΤωϧΪー͔Βͷૣظ
୤٫ɺੜ෺ݯࢿͷա৒ফඅͳͲɺ๊͕͑ͪͨࢲΔࣾձ
՝୊͸೥ʑਂࠁԽ͍ͯ͠·͢ɻ学໰෼໺΍૊৫ͷน
Λ௒͑ɺଟ༷ͳεςーΫϗϧμーͱະདྷΛஙͨ͘Ί
ʹɺ+45ະདྷࣾձ૑଄ۀࣄͷ͕ࣾऀڀݚձ՝୊ղܾ
ʹ௅Έ·͢ɻ

ʮࡏݦԽ͢Δ社会՝୊ͷղܾʯྖ Ҭͷ͝঺հ

ࣾձ΍஍ڥ؀ٿɺਓؒͷҙࣝͷมԽͱͱ΋ʹࣾձ՝୊ͷ༗ΓΑ͏΋
มԽ͠ɺղܾ͸大มࠔ೉ʹͳ͍ͬͯ·͢ɻࣾ ձ՝୊͸�ͭͷٕज़΍ղͰ
Ұ఺ಥഁͰ͖ͣɺෳ؟తͳࢹ఺ͰকདྷΛͱΒ͑ղܾͷಓےΛ୳͢͜ͱ
͕ඞཁͰ͢ɻຊྖҬͰ͸ɺ՝୊ͷ૬ޓ関ੑ܎΍ෳੑࡶɺকདྷͷࣾձɾ
։ൃΛਪਐڀݚ͢ࢦղܾΛ໨ྀͯ͠ߟͷෆ࣮֬ੑ等΋ڥɾ؀ࡁܦ
͍ͯ͠·͢ɻ

運営統括：高橋 桂子
ʢૣҴా大学૯߹ڀݚ機ߏάϩーόϧՊ学஌༥߹ڀݚॴ�্ڀݚڃһʗڀݚӃڭतʣ

͓໰͍߹Θͤઌɿ大ࡕ大学ۀ࢈Պ学ڀݚॴ�Ոࣨڀݚ
E-mail�ZVUBLBJF!TBOLFO�PTBLB�V�BD�KQ���URL�IUUQT���XXX�TBOLFO�PTBLB�V�BD�KQ�MBCT�PNN�

開花時刻調節で変わる未来の作物生産
研究開発代表者：石丸 努ʢ೶ݚ機ߏத೔ຊ೶ڀݚۀηϯλー�্ڀݚڃһʣ
։Ֆࠁ࣌ΛؾԹ͕௿͍ૣேʹシϑτ͢Δૣே։ՖੑʹΑͬͯɺީؾมಈ
ʹΑΔෆູʹ൐͏ίϝͷݮऩΛܰߴ͠ݮɺ Թɾס૩ετϨεڥ؀Ͱͷ҆ఆ
ੜ࢈Λ໨͠ࢦ·͢ɻ

͓໰͍߹Θͤઌɿ೶ݚ機ߏத೔ຊ೶ڀݚۀηϯλー
E-mail�LPIP�DBSD!NM�BGGSD�HP�KQ���URL�IUUQT���XXX�OBSP�HP�KQ�MBCPSBUPSZ�DBSD�JOEFY�IUNM

都市代謝系と沿岸生態系が融合した
循環型エネルギー・食料生産システムの構築
研究開発代表者：藤原 拓ʢژ౎大学大学Ӄ஍ڥ؀ٿ学ಊڭ�तʣ
ਖ਼ਁಁシεςϜΛ༻͍ͯԼਫಓݯࢿΛ׆༻͠ɺԼਫಓ͔ΒͷԹࣨޮՌ
Ψεͷഉ出΍ɺԊ؛ҬͷශӫཆԽɾڕපඃ֐ʹΑΔۀړੜྔ࢈ͷݮগʹ
औΓ૊Έ·͢ɻ

͓໰͍߹Θͤઌɿژ౎大学大学Ӄ஍ڥ؀ٿ学ಊ�ਫڥ؀อશ࿦෼໺
E-mail�GVKJXBSB�UBLV��W!LZPUP�V�BD�KQ���URL�IUUQT���XBUFS�FOW�LZPUP�V�BD�KQ�

産官民協働ネイチャーポジティブを実現する
環境・社会影響評価
研究開発代表者：馬奈木 俊介 ʢ۝भ大学大学Ӄ޻学ڀݚӃ�ओڭװतʣ
৽ࠃ෋ࢦඪͱϥΠϑαΠΫϧΞηεϝϯτͷ౷߹ʹΑͬͯɺࣗ વࢿຊΛ
ϑϩーɾετοΫ྆໘͔ΒఆྔධՁ͢Δ৽ख๏Λ։ൃ͠ɺݮগͨࣗ͠વ
ɻ͢·͠ࢦຊͷճ෮Λ໨ࢿ

͓໰͍߹Θͤઌɿ۝भ大学౎ڀݚࢢηϯλー
E-mail�T�UBLFEB!EPD�LZVTIV�V�BD�KQ���URL�IUUQT���VSCBO�JOTUJUVUF�LZVTIV�V�BD�KQ�

バイオマスを基にした物質・エネルギー循環技術の実現
研究開発代表者：藪 浩ʢ౦๺大学ࡐྉՊ学ߴ等ڀݚॴڭ�तʗओ೚ऀڀݚʣ
ഇغόΠΦϚε͔Β߹੒͢Δφϊ݂୸৮ഔΛɺ೩ྉి஑΍ۚଐۭిؾ஑
Δ͜ͱʹΑͬͯɺ෺࣭॥؀ͱΤω͢༺׆୅ΤωϧΪーσόΠε΁ੈ࣍༺
ϧΪー॥؀ࣾձͷ࣮ݱΛ໨͠ࢦ·͢ɻ

͓໰͍߹Θͤઌɿ౦๺大学ࡐྉՊ学ߴ等ڀݚॴᤵࣨڀݚ
E-mail�IJSPTIJ�ZBCV�E�!UPIPLV�BD�KQ���URL�IUUQ���ZBCVMBC�XQ�YEPNBJO�KQ�

ྩ和�೥౓࠾୒՝୊

͓໰͍合わͤ先
ະདྷࣾձ૑଄ۀࣄ�
+45ະདྷ૑଄ڀݚ։ൃਪਐ෦
E�NBJM���LBJLBLV@NJSBJ!KTU�HP�KQ

ϓϩδΣΫτਪਐࢧূ࣮ۀى�ܕԉͷ֓ۀࣄཁ͸ͪ͜Β͔Β▶
ʢIUUQT���XXX�KTU�HP�KQ�TUBSU�FOUSF�EFNP�JOEFY�IUNMʣ

͖͕͚͞ͷۀࣄαΠτ͸ͪ͜Β͔Β▶
ʢIUUQT���XXX�KTU�HP�KQ�LJTPLFO�QSFTUP�JOEFY�IUNMʣ

"$5�XͷۀࣄαΠτ͸ͪ͜Β͔Β▶
ʢIUUQT���XXX�KTU�HP�KQ�LJTPLFO�BDU�Y�JOEFY�IUNMʣ

$3E45ͷۀࣄαΠτ͸ͪ͜Β͔Β▶
ʢIUUQT���XXX�KTU�HP�KQ�LJTPLFO�DSFTU�JOEFY�IUNMʣ

  　　　　▶αΠτ͸ͪ͜Β͔Βۀࣄ
ʢIUUQT���XXX�KTU�HP�KQ�NJSBJ�KQ�ʣ

●ઓུత創଄研究ਪਐࣄ業ɹࣄ業αΠτ
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Ϝーϯシϣοτڀݚܕ։ൃ੍౓ΤϦΞͰ͸ɺ
ϩϘοτɾ"Iɺ݈ ɺྔۀɺ৯ͱ೶ڥ؀ٿҩྍɺ஍߁ ৅ɺ͜ؾɺࢠ ͜ΖͳͲશ�໨ඪʹ͍ͭͯɺσϞΛަ͑ͯڀݚ಺༰Λ঺հ͠·͢ɻ

͓໰͍合わͤ先
಺ֳ෎�Պ学ٕज़ɾΠϊϕーシϣϯࣄ຿ہ�ະདྷֵ৽ڀݚਪਐ୲౰
E�NBJM���H�TFOUBO�QSP!DBP�HP�KQ

ムーンショット型研究開発制度エリア併催事業

目標１
໨ඪ̍Ͱ͸ɺαΠόωςΟοΫɾΞόλーΛ༻͍ͨະདྷͷಇ͖ํͷ࣮͚޲ʹݱɺো͕͍౰ࢀऀࣄըͷ΋ͱɺϦΞϧͱόーνϟϧΛ
ɻ͢·͍ߦΔʮ෼਎ͷ෼਎͓΋ͯͳ͠ʯͷσϞΛૢʹࡏདྷ͢Δʮ֦ுΞόλー઀٬ʯɺෳ਺ͷΞόλーΛ͖ࣗߦ

● ໨ඪ̎ɺ໨ඪ̒ɺ໨ඪ̔ɺ໨ඪ̕ʹ͍ͭͯ΋Χλϩάʹͯ研究಺༰ͷ͝঺հΛ͍ͯ͠ま͢ɻ

目標3
໨ඪ̏Ͱ͸ɺࣾ ձͷ͋ΒΏΔ৔໘ʹ͓͍ͯϩϘοτΛ׆༻Ͱ͖ΔΑ͏ʹ͢ΔͨΊɺʮਓੜʹدΓఴ͏"IϩϘοτʯɺʮՊ学ൃݟΛ
ͨ͠ࢦΔ͜ͱΛ໨͢ݱ࣮ʹಈ͢Δ"IϩϘοτʯɺҎ্̏ͭͷΧςΰϦͷ"IϩϘοτΛ����೥׆ͰڥIϩϘοτʯɺʮ೉؀"͏ߦ
·։ൃΛਪਐ͍ͯ͠ڀݚ ɻ͢
ʮਓੜʹدΓఴ͏"IϩϘοτʯʹ ͓͍ͯɺ����೥ʹ͸ɺՈࣄɺ઀٬ɺ෱ࢱɺҩྍͳͲͷݱ৔ͰਓͱҰॹʹ׆ಈͰ͖ΔਓɾϩϘοτ
৮ΕͯʹࡍΒΕΔΑ͏࣮͡ײʹ಺༰Λಈը等Ͱ঺հͭͭ͠ɺ"IϩϘοτΛ਎ۙڀݚ఺ͷ࣌ݱճ͸ࠓɻ͢·͠ݱੜࣾձΛ࣮ڞ
͍ͨͩ͘σϞΛ͍ߦ·͢ɻ

໨ඪ̑Ͱ͸ɺ����೥·Ͱʹ஍نٿ໛ͰϜϦɾϜμͷͳ͍࣋ଓతͳ৯ྉۀ࢈څڙͷ૑出Λ໨͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ
શϓϩδΣΫτΛಈըͰ঺հ͢Δͱͱ΋ʹɺڇͷңͷதͷϝλϯൃੜঢ়گΛ֬ೝ͢ΔʮεϚーτϐϧʯͷ໛ܕΛ展示͠·͢ɻ

目標７
໨ඪ̓Ͱ͸ɺओཁͳ࣬ױΛ༧๷ɾࠀ෰͠ࡀ���·ͰؾݩʹਓੜΛָ͠ΊΔҩ ɾྍհޢシεςϜͷ࣮ݱΛ໨͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ
ۙ೥ɺەࡉߢޱ΍௎಺ەࡉͱ਎ମͷ݈߁ঢ়ଶ΍͍࣬ڧʹױ૬関ੑ͕͋Δ͜ͱ͕Θ͔Γɺ
Λ展示͠·͢ɻثଌఆ機ەࡉߢޱΔ͢ݙߩʹձࣾྸߴ

目標４
໨ඪ̐Ͱ͸ɺʠϏϤϯυɾθϩʡࣾ ձ࣮0$͚ͨ޲ʹݱ�॥؀シεςϜͷ࣮ݱΛ໨͠ࢦɺ大ؾத
ͷرബͳ$0�Λճऩ͢Δֵ৽తͳφϊ෼཭ບΛ展示͠·͢ɻ
·ͨɺ৽ͨͳݯࢿ॥؀ମܥʢ$�4��$BMDJVN�$BSCPOBUF�$JSDVMBUJPO�4ZTUFN�GPS�
$POTUSVDUJPOʣͷ࣮ݱΛ໨͠ࢦɺ$0�Λٵऩͤ͞Δ͜ͱͰηϝϯτίϯΫϦーτͷ୅ସͱ
ͳΔओཁݐઃࡐྉΛ展示͠·͢ɻ

目標５

໨ඪەࡉߢޱ��ଌఆ機ث��౦๺大学�༅ ɾ্܂ാࣨڀݚ

໨ඪ��෼਎ϩϘοτΧϑΣ�D"8NWFS�ЌͰͷ࣮ূͷ༷ࢠ

໨ඪ��"IϩϘοτ

໨ඪ��φϊ෼཭ບ ໨ඪ��$0�Λٵऩͨ͠ίϯΫϦーτ

໨ඪ��ϝλϯൃੜঢ়گͷܭଌ

大学発
ベンチャー表彰2023
表彰式 ～Award for Academic Startups～

大学ൃϕンνϟʔදজࣄ຿ہ

大学発ベンチャー表彰とは 

දজࣜʹࢀՃ͞ΕΔํ͸大学ݟຊࢢ����αΠτ಺͔Βདྷ৔ొ࿥Λ͓͍͠ئ·͢ɻ

ओ࠵ɿ国立研究։ൃ法ਓ科学技術ৼڵ機構ɺ国立研究։ൃ法ਓ新ΤωϧΪʔɾ産業技術૯合։ൃ機構
産業লɺҰൠ社ஂ法ਓ日本ϕンνϟʔ学会ɺશ国஍ํ新ฉ࿈合会ɹࡁܦԉɿ文部科学লɺޙ

スタートアップ出資・支援室　&�NBJMɿBBT!KTU�HP�KQņ イノベーション推進部　&�NBJMɿJOW�KBQBO!OFEP�HP�KQ

開催日

表彰式表彰式 ～Award for Academic Startups～～Award for Academic Startups～

開催日 2023年8月24日●木開催日 2023年8月24日
時   間 15：00～17：00ʢ։৔��ɿ��ʣ

場   所 東京ビッグサイトʢ南 ϗ̍ʔϧ 大学見本市����会৔಺ηϛナʔ会৔ʣ

表彰式 受賞者ピッチ、賞状・賞牌授与

大学発ベンチャー表彰とは 

ʮ大学ൃϕϯνϟーදজʙ"XBSE�GPS�"DBEFNJD�4UBSUVQTʙʯ͸ɺࠓ೥Ͱ��೥໨Λܴ͑·ͨ͠ɻ
大学等ͷ੒ՌΛͨ͠ۀىͯ͠༺׆ϕϯνϟーͷ͏ͪɺޙࠓͷ׆༂͕ظ଴͞ΕΔ༏Εͨ
大学ൃϕϯνϟーΛදজ͢Δͱͱ΋ʹɺಛʹͦͷ੒௕ʹد༩ͨ͠大学΍ۀاͳͲΛදজ͠·͢ɻ

● 大学発ベンチャー表彰公式サイト

https://www.jst.go.jp/aas/
● 来場登録サイト（大学見本市2023～イノベーション・ジャパン公式サイト）

https://innovationjapan.jst.go.jp
来場登録制
入場無料

ϜーϯシϣοτۀࣄαΠτ͸ͪ͜Β͔Β▶
ʢIUUQT���XXX��DBP�HP�KQ�DTUQ�NPPOTIPU�JOEFY�IUNMʣ

●●木●●●木●
ʢ南 ϗ̍ʔϧ 大学見本市����会৔಺ηϛナʔ会৔ʣʢ南 ϗ̍ʔϧ 大学見本市����会৔಺ηϛナʔ会৔ʣ
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ムーンショット型研究開発制度エリアでは、
ロボット・AI、健康医療、地球環境、食と農業、量子、気象、こころなど全9目標について、デモを交えて研究内容を紹介します。

お問い合わせ先
内閣府 科学技術・イノベーション事務局 未来革新研究推進担当
E-mail : g.sentan.pro@cao.go.jp

ムーンショット型研究開発制度エリア併催事業

目標１
目標１では、サイバネティック・アバターを用いた未来の働き方の実現に向け、障がい当事者参画のもと、リアルとバーチャルを
行き来する「拡張アバター接客」、複数のアバターを自在に操る「分身の分身おもてなし」のデモを行います。

● 目標２、目標６、目標８、目標９についてもカタログにて研究内容のご紹介をしています。

目標3
目標３では、社会のあらゆる場面においてロボットを活用できるようにするため、「人生に寄り添うAIロボット」、「科学発見を
行うAIロボット」、「難環境で活動するAIロボット」、以上３つのカテゴリのAIロボットを2050年に実現することを目指した
研究開発を推進しています。
「人生に寄り添うAIロボット」において、2050年には、家事、接客、福祉、医療などの現場で人と一緒に活動できる人・ロボット
共生社会を実現します。今回は現時点の研究内容を動画等で紹介しつつ、AIロボットを身近に感じられるよう実際に触れて
いただくデモを行います。

目標５では、2050年までに地球規模でムリ・ムダのない持続的な食料供給産業の創出を目指しています。
全プロジェクトを動画で紹介するとともに、牛の胃の中のメタン発生状況を確認する「スマートピル」の模型を展示します。

目標７
目標７では、主要な疾患を予防・克服し100歳まで元気に人生を楽しめる医療・介護システムの実現を目指しています。
近年、口腔細菌や腸内細菌と身体の健康状態や疾患に強い相関性があることがわかり、
高齢社会に貢献する口腔細菌測定機器を展示します。

目標４
目標４では、“ビヨンド・ゼロ”社会実現に向けたCO2循環システムの実現を目指し、大気中
の希薄なCO2を回収する革新的なナノ分離膜を展示します。
また、新たな資源循環体系（C4S: Calcium Carbonate Circulation System for 
Construction）の実現を目指し、CO2を吸収させることでセメントコンクリートの代替と
なる主要建設材料を展示します。

目標５

目標7:口腔細菌測定機器 ©東北大学 薮上・桑畑研究室

目標1:分身ロボットカフェ DAWNver.βでの実証の様子

目標3:AIロボット

目標4:ナノ分離膜 目標4:CO2を吸収したコンクリート

目標5:メタン発生状況の計測

大学発
ベンチャー表彰2023
表彰式 ～Award for Academic Startups～

大学発ベンチャー表彰事務局

大学発ベンチャー表彰とは 

表彰式に参加される方は大学見本市2023サイト内から来場登録をお願いします。

主催：国立研究開発法人科学技術振興機構、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
後援：文部科学省、経済産業省、一般社団法人日本ベンチャー学会、全国地方新聞連合会　

スタートアップ出資・支援室　E-mail：aas@jst.go.jp｠ イノベーション推進部　E-mail：inv-japan@nedo.go.jp

開催日

表彰式表彰式 ～Award for Academic Startups～～Award for Academic Startups～

開催日 2023年8月24日●木開催日 2023年8月24日
時   間 15：00～17：00（開場14：30）
場   所 東京ビッグサイト（南１ホール 大学見本市2023会場内セミナー会場）
表彰式 受賞者ピッチ、賞状・賞牌授与

大学発ベンチャー表彰とは 

「大学発ベンチャー表彰～Award for Academic Startups～」は、今年で10年目を迎えました。
大学等の成果を活用して起業したベンチャーのうち、今後の活躍が期待される優れた
大学発ベンチャーを表彰するとともに、特にその成長に寄与した大学や企業などを表彰します。

● 大学発ベンチャー表彰公式サイト

https://www.jst.go.jp/aas/
● 来場登録サイト（大学見本市2023～イノベーション・ジャパン公式サイト）

https://innovationjapan.jst.go.jp
来場登録制
入場無料

ムーンショット事業サイトはこちらから▶
（https://www8.cao.go.jp/cstp/moonshot/index.html）

●●木●●●木●
（南１ホール 大学見本市2023会場内セミナー会場）（南１ホール 大学見本市2023会場内セミナー会場）



日本発の
プレプリントサーバ

プレプリントの公開で、研究が加速する

Jxivの特徴

対象分野

対応言語

アクセスはこちら
https://jxiv.jst.go.jp/

すべて（自然科学、人文・社会科学等の既存の枠組み
を超えて、学際的な内容も取り扱います。）

数ヶ月～1年

数日

いち早く共有　!

日本語、英語

[ ジェイカイブ ]

ジャーナル投稿より先or 同時に投稿

大学発ベンチャー表彰2023

受賞者紹介
文部科学大臣賞

受賞者についての詳細は
大学発ベンチャー表彰の
ホームページを
ご覧ください

株式会社セルージョン
代表取締役社長CEO　羽藤 晋

慶應義塾大学 医学部 眼科学教室 特任教授
榛村 重人

株式会社ニコン・セル・イノベーション
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ༀ学෦ �༤ೋݪ�तڭ )��� ��

ༀ学෦ ॿڭ�౉ᬒ�ਖ਼ޛ )��� ��

自然科学研究機構 核融合科学研究所
෦ڀݚ ।ڭत࣌�୩�੓ߦ $��� ��

෦ڀݚ ।ڭत�੢Ӝ�ਖ਼थ I��� ��

自然科学研究機構 国立天文台
ఱจ୆ཱࠃ ಛ೚ॿڭ�෰෦�խ೭ 0��� ��

芝浦工業大学
学෦޻ ༟و�त�ੴ࡚ڭ $��� ��

学෦޻ ᖒ�Ѫ۔�तڭ $��� ��

学෦޻ ।ڭत�ॏफؽ޺� I��� ��

上智大学
ཧ޻学෦ ߶�ຊڮ�तڭ )��� 32

信州大学
学ज़ڀݚɾ࢈学׭࿈ܞਪਐ機ߏ ୎ӽڭतɾॴ௕�खౢ�উ໻ $��� ��

ણҡ学෦ ।ڭतࡔߴ��ହ߂ $��� 22

೶学෦ त�ᜊ౻�উ੖ڭ '��� �3

ણҡ学෦ ॿؠ�ڭຊݑ�ହ I��� ��

聖マリアンナ医科大学
ҩ学෦ ।ڭत�த઒�խ࢙ )��� 3�

摂南大学
ཧ޻学෦ ।ڭत�੢ܙ�ཧ )��� �0

೶学෦ �๕ຊ�ྰࢣߨ )��� ��

仙台高等専門学校
૯߹޻学Պ त�Ԃా�५ڭ 4��� ��

創価大学
ཧ޻学෦ ߂त�౉ล�Ұڭ 4��� �0

た行▼
千葉大学

大学Ӄ޻学ڀݚӃ ।ڭतં܂��ಓࡁ $��� ��

大学Ӄࡍࠃ学ज़ڀݚӃ ॿా�ڭౡ�ᠳଠ $��� 2�

༧๷ҩ学ηϯλー ಛ೚।ڭत�தࢁ�੣݈ )��� �3

৘ใઓུ機ߏ ।ڭत�খࣨ�৴ت I��� �2

千葉工業大学
৘ใՊ学෦ त�৴઒�૑ڭ I��� ��

中央大学
ཧ޻学෦ ೭ߊ�त�খদڭ )��� 3�

中部大学
௒఻ಋɾ࣋ଓՄೳΤωϧΪーڀݚηϯλー ෭ηϯλー௕ɾڭत�ஜຊ�஌ࢠ $��� �

ϛϡΦϯཧ޻学ڀݚηϯλー த෦大学୎ӽڭतݩ�౻ࠤ�ହ $��� �

学෦޻ त�ৗ઒�ޫҰڭ 4��� �0

筑波大学
シεςϜ৘ใܥ ।ڭत�ઙҪ�݈඙ $��� �

ੜ໋ܥڥ؀ ୩�௚थߴ�तڭ $��� 2�

ੜ໋ܥڥ؀ ࣏ݠ�Ӝࡾ�तڭ )��� 3�

ੜ໋ܥڥ؀ ॿڭ�໦Լ�ಸ౎ࢠ '��� �3

シεςϜ৘ใܥ ।ڭतࡍࢁ��৳Ұ I��� �3

帝京大学
ઌ୺૯߹ڀݚ機ߏ ಛ೚ڭत�ԣງ�ᆹޫ 4��� ��

電気通信大学
大学Ӄ৘ใཧ޻学ڀݚՊ त�ੁ�఩࿕ڭ )��� 30

東海大学
૯߹Պ学ٕज़ڀݚॴ त�௕୩઒�ਅ໵ڭ $��� �

ϚΠΫϩ ŋφϊڀݚ։ൃηϯλー ࢤܒ�त�໦ଜڭ )��� 3�
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東京工業大学
Պ学ٕज़૑੒ڀݚӃ �ઍ໌౻ࠤ�तڭ $��� �2

Պ学ٕज़૑੒ڀݚӃ ॿڭ�άόϨϏον�Ξϯφ $��� 2�

Պ学ٕज़૑੒ڀݚӃ ।ڭतɾڀݚϢχοτϦーμー
ԣҪ�ढ़೭ $��� 2�

学Ӄ޻ त�খມ�ಁڭ )��� 2�

ੜ໋ཧ޻学Ӄ ॿ҆�ڭ෦�૱ )��� 3�

Պ学ٕज़૑੒ڀݚӃ ॿڭ�ຊా�༤࢜ )��� ��

Պ学ٕज़૑੒ڀݚӃ त�℄ా�ਸڭ I��� ��

学Ӄ޻ ࢙त�Ԭా�ণڭ 4��� �2

東京工芸大学
学෦޻ त�ӽ஍�෱࿕ڭ I��� ��

東京電機大学
学෦޻ հܚ�౻ࠤ�तڭ $��� �0

学෦޻ ।ڭत�Ҫ্�३ )��� �0

ཧ޻学෦ һ�ਗ਼ਫ�ಁڀݚ 0��� ��

東京都立大学
౎ڥ؀ࢢ学෦ त�༄Լ�ਸڭ $��� ��

東京農工大学
大学Ӄ޻学ڀݚӃ ।ڭत�݉ڮ�ਅೋ $��� 22

大学Ӄ޻学ڀݚӃ ಛ໋ཧࣄɾ෭学௕ʢڭ学౷ׅ୲౰ʣ
୔�࿨඙ࡾ )��� 32

大学Ӄ޻学ڀݚӃ ।ڭत�٢໺�大ี )��� 32

大学Ӄ޻学ڀݚӃ ।ڭत�ு�ѥ I��� ��

大学Ӄ޻学ڀݚӃ ॿڭ�ੜా߉� 4��� �0

東京薬科大学
ༀ学෦ ।ڭत�খ୩�໌ '��� ��

東京理科大学
ཧ学෦ୈҰ෦� ւ�੤Ұݹ�तڭ $��� 22

૑Ҭཧ޻学෦ त�஛ଜ�༟ڭ )��� �0

学෦޻ �ଚ೭ݪत�Տڭ I��� ��

ཧ学෦ୈҰ෦ ।ڭतࠤ�த܆� 4��� �0

૑Ҭཧ޻学෦ ॿڭ�ҏ౻�ത࢜ 4��� ��

ઌਐ޻学෦ ।ڭत�தౢ�Ӊ࢙ 4��� ��

同志社大学
大学Ӄཧ޻学ڀݚՊ त�ਫ୩�ٛڭ $��� ��

ཧ޻学෦ ।ڭत�ԕ౻�ଠՂ࢚ )��� 2�

ཧ޻学෦ �大հࢁत�খڭ I��� ��

東北大学
大学Ӄ޻学ڀݚՊ ।ڭत�ྛ�大࿨ $��� ��

東北工業大学
学෦޻ ࢠत�ؙඌ�༰ڭ )��� 30

Պڀݚ学޻�学෦޻ �ਅಙࢁत�ࣨڭ I��� ��

東洋大学
ཧ޻学෦ त�উຠ�పڭ 4��� ��

徳島大学
όΠΦΠϊϕーシϣϯڀݚॴ �ฏా�ਅथࢣߨ '��� ��

ϙετ -EDϑΥτχΫεڀݚॴ ಛ೚।ڭतߐ�ຊݦ�༤ I��� ��

ϙετ -EDϑΥτχΫεڀݚॴ ࢙त�҆Ҫ�෢ڭ੹೚ऀɾڀݚߴ࠷ I��� ��

大学Ӄࣾձۀ࢈ཧ޻学ڀݚ෦ ߂�ণؠ∁�तڭ 4��� �2

鳥取大学
学෦޻ ।ڭत�ബҪ�༸ߦ $��� �0

学෦޻ �๛ݪ�तڭ $��� �0

学෦޻ ࡐत�໺্�හڭ )��� 33

೶学෦ ।ڭत�大⃻ٱ�ඒࢠ '��� ��

富山県立大学
学෦޻ त�஛Ҫ�හڭ )��� 3�

豊橋技術科学大学
学෦޻ ।ڭत�ቐ�༰ढ़ )��� 2�

大学Ӄ޻学ڀݚՊ ߦत�ࣲా�ོڭ )��� 3�

出展ऀ໊ ୅දऀڀݚ খؒ൪߸ ϖージ

な行▼
長岡技術科学大学

Պڀݚ学޻ ಛ೚ॿࠤ�ڭ౻�༃ಙ $��� �0

長崎大学
Պڀݚ学޻ ।ڭत�౻ຊ޹�จ I��� ��

長崎県立大学
ձ学෦ࣾࡍࠃ ۉ�त�৿ాڭ $��� 2�

長崎国際大学
ༀ学෦ ޾�ത۾�तڭ )��� 3�

名古屋大学
ະདྷࡐྉɾシεςϜڀݚॴ ।ڭतాݪ��ढ़ଠ $��� ��

名古屋工業大学
大学Ӄ޻学ڀݚՊ ।ڭतؠ�ຊ�༔޺ $��� ��

大学Ӄ޻学ڀݚՊ �দ஛ޖ�तڭ $��� ��

大学Ӄ޻学ڀݚՊ ॿڭ�ຊా�ޫ༟ $��� ��

大学Ӄ޻学ڀݚՊ ॿװ�ྛ�ڭ大 $��� 20

大学Ӄ޻学ڀݚՊ ।ڭत�ҏ౻�༸հ )��� ��

名古屋市立大学
大学Ӄༀ学ڀݚՊ ।ڭत�ా্�ୢळ )��� 3�

奈良女子大学
ܥӃࣗવՊ学ڀݚ त�٢ଜ�ྙҰڭ $��� 20

奈良先端科学技術大学院大学
ઌ୺Պ学ٕज़ڀݚՊ ॿڭ�ਫ໺ࡈ� $��� ��

ߏਪਐ機ڀݚ ಛ೚ڭतߴ�໦�ത࢙ '��� �2

ઌ୺Պ学ٕज़ڀݚՊ ඙߁�त�தౡڭ I��� �3

ઌ୺Պ学ٕज़ڀݚՊ ॿڭ�౻ຊ�༤Ұ࿠ I��� ��

ઌ୺Պ学ٕज़ڀݚՊ ॿڭ�দా�༟و I��� ��

新潟大学
ࣗવՊ学ܥੜ࢈σβΠϯ޻学ܥ ʢྻ޻学෦ʣ त�҆෦�ོڭ 4��� ��

日本大学
ੜ෺ݯࢿՊ学෦ ।ڭत�દኍ�ળ࿨ )��� 3�

ੜ෺ݯࢿՊ学෦ ।ڭत�∁໺�ӳߊ '��� �2

は行▼
浜松医科大学

ޫઑ୺ҩ学ڭҭڀݚηϯλー ಛ໋ڭڀݚत�਑޹�ࢁ඙ )��� �3

兵庫県立大学
大学Ӄ޻学ڀݚՊ ޗत�ҏ౻�লڭ $��� ��

大学Ӄཧ学ڀݚՊ ।ڭत�ླ໦�խొ )��� 3�

大学Ӄ޻学ڀݚՊ ।ڭत�Ԭߒ޷� '��� ��

大学Ӄ޻学ڀݚՊ ।ڭतࢁ�ຊ�ਅҰ࿠ I��� ��

弘前大学
大学Ӄҩ学ڀݚՊ Ұ޹�त�एྛڭ )�3� 3�

大学Ӄอ݈学ڀݚՊ ।ڭत�໳લڿ� )��� 3�

大学Ӄอ݈学ڀݚՊ ।ڭत�ᷤ੢޺�հ )��� ��

広島国際大学
Պ学෦߁݈ ଠ࿠ݑ�त�௕ྮڭ )��� 3�

อ݈ҩྍ学෦ ຊ�Ί͙Έࢁ�ࢣߨ 4��� ��

広島市立大学
大学Ӄ৘ใՊ学ڀݚՊ �໨ྑ�࿨໵ࢣߨ I��� �3

福井大学
෦໳ܥ学޻ ߦو�त�ઙ໺ڭ $��� ��

෦໳ܥ学޻ ।ڭतݩࡔ��തত $��� ��

福岡大学
ҩ学෦ ।ڭतࢤߒ�ాو� )��� ��

ཧ学෦ ຊ�大ีࢁ�तڭ I��� ��

福島大学
学ྨ޻ੜシεςϜཧڞ ࢤत�ઙా�ོڭ $��� 20

法政大学
ੜ໋Պ学෦ యܒ�त�ॹํڭ $��� 2�

北陸先端科学技術大学院大学
ઌ୺Պ学ٕज़ڀݚՊ ॿ݈࢘�ాߴ�ڭ $��� 23
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௒ӽόΠΦϝσΟΧϧDXڌڀݚ఺ त�দଜ�࿨໌ڭ )��� ��

星薬科大学
ༀ学෦ ೫࢙�त�ᚸುڭ )��� ��

北海道科学大学
ༀ学෦ ޿ٛ�ݪࡾ�ࢣߨ $��� 2�

ༀ学෦ त�ஸ໺�७உڭ )��� ��

ま行▼
三重大学

Ϧαーνηϯλー ।ڭतࡾ�୐�ӳ༤ )��� 3�

大学Ӄҩ学ڀݚܥՊ ॿؒ҆�ڭ�ଠ࿠ )��� 3�

宮崎大学
学෦޻ ।ڭत�෢ాر࠼� 0��� ��

෦ڀݚҭڭ学޻ Ұ࿠߂�त�Ԙ੝ڭ 4��� ��

室蘭工業大学
大学Ӄ޻学ڀݚՊ त�൧৿�ढ़จڭ I��� ��

大学Ӄ޻学ڀݚՊ ।ڭत�ിத�࿨໌ 4��� �3

明治大学
ߏઓུ機ࡒɾ஌ڀݚ �Ұ࿠ݪत�ഡڭಛผڀݚ 4��� �3

や行▼
山口大学

大学Ӄ૑੒Պ学ڀݚՊ ।ڭत�Ԭຊ໌ߒ� $��� 2�

大学ڀݚਪਐ機ߏ �कాࢁ�तڭ $��� 2�

大学Ӄҩ学ڀݚܥՊ ॿڭ�༄ݪ�ਖ਼ࢤ )��� 3�

大学Ӄ૑੒Պ学ڀݚՊ� ।ڭत�ੴҪ࣏�೭ I��� ��

山梨大学
大学Ӄ૯߹ڀݚ෦޻�学Ҭ ت߃�อాٱ�ڭॿڀݚ $��� 2�

大学Ӄ૯߹ڀݚ෦�ੜ໋ڥ؀学Ҭ ॿڭ�ੴࢻ�ࢁ৫ )��� ��

横浜国立大学
大学Ӄ޻学ڀݚӃ ।ڭत�大஛�ॆ $��� �2

大学Ӄڥ؀৘ใڀݚӃ ।ڭत�ҏ౻ڿ�඙ 4��� ��

米子工業高等専門学校
૯߹޻学Պ وत�୩౻�ঘڭ $��� �2

ら行▼
立命館大学

ཧ޻学෦�� त��খྛ�大଄ڭ $��� ��

ੜ໋Պ学෦ ॿڭ�দҪ�大྄ $��� 2�

ༀ学෦ �ୡ೭ాߴ�तڭ )��� ��

ཧ޻学෦� �ल೭ࡔत�໺ڭ I��� ��

৘ใཧ޻学෦� ࠸त�ଜඌ�࿨ڭ I��� �3

ཧ޻学෦ ।ڭत�Ճݹ઒�ಞ 4��� �3

琉球大学
Պڀݚ学޻学෦�ཧ޻ त�ઍॅ�ஐ৴ڭ $��� �2

೶学෦ ।ڭत�関ࠜ�݈ଠ࿠ '��� ��

龍谷大学
ઌ୺ཧ޻学෦ त�໦ଜ�ກڭ I��� ��

わ行▼
和歌山大学

シεςϜ޻学෦ ।ڭत�Ӊ໺�࿨ߦ $��� ��






